
 

 

 

第 6章 事後調査の結果の概要 

  



6-1 

第 6 章 事後調査の結果の概要 

6.1 陸域生物・陸域生態系 

陸域改変区域に分布する重要な種及びコアジサシの繁殖については、改変区域の一部緑

化の環境保全措置を実施することとしているが、効果の不確実性を伴うため、事後調査を

実施する。 

 

6.1.1  陸域改変区域に分布する重要な種 

 (1) 調査概要 

「自然環境保全基礎調査」（環境省）及び「河川水辺の国勢調査マニュアル」（建設

省）等に準拠し、陸域改変区域を踏査し、評価書で提示した重要な種の確認地点など

について記録を行い、可能な限り写真撮影を行った。 

各調査の調査ルート等は、図－ 6.1.3 及び図－ 6.1.5 に示すとおりである。 

なお、調査ルート等は、調査地域に植生の状況や地形、土質等を考慮しながら設定

した。 

 

●重要な植物種・植物群落 

・任意踏査法 

・重要な植物種・植物群落の位置、生育状況等を記録 

●重要な動物種 

・任意踏査法、トラップ法等 

・重要な動物種の個体数、確認位置、生息状況等を記録 
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図－ 6.1.1 事後調査地点（陸域生物・陸域生態系） 
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    ：調査地域（陸域改変区域） 

 
注：調査地域（陸域改変区域）の海側は、空港の外周道路までを範囲としており、写真に示すよ

うに再侵入防止対策（道路脇にある黒の管）を設置し、調査地域（陸域改変区域）の内外を
判断している。 

図－ 6.1.2 大嶺崎周辺における陸域改変区域  

調査地域（陸域

改変区域）内 

仮設橋 

写真撮影

方向
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図－ 6.1.3 任意踏査法の調査範囲及び踏査ルート（重要な植物種・植物群落） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏季 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

冬季 

図－6.1.4 トラップ法の実施地点（哺乳類） 
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【哺乳類】 

 

夏季 

【哺乳類】 

 

冬季 

【昆虫類】 

 

夏季 

【昆虫類】 

 

冬季 

図－ 6.1.5(1) 任意踏査法の調査範囲及び踏査ルート（哺乳類、昆虫類） 
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【陸生貝類】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏季 

【陸生貝類】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

冬季 

【オカヤドカリ類】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏季 

【オカヤドカリ類】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

冬季 

図－ 6.1.5(2) 任意踏査法の調査範囲及び踏査ルート（陸生貝類、オカヤドカリ類） 
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 (2) 調査結果 

1) 重要な植物種・植物群落 

(ア) 重要な植物種 

確認された重要な植物種一覧は表－ 6.1.1 に、確認状況は表－ 6.1.4 に、確認位

置は図－ 6.1.6 に、確認された重要な植物種の状況は図－ 6.1.7 に示すとおりである。 

なお、調査地域に生育する植物の生育環境や地形、土質等を考慮しながら、調査ル

ート等を設定した。 

過年度において、陸域改変区域内にハリツルマサキが確認され、調査対象種となっ

ていた。陸域改変区域内の個体は、平成 26 年度の工事に伴い消失したものの、陸域改

変区域外に生育が確認されていることから、環境影響評価時の現地調査と比較して、

当該調査区域の生育環境に大きな変化はないと考えられる。 

陸域改変区域外において、過年度確認された重要な植物種は、マツバラン、カワジ

サを除いて、平成 28 年度調査でもほぼ同様な場所でみられたことから、環境影響評価

時の現地調査と比較して、当該調査区域の生育環境に大きな変化はないと考えられる。 

なお、環境影響評価時の調査で陸域改変区域外において確認されたマツバラン、カ

ワジサについては確認されなかった。 

また、陸域改変区域外で確認されたイソフジ及びミズガンピは、海上工事の施工区

域付近の海岸沿いに生育していることから、ロープによる囲いこみを行い、注意喚起

を行った。 

 

表－ 6.1.1 陸域改変区域（連絡誘導路及び仮設橋の取り付け部を含む）で確認された重要な

植物種一覧 

調査期日:夏季：平成 28 年 7 月 6 日 

冬季：平成 29 年 1 月 20 日 

 
注 1：重要な植物種の選定基準は表－ 6.1.3 に示すとおりである。 
注 2：表中の「-」は確認されなかったことを示す。 

 

 

 

 

 

 

 

夏季 冬季

1 該当なし － －

合計 0 0 0 0 0 00

選定基準
調査時期

和名 天然

記念物

①

種の

保存法

②

環境省

RL

③

沖縄県

RDB

④

No. 学名



6-8 

表－ 6.1.2 陸域改変区域外で確認された重要な植物種一覧 

調査期日：夏季：平成 28 年 7 月 6 日 

冬季：平成 29 年 1 月 20 日 

 
注：重要な植物種の選定基準は表－ 6.1.3 に示すとおりである。 

 

 

表－ 6.1.3 重要な植物種の選定基準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

夏季 冬季

1 Sophora tomentosa イソフジ 絶滅危惧ⅠB類 ○ ○

2 Pemphis acidula ミズガンピ 準絶滅危惧 ○ ○

3 Maytenus diversifolia ハリツルマサキ 準絶滅危惧 ○ ○

4 Fimbristylis ovata ヤリテンツキ 絶滅危惧Ⅱ類 ○

5 Eleocharis geniculata タマハリイ 準絶滅危惧 ○ ○

合計 0 0 3 2 5 45

選定基準
調査時期

和名 天然

記念物

①

種の

保存法

②

環境省

RL

③

沖縄県

RDB

④

No. 学名

以下の①～④のいずれかに該当しているものを「重要な種」として選定した。 
 
①天然記念物：文化財保護法により、保護されている種及び亜種 
・特天：国指定特別天然記念物 
・国天：国指定天然記念物 
・県天：沖縄県指定天然記念物 

②種の保存法：「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」において以下の項目に選定される
種及び亜種 

・国内希少：国内希少野生動植物種  ・国際希少：国際希少野生動植物種 
③環境省 RL：「環境省レッドリスト 2015 の公表について｣（平成 27 年 9 月 15 日記者発表、環境省）に記載 

されている種及び亜種 
・絶滅危惧Ⅰ類  ：絶滅の危機に瀕している種 
・絶滅危惧ⅠA 類：絶滅の危機に瀕している種のうち、ごく近い将来における野生での絶滅の可能性が極め

て高いもの 
・絶滅危惧ⅠB 類：絶滅の危機に瀕している種のうち、ⅠA 類ほどではないが、近い将来における野生での

絶滅の危険性が高いもの 
・絶滅危惧Ⅱ類  ：絶滅の危険が増大している種 
・準絶滅危惧    ：存続基盤が脆弱な種。現時点では絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化によっては「絶

滅危惧」に移行する可能性のある種 
・情報不足      ：評価するだけの情報が不足している種 
・地域個体群    ：地域的に孤立しており、地域レベルでの絶滅のおそれが高い個体群 

④沖縄県 RDB：「沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物(レッドデータおきなわ)－植物編－」（平成 18 年、沖
縄県）もしくは「沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物(レッドデータおきなわ)－動物編－」
（平成 17 年 11 月、沖縄県）に記載されている種及び亜種 

・絶滅危惧Ⅰ類 ：沖縄県では絶滅の危機に瀕している種 
・絶滅危惧ⅠA 類：沖縄県では、ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高いもの 
・絶滅危惧ⅠB 類：沖縄県ではⅠA 類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が高いもの 
・絶滅危惧Ⅱ類 ：沖縄県では絶滅の危機が増大している種 
・準絶滅危惧    ：沖縄県では存続基盤が脆弱な種 
・情報不足   ：沖縄県では評価するだけの情報が不足している種 
・絶滅のおそれのある地域個体群：沖縄県で地域的に孤立している個体群で、絶滅のおそれの高いもの 
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表－ 6.1.4 陸域改変区域外の重要な植物種の確認状況 

調査期日：夏季：平成 28 年 7 月 6 日 

冬季：平成 29 年 1 月 20 日 

No. 分類群 和名 
重要な種の 

選定基準 
確認状況 

1 維管束植物 イソフジ 環境省 RL： 

絶滅危惧 IB 類 

夏季及び冬季に、陸域改変区域外にて、海浜

の 1 地点で確認された。 

2 ミズガンピ 沖縄県 RDB： 

準絶滅危惧 

夏季及び冬季に、陸域改変区域外にて、海岸

の 1 地点で確認された。 

3 ハリツルマサキ 環境省 RL： 

準絶滅危惧 

夏季に、陸域改変区域外にて、林内と林縁の

14 地点で確認した。冬季に陸域改変区域外に

て、林内と林縁の 13 地点で確認した。 

4 ヤリテンツキ 環境省 RL： 

絶滅危惧Ⅱ類 

夏季に、陸域改変区域外にて、やや乾燥した

草刈跡地の草地の 6 地点で確認された。 

5 タマハリイ 沖縄県 RDB： 

準絶滅危惧 

夏季に、陸域改変区域外にて、やや湿った草

刈跡地の草地の 2 地点で確認された。冬季に、

陸域改変区域外にて、やや湿った乾燥した草

刈跡地の草地の 1 地点で確認された。 
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重要種保護のため 

位置情報は表示しない。 

 

 

 

 

 

 

 

重要種保護のため 

位置情報は表示しない。 

 

図－ 6.1.6（1） 重要な植物種の確認位置(イソフジ、陸域改変区域外） 

 

 

 

 

 

 

 

重要種保護のため 

位置情報は表示しない。 

 

 

 

 

 

 

 

重要種保護のため 

位置情報は表示しない。 

 

図－ 6.1.6（2） 重要な植物種の確認位置（ミズガンピ、陸域改変区域外） 
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重要種保護のため 

位置情報は表示しない。 

 

 

 

 

 

 

 

重要種保護のため 

位置情報は表示しない。 

 

図－ 6.1.6（3） 重要な植物種の確認位置（ハリツルマサキ、陸域改変区域外） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重要種保護のため 

位置情報は表示しない。 
 

 

 

 

 

 

 

重要種保護のため 

位置情報は表示しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－ 6.1.6（4） 重要な植物種の確認位置(ヤリテンツキ、陸域改変区域外） 
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重要種保護のため 

位置情報は表示しない。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重要種保護のため 

位置情報は表示しない。 
 

図－ 6.1.6（5） 重要な植物種の確認位置(タマハリイ、陸域改変区域外） 
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確認個体 

 
生育地の状況 

イソフジ 

 
確認個体 

 
生育地の状況 

ミズガンピ 

 
確認個体 

 
生育地の状況 

ハリツルマサキ 

 
確認個体 

 
生育地の状況 

ヤリテンツキ 

図－ 6.1.7（1） 確認された重要な植物種（平成 28 年度、陸域改変区域外） 
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確認個体 
 

生育地の状況 

タマハリイ 

図－ 6.1.7（2） 確認された重要な植物種（平成 28 年度、陸域改変区域外） 

  



6-15 

(イ) 重要な植物群落 

確認された重要な植物群落一覧を表－ 6.1.5 に、確認位置を図－ 6.1.8、図－ 6.1.9

に示すとおりである。調査地域に生育する植生の生育環境や地形、土質等を考慮しな

がら、調査ルート等を設定した。 

工事前調査において、陸域改変区域内（連絡誘導路及び仮設橋の取り付け部を含む）

では、キダチハマグルマ群落、ハマササゲ群落等計 8 群落が確認された。 

平成 28 年度調査では、夏季に予定されていた陸域改変部の工事（盛土部）に伴い

ヨシ群落が一部消失し、冬季に予定されていた陸域改変部の工事（連絡誘導路部）に

伴いコウライシバ群落が消失した。 

 

表－ 6.1.5 陸域改変区域（連絡誘導路及び仮設橋の取り付け部を含む）で確認された重要な

植物群落一覧 

調査期日：夏季：平成 28 年 7 月 6 日 

冬季：平成 29 年 1 月 20 日 

 

注 1：重要な植物群落の選定基準は表－ 6.1.6 に示すとおりである。 
注 2：表中の「－」は調査対象外であったことを示す。 
 

  

夏季 冬季

F.海岸砂丘植生

　F5　キダチハマグルマ群落 10 該当(D) ○ ○

　F8　ハマササゲ群落 10 該当(D) ○ ○

　F9　グンバイヒルガオ群落 10 該当(D) 掲載 ○ ○

G.湿地植生

　G1　ヨシ群落 10 該当(D) ○ ○

　G2　ヒメガマ群落 10 該当(D) ○ ○

H.隆起サンゴ礁植生

　H1　アダン群落 9 該当(A・D・H) 掲載 ○ ○

　H7　コウライシバ群落 10 該当(D・H) 掲載 ○

I.休耕地・路傍雑草群落

　I5　ナンゴクワセオバナ群落 ○ ○ ○

8 7

群落名称
天然
記念物

植生
自然度

特定
植物群落

植物群落
RDB

計　　8群落

その他
調査時期



6-16 

表－ 6.1.6 重要な植物群落の選定基準 

略称 基準法令・基準文献等 判定基準 

天然記念物 「文化財保護法」 

「沖縄県文化財保護条例」 

「那覇市文化財保護条例」 

「豊見城市文化財保護条例」 

国、県、市の天然記

念物 

植生自然度 「日本の植生Ⅱ」（平成 16 年、環境省自然環境局） 植生自然度 9・10 に

該当する植物群落 

特定植物群落 「第 2 回特定植物群落調査報告書」（昭和 53 年、環境庁） 

「第 3 回特定植物群落調査報告書」（昭和 63 年、環境庁） 

「第 5 回特定植物群落調査報告書」（平成 12 年、環境庁） 

特定植物群落選定基

準（表－ 6.1.7）に

該当する植物群落 

植物群落 RDB 「植物群落レッドデータ・ブック」（平成 8 年、(財)日本自

然保護協会・(財)世界自然保護基金日本委員会） 

掲載されている植物

群落 

その他 学識経験者・委員会・審議会等で指摘のあった群落 指摘群落 

 

表－ 6.1.7 特定植物群落の選定基準 

 

出典：「第 5 回特定植物群落調査報告書」（平成 12 年、環境庁） 

 

 

A 原生林もしくはそれに近い自然林

B 国内若干地域に分布するが、極めてまれな植物群落または個体群

C
比較的普通にみられるものであっても、南限、北限、隔離分布等分布限界にな
る産地にみられる植物群落または個体群

D
砂丘・断崖地・塩沼地・湖沼・河川・湿地・高山・石灰岩地等の特殊な立地に
特有な植物群落または個体群で、その群落の特徴が典型的なもの

E 郷土景観を代表する植物群落で、特にその群落の特徴が典型的なもの

F
過去において人工的に植栽されたことが明らかな森林であっても、長期にわ
たって伐採等の手が入っていないもの

G
乱獲、その他人為の影響によって、当該都道府県で極端に少なくなるおそれの
ある植物群落または個体群

H その他、学術上重要な植物群落または個体群
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重要種保護のため 

位置情報は表示しない。 

 

 

 

 

  

図－ 6.1.8 重要な植物群落の確認位置（夏季）  
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重要種保護のため 

位置情報は表示しない。 

 

 

図－ 6.1.9 重要な植物群落の確認位置（冬季） 
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2) 重要な動物種 

(ア) 哺乳類 

確認された重要な種一覧（哺乳類）は表－6.1.8 に、確認位置を図－ 6.1.10 に、

確認状況は図－ 6.1.11 に示すとおりである。 

環境影響評価時の現地調査及び事前調査の際に陸域改変区域（連絡誘導路及び仮設

橋の取り付け部を含む）で確認された重要な種である 4 種のうち、今回の調査ではワ

タセジネズミ、オリイオオコウモリの 2 種が確認された（表－6.1.8）。 

 

表－6.1.8 陸域改変区域（連絡誘導路及び仮設橋の取り付け部を含む）で確認された重要な種

一覧（哺乳類） 

調査期日：夏季 平成 28 年 8 月 2 日～4 日 

冬季 平成 29 年 2 月 6 日～10 日  

 

注 1：重要な動物種の選定基準は表－ 6.1.9 に示すとおりである。 

 

表－ 6.1.9 重要な動物種の選定基準 

 

 

 

 

 

 

  

選定基準
天然

記念物
①

種の
保存法

②

環境省
RL
③

改訂版
沖縄県RDB

④

水産庁
RDB
⑤

夏季 冬季

1 ワタセジネズミ 準絶滅危惧 準絶滅危惧 ○
2 オリイオオコウモリ 準絶滅危惧 ○
計 2種 0 0 1 2 0 2 0

No. 和名

調査時期

①天然記念物：文化財保護法により、保護されている種及び亜種 
・ 特天：国指定特別天然記念物 ・国天：国指定天然記念物 ・県天：沖縄県指定天然記念物 

②種の保存法：「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」において以下の項目に選定され
る種及び亜種 

・国内希少：国内希少野生動植物種  ・国際希少：国際希少野生動植物種 
③環境省 RL：「環境省レッドリスト 2015 の公表について｣（平成 27 年 9 月 15 日記者発表、環境省）に記載さ

れている種及び亜種 
・絶滅危惧Ⅰ類  ：絶滅の危機に瀕している種 
・絶滅危惧ⅠA 類：絶滅の危機に瀕している種のうち、ごく近い将来における野生での絶滅の可能性が極

めて高いもの 
・絶滅危惧ⅠB 類：絶滅の危機に瀕している種のうち、ⅠA 類ほどではないが、近い将来における野生で

の絶滅の危険性が高いもの 
・絶滅危惧Ⅱ類  ：絶滅の危険が増大している種 
・準絶滅危惧    ：存続基盤が脆弱な種。現時点では絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化によっては

「絶滅危惧」に移行する可能性のある種 
・情報不足      ：評価するだけの情報が不足している種 
・地域個体群    ：地域的に孤立しており、地域レベルでの絶滅のおそれが高い個体群 

④沖縄県 RDB：「沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物(レッドデータおきなわ)－動物編－」（平成 18 年、沖
縄県）に記載されている種及び亜種 

・絶滅危惧Ⅰ類  ：沖縄県では絶滅の危機に瀕している種 
・絶滅危惧ⅠA 類：沖縄県では、ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高いもの 
・絶滅危惧ⅠB 類：沖縄県ではⅠA 類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が高いもの 

・絶滅危惧Ⅱ類 ：沖縄県では絶滅の危機が増大している種 

・準絶滅危惧    ：沖縄県では存続基盤が脆弱な種 

・情報不足   ：沖縄県では評価するだけの情報が不足している種 

・絶滅のおそれのある地域個体群：沖縄県で地域的に孤立している個体群で、絶滅のおそれの高いもの 

⑤水産庁 RDB：「日本の希少な野生水生生物に関するデータブック」（平成 12 年、水産庁） 

・絶滅危惧種：絶滅の危機に瀕している種・亜種 

・危急種  ：絶滅の危険が増大している種・亜種 

・希少種  ：存続基盤が脆弱な種・亜種 

・減少種  ：明らかに減少しているもの 

・減少傾向 ：長期的に見て減少しつつあるもの 
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重要種保護のため 

位置情報は表示しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重要種保護のため 

位置情報は表示しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－ 6.1.10 重要な種確認位置（哺乳類） 

確認個体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

確認環境 

ワタセジネズミ 

 
確認個体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

確認環境 

オリイオオコウモリ 

図－ 6.1.11 重要な種（哺乳類）確認状況  

コウモリ識別ハンドブック(改訂版)より引用 
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(イ) 昆虫類 

確認された重要な種一覧（昆虫類）は表－6.1.10 に、確認位置は図－ 6.1.12 に、確

認状況は図－ 6.1.13 に示すとおりである。 

なお、調査地域に生息する昆虫類の生息環境や地形、土質等を考慮しながら、調査ル

ート等を設定した。 

陸域改変区域（連絡誘導路及び仮設橋の取り付け部を含む）で、重要な種であるハイ

イロイボサシガメ、コガタノゲンゴロウ、ヤマトアシナガバチの 3 種の他、新たにヒメ

イトトンボとコフキトンボの 2 種が確認された。 

 

表－6.1.10 陸域改変区域（連絡誘導路及び仮設橋の取り付け部を含む）で確認された重要な

種一覧（昆虫類） 

調査期日：夏季 平成 28 年 8 月 2 日～4 日 

冬季 平成 29 年 2 月 6 日～10 日  

 

注 1：重要な動物種の選定基準は表－ 6.1.9 に示すとおりである。 

  

目 科

1 トンボ イトトンボ ヒメイトトンボ Agriocnemis pygmaea 準絶滅危惧 情報不足 ○

2 トンボ コフキトンボ Deielia phaon 絶滅危惧Ⅱ類 ○

3 カメムシ サシガメ ハイイロイボサシガメ Coranus spiniscutes 準絶滅危惧 ○

4 コウチュウ ゲンゴロウ コガタノゲンゴロウ Cybister tripunctatus orientalis 絶滅危惧Ⅱ類 ○

5 ハチ スズメバチ ヤマトアシナガバチ Polistes japonicus japonicus 情報不足 ○

合計 4目 5科 0 0 4 2 0 5 05種

№ 水産庁
RDB
⑤

改訂版
沖縄県RDB

④

種の
保存法

②

天然
記念物

①

選定基準

和名
冬季

調査時期

夏季
環境省

RL
③

学名
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重要種保護のため 

位置情報は表示しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重要種保護のため 

位置情報は表示しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重要種保護のため 

位置情報は表示しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重要種保護のため 

位置情報は表示しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－ 6.1.12（1） 重要な種確認位置（昆虫類） 
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重要種保護のため 

位置情報は表示しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－ 6.1.12（2） 重要な種確認位置（昆虫類） 
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生育地の状況 

ヒメイトトンボ 
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生育地の状況 

コフキトンボ 
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生育地の状況 

ハイイロイボサシガメ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

確認個体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生育地の状況 

コガタノゲンゴロウ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

確認個体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

生育地の状況 

ヤマトアシナガバチ 

図－ 6.1.13 重要な種（昆虫類）確認状況 

  

沖縄のトンボより引用 

沖縄のトンボより引用 

沖縄のトンボより引用 
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(ウ) 陸生貝類 

確認された重要な種一覧（陸生貝類）は表－6.1.11 に、確認位置は図－ 6.1.14 に、

確認状況は図－6.1.15 に示すとおりである。 

なお、調査地域に生息する陸生貝類の生息環境や地形、土質等を考慮しながら、調

査ルート等を設定した。 

過年度において、陸域改変区域（連絡誘導路及び仮設橋の取り付け部を含む）では

オイランカワザンショウとノミガイが確認されているが、平成 28 年度調査では、オイ

ランカワザンショウは確認されなかった。 

ノミガイは陸域改変区域内の林縁部に生息しており、環境影響評価時の現地調査と

比較して、生息場所及び環境に大きな変化はなかった。 

 

表－6.1.11 陸域改変区域（連絡誘導路及び仮設橋の取り付け部を含む）で確認された重要な

種一覧（陸生貝類） 

調査期日：夏季 平成 28 年 7 月 6 日、8 月 2～5 日 

冬季 平成 29 年 2 月 6 日～10 日     

 
注：重要な動物種の選定基準は表－ 6.1.9 に示すとおりである。 

  

1 Tornatellides boeningi ノミガイ 絶滅危惧Ⅱ類 ○ ○
合計 0 0 1 0 0 1 11種類

№ 水産庁
RDB
⑤

改訂版
沖縄県RDB

④

種の
保存法

②

天然
記念物

①

選定基準

夏季
環境省

RL
③

和名学名
冬季

調査時期
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重要種保護のため 

位置情報は表示しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重要種保護のため 

位置情報は表示しない。 

 

 

 

 

 

 

図－ 6.1.14 重要な種確認位置（陸生貝類） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

確認個体 

 

 

 

 

 

 

 

 

生息地の状況 

ノミガイ 

図－6.1.15 重要な種（陸生貝類）確認状況（ノミガイ） 
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(エ) オカヤドカリ類 

確認された重要な種一覧（オカヤドカリ類）は表－6.1.12 に、確認位置は図－6.1.16

に、確認状況は図－6.1.17 に示すとおりである。 

なお、調査地域に生息するオカヤドカリ類の生息環境や地形、土質等を考慮しなが

ら、調査ルート等を設定した。 

過年度において、陸域改変区域（連絡誘導路及び仮設橋の取り付け部を含む）では、

ヤシガニ、オオナキオカヤドカリ、オカヤドカリ、ムラサキオカヤドカリ、ナキオカ

ヤドカリが確認された。平成 28 年度調査においては、ヤシガニ、オオナキオカヤドカ

リを除き、陸域改変区域（連絡誘導路及び仮設橋の取り付け部を含む）の海岸林や砂

浜、二次林の林縁部などの過年度と同様の場所に生息しており、環境影響評価時の現

地調査と比較して、これらの種の生息場所及び環境に大きな変動はないと考えられる。

また、陸域改変区域と区域外の間にオカヤドカリ類の侵入防止柵が設置されており、

区域外と比較して、区域内の確認個体数が少ないことから、改変区域内への侵入は抑

制されているものと考えられる。 

 

 

表－6.1.12 陸域改変区域（連絡誘導路及び仮設橋の取り付け部を含む）で確認された重要な

種一覧（オカヤドカリ類） 

 

調査期日：夏季：平成 28 年 7 月 8 日 

冬季：平成 29 年 1 月 26 日 

 
注 1：重要な動物種の選定基準は表－ 6.1.9 に示すとおりである。 
 

  

1 Coenobita cavipes オカヤドカリ 国天 減少傾向 ○

2 Coenobita purpureus ムラサキオカヤドカリ 国天 ○ ○

3 Coenobita rugosus ナキオカヤドカリ 国天 ○ ○

合計 3 0 0 0 1 3 2

№ 水産庁
RDB
⑤

改訂版
沖縄県RDB

④

種の
保存法

②

天然
記念物

①

選定基準

学名
冬季夏季

環境省
RL
③

調査時期

和名

3
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重要種保護のため 

位置情報は表示しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重要種保護のため 

位置情報は表示しない。 

 

 

 

 

 

 

 

図－6.1.16（1） 重要な種確認位置（オカヤドカリ） 

 

 

重要種保護のため 

位置情報は表示しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

重要種保護のため 

位置情報は表示しない。 

 

 

 

 

 

 

 

図－6.1.16（2） 重要な種確認位置（ムラサキオカヤドカリ） 



 

6-29 

 

 

 

 

 

 

重要種保護のため 

位置情報は表示しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重要種保護のため 

位置情報は表示しない。 

図－6.1.16（3） 重要な種確認位置（ナキオカヤドカリ） 
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確認個体 

 

生息地の状況 

図－6.1.17（1） 重要な種（オカヤドカリ類）確認状況（オカヤドカリ） 

 

 

確認個体 

 

生息地の状況 

図－6.1.17（2） 重要な種（オカヤドカリ類）確認状況（ムラサキオカヤドカリ） 

 

 

確認個体 

 

生息地の状況 

図－6.1.17（3） 重要な種（オカヤドカリ類）確認状況（ナキオカヤドカリ） 
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6.1.2  コアジサシの繁殖状況 

 (1) 調査概要 

陸域改変区域内において踏査をし、コアジサシの個体数、確認環境、行動、痕跡を

確認した。 

 

 (2) 調査結果 

陸域改変区域での繁殖に関する行動の確認位置は図－ 6.1.18 に、周辺域でのコア 

ジサシの繁殖に関する行動の確認位置は図－ 6.1.19 に示すとおりである。 

環境影響評価時の現地調査では西側管理区域の消火訓練ピットで営巣が確認された 

が、平成 28 年度調査では確認できなかった。これは、当該区域の地面の状況が硬質化 

していることから繁殖できなかったと考えられる。 
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重要種保護のため 

位置情報は表示しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重要種保護のため 

位置情報は表示しない。 

 

 

 

 

 

 

 

重要種保護のため 

位置情報は表示しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重要種保護のため 

位置情報は表示しない。 

 

図－ 6.1.18 繁殖に関する行動の確認位置(陸域改変区域) 
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重要種保護のため 

位置情報は表示しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重要種保護のため 

位置情報は表示しない。 

 

図－ 6.1.19 繁殖に関する行動の確認位置(周辺域) 
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6.2 海域生物・海域生態系 

6.2.1  移植生物 

代償措置として移植を実施するサンゴ類、クビレミドロについては、効果の不確実性の

程度及び知見の充実の程度を勘案して、事後調査を実施した。 

 

 (1) 移植サンゴ 

1) 調査概要 

移植地点において、「沖縄の港湾におけるサンゴ礁調査の手引き」（沖縄総合事務局）

等に基づき、下表に示す調査内容について、潜水目視観察を行った。 

なお、移植のモニタリング調査結果については、小型サンゴ（ミドリイシ属）、小

型サンゴ（アオサンゴ）、大型サンゴ(塊状ハマサンゴ)、枝サンゴ群集（ユビエダハマ

サンゴ）、希少サンゴ類に区分した。 

 

表－ 6.2.1 移植サンゴモニタリング調査内容 

項  目 調査内容 

種別被度 総被度、上位 3 種の種類名 

群体 種類別群体数、群体形、群体毎の長径 

生存・死滅状況 サンゴ群体の死滅部の割合を％で測定 

固着 サンゴの固着状況 

地形・底質 水深、底質の概観、構造形態 

白化の状況 サンゴ群体の白化状況を記録 

破損の状況 サンゴ群体の破損状況を記録 

病気の状況 病気に罹患しているサンゴの割合（％）及び病名を記録 

食害の状況 オニヒトデ、サンゴ食巻貝等による食害の有無及び食害者を記録

海藻類の繁茂状況 海藻類の付着状況を記録 

浮泥の堆積状況 浮泥の堆積状況を記録 

備考、特記事項 ・サンゴ群体及び着床具にすみこんでいる動物の種類及び個体数

・アンカーなどによる人的被害や台風被害など 

・濁りの状況 
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図－ 6.2.1 移植元と移植先の概略位置 

 

  

(移植元) 

アオサンゴ 

ミドリイシ属 

大型塊状ハマサンゴ 

ユビエダハマサンゴ 

(移植先 St.A) 

アオサンゴ 

(移植先 St.C) 

ミドリイシ属 

(移植先 St.B) 

大型塊状ハマサンゴ 

ユビエダハマサンゴ 

(移植先 St.C) 

ミドリイシ属 

移植先 
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(ア) 小型サンゴ（ミドリイシ属）の調査位置 

モニタリング調査は、図－ 6.2.2 に示すとおり移設箇所で行った（平成 25 年度は①の

エリア、平成 26 年度は②～⑤のエリア）。 

 

(イ) 小型サンゴ（アオサンゴ）の調査位置 

モニタリング調査は、図－ 6.2.2 に示すとおり移設箇所で行った（平成 25 年度は①の

エリア、平成 26 年度は②及び③のエリア）。 

 

（ミドリイシ属）            （アオサンゴ） 

     

図－ 6.2.2 モニタリング調査位置 
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(ウ) 大型サンゴ(塊状ハマサンゴ属) の調査位置 

モニタリング調査は、図－ 6.2.3 に示すとおり移設箇所で行った。 

 

図－ 6.2.3 モニタリング調査位置 

 

(エ) 枝サンゴ群集（ユビエダハマサンゴ）の調査位置 

モニタリング調査は、図－ 6.2.4 に示すとおり移設箇所で行った。 

なお、B-3 及び B-6 については、主な移植サンゴ類であるユビエダハマサンゴが優占す

る既存サンゴ類を対象として、対照区として設定した地点である。 

 

 

図－ 6.2.4 モニタリング調査位置 

  

N

(m)

50 m
0 10 20 30 40 505 15 25 35 45

B-4

B-5

B-2
B-1

B-3

B-6

凡 例

：移植サンゴ類（H26.9月モニタリング開始）

：既存サンゴ類

：岩盤

：5m×5mコドラート

：流出防止ネット

：移植サンゴ類（H26.7月モニタリング開始）

(対照区) 

調査位置 

(対照区) 

調査位置 

注）赤字は水深を示す。 
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(オ) 希少サンゴ類 

モニタリング調査は、図－ 6.2.5 及び図－ 6.2.6 に示すとおり移設箇所で行った。 

  

図－ 6.2.5 希少サンゴの移植元及び移植先 

 

図－ 6.2.6 モニタリング調査位置（詳細） 
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2) 調査結果 

(ア) 小型サンゴ（主にミドリイシ属） 

モニタリング時期による移植サンゴの調査時期は図－ 6.2.7 に、地点ごとの調査結果は

表－ 6.2.3～表－ 6.2.6 に示すとおりである。 

平成 28 年度において、エリア①のサンゴの群体数及び被度にわずかな減少がみられてい

る。群体数及び被度の減少は、死亡した移植サンゴに大きな破損はなく概ね元の形状を留

めている群体も多かったことや、移植サンゴ周辺の天然サンゴにも食痕等が確認されてい

ることから、物理的な破損による死亡ではなく、病気による死亡、オニヒトデやサンゴ食

巻貝類による捕食等による影響も考えられる。 

平成 28 年度において、エリア②のサンゴの群体数及び被度にわずかな減少がみられてい

る。群体数及び被度の減少は、物理的な破損による死亡ではなく、病気による死亡、オニ

ヒトデやサンゴ食巻貝類による捕食等による影響も考えられる。 

平成 28 年度において、エリア③-1 については、24 ヵ月後から 30 ヵ月後にかけて群体数

が 9 割以上減少した。群体数の減少は、物理的な破損による死亡ではなく、病気による死

亡、オニヒトデやサンゴ食巻貝による捕食等の影響であると考えられる。また、平成 28

年度夏季の白化については、移植群体数が大きく減少したことから、病気等により活性が

低くなったハナヤサイサンゴ属に高水温の影響が重なったことで死亡群体が増加したなど

複数の要因が考えられる。 

平成 28 年度において、エリア③-2、④-1 の群体数は、6 割以上減少した。総被度につい

ては、大きな変化はみられなかった。群体数の減少は、物理的な破損による死亡ではなく、

病気による死亡、オニヒトデやサンゴ食巻貝による捕食等の影響であると考えられる。 

平成 28 年度において、エリア④-2、⑤の群体数は、5 割以上減少した。群体数の減少は、

物理的な破損による死亡ではなく、病気による死亡、オニヒトデやサンゴ食巻貝による捕

食等の影響であると考えられる。 

なお、平成 28 年度夏季には那覇空港周辺海域においてサンゴの白化現象が確認された。

しかし、エリア③-1 を除いては、移植群体数の変化は小さく、総被度は変化していなかっ

たことから、移植したミドリイシ属等への白化の影響は小さかった(白化は 1%未満)と考え

られる。 

 

 

図－ 6.2.7 移植サンゴの調査時期 

H26.1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 H27.1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 H28.1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 H29.1月 2月 3月

春季 春季 春季 春季

移植 1ヶ月後 3ヶ月後 6ヶ月後 12ヶ月後 18ヶ月後 24ヶ月後 30ヶ月後 36ヶ月後

移植 1ヶ月後 3ヶ月後 6ヶ月後 12ヶ月後 18ヶ月後 24ヶ月後 30ヶ月後

移植 1ヶ月後 3ヶ月後 12ヶ月後 18ヶ月後 24ヶ月後 30ヶ月後

移植 1ヶ月後 3ヶ月後 6ヶ月後 12ヶ月後 18ヶ月後 24ヶ月後 30ヶ月後

移植 1ヶ月後 3ヶ月後 6ヶ月後 12ヶ月後 18ヶ月後 24ヶ月後 30ヶ月後

小型サンゴ
(ミドリイシ属)

②

③-1
④-1

③-2
⑤

④-2

①

春季 夏季 秋季 冬季

H28年度

冬季 春季 夏季 秋季 冬季 春季 夏季 秋季 冬季

H27年度
移植サンゴ

移植
エリア

H25年度 H26年度



 

6-40 

 

表－ 6.2.2 移植区分（ミドリイシ属） 

移植区分 地点 

平成 25 年度 エリア① C1～C5 

平成 26 年度 

エリア② C6～C10 

エリア③-1 C18 

エリア③-2 C13～C15 

エリア④-1 C19 

エリア④-2 C16～C17 

エリア⑤ C11～C12 

合計 － 

 

 

（ミドリイシ属） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

図－ 6.2.8 モニタリング調査位置（詳細地点図） 
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表－ 6.2.3(1) エリア①（St.C1～C5）：調査結果（30 ヵ月後） 

 

  

C1 C2 C3 C4 C5

調査日 2016/7/4 2016/7/4 2016/7/4 2016/7/4 2016/7/4

実水深（m）／時間 4.0/9：30 3.0/9：50 2.5/10：10 3.2/10：20 3.5/10：40

D.L.水深（m） -2.2 -2.2 -1.1 -1.1 -2.1

10 5 10 5 10

移植群体数 101 100 103 102 102

　生存群体数 13 7 19 15 16

　死亡・消失群体数 88 93 84 87 86

種別被度（％） 上位3種 ミドリイシ属*:10 キクメイシ属:<5 ミドリイシ属*:10 ミドリイシ属*:5 ミドリイシ属*:10

キクメイシ属:<5 ミドリイシ属*:<5 キクメイシ属:<5 キクメイシ属:<5 ハナヤサイサンゴ属:*<5

ハマサンゴ属:<5 ハマサンゴ属:<5 マルキクメイシ属:<5 ハマサンゴ属:<5 キクメイシ属:<5

底質概観 岩盤 岩盤・礫 岩盤 岩盤・礫 岩盤・礫

白化の状況注 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

破損の状況 破損原因 アンカー 魚類捕食等 魚類捕食等 魚類捕食等 なし

病気の状況 病名・％ なし なし なし なし なし

食害の状況注 オニヒトデ
Ⅰ

オニヒトデなし
Ⅰ

オニヒトデなし
Ⅰ

オニヒトデなし
Ⅰ

オニヒトデなし
Ⅰ

オニヒトデなし

サンゴ食巻貝 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

海藻類付着 流れ藻含む なし なし なし なし なし

浮泥の堆積状況注 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

備考.特記
魚類捕食等による破損

は軽微

注）白化、オニヒトデによる食害、サンゴ食巻貝類による食害、浮泥のレベル

白化・オニヒトデによる食害 Ⅰ：（1％未満）-1回の潜水で1～2群体以下

Ⅱ：（1～10％未満）-白化または食害を受けた群体が散見

Ⅲ：（10～50％未満）-半数未満が白化または食害を受けている

Ⅳ：（50～90％未満）-多くの群体が白化または食害を受けている

Ⅴ：（90％以上）-ほとんどの群体が白化または食害を受けている

サンゴ食巻貝類による食害 Ⅰ：食害は目立たない

Ⅱ：小さな食痕や食害部がある群体が散見

Ⅲ：食痕目立つが、100個体以上の貝の密集はみられない

Ⅳ：斃死群体目立ち、貝集団が散見

浮泥　 Ⅰ：海底面をはたいても濁らない

Ⅱ：海底面をはたくと濁る

Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している

Ⅳ：浮泥が一様に厚く堆積している

項目
地点名

総被度（％）

*移植により優先種上位となった種類
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表－ 6.2.3(2) エリア①（St.C1～C5）：調査結果（36 ヵ月後） 

 

 

 

  

C1 C2 C3 C4 C5

調査日 2017/1/5 2017/1/5 2017/1/5 2017/1/5 2017/1/5

実水深（m）／時間 3.5/13：45 3.0/13：30 3.0/13：15 3.5/12：40 3.5/14：00

D.L.水深（m） -2.2 -2.2 -1.1 -1.1 -2.1

10 5 10 5 10

移植群体数 101 100 103 102 102

　生存群体数 11 7 18 11 12

　死亡・消失群体数 90 93 85 91 90

種別被度（％） 上位3種 ミドリイシ属*:10 キクメイシ属:<5 ミドリイシ属*:10 ミドリイシ属*:5 ミドリイシ属*:10

キクメイシ属:<5 ミドリイシ属*:<5 キクメイシ属:<5 キクメイシ属:<5 ハナヤサイサンゴ属:*<5

ハマサンゴ属:<5 ハマサンゴ属:<5 マルキクメイシ属:<5 ハマサンゴ属:<5 キクメイシ属:<5

底質概観 岩盤 岩盤・砂 岩盤・礫 岩盤・礫 岩盤・砂

白化の状況注 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

破損の状況 破損原因 なし なし なし なし なし

病気の状況 病名・％ なし なし なし なし なし

食害の状況注 オニヒトデ
Ⅰ

オニヒトデなし
Ⅰ

オニヒトデなし
Ⅰ

オニヒトデあり
Ⅰ

オニヒトデなし
Ⅰ

オニヒトデなし

サンゴ食巻貝 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

海藻類付着 流れ藻含む なし なし なし なし なし

浮泥の堆積状況注 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

備考.特記
加入が見られた（1～5

群体）

オニヒトデを1個体駆
除、食痕が2カ所あり

注）白化、オニヒトデによる食害、サンゴ食巻貝類による食害、浮泥のレベル

白化・オニヒトデによる食害 Ⅰ：（1％未満）-1回の潜水で1～2群体以下

Ⅱ：（1～10％未満）-白化または食害を受けた群体が散見

Ⅲ：（10～50％未満）-半数未満が白化または食害を受けている

Ⅳ：（50～90％未満）-多くの群体が白化または食害を受けている

Ⅴ：（90％以上）-ほとんどの群体が白化または食害を受けている

サンゴ食巻貝類による食害 Ⅰ：食害は目立たない

Ⅱ：小さな食痕や食害部がある群体が散見

Ⅲ：食痕目立つが、100個体以上の貝の密集はみられない

Ⅳ：斃死群体目立ち、貝集団が散見

浮泥　 Ⅰ：海底面をはたいても濁らない

Ⅱ：海底面をはたくと濁る

Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している

Ⅳ：浮泥が一様に厚く堆積している

項目
地点名

総被度（％）

*移植により優先種上位となった種類
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 表－ 6.2.4(1) エリア②（St.C6～C10）：調査結果（24 ヵ月後） 

 

 

  

C6 C7 C8 C9 C10

調査日 2016/7/4 2016/7/4 2016/7/4 2016/7/4 2016/7/4

実水深（m）／時間 2.0/10：30 3.0/11：00 2.0/12:30 2.5/12:10 2.5/11:40

D.L.水深（m） -2.2 -1.9 -2.1 -2.3 -2.5

10 10 5 5 <5

移植群体数 102 103 104 101 101

　生存群体数 23 18 16 12 2

　死亡・消失群体数 79 85 88 89 99

種別被度（％） 上位3種 ミドリイシ属*:10 ミドリイシ属*:10 ミドリイシ属*:5 ミドリイシ属*:5 ミドリイシ属*:<5

ハマサンゴ属:<5 キクメイシ属:<5 キクメイシ属:<5 トゲキクメイシ属:<5 キクメイシ属:<5

キクメイシ属:<5 ノウサンゴ属:<5 コカメノコキクメイシ属:<5 キクメイシ属:<5 カメノコキクメイシ属:<5

底質概観 岩盤 岩盤 岩盤 岩盤・礫 岩盤

白化の状況注 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

破損の状況 破損原因 魚類捕食等 魚類捕食等 魚類捕食等 魚類捕食等 なし

病気の状況 病名・％ なし なし なし なし なし

食害の状況注 オニヒトデ
Ⅰ

オニヒトデなし
Ⅰ

オニヒトデなし
Ⅰ

オニヒトデなし
Ⅰ

オニヒトデなし
Ⅰ

オニヒトデなし

サンゴ食巻貝 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

海藻類付着 流れ藻含む なし なし なし なし なし

浮泥の堆積状況注 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

備考.特記 部分死亡した群体あり
魚類捕食等による破損
は軽微

加入が見られた（1～5
群体）

加入が見られた（1～5
群体）

注）白化、オニヒトデによる食害、サンゴ食巻貝類による食害、浮泥のレベル

白化・オニヒトデによる食害 Ⅰ：（1％未満）-1回の潜水で1～2群体以下

Ⅱ：（1～10％未満）-白化または食害を受けた群体が散見

Ⅲ：（10～50％未満）-半数未満が白化または食害を受けている

Ⅳ：（50～90％未満）-多くの群体が白化または食害を受けている

Ⅴ：（90％以上）-ほとんどの群体が白化または食害を受けている

サンゴ食巻貝類による食害 Ⅰ：食害は目立たない

Ⅱ：小さな食痕や食害部がある群体が散見

Ⅲ：食痕目立つが、100個体以上の貝の密集はみられない

Ⅳ：斃死群体目立ち、貝集団が散見

浮泥　 Ⅰ：海底面をはたいても濁らない

Ⅱ：海底面をはたくと濁る

Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している

Ⅳ：浮泥が一様に厚く堆積している

項目
地点名

総被度（％）

*移植により優先種上位となった種類
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表－ 6.2.4(2) エリア②（St.C6～C10）：調査結果（30 ヵ月後） 

 

 

  

C6 C7 C8 C9 C10

調査日 2017/1/5 2017/1/5 2017/1/5 2017/1/5 2017/1/5

実水深（m）／時間 3.0/10：20 3.5/10：10 3.0/9:50 3.5/9:40 4.0/10:30

D.L.水深（m） -2.2 -1.9 -2.1 -2.3 -2.5

10 10 5 <5 <5

移植群体数 102 103 104 101 101

　生存群体数 17 15 12 8 1

　死亡・消失群体数 85 88 92 93 100

種別被度（％） 上位3種 ミドリイシ属*:10 ミドリイシ属*:10 ミドリイシ属*:5 ミドリイシ属*:<5 キクメイシ属:<5

ハマサンゴ属:<5 キクメイシ属:<5 キクメイシ属:<5 キクメイシ属:<5 ミドリイシ属*:<5

キクメイシ属:<5 ノウサンゴ属:<5 コカメノコキクメイシ属:<5 トゲキクメイシ属:<5 カメノコキクメイシ属:<5

底質概観 岩盤 岩盤・礫 岩盤・礫 岩盤・礫 岩盤・礫

白化の状況注 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

破損の状況 破損原因 なし なし なし なし 魚類捕食等

病気の状況 病名・％ なし なし なし なし なし

食害の状況注 オニヒトデ
Ⅰ

オニヒトデなし
Ⅰ

オニヒトデなし
Ⅰ

オニヒトデなし
Ⅰ

オニヒトデなし
Ⅰ

オニヒトデなし

サンゴ食巻貝 Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅰ

海藻類付着 流れ藻含む なし なし なし なし なし

浮泥の堆積状況注 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

備考.特記
サンゴ食巻貝により部

分死亡している群体が

あった

加入が見られた（1～5
群体）

サンゴ食巻貝により部

分死亡している群体が

あった

サンゴ食巻貝により部

分死亡している群体が

あった

加入が見られた（1～5
群体）

注）白化、オニヒトデによる食害、サンゴ食巻貝類による食害、浮泥のレベル

白化・オニヒトデによる食害 Ⅰ：（1％未満）-1回の潜水で1～2群体以下

Ⅱ：（1～10％未満）-白化または食害を受けた群体が散見

Ⅲ：（10～50％未満）-半数未満が白化または食害を受けている

Ⅳ：（50～90％未満）-多くの群体が白化または食害を受けている

Ⅴ：（90％以上）-ほとんどの群体が白化または食害を受けている

サンゴ食巻貝類による食害 Ⅰ：食害は目立たない

Ⅱ：小さな食痕や食害部がある群体が散見

Ⅲ：食痕目立つが、100個体以上の貝の密集はみられない

Ⅳ：斃死群体目立ち、貝集団が散見

浮泥　 Ⅰ：海底面をはたいても濁らない

Ⅱ：海底面をはたくと濁る

Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している

Ⅳ：浮泥が一様に厚く堆積している

*移植により優先種上位となった種類

項目
地点名

総被度（％）
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表－ 6.2.5(1) エリア⑤、③-2、④-2（St.C11～C17）：調査結果（24 ヵ月後） 

 

 

  

C11 C12 C13 C14 C15 C16 C17

調査日 2016/7/5 2016/7/5 2016/7/4 2016/7/4 2016/7/4 2016/7/5 2016/7/5

実水深（m）／時間 4.0／9：15 3.0／10：00 2.5／11：00 3.2／14：40 2.5／14：10 2.0／13：15 2.0／14：10

D.L.水深（m） -4.2 -4.3 -3.4 -4.2 -5.1 -5.3 -5.7

10 10 30 30 20 20 20

移植群体数 107 106 131 105 109 112 106

　生存群体数 65 41 94 61 65 75 71

　死亡・消失群体数 42 65 37 44 44 37 35

種別被度（％） 上位3種 ミドリイシ属:*10 ミドリイシ属:*10 ミドリイシ属:*30 ミドリイシ属:*30 ミドリイシ属:*20 ミドリイシ属:*20 ミドリイシ属:*20

ウスチャキクメイシ:<5 パリカメノコキクメイシ:<5 ハマサンゴ属:<5 ウスチャキクメイシ:<5 ウスチャキクメイシ:<5 ウスチャキクメイシ:<5 ハマサンゴ属:<5

パリカメノコキクメイシ:<5 ウスチャキクメイシ:<5 パリカメノコキクメイシ:<5 ハマサンゴ属:<5 ハマサンゴ属:<5 ハマサンゴ属:<5 カメノコキクメイシ属:<5

底質概観 岩盤 岩盤 岩盤 岩盤 岩盤 岩盤 岩盤

白化の状況
注 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

破損の状況 破損原因 魚類捕食等 魚類捕食等 魚類捕食等 魚類捕食等 魚類捕食等 魚類捕食等 魚類捕食等

病気の状況 病名・％ なし なし なし なし なし なし なし

食害の状況注 オニヒトデ
Ⅰ

オニヒトデなし
Ⅰ

オニヒトデなし
Ⅰ

オニヒトデなし
Ⅱ

オニヒトデなし
Ⅱ

オニヒトデなし
Ⅱ

オニヒトデなし
Ⅰ

オニヒトデなし

サンゴ食巻貝 Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

海藻類付着 流れ藻含む なし なし なし なし なし なし なし

浮泥の堆積状況
注 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

備考.特記
部分死亡した群体あり
濁りあり

部分死亡した群体あり
加入群体が多くみられ
る

部分死亡した群体あり
部分死亡した群体あり
濁りあり

部分死亡した群体あり
濁りあり

加入群体が多くみられ
る

部分死亡した群体あり
糸状藻類が多い

注）白化、オニヒトデによる食害、サンゴ食巻貝類による食害、浮泥のレベル

白化・オニヒトデによる食害 Ⅰ：（1％未満）-1回の潜水で1～2群体以下

Ⅱ：（1～10％未満）-白化または食害を受けた群体が散見

Ⅲ：（10～50％未満）-半数未満が白化または食害を受けている

Ⅳ：（50～90％未満）-多くの群体が白化または食害を受けている

Ⅴ：（90％以上）-ほとんどの群体が白化または食害を受けている

サンゴ食巻貝類による食害 Ⅰ：食害は目立たない

Ⅱ：小さな食痕や食害部がある群体が散見

Ⅲ：食痕目立つが、100個体以上の貝の密集はみられない

Ⅳ：斃死群体目立ち、貝集団が散見

浮泥　 Ⅰ：海底面をはたいても濁らない

Ⅱ：海底面をはたくと濁る

Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している

Ⅳ：浮泥が一様に厚く堆積している

項目

総被度（％）

*移植により優先種上位となった種類

地点名
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表－ 6.2.5(2) ⑤、③-2、④-2（St.C11～C17）：調査結果（30 ヵ月後） 

 

 

  

C11 C12 C13 C14 C15 C16 C17

調査日 2017/1/5 2017/1/5 2017/1/17 2017/1/17 2017/1/17 2017/1/6 2017/1/6

実水深（m）／時間 2.5／9：10 3.0／9：30 3.0／9：20 4.2／10：00 3.5／9：40 3.0／9：45 4.0／9：20

D.L.水深（m） -4.2 -4.3 -3.4 -4.2 -5.1 -5.3 -5.7

10 10 30 30 20 10 20

移植群体数 107 106 131 105 109 112 106

　生存群体数 50 22 64 49 53 38 54

　死亡・消失群体数 57 84 67 56 56 74 52

種別被度（％） 上位3種 ミドリイシ属:*10 ミドリイシ属:*10 ミドリイシ属:*30 ミドリイシ属:*30 ミドリイシ属:*20 ミドリイシ属:*10 ミドリイシ属:*20

ウスチャキクメイシ:<5 パリカメノコキクメイシ:<5 ハマサンゴ属:<5 ウスチャキクメイシ:<5 ウスチャキクメイシ:<5 ウスチャキクメイシ:<5 ハマサンゴ属:<5

パリカメノコキクメイシ:<5 ウスチャキクメイシ:<5 パリカメノコキクメイシ:<5 ハマサンゴ属:<5 ハマサンゴ属:<5 ハマサンゴ属:<5 カメノコキクメイシ属:<5

底質概観 岩盤 岩盤 岩盤 岩盤 岩盤 岩盤 岩盤

白化の状況
注 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

破損の状況 破損原因 なし なし 魚類捕食等 魚類捕食等 魚類捕食等 なし なし

病気の状況 病名・％ なし なし WS・1％ なし なし なし なし

食害の状況注 オニヒトデ
Ⅰ

オニヒトデなし
Ⅰ

オニヒトデなし
Ⅰ

オニヒトデなし
Ⅰ

オニヒトデなし
Ⅰ

オニヒトデあり
Ⅰ

オニヒトデなし
Ⅰ

オニヒトデなし

サンゴ食巻貝 Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

海藻類付着 流れ藻含む なし なし なし なし なし なし なし

浮泥の堆積状況
注 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

備考.特記

サンゴ食巻貝により、部
分死亡した群体あり
加入群体が多くみられ
る

サンゴ食巻貝により、部
分死亡した群体あり
加入群体が多くみられ
る

ホワイトシンドロームが2
～5群体にみられた

サンゴ食巻貝により、部
分死亡した群体あり
周囲にオニヒトデの食
痕が1カ所あり

オニヒトデを1個体駆
除、食痕が1カ所あり

加入群体が多くみられ
る

サンゴ食巻貝により、部
分死亡した群体あり
加入群体が多くみられ
る

注）白化、オニヒトデによる食害、サンゴ食巻貝類による食害、浮泥のレベル

白化・オニヒトデによる食害 Ⅰ：（1％未満）-1回の潜水で1～2群体以下

Ⅱ：（1～10％未満）-白化または食害を受けた群体が散見

Ⅲ：（10～50％未満）-半数未満が白化または食害を受けている

Ⅳ：（50～90％未満）-多くの群体が白化または食害を受けている

Ⅴ：（90％以上）-ほとんどの群体が白化または食害を受けている

サンゴ食巻貝類による食害 Ⅰ：食害は目立たない

Ⅱ：小さな食痕や食害部がある群体が散見

Ⅲ：食痕目立つが、100個体以上の貝の密集はみられない

Ⅳ：斃死群体目立ち、貝集団が散見

浮泥　 Ⅰ：海底面をはたいても濁らない

Ⅱ：海底面をはたくと濁る

Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している

Ⅳ：浮泥が一様に厚く堆積している

項目
地点名

総被度（％）

*移植により優先種上位となった種類
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表－ 6.2.6(1) ③-1、④-1（St.C18～C19）：調査結果（24 ヵ月後） 

 

 

  

C18 C19

調査日 2016/7/5 2016/7/5

実水深（m）／時間 4.3/11：15 3.5/13：50

D.L.水深（m） -3.3 -6.4

20 20

移植群体数 132 111

　生存群体数 37 63

　死亡・消失群体数 95 48

種別被度（％） 上位3種 ハナヤサイサンゴ属:20 ミドリイシ属:20

ハマサンゴ属:5 アオサンゴ:5

ウスチャキクメイシ:<5 ベニハマサンゴ:<5

底質概観 岩盤 岩盤

白化の状況注 Ⅰ Ⅰ

破損の状況 破損原因 なし 魚類捕食等

病気の状況 病名・％ なし なし

食害の状況注 オニヒトデ
Ⅰ

オニヒトデなし
Ⅱ

オニヒトデなし

サンゴ食巻貝 Ⅰ Ⅰ

海藻類付着 流れ藻含む なし なし

浮泥の堆積状況注 Ⅰ Ⅰ

備考.特記 部分死亡した群体あり
部分死亡した群体あり

糸状藻類が多い

注）白化、オニヒトデによる食害、サンゴ食巻貝類による食害、浮泥のレベル

白化・オニヒトデによる食害 Ⅰ：（1％未満）-1回の潜水で1～2群体以下

Ⅱ：（1～10％未満）-白化または食害を受けた群体が散見

Ⅲ：（10～50％未満）-半数未満が白化または食害を受けている

Ⅳ：（50～90％未満）-多くの群体が白化または食害を受けている

Ⅴ：（90％以上）-ほとんどの群体が白化または食害を受けている

サンゴ食巻貝類による食害 Ⅰ：食害は目立たない

Ⅱ：小さな食痕や食害部がある群体が散見

Ⅲ：食痕目立つが、100個体以上の貝の密集はみられない

Ⅳ：斃死群体目立ち、貝集団が散見

浮泥　 Ⅰ：海底面をはたいても濁らない

Ⅱ：海底面をはたくと濁る

Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している

Ⅳ：浮泥が一様に厚く堆積している

項目
地点名

総被度（％）

*移植により優先種上位となった種類
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表－ 6.2.6(2) ③-1、④-1（St.C18～C19）：調査結果（30 ヵ月後） 

 

 

  

C18 C19

調査日 2017/1/17 2017/1/6

実水深（m）／時間 4.5/10：10 5.0/9：30

D.L.水深（m） -3.3 -6.4

10 20

移植群体数 132 111

　生存群体数 2 46

　死亡・消失群体数 130 65

種別被度（％） 上位3種 ウスチャキクメイシ:5 ミドリイシ属:20

ハマサンゴ属:5 アオサンゴ:5

ハナヤサイサンゴ属：<5 ベニハマサンゴ:<5

底質概観 岩盤 岩盤

白化の状況注 Ⅰ Ⅰ

破損の状況 破損原因 なし なし

病気の状況 病名・％ なし WS・1％

食害の状況注 オニヒトデ
Ⅰ

オニヒトデなし
Ⅰ

オニヒトデなし

サンゴ食巻貝 Ⅱ Ⅱ

海藻類付着 流れ藻含む なし なし

浮泥の堆積状況注 Ⅰ Ⅰ

備考.特記
周囲にオニヒトデの食

痕が2ヵ所

サンゴ食巻貝により、

部分死亡した群体あり

ホワイトシンドローム

が2～5群体にみられた

注）白化、オニヒトデによる食害、サンゴ食巻貝類による食害、浮泥のレベル

白化・オニヒトデによる食害 Ⅰ：（1％未満）-1回の潜水で1～2群体以下

Ⅱ：（1～10％未満）-白化または食害を受けた群体が散見

Ⅲ：（10～50％未満）-半数未満が白化または食害を受けている

Ⅳ：（50～90％未満）-多くの群体が白化または食害を受けている

Ⅴ：（90％以上）-ほとんどの群体が白化または食害を受けている

サンゴ食巻貝類による食害 Ⅰ：食害は目立たない

Ⅱ：小さな食痕や食害部がある群体が散見

Ⅲ：食痕目立つが、100個体以上の貝の密集はみられない

Ⅳ：斃死群体目立ち、貝集団が散見

浮泥　 Ⅰ：海底面をはたいても濁らない

Ⅱ：海底面をはたくと濁る

Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している

Ⅳ：浮泥が一様に厚く堆積している

項目
地点名

総被度（％）

*移植により優先種上位となった種類
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(イ) 小型サンゴ（主にアオサンゴ） 

モニタリング時期による移植サンゴの調査時期は図－ 6.2.9 に、地点ごとの調査結果は表

－ 6.2.8～表－ 6.2.11 に示すとおりである。 

平成 28 年度において、エリア①の群体数及び被度に大きな変化はみられなかった。 

エリア②-1 の群体数及び被度に大きな変化はみられなかった。 

エリア②-2 について、群体数に大きな変化はなく、周辺の岩盤に被覆するなど水平方向へ

の成長がみられ、被度が 5％程度増加した。 

エリア③について、群体数に大きな変化はなく、周辺の岩盤に被覆するなど水平方向への

成長がみられ、被度が 1％程度増加した。 

なお、一部地点で浮泥の堆積が確認されたが、過年度からみられている。 

また、平成 28 年度夏季には、那覇空港周辺海域においてサンゴの白化現象が確認された。

しかし、すべてのエリアにおいて、夏季以降も移植群体数の変化は小さく、総被度も変化し

ていなかったことから、移植したアオサンゴ等への白化の影響は小さかった(白化は 1%未満)

と考えられる。 

 

 
図－ 6.2.9 移植サンゴの調査時期 

  

H26.1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 H27.1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 H28.1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 H29.1月 2月 3月

春季 春季 春季 春季

移植 1ヶ月後 3ヶ月後 6ヶ月後 12ヶ月後 18ヶ月後 24ヶ月後 30ヶ月後 36ヶ月後

移植 1ヶ月後 3ヶ月後 6ヶ月後 12ヶ月後 18ヶ月後 24ヶ月後 30ヶ月後

移植 1ヶ月後 3ヶ月後 6ヶ月後 12ヶ月後 18ヶ月後 24ヶ月後 30ヶ月後

移植 1ヶ月後 3ヶ月後 6ヶ月後 12ヶ月後 18ヶ月後 24ヶ月後 30ヶ月後

小型サンゴ
(アオサンゴ)

②-1

②-2

③

①

春季 夏季 秋季 冬季

H28年度

冬季 春季 夏季 秋季 冬季 春季 夏季 秋季 冬季

H27年度
移植サンゴ

移植
エリア

H25年度 H26年度
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表－ 6.2.7 移植区分（アオサンゴ） 

移植区分 地点 

平成 25 年度 エリア① A1～A5 

平成 26 年度 

エリア②-1 A6～A10 

エリア②-2 A11～A15 

エリア③ A16～A21 

合計 － 

 

（アオサンゴ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

図－ 6.2.10 モニタリング調査位置（詳細地点図） 
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表－ 6.2.8(1) エリア①（St.A1～A5）：調査結果（30 ヵ月後） 

 
 

  

A1 A2 A3 A4 A5

調査日 2016/11/5 2016/11/5 2016/11/5 2016/11/5 2016/11/5

実水深（m）／時間 3.3/14:51 4.8/14:53 6.1/10:10 10.2/10:02 6.9/9:44

D.L.水深（m） -2.0 -3.1 -2.9 -8.2 -5.8

25 25 20 20 20

移植群体数 108 133 98 137 116

　生存群体数 58 98 34 59 72

　死亡・消失群体数 50 35 63 78 44

種別被度（％） 上位3種 アオサンゴ:20 アオサンゴ:15 アオサンゴ:15 ハマサンゴ(被):10 アオサンゴ:10

ハマサンゴ(被):5 ハマサンゴ(被):10 ハマサンゴ(被):5 アオサンゴ:5 ハマサンゴ(被):5

- ｷｸﾒｲｼ属 :<1 -
アオサンゴ以外の塊状・被

覆状種:5
ﾘｭｳﾓﾝｻﾝｺﾞ:<1

底質概観 岩盤・斜面の上側 岩盤・斜面の上側 岩盤・斜面の上側 岩盤・斜面の下側 岩盤・斜面の上側

白化の状況注 Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

破損の状況 破損原因 なし なし なし なし なし

病気の状況 病名・％ なし なし なし なし なし

食害の状況注 オニヒトデ
Ⅰ

オニヒトデなし
Ⅰ

オニヒトデなし
Ⅰ

オニヒトデなし
Ⅰ

オニヒトデなし
Ⅰ

オニヒトデなし

サンゴ食巻貝 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

海藻類付着 流れ藻含む 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし

浮泥の堆積状況注 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ

備考.特記
約10％のサンゴが白化
（主にサンゴ先端部）

約10％のサンゴが白化 約10％のサンゴが白化
岩盤上に藻類付着が
目につく

方形枠の上部に白化
サンゴが点在

注）白化、オニヒトデによる食害、サンゴ食巻貝類による食害、浮泥のレベル

白化・オニヒトデによる食害 Ⅰ：（1％未満）-1回の潜水で1～2群体以下

Ⅱ：（1～10％未満）-白化または食害を受けた群体が散見

Ⅲ：（10～50％未満）-半数未満が白化または食害を受けている

Ⅳ：（50～90％未満）-多くの群体が白化または食害を受けている

Ⅴ：（90％以上）-ほとんどの群体が白化または食害を受けている

サンゴ食巻貝類による食害 Ⅰ：食害は目立たない

Ⅱ：小さな食痕や食害部がある群体が散見

Ⅲ：食痕目立つが、100個体以上の貝の密集はみられない

Ⅳ：斃死群体目立ち、貝集団が散見

浮泥　 Ⅰ：海底面をはたいても濁らない

Ⅱ：海底面をはたくと濁る

Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している

Ⅳ：浮泥が一様に厚く堆積している

項目
地点名

総被度（％）
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表－ 6.2.8(2) エリア①（St.A1～A5）：調査結果（36 ヵ月後） 

 
 

  

A1 A2 A3 A4 A5

調査日 2017/1/18 2017/1/18 2017/1/18 2017/1/18 2017/1/18

実水深（m）／時間 4.2/12:10 5.5/12:12 6.3/12:15 10.5/10:27 7.3/10:30

D.L.水深（m） -2.0 -3.1 -2.9 -8.2 -5.8

25 25 20 20 20

移植群体数 108 133 98 137 116

　生存群体数 57 95 34 52 71

　死亡・消失群体数 51 38 63 85 45

種別被度（％） 上位3種 アオサンゴ:20 アオサンゴ:15 アオサンゴ:15 ハマサンゴ(被):10 アオサンゴ:10

ハマサンゴ(被):5 ハマサンゴ(被):10 ハマサンゴ(被):5 アオサンゴ:5 ハマサンゴ(被):5

- ｷｸﾒｲｼ属 :<1 -
アオサンゴ以外の塊状・被

覆状種:5
ﾘｭｳﾓﾝｻﾝｺﾞ:<1

底質概観 岩盤・斜面の上側 岩盤・斜面の上側 岩盤・斜面の上側 岩盤・斜面の下側 岩盤・斜面の上側

白化の状況注 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

破損の状況 破損原因 なし なし なし なし なし

病気の状況 病名・％ なし なし なし なし なし

食害の状況注 オニヒトデ
Ⅰ

オニヒトデなし
Ⅰ

オニヒトデなし
Ⅰ

オニヒトデなし
Ⅰ

オニヒトデなし
Ⅰ

オニヒトデなし

サンゴ食巻貝 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

海藻類付着 流れ藻含む 特になし 特になし 特になし 特になし 特になし

浮泥の堆積状況注 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

備考.特記 特になし 特になし 特になし
岩盤上に藻類付着が
目につく

特になし

注）白化、オニヒトデによる食害、サンゴ食巻貝類による食害、浮泥のレベル

白化・オニヒトデによる食害 Ⅰ：（1％未満）-1回の潜水で1～2群体以下

Ⅱ：（1～10％未満）-白化または食害を受けた群体が散見

Ⅲ：（10～50％未満）-半数未満が白化または食害を受けている

Ⅳ：（50～90％未満）-多くの群体が白化または食害を受けている

Ⅴ：（90％以上）-ほとんどの群体が白化または食害を受けている

サンゴ食巻貝類による食害 Ⅰ：食害は目立たない

Ⅱ：小さな食痕や食害部がある群体が散見

Ⅲ：食痕目立つが、100個体以上の貝の密集はみられない

Ⅳ：斃死群体目立ち、貝集団が散見

浮泥　 Ⅰ：海底面をはたいても濁らない

Ⅱ：海底面をはたくと濁る

Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している

Ⅳ：浮泥が一様に厚く堆積している

項目
地点名

総被度（％）
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表－ 6.2.9(1) エリア②-1（St.A6～A10）：調査結果（24 ヵ月後） 

 
  

A6 A7 A8 A9 A10

調査日 2016/7/19 2016/7/19 2016/7/19 2016/7/19 2016/7/19

実水深（m）／時間 6.3／10:24 5.3／13:40 4.2／13:50 4.4／13:05 6.0／9:15

D.L.水深（m） -5.0 -6.3 -3.9 -4.1 -4.7

15 30 10 30 30

移植群体数 115 114 120 112 148

　生存群体数 86 100 36 58 130

　死亡・消失群体数 29 14 84 54 18

種別被度（％） 上位3種 アオサンゴ:15 アオサンゴ:25 アオサンゴ:5> アオサンゴ:25 アオサンゴ:25

ハマサンゴ属（被覆状）:5> ハマサンゴ属（被覆状）:5> アナサンゴモドキ属:5> キクメイシ属:5> ハマサンゴ属（被覆状）:5>

- キクメイシ属:5> キクメイシ属:5> ハマサンゴ属（被覆状）:5> キクメイシ属:5>

底質概観 岩盤・垂直面 岩盤・斜面 岩盤・平坦面 岩盤・緩やかな斜面 岩盤・斜面

白化の状況注 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

破損の状況 破損原因 なし なし なし なし なし

病気の状況 病名・％ なし なし なし なし なし

食害の状況注 オニヒトデ
Ⅰ

オニヒトデなし
Ⅰ

オニヒトデなし
Ⅰ

オニヒトデなし
Ⅰ

オニヒトデなし
Ⅰ

オニヒトデなし

サンゴ食巻貝 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

海藻類付着 流れ藻含む なし なし なし なし
枠上部のアオサンゴ上

に珪藻類が付着

浮泥の堆積状況注 Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

備考.特記

岩盤をはたくとわずか
に濁る
波浪による消失が認め
られた

岩盤をはたくとわずか
に濁る
波浪による消失が認め
られた

岩盤のくぼみに浮泥が
堆積
波浪による消失が認め
られた

岩盤をはたくとわずか
に濁る
波浪による消失が認め
られた

岩盤をはたくと濁る
波浪による消失が認め
られた

注）白化、オニヒトデによる食害、サンゴ食巻貝類による食害、浮泥のレベル

白化・オニヒトデによる食害 Ⅰ：（1％未満）-1回の潜水で1～2群体以下

Ⅱ：（1～10％未満）-白化または食害を受けた群体が散見

Ⅲ：（10～50％未満）-半数未満が白化または食害を受けている

Ⅳ：（50～90％未満）-多くの群体が白化または食害を受けている

Ⅴ：（90％以上）-ほとんどの群体が白化または食害を受けている

サンゴ食巻貝類による食害 Ⅰ：食害は目立たない

Ⅱ：小さな食痕や食害部がある群体が散見

Ⅲ：食痕目立つが、100個体以上の貝の密集はみられない

Ⅳ：斃死群体目立ち、貝集団が散見

浮泥　 Ⅰ：海底面をはたいても濁らない

Ⅱ：海底面をはたくと濁る

Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している

Ⅳ：浮泥が一様に厚く堆積している

項目
地点名

総被度（％）
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表－ 6.2.9(2) エリア②-1（St.A6～A10）：調査結果（30 ヵ月後） 

 
 

  

A6 A7 A8 A9 A10

調査日 2017/1/29 2017/1/29 2017/1/29 2017/1/29 2017/1/29

実水深（m）／時間 7.4/9:13 6.3/9:52 5.3/11:08 5.2/11:55 5.8/12:00

D.L.水深（m） -5.0 -6.3 -3.9 -4.1 -4.7

15 30 10 30 30

移植群体数 115 114 120 112 148

　生存群体数 84 100 36 58 125

　死亡・消失群体数 31 14 84 54 23

種別被度（％） 上位3種 アオサンゴ:15 アオサンゴ:25 アオサンゴ:5> アオサンゴ:25 アオサンゴ:25

ハマサンゴ属（被覆状）:<5 ハマサンゴ属（被覆状）:<5 アナサンゴモドキ属:<5 キクメイシ属:<5 ハマサンゴ属（被覆状）:<5

- キクメイシ属:<5 キクメイシ属:<5 ハマサンゴ属（被覆状）:<5 キクメイシ属:<5

底質概観 岩盤・垂直面 岩盤・斜面 岩盤・平坦面 岩盤・緩やかな斜面 岩盤・斜面

白化の状況注 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

破損の状況 破損原因 なし なし なし なし なし

病気の状況 病名・％ なし なし なし なし なし

食害の状況注 オニヒトデ
Ⅰ

オニヒトデなし
Ⅰ

オニヒトデなし
Ⅰ

オニヒトデなし
Ⅰ

オニヒトデなし
Ⅰ

オニヒトデなし

サンゴ食巻貝 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

海藻類付着 流れ藻含む なし なし なし なし なし

浮泥の堆積状況注 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

備考.特記 特になし 特になし 特になし 特になし
岩盤上にサボテングサ
類の付着が散見

注）白化、オニヒトデによる食害、サンゴ食巻貝類による食害、浮泥のレベル

白化・オニヒトデによる食害 Ⅰ：（1％未満）-1回の潜水で1～2群体以下

Ⅱ：（1～10％未満）-白化または食害を受けた群体が散見

Ⅲ：（10～50％未満）-半数未満が白化または食害を受けている

Ⅳ：（50～90％未満）-多くの群体が白化または食害を受けている

Ⅴ：（90％以上）-ほとんどの群体が白化または食害を受けている

サンゴ食巻貝類による食害 Ⅰ：食害は目立たない

Ⅱ：小さな食痕や食害部がある群体が散見

Ⅲ：食痕目立つが、100個体以上の貝の密集はみられない

Ⅳ：斃死群体目立ち、貝集団が散見

浮泥　 Ⅰ：海底面をはたいても濁らない

Ⅱ：海底面をはたくと濁る

Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している

Ⅳ：浮泥が一様に厚く堆積している

項目
地点名+A2:G32

総被度（％）
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表－ 6.2.10(1) エリア②-2（St.A11～A15）：調査結果（24 ヵ月後） 

 
  

A11 A12 A13 A14 A15

調査日 2016/7/25 2016/7/25 2016/7/25 2016/7/25 2016/7/25

実水深（m）／時間 10.0／13:27 6.4／13:06 7.2／10:36 8.4／9:50 7.3／14:48

D.L.水深（m） -8.9 -4.7 -5.0 -6.4 -6.5

15 25 15 20 15

移植群体数 107 129 110 114 112

　生存群体数 74 89 92 109 106

　死亡・消失群体数 33 40 18 5 6

種別被度（％） 上位3種 アオサンゴ:15 アオサンゴ:25 アオサンゴ:10 アオサンゴ:15 アオサンゴ:15

キッカサンゴ属:<1 ハマサンゴ属（被覆状）:<1 ハマサンゴ属（被覆状）:<5 ハマサンゴ属（被覆状）:<5 ハマサンゴ属（被覆状）:<5

トゲサンゴ:<1 キクメイシ属:<1 キクメイシ属:<1
リュウモンサンゴ属（葉

状）:<1

リュウモンサンゴ属（葉

状）:<5

底質概観 岩盤・急傾斜 岩盤・急傾斜 岩盤・急傾斜 岩盤・急傾斜 岩盤・緩傾斜

白化の状況注 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

破損の状況 破損原因 なし なし なし なし なし

病気の状況 病名・％ なし なし なし なし なし

食害の状況注 オニヒトデ
Ⅰ

オニヒトデなし
Ⅰ

オニヒトデなし
Ⅰ

オニヒトデなし
Ⅰ

オニヒトデなし
Ⅰ

オニヒトデなし

サンゴ食巻貝 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

海藻類付着 流れ藻含む
アオサンゴの枝間に局
所的にキクヒオドシが
付着

枠上部の一部のアオサ
ンゴ表面に珪藻類が付
着

なし
枠上部の平坦部のアオ
サンゴ間に、藻類が付
着

枠下部にサボテングサ
類が付着

浮泥の堆積状況注 Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

備考.特記
岩盤上にサボテングサ
類が生育

岩盤上にサボテングサ
類が生育

特になし
岩盤をはたくと濁る
調査時に礁池内からと
みられる濁りあり

岩盤をはたくと濁る

注）白化、オニヒトデによる食害、サンゴ食巻貝類による食害、浮泥のレベル

白化・オニヒトデによる食害 Ⅰ：（1％未満）-1回の潜水で1～2群体以下

Ⅱ：（1～10％未満）-白化または食害を受けた群体が散見

Ⅲ：（10～50％未満）-半数未満が白化または食害を受けている

Ⅳ：（50～90％未満）-多くの群体が白化または食害を受けている

Ⅴ：（90％以上）-ほとんどの群体が白化または食害を受けている

サンゴ食巻貝類による食害 Ⅰ：食害は目立たない

Ⅱ：小さな食痕や食害部がある群体が散見

Ⅲ：食痕目立つが、100個体以上の貝の密集はみられない

Ⅳ：斃死群体目立ち、貝集団が散見

浮泥　 Ⅰ：海底面をはたいても濁らない

Ⅱ：海底面をはたくと濁る

Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している

Ⅳ：浮泥が一様に厚く堆積している

項目
地点名

総被度（％）
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表－ 6.2.10(2) ②-2（St.A11～A15）：調査結果（30 ヵ月後） 

 
 

  

A11 A12 A13 A14 A15

調査日 2017/1/12 2017/1/12 2017/1/12 2017/1/12 2017/1/12

実水深（m）／時間 10.3/11:40 5.9/11:45 6.1/11:50 7.9/10:38 8.1/9:52

D.L.水深（m） -8.9 -4.7 -5.0 -6.4 -6.5

15 25 15 20 15

移植群体数 107 129 110 114 112

　生存群体数 73 89 92 109 106

　死亡・消失群体数 34 40 18 5 6

種別被度（％） 上位3種 アオサンゴ:15 アオサンゴ:25 アオサンゴ:10 アオサンゴ:15 アオサンゴ:15

キッカサンゴ属:<1 ハマサンゴ属（被覆状）:<1 ハマサンゴ属（被覆状）:<5 ハマサンゴ属（被覆状）:<5 ハマサンゴ属（被覆状）:<5

トゲサンゴ:<1 キクメイシ属:<1 キクメイシ属:<1
リュウモンサンゴ属（葉

状）:<1

リュウモンサンゴ属（葉

状）:<5

底質概観 岩盤・急傾斜 岩盤・急傾斜 岩盤・急傾斜 岩盤・急傾斜 岩盤・緩傾斜

白化の状況
注 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

破損の状況 破損原因 なし なし なし なし なし

病気の状況 病名・％ なし なし なし なし なし

食害の状況注 オニヒトデ
Ⅰ

オニヒトデなし
Ⅰ

オニヒトデなし
Ⅰ

オニヒトデなし
Ⅰ

オニヒトデなし
Ⅰ

オニヒトデなし

サンゴ食巻貝 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

海藻類付着 流れ藻含む
アオサンゴの枝間に局
所的にキクヒオドシが
付着

なし なし
枠上部平坦部の一部
のアオサンゴ間に、藻
類が付着

なし

浮泥の堆積状況注 Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

備考.特記

方形枠の下層側はシ
ルトが付着、上層側は
アオサンゴ枝間に藻類
の付着が散見

方形枠の下層側はア
オサンゴ枝間に藻類の
付着が散見

特になし 特になし 特になし

注）白化、オニヒトデによる食害、サンゴ食巻貝類による食害、浮泥のレベル

白化・オニヒトデによる食害 Ⅰ：（1％未満）-1回の潜水で1～2群体以下

Ⅱ：（1～10％未満）-白化または食害を受けた群体が散見

Ⅲ：（10～50％未満）-半数未満が白化または食害を受けている

Ⅳ：（50～90％未満）-多くの群体が白化または食害を受けている

Ⅴ：（90％以上）-ほとんどの群体が白化または食害を受けている

サンゴ食巻貝類による食害 Ⅰ：食害は目立たない

Ⅱ：小さな食痕や食害部がある群体が散見

Ⅲ：食痕目立つが、100個体以上の貝の密集はみられない

Ⅳ：斃死群体目立ち、貝集団が散見

浮泥　 Ⅰ：海底面をはたいても濁らない

Ⅱ：海底面をはたくと濁る

Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している

Ⅳ：浮泥が一様に厚く堆積している

項目
地点名

総被度（％）
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表－ 6.2.11(1) エリア③（St.A16～A21）：調査結果（24 ヵ月後） 

 
 

  

A16 A17 A18 A19 A20 A21

調査日 2016/8/2 2016/8/2 2016/8/2 2016/8/2 2016/8/2 2016/8/2

実水深（m）／時間 5.4／14:26 4.9／13:00 7.3／15:17 6.0／14:58 7.3／9:11 6.4／10:10

D.L.水深（m） -4.6 -4.5 -6.1 -5.7 -5.7 -5.2

20 25 35 30 40 40

移植群体数 129 125 114 118 121 103

　生存群体数 111 86 77 103 116 93

　死亡・消失群体数 18 39 36 15 5 10

種別被度（％） 上位3種 アオサンゴ:15 アオサンゴ:10 アオサンゴ:25 アオサンゴ:20 アオサンゴ:30 アオサンゴ:30

ハマサンゴ属（被覆状）:<5 トゲキクメイシ属:<5 ハマサンゴ属（被覆状）:<5 ハマサンゴ属（被覆状）:<5 ハマサンゴ属（被覆状）:<5 ハマサンゴ属（被覆状）:<5

キクメイシ属:<5 キクメイシ属:<5 キクメイシ属:<1 キクメイシ属:<5 キクメイシ属:<5 コカメノコキクメイシ属:<5

底質概観 岩盤・傾斜面 岩盤・平坦面 岩盤・傾斜面 岩盤・傾斜面 岩盤・傾斜面 岩盤・平坦面

白化の状況注 Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ

破損の状況 破損原因 なし なし なし なし なし なし

病気の状況 病名・％ なし なし なし なし なし なし

食害の状況注 オニヒトデ
Ⅰ

オニヒトデなし
Ⅰ

オニヒトデなし
Ⅰ

オニヒトデなし
Ⅰ

オニヒトデなし
Ⅰ

オニヒトデなし
Ⅰ

オニヒトデなし

サンゴ食巻貝 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

海藻類付着 流れ藻含む
枠上部の一部のアオサ
ンゴ表面に珪藻類付着

枠上部の一部のアオサ
ンゴ表面に珪藻類付着

アオサンゴの一部に石
灰藻が付着

一部のアオサンゴの枝
間に、サボテングサ類
やキクヒオドシが付着

一部のアオサンゴの枝
間に、サボテングサ類
やキクヒオドシが付着

一部のアオサンゴ表面
に藍藻類が付着

浮泥の堆積状況注 Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

備考.特記
枠上部に白化初期段
階のアオサンゴあり

特になし

枠内の平坦部にわずか
に砂が堆積
移植群体同士の融合を
確認

潮汐によるとみられる濁
りあり

調査時に濁りあり
岩盤上に薄く浮泥が堆
積、枠下部はアオサン
ゴの枝間に浮泥が堆積

白化初期段階のアオサ
ンゴを一部で確認

注）白化、オニヒトデによる食害、サンゴ食巻貝類による食害、浮泥のレベル

白化・オニヒトデによる食害 Ⅰ：（1％未満）-1回の潜水で1～2群体以下

Ⅱ：（1～10％未満）-白化または食害を受けた群体が散見

Ⅲ：（10～50％未満）-半数未満が白化または食害を受けている

Ⅳ：（50～90％未満）-多くの群体が白化または食害を受けている

Ⅴ：（90％以上）-ほとんどの群体が白化または食害を受けている

サンゴ食巻貝類による食害 Ⅰ：食害は目立たない

Ⅱ：小さな食痕や食害部がある群体が散見

Ⅲ：食痕目立つが、100個体以上の貝の密集はみられない

Ⅳ：斃死群体目立ち、貝集団が散見

浮泥　 Ⅰ：海底面をはたいても濁らない

Ⅱ：海底面をはたくと濁る

Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している

Ⅳ：浮泥が一様に厚く堆積している

項目
地点名

総被度（％）
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表－ 6.2.11(2) エリア③（St.A16～A21）：調査結果（30 ヵ月後） 

 
 

 

 

 

 

 

 

  

A16 A17 A18 A19 A20 A21

調査日 2017/1/19 2017/1/19 2017/1/27 2017/1/27 2017/1/27 2017/1/27

実水深（m）／時間 6.7/10:05 6.3/10:48 7.9/9:40 7.3/9:45 6.8/11:59 6.4/11:47

D.L.水深（m） -4.6 -4.5 -6.1 -5.7 -5.7 -5.2

20 25 35 30 40 40

移植群体数 129 125 113 118 121 103

　生存群体数 110 86 77 103 115 91

　死亡・消失群体数 19 39 36 15 6 12

種別被度（％） 上位3種 アオサンゴ:15 アオサンゴ:10 アオサンゴ:25 アオサンゴ:20 アオサンゴ:30 アオサンゴ:30

ハマサンゴ属（被覆状）:<5 トゲキクメイシ属:<5 ハマサンゴ属（被覆状）:<5 ハマサンゴ属（被覆状）:<5 ハマサンゴ属（被覆状）:<5 ハマサンゴ属（被覆状）:<5

キクメイシ属:<5 キクメイシ属:<5 キクメイシ属:<1 キクメイシ属:<5 キクメイシ属:<5 コカメノコキクメイシ属:<5

底質概観 岩盤・傾斜面 岩盤・平坦面 岩盤・傾斜面 岩盤・傾斜面 岩盤・傾斜面 岩盤・平坦面

白化の状況注 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

破損の状況 破損原因 なし なし なし なし なし なし

病気の状況 病名・％ なし なし なし なし なし なし

食害の状況注 オニヒトデ
Ⅰ

オニヒトデなし
Ⅰ

オニヒトデなし
Ⅰ

オニヒトデなし
Ⅰ

オニヒトデなし
Ⅰ

オニヒトデなし
Ⅰ

オニヒトデなし

サンゴ食巻貝 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

海藻類付着 流れ藻含む なし なし なし なし なし なし

浮泥の堆積状況注 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

備考.特記 特になし 特になし 特になし
方形枠内のソフトコー
ラルの一部が白っぽい

特になし 特になし

注）白化、オニヒトデによる食害、サンゴ食巻貝類による食害、浮泥のレベル

白化・オニヒトデによる食害 Ⅰ：（1％未満）-1回の潜水で1～2群体以下

Ⅱ：（1～10％未満）-白化または食害を受けた群体が散見

Ⅲ：（10～50％未満）-半数未満が白化または食害を受けている

Ⅳ：（50～90％未満）-多くの群体が白化または食害を受けている

Ⅴ：（90％以上）-ほとんどの群体が白化または食害を受けている

サンゴ食巻貝類による食害 Ⅰ：食害は目立たない

Ⅱ：小さな食痕や食害部がある群体が散見

Ⅲ：食痕目立つが、100個体以上の貝の密集はみられない

Ⅳ：斃死群体目立ち、貝集団が散見

浮泥　 Ⅰ：海底面をはたいても濁らない

Ⅱ：海底面をはたくと濁る

Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している

Ⅳ：浮泥が一様に厚く堆積している

項目
地点名

総被度（％）
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(ウ) 大型サンゴ（塊状ハマサンゴ属） 

大型サンゴの調査時期は図－ 6.2.11に、地点ごとの調査結果は表－ 6.2.12～表－ 6.2.13

に、大型サンゴ群体の状況変化は図－ 6.2.12 に示すとおりである。 

大型サンゴのモニタリングでは、「生残部」、「死滅部」「裸地部」の割合より成育状況を確

認する他、群体の埋没、転倒等の有無を確認している。 

平成 28 年度において、No.11,32 では、移築 18 ヶ月後に群体の転倒が確認され、従来の生

存部が地面に接触しており、生存部は減少した。また、No.15,16 では、移築 18 ヶ月後に砂

や浮泥の堆積による活性低下が確認されていたが、その後大部分が回復している。 

平成 28 年度夏季の白化については、No.3,4,15 で白化による部分死が確認されたものの、

移築 30 ヶ月時点では 8割程度の群体が概ね健全に成育しており、白化の影響は小さかったと

考えられる。 

 

 

 
図－ 6.2.11 大型サンゴの調査時期 

  

H26.1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 H27.1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 H28.1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 H29.1月 2月 3月

春季 春季 春季 春季

移植 1ヶ月後 3カ月後 12ヶ月後 24ヶ月後 30ヶ月後

大型サンゴ
(塊状ハマサンゴ属)

18ヶ月後

春季 夏季 秋季 冬季

H28年度

冬季 春季 夏季 秋季 冬季 春季 夏季 秋季 冬季

H27年度
移植サンゴ

移植
エリア

H25年度 H26年度
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表－ 6.2.12(1) 移築大型サンゴ 37 群体のモニタリング調査結果 

大型サンゴの生存部等、長径、天端水深、最深部水深（夏季）（移植後 24 ヶ月） 

 
  

調査日：平成28年8月4日，8月6日

生存部 死滅部 裸地

（％） （％） （％）

1 90 0 10 1.0 -9.8 -10.2 裸地の増加

2 95 0 5 1.1 -9.6 -10.1

3 80 0 20 1.2 -9.7 -10.2 裸地の増加

4 80 0 20 1.8 -9.8 -10.5

5 65 0 35 1.3 -9.2 -9.8 (18ヶ月後に生存部の伸長あり)

6 60 0 40 1.3 -9.9 -10.4

7 20 0 80 1.0 -9.9 -10.2

8 40 0 60 1.4 -9.5 -10.5 (12ヶ月後までに転倒)

9 15 0 85 1.0 -8.5 -9.4 (18ヶ月後に破損・消失)

10 70 0 30 1.3 -9.3 -9.9

11 5 5 90 0.1 -10.3 -10.7 死滅部、裸地の増加

12 80 0 20 1.7 -10.5 -11.2

13 20 0 80 1.2 -9.8 -10.4

14 30 0 70 1.6 -9.8 -10.3

15 70 0 30 1.9 -9.5 -10.3

16 70 0 30 2.2 -9.8 -10.3

17 90 0 10 2.0 -9.7 -10.6

18 20 0 80 1.9 -9.3 -10.1

19 75 0 25 2.2 -9.7 -10.7 (６ヶ月後以降変化)

20 80 0 20 2.1 -9.8 -10.8

21 65 0 35 2.2 -9.4 -10.6 (６ヶ月後以降変化)

22 80 0 20 2.5 -10.0 -11.1

23 90 0 10 2.5 -8.8 -9.8

24 70 0 30 2.8 -9.7 -10.7

25 70 0 30 2.7 -9.0 -10.6

26 70 0 30 3.7 -8.6 -10.4

27 80 0 20 3.8 -9.2 -11.1

28 60 0 40 2.6 -8.8 -10.8

29 75 0 25 4.7 -9.1 -10.6 (18ヶ月後に破損・消失)

30 90 0 10 2.4 -10.2 -10.6

31 80 0 20 2.2 -11.1 -11.8

32 10 10 80 0.8 -10.2 -10.7 死滅部の増加

33 90 0 10 1.7 -9.2 -9.7

34 30 0 70 2.5 -8.1 -8.9

35 10 0 90 1.7 -8.3 -8.8

36 50 0 50 2.8 -8.3 -9.5

37 70 0 30 1.6 -8.7 -9.3

平均 60.7 0.4 38.9 2.0 -9.5 -10.3

標準偏差± 27.3 1.8 26.6 0.9 0.7 0.6

注） ：前回調査（H28.1-2）より5％以上の増加

：前回調査（H28.1-2）より5％以上の減少

備考No.

岩塊の表面積に対する割合
長径
(m)

天端水深
D.L.(m)

最深部水深
D.L.(m)
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表－ 6.2.12(2) 移築大型サンゴ 37 群体のモニタリング調査結果 

大型サンゴの生存部等、長径、天端水深、最深部水深（冬季）（移植後 30 ヶ月） 

 
 

調査日：平成29年1月26日，2月3日

生存部 死滅部 裸地

（％） （％） （％）

1 90 0 10 1.0 -9.8 -10.2

2 95 0 5 1.1 -9.6 -10.1

3 75 5 20 1.2 -9.7 -10.2 白化による部分死

4 75 5 20 1.8 -9.8 -10.5 白化による部分死

5 65 0 35 1.3 -9.2 -9.8 (18ヶ月後に生存部の伸長あり)

6 60 0 40 1.3 -9.9 -10.4

7 15 0 85 0.6 -9.9 -10.2 裸地の増加

8 40 0 60 1.4 -9.5 -10.5 (12ヶ月後までに転倒)

9 10 0 90 1.0 -8.5 -9.4 裸地の増加

10 70 0 30 1.3 -9.3 -9.9

11 ＜5 0 ＞95 0.1 -10.3 -10.7 前回の死滅部→裸地へ移行

12 80 0 20 1.7 -10.5 -11.2

13 20 0 80 1.2 -9.8 -10.4

14 25 0 75 1.5 -9.8 -10.3 裸地の増加

15 65 5 30 1.9 -9.5 -10.3 白化による部分死

16 60 0 40 2.2 -9.8 -10.3 裸地の増加

17 90 0 10 2.0 -9.7 -10.6

18 20 0 80 1.9 -9.3 -10.1

19 75 0 25 2.1 -9.7 -10.7 (６ヶ月後以降変化)

20 80 0 20 2.1 -9.8 -10.8

21 65 0 35 2.2 -9.4 -10.6 (６ヶ月後以降変化)

22 80 0 20 2.5 -10.0 -11.1

23 90 0 10 2.5 -8.8 -9.8

24 70 0 30 2.8 -9.7 -10.7

25 70 0 30 2.7 -9.0 -10.6

26 70 0 30 3.7 -8.6 -10.4

27 80 0 20 3.8 -9.2 -11.1

28 60 0 40 2.6 -8.8 -10.8

29 75 0 25 4.7 -9.1 -10.6 (18ヶ月後に破損・消失)

30 90 0 10 2.4 -10.2 -10.6

31 80 0 20 2.2 -11.1 -11.8

32 5 0 95 0.6 -10.2 -10.7 裸地の増加

33 90 0 10 1.7 -9.2 -9.7

34 30 0 70 2.5 -8.1 -8.9

35 10 0 90 1.6 -8.3 -8.8

36 50 0 50 2.8 -8.3 -9.5

37 70 0 30 1.6 -8.7 -9.3

平均 61.0 0.4 38.6 1.9 -9.5 -10.3

標準偏差± 26.7 1.4 27.0 0.9 0.7 0.6

注） ：前回調査（H28.8）より5％以上の増加 ←修正箇所

：前回調査（H28.8）より5％以上の減少 ←修正箇所

No.

岩塊の表面積に対する割合
長径
(m)

天端水深
D.L.(m)

最深部水深
D.L.(m)

備考
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表－ 6.2.13(1) No.1～No.5：調査結果（24 ヵ月後） 

 

 
 

  

1 2 3 4 5

種別被度 総被度（％） 90 95 80 80 65

上位3種 ハマサンゴ属（塊状） ハマサンゴ属（塊状） ハマサンゴ属（塊状） ハマサンゴ属（塊状） ハマサンゴ属（塊状）

ハマサンゴ属（被覆状） - ウネタケ属 ハマサンゴ属（被覆状） -

- - - - -

群体 群体数 1 1 1 1 1

群体形 塊状 塊状 塊状 塊状 塊状

長径(m)
注1 1.0 1.1 1.2 1.8 1.3

生存・死滅状況 生存部（％） 90 95 80 80 65

死滅部（％） - - 0 - -

裸地（％） 10 5 20 20 35

スレなど傷の
有無と割合

なし なし なし なし なし

設置（固着）状況
注2 転倒・洗掘・埋没 なし なし 南側一部埋没 なし なし

地形・底質 天端水深D.L.(m) -9.8 -9.6 -9.7 -9.8 -9.2

最深部水深D.L.(m) -10.2 -10.1 -10.2 -10.5 -9.8

底質の概観 砂>サンゴ礫>岩盤 砂>岩盤 砂>岩盤=サンゴ礫 サンゴ礫>砂>岩盤 岩盤>砂>サンゴ礫

　Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

破損の状況 破損原因 なし なし なし なし なし

病気の状況 病名（％） ﾋﾟﾝｸｽﾎﾟｯﾄ点在<1% ﾋﾟﾝｸｽﾎﾟｯﾄ点在<1% なし ﾃﾞｨｽｶﾗｰﾚｰｼｮﾝ<1% ﾃﾞｨｽｶﾗｰﾚｰｼｮﾝ<1%

食害の状況
オニヒトデ個体数と食

害の規模
注3

0
Ⅰ

0
Ⅰ

0
Ⅰ

0
Ⅰ

0
Ⅰ

サンゴ食巻貝による

影響
注3 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

なし
サンゴのくぼみにわず

かに紅藻類付着
サンゴのくぼみにわず

かに紅藻類付着
縁の一部に海藻類付着 なし

Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

ゴカイ類が局所的に付
着
サンゴのくぼみに砂が
堆積

特になし
粘膜あり（被度50%）
全体的に活性が低い

粘膜あり（被度20%）
ゴカイ類多数
全体的にやや活性が
低いように見受けられる

粘膜あり（被度50%）
フジツボ類点在
全体的に活性が低い

項目
No.

備考、特記事項

白化の状況
注3

海藻類の繁茂状況

浮泥の堆積状況
注3

注)1. 長径は対象のサンゴを真上から観察したときの一番長い場所を計測した。
注)2. 設置状況は移設直後の状態と比較した。
注)3. 白化、食害、浮泥のレベル
白化・オニヒトデによる食害（大型サンゴ生存部に占める割合）　 サンゴ食巻貝類による食害 浮泥　

Ⅰ：1％未満 Ⅰ：食害は目立たない Ⅰ：海底面をはたいても濁らない

Ⅱ：1～10％未満 Ⅱ：小さな食痕や食害部がある群体が散見 Ⅱ：海底面をはたくと濁る

Ⅲ：10～50％未満 Ⅲ：食痕目立つが、100個体以上の貝の密集はみられない Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している

Ⅳ：50～90％未満 Ⅳ：斃死群体目立ち、貝集団が散見 Ⅳ：浮泥が一様に厚く堆積している

Ⅴ：90％以上
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表－ 6.2.13(2) No.6～No.10：調査結果（24 ヵ月後）

 

 
 

  

6 7 8 9 10

種別被度 総被度（％） 60 20 40 15 70

上位3種 ハマサンゴ属（塊状） ハマサンゴ属（塊状） ハマサンゴ属（塊状） ハマサンゴ属（塊状） ハマサンゴ属（塊状）

ハマサンゴ属（被覆状） トゲキクメイシ属 - ウミキノコ属 -

ウミキノコ属 ハマサンゴ属（被覆状） - アザミサンゴ -

群体 群体数 1 1 1 2 1

群体形 塊状 塊状 塊状 塊状 塊状

長径(m)
注1 1.3 1.0 1.4 1.0 1.3

生存・死滅状況 生存部（％） 60 20 40 15 70

死滅部（％） - - - - -

裸地（％） 40 80 60 85 30

スレなど傷の
有無と割合

なし なし なし なし なし

設置（固着）状況
注2 転倒・洗掘・埋没 なし なし 18ヶ月後に転倒 なし なし

地形・底質 天端水深D.L.(m) -9.9 -9.9 -9.5 -8.5 -9.3

最深部水深D.L.(m) -10.4 -10.2 -10.5 -9.4 -9.9

底質の概観 サンゴ礫>砂 サンゴ礫>砂>岩盤 砂=サンゴ礫=岩盤 岩盤>砂=サンゴ礫 砂=サンゴ礫=岩盤

Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ

破損の状況 破損原因 なし なし なし なし なし

病気の状況 病名（％） なし ﾋﾟﾝｸｽﾎﾟｯﾄ点在<1% なし なし ﾋﾟﾝｸｽﾎﾟｯﾄ点在<5%

食害の状況
オニヒトデ個体数と食

害の規模
注3

0
Ⅰ

0
Ⅰ

0
Ⅰ

0
Ⅰ

0
Ⅰ

サンゴ食巻貝による

影響
注3 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

なし なし なし なし なし

Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

粘膜あり(被度80%)
全体的にやや活性が
低いように見受けられる
東側で一部岩盤と接触
泥の堆積で一部白化

粘膜あり(被度50%)
全体的にやや活性が
低いように見受けられる

粘膜あり(被度90%)
全体的に活性が低い
フジツボ点在

全体的に活性が低い
ゴカイ類点在

ゴカイ類多数(被度5%)
フジツボ類点在
粘膜あり(被度50%)
粘膜をはらうと部分的
に白化
南側辺縁部に一部砂
が堆積。全体的に活性
が低い

項目
No.

備考、特記事項

白化の状況
注3

海藻類の繁茂状況

浮泥の堆積状況
注3

注)1. 長径は対象のサンゴを真上から観察したときの一番長い場所を計測した。
注)2. 設置状況は移設直後の状態と比較した。
注)3. 白化、食害、浮泥のレベル
白化・オニヒトデによる食害（大型サンゴ生存部に占める割合）　 サンゴ食巻貝類による食害 浮泥　

Ⅰ：1％未満 Ⅰ：食害は目立たない Ⅰ：海底面をはたいても濁らない

Ⅱ：1～10％未満 Ⅱ：小さな食痕や食害部がある群体が散見 Ⅱ：海底面をはたくと濁る

Ⅲ：10～50％未満 Ⅲ：食痕目立つが、100個体以上の貝の密集はみられない Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している

Ⅳ：50～90％未満 Ⅳ：斃死群体目立ち、貝集団が散見 Ⅳ：浮泥が一様に厚く堆積している

Ⅴ：90％以上
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表－ 6.2.13(3) No.11～No.15：調査結果（24 ヵ月後） 

 

 
 

  

11 12 13 14 15

種別被度 総被度（％） 5 80 20 30 70

上位3種 ハマサンゴ属（塊状） ハマサンゴ属（塊状） ハマサンゴ属（塊状） ハマサンゴ属（塊状） ハマサンゴ属（塊状）

- - - アオサンゴ -

- - - ウミキノコ属 -

群体 群体数 1 1 1 1 1

群体形 塊状 塊状 塊状 塊状 塊状

長径(m)注1 0.1 1.7 1.2 1.6 1.9

生存・死滅状況 生存部（％） 5 80 20 30 70

死滅部（％） 5 - - - -

裸地（％） 90 20 80 70 30

スレなど傷の
有無と割合

なし なし なし なし なし

設置（固着）状況
注2 転倒・洗掘・埋没 18ヶ月後に転倒 なし なし なし なし

地形・底質 天端水深D.L.(m) -10.3 -10.5 -9.8 -9.8 -9.5

最深部水深D.L.(m) -10.7 -11.2 -10.4 -10.3 -10.3

底質の概観 砂>サンゴ礫 砂>転石>サンゴ礫 サンゴ礫>砂>岩盤 砂>サンゴ礫>岩盤 岩盤>サンゴ礫>砂

Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

破損の状況 破損原因 なし なし なし なし なし

病気の状況 病名（％） なし なし なし
腫瘍<1%

ﾃﾞｨｽｶﾗｰﾈｰｼｮﾝ<1%
なし

食害の状況
オニヒトデ個体数と食

害の規模
注3

0
Ⅰ

0
Ⅰ

0
Ⅰ

0
Ⅰ

0
Ⅰ

サンゴ食巻貝による

影響
注3 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

なし なし なし なし なし

Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

生存部わずか
前回活性が低く退色し
ていた部分が死滅

粘膜あり（被度20%）
フジツボ類点在（被度
<1%）
魚食痕と思われる白斑
が点在

特になし
粘膜あり（被度80%）
食痕あり
活性が低く、死滅寸前

項目
No.

備考、特記事項

白化の状況
注3

海藻類の繁茂状況

浮泥の堆積状況注3

注)1. 長径は対象のサンゴを真上から観察したときの一番長い場所を計測した。
注)2. 設置状況は移設直後の状態と比較した。
注)3. 白化、食害、浮泥のレベル
白化・オニヒトデによる食害（大型サンゴ生存部に占める割合）　 サンゴ食巻貝類による食害 浮泥　

Ⅰ：1％未満 Ⅰ：食害は目立たない Ⅰ：海底面をはたいても濁らない

Ⅱ：1～10％未満 Ⅱ：小さな食痕や食害部がある群体が散見 Ⅱ：海底面をはたくと濁る

Ⅲ：10～50％未満 Ⅲ：食痕目立つが、100個体以上の貝の密集はみられない Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している

Ⅳ：50～90％未満 Ⅳ：斃死群体目立ち、貝集団が散見 Ⅳ：浮泥が一様に厚く堆積している

Ⅴ：90％以上
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表－ 6.2.13(4) No.16～No.20：調査結果（24 ヵ月後） 

 

 
 

  

16 17 18 19 20

種別被度 総被度（％） 70 90 20 75 80

上位3種 ハマサンゴ属（塊状） ハマサンゴ属（塊状） ハマサンゴ属（塊状） ハマサンゴ属（塊状） ハマサンゴ属（塊状）

- - アザミサンゴ - ウミキノコ属

- - ウミキノコ属 - -

群体 群体数 1 1 1 1 1

群体形 塊状 塊状 塊状 塊状 塊状

長径(m)注1 2.2 2.0 1.9 2.2 2.1

生存・死滅状況 生存部（％） 70 90 20 75 80

死滅部（％） - - - - -

裸地（％） 30 10 80 25 20

スレなど傷の
有無と割合

なし なし なし なし なし

設置（固着）状況
注2 転倒・洗掘・埋没 なし なし なし なし なし

地形・底質 天端水深D.L.(m) -9.8 -9.7 -9.3 -9.7 -9.8

最深部水深D.L.(m) -10.3 -10.6 -10.1 -10.7 -10.8

底質の概観 サンゴ礫＞砂>岩盤 サンゴ礫>砂>岩盤 サンゴ礫>砂・岩盤 サンゴ礫>砂>岩盤 砂>サンゴ礫>岩盤

Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅰ

破損の状況 破損原因 なし なし なし なし なし

病気の状況 病名（％） ﾋﾟﾝｸｽﾎﾟｯﾄ点在：<1% なし ﾋﾟﾝｸｽﾎﾟｯﾄ点在<1% ﾃﾞｨｽｶﾗｰﾈｰｼｮﾝ<1%
ﾋﾟﾝｸｽﾎﾟｯﾄ点在<1%

ﾃﾞｨｽｶﾗｰﾈｰｼｮﾝ<1%

食害の状況
オニヒトデ個体数と食

害の規模
注3

0
Ⅰ

0
Ⅰ

0
Ⅰ

0
Ⅰ

0
Ⅰ

サンゴ食巻貝による

影響
注3 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

なし なし なし なし なし

Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅱ Ⅱ

粘膜あり（被度80%）
粘膜をかぶっている部
分が特に活性が低く、
死滅寸前

粘膜あり（被度20%）
下部の一部に砂の堆
積
サンゴのくぼみの泥が
堆積した部分が白化

粘膜あり（被度80%）
サンゴのくぼみに砂泥
が堆積
ゴカイ類多数
全体的に活性が低い

粘膜あり（被度20%）
ゴカイ類多数（局所的）
全体的にやや活性が
低いように見受けられる

粘膜あり（被度5%）
前回活性が低く退色し
ていた部分は回復

項目
No.

備考、特記事項

白化の状況
注3

海藻類の繁茂状況

浮泥の堆積状況注3

注)1. 長径は対象のサンゴを真上から観察したときの一番長い場所を計測した。
注)2. 設置状況は移設直後の状態と比較した。
注)3. 白化、食害、浮泥のレベル
白化・オニヒトデによる食害（大型サンゴ生存部に占める割合）　 サンゴ食巻貝類による食害 浮泥　

Ⅰ：1％未満 Ⅰ：食害は目立たない Ⅰ：海底面をはたいても濁らない

Ⅱ：1～10％未満 Ⅱ：小さな食痕や食害部がある群体が散見 Ⅱ：海底面をはたくと濁る

Ⅲ：10～50％未満 Ⅲ：食痕目立つが、100個体以上の貝の密集はみられない Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している

Ⅳ：50～90％未満 Ⅳ：斃死群体目立ち、貝集団が散見 Ⅳ：浮泥が一様に厚く堆積している

Ⅴ：90％以上
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表－ 6.2.13(5) No.21～No.25：調査結果（24 ヵ月後） 

 

 
 

  

21 22 23 24 25

種別被度 総被度（％） 65 80 90 70 70

上位3種 ハマサンゴ属（塊状） ハマサンゴ属（塊状） ハマサンゴ属（塊状） ハマサンゴ属（塊状） ハマサンゴ属（塊状）

ミドリイシ属 - - - ハマサンゴ属（被覆状）

- - - - -

群体 群体数 1 1 1 1 1

群体形 塊状 塊状 塊状 塊状 塊状

長径(m)注1 2.2 2.5 2.5 2.8 2.7

生存・死滅状況 生存部（％） 65 80 90 70 70

死滅部（％） - - - - -

裸地（％） 35 20 10 30 30

スレなど傷の
有無と割合

なし なし なし なし なし

設置（固着）状況
注2 転倒・洗掘・埋没 なし なし なし 周縁部一部埋没 なし

地形・底質 天端水深D.L.(m) -9.4 -10.0 -8.8 -9.7 -9.0

最深部水深D.L.(m) -10.6 -11.1 -9.8 -10.7 -10.6

底質の概観 サンゴ礫>砂>岩盤 サンゴ礫>岩盤>砂 サンゴ礫>砂>岩盤 サンゴ礫>岩盤>砂 サンゴ礫>砂

Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

破損の状況 破損原因 なし なし なし なし なし

病気の状況 病名（％） なし ﾋﾟﾝｸｽﾎﾟｯﾄ点在<1% ﾃﾞｨｽｶﾗｰﾚｰｼｮﾝ<1% なし 腫瘍<5%

食害の状況
オニヒトデ個体数と食

害の規模
注3

0
Ⅰ

0
Ⅰ

0
Ⅰ

0
Ⅰ

0
Ⅰ

サンゴ食巻貝による

影響
注3 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

くぼみに紅藻点在 なし なし なし
サンゴのくぼみにわず

かに海藻類付着

Ⅲ Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅱ

粘膜あり（被度20%）
活性が低いように見受
けられる
サンゴのくぼみに砂が
堆積

粘膜あり（被度5%）
フジツボ類点在

粘膜あり（被度5%）
№8と接触している
サンゴのくぼみに砂が
堆積

粘膜あり（被度70%）
部分的（被度5%)にゴカ
イ類が付着
サンゴのくぼみに砂が
堆積
全体的に活性が低く、
周縁部の一部がわず
かに死滅

粘膜あり（被度20%）
ゴカイ類局所的（被度
<5%）
サンゴのくぼみに砂泥
が堆積

項目
No.

備考、特記事項

海藻類の繁茂状況

浮泥の堆積状況注3

白化の状況
注3

注)1. 長径は対象のサンゴを真上から観察したときの一番長い場所を計測した。
注)2. 設置状況は移設直後の状態と比較した。
注)3. 白化、食害、浮泥のレベル
白化・オニヒトデによる食害（大型サンゴ生存部に占める割合）　 サンゴ食巻貝類による食害 浮泥　

Ⅰ：1％未満 Ⅰ：食害は目立たない Ⅰ：海底面をはたいても濁らない

Ⅱ：1～10％未満 Ⅱ：小さな食痕や食害部がある群体が散見 Ⅱ：海底面をはたくと濁る

Ⅲ：10～50％未満 Ⅲ：食痕目立つが、100個体以上の貝の密集はみられない Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している

Ⅳ：50～90％未満 Ⅳ：斃死群体目立ち、貝集団が散見 Ⅳ：浮泥が一様に厚く堆積している

Ⅴ：90％以上
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表－ 6.2.13(6) No.26～No.30：調査結果（24 ヵ月後） 

 

 
 

  

26 27 28 29 30

種別被度 総被度（％） 70 80 60 75 90

上位3種 ハマサンゴ属（塊状） ハマサンゴ属（塊状） ハマサンゴ属（塊状） ハマサンゴ属（塊状） ダイオウサンゴ

ハマサンゴ属（被覆状） カタトサカ属 - アオサンゴ -

アナサンゴモドキ属 ハマサンゴ属（被覆状） - ハマサンゴ属（被覆状） -

群体 群体数 1 1 1 1 1

群体形 塊状 塊状 塊状 塊状 塊状

長径(m)注1 3.7 3.8 2.6 4.7 2.4

生存・死滅状況 生存部（％） 70 80 60 75 90

死滅部（％） - - - - -

裸地（％） 30 20 40 25 10

スレなど傷の
有無と割合

なし なし なし なし なし

設置（固着）状況
注2 転倒・洗掘・埋没 なし なし なし なし なし

地形・底質 天端水深D.L.(m) -8.6 -9.2 -8.8 -9.1 -10.2

最深部水深D.L.(m) -10.4 -11.1 -10.8 -10.6 -10.6

底質の概観 サンゴ礫>砂 サンゴ礫>砂>岩盤 サンゴ礫>砂>岩盤 サンゴ礫>砂 サンゴ礫>岩盤>砂

Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅲ Ⅰ

破損の状況 破損原因 なし なし なし なし なし

病気の状況 病名（％）
ﾋﾟﾝｸｽﾎﾟｯﾄ<5%

腫瘍<1%
ﾃﾞｨｽｶﾗｰﾈｰｼｮﾝ<1%

ﾋﾟﾝｸｽﾎﾟｯﾄ点在<1% ﾋﾟﾝｸｽﾎﾟｯﾄ点在<1% ﾋﾟﾝｸｽﾎﾟｯﾄ<1%
所々に数cm程度の白
班あり

食害の状況
オニヒトデ個体数と食

害の規模
注3

0
Ⅰ

0
Ⅰ

0
Ⅰ

0
Ⅰ

0
Ⅰ

サンゴ食巻貝による

影響
注3 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

サンゴのくぼみにわず
かに紅藻類付着

紅藻類が点在<5% なし なし なし

Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅱ Ⅱ

粘膜あり（被度10%）
白斑(魚食痕と思われ
る)点在
サンゴのくぼみの所々
が白化

粘膜あり（被度40%）
サンゴのくぼみに砂泥
が堆積
魚食痕や白斑あり
群体周縁部の活性が
低い

粘膜あり（被度30%）
ゴカイ類多数（被度5%）

粘膜あり（被度20%）
ゴカイ類多数（被度
10%）
全体的に活性が低い
約20％が白化

特になし

項目
No.

備考、特記事項

白化の状況
注3

海藻類の繁茂状況

浮泥の堆積状況注3

注)1. 長径は対象のサンゴを真上から観察したときの一番長い場所を計測した。
注)2. 設置状況は移設直後の状態と比較した。
注)3. 白化、食害、浮泥のレベル
白化・オニヒトデによる食害（大型サンゴ生存部に占める割合）　 サンゴ食巻貝類による食害 浮泥　

Ⅰ：1％未満 Ⅰ：食害は目立たない Ⅰ：海底面をはたいても濁らない

Ⅱ：1～10％未満 Ⅱ：小さな食痕や食害部がある群体が散見 Ⅱ：海底面をはたくと濁る

Ⅲ：10～50％未満 Ⅲ：食痕目立つが、100個体以上の貝の密集はみられない Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している

Ⅳ：50～90％未満 Ⅳ：斃死群体目立ち、貝集団が散見 Ⅳ：浮泥が一様に厚く堆積している

Ⅴ：90％以上
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表－ 6.2.13(7) No.31～No.35：調査結果（24 ヵ月後） 

 

 
 

  

31 32 33 34 35

種別被度 総被度（％） 80 10 90 30 10

上位3種 ハマサンゴ属（塊状） ハマサンゴ属（塊状） ハマサンゴ属（塊状） ハマサンゴ属（塊状） ハマサンゴ属（塊状）

- ウミキノコ属 カタトサカ属 - -

- - - -

群体 群体数 2 1 1 1 1

群体形 塊状 塊状 塊状 塊状 塊状

長径(m)
注1 2.2 0.8 1.7 2.5 1.7

生存・死滅状況 生存部（％） 80 10 90 30 10

死滅部（％） - 10 - - -

裸地（％） 20 80 10 70 90

スレなど傷の
有無と割合

なし なし なし なし なし

設置（固着）状況
注2 転倒・洗掘・埋没 なし 18ヶ月後に転倒 なし なし なし

地形・底質 天端水深D.L.(m) -11.1 -10.2 -9.2 -8.1 -8.3

最深部水深D.L.(m) -11.8 -10.7 -9.7 -8.9 -8.8

底質の概観 砂>サンゴ礫>転石 砂>サンゴ礫 岩盤>砂>サンゴ礫 サンゴ礫>砂 砂>サンゴ礫

Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

破損の状況 破損原因 なし なし なし なし なし

病気の状況 病名（％） なし ﾋﾟﾝｸｽﾎﾟｯﾄ点在<5% なし なし なし

食害の状況
オニヒトデ個体数と食

害の規模
注3

0
Ⅰ

0
Ⅰ

0
Ⅰ

0
Ⅰ

0
Ⅰ

サンゴ食巻貝による

影響
注3 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

なし なし なし なし なし

Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

周辺に直径10㎝程度
の白化したハマサンゴ
あり

群体下部の光が当たら
ない箇所が死滅

粘膜あり（被度10%）
局所的にゴカイ類

粘膜あり（被度10%）
フジツボ類多数（被度
<5%）
白いドーナツ状斑紋が
散在

特になし

項目
No.

備考、特記事項

白化の状況
注3

海藻類の繁茂状況

浮泥の堆積状況
注3

注)1. 長径は対象のサンゴを真上から観察したときの一番長い場所を計測した。
注)2. 設置状況は移設直後の状態と比較した。
注)3. 白化、食害、浮泥のレベル
白化・オニヒトデによる食害（大型サンゴ生存部に占める割合）　 サンゴ食巻貝類による食害 浮泥　

Ⅰ：1％未満 Ⅰ：食害は目立たない Ⅰ：海底面をはたいても濁らない

Ⅱ：1～10％未満 Ⅱ：小さな食痕や食害部がある群体が散見 Ⅱ：海底面をはたくと濁る

Ⅲ：10～50％未満 Ⅲ：食痕目立つが、100個体以上の貝の密集はみられない Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している

Ⅳ：50～90％未満 Ⅳ：斃死群体目立ち、貝集団が散見 Ⅳ：浮泥が一様に厚く堆積している

Ⅴ：90％以上
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表－ 6.2.13(8) No.36～No.37：調査結果（24 ヵ月後） 

 

 
 

  

36 37

種別被度 総被度（％） 50 70

上位3種 ハマサンゴ属（塊状） ハマサンゴ属（塊状）

- -

- -

群体 群体数 1 1

群体形 塊状 塊状

長径(m)
注1 2.8 1.6

生存・死滅状況 生存部（％） 50 70

死滅部（％） - -

裸地（％） 50 30

スレなど傷の
有無と割合

なし なし

設置（固着）状況
注2 転倒・洗掘・埋没 なし

周縁部の一部が砂で
埋没

地形・底質 天端水深D.L.(m) -8.3 -8.7

最深部水深D.L.(m) -9.5 -9.3

底質の概観 砂>サンゴ礫 砂

Ⅱ Ⅰ

破損の状況 破損原因 なし なし

病気の状況 病名（％） なし なし

食害の状況
オニヒトデ個体数と食

害の規模
注3

0
Ⅰ

0
Ⅰ

サンゴ食巻貝による

影響
注3 Ⅰ Ⅰ

サンゴのくぼみに紅藻
類付着

なし

Ⅱ Ⅱ

粘膜あり（被度10%）
フジツボ類多数（被度
5%）
サンゴのくぼみに砂が
堆積
白いドーナツ状斑状が
散在

粘膜あり（被度10%）
サンゴのくぼみに砂が
堆積
周縁部の一部が砂の
堆積により死滅

項目
No.

備考、特記事項

海藻類の繁茂状況

浮泥の堆積状況
注3

白化の状況
注3

注)1. 長径は対象のサンゴを真上から観察したときの一番長い場所を計測した。
注)2. 設置状況は移設直後の状態と比較した。
注)3. 白化、食害、浮泥のレベル
白化・オニヒトデによる食害（大型サンゴ生存部に占める割合）　 サンゴ食巻貝類による食害

Ⅰ：1％未満 Ⅰ：食害は目立たない

Ⅱ：1～10％未満 Ⅱ：小さな食痕や食害部がある群体が散見

Ⅲ：10～50％未満 Ⅲ：食痕目立つが、100個体以上の貝の密集はみられない

Ⅳ：50～90％未満 Ⅳ：斃死群体目立ち、貝集団が散見

Ⅴ：90％以上

浮泥　

Ⅰ：海底面をはたいても濁らない

Ⅱ：海底面をはたくと濁る

Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している

Ⅳ：浮泥が一様に厚く堆積している
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表－ 6.2.13(9) No.1～No.5：調査結果（30 ヵ月後） 

 

 
 

  

1 2 3 4 5

種別被度 総被度（％） 90 95 75 75 65

上位3種 ハマサンゴ属（塊状） ハマサンゴ属（塊状） ハマサンゴ属（塊状） ハマサンゴ属（塊状） ハマサンゴ属（塊状）

- - ウネタケ属 ハマサンゴ属（被覆状） -

- - - - -

群体 群体数 1 1 1 1 1

群体形 塊状 塊状 塊状 塊状 塊状

長径(m)
注1 1.0 1.1 1.2 1.8 1.3

生存・死滅状況 生存部（％） 90 95 75 75 65

死滅部（％） - - 5 5 -

裸地（％） 10 5 20 20 35

スレなど傷の
有無と割合

なし なし なし なし なし

設置（固着）状況
注2 転倒・洗掘・埋没 なし なし なし なし なし

地形・底質 天端水深D.L.(m) -9.8 -9.6 -9.7 -9.8 -9.2

最深部水深D.L.(m) -10.2 -10.1 -10.2 -10.5 -9.8

底質の概観 岩盤>サンゴ礫>砂 砂>岩盤>サンゴ礫 砂>岩盤=サンゴ礫 サンゴ礫>岩盤>砂 岩盤>砂>サンゴ礫

　Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

破損の状況 破損原因 なし なし なし なし なし

病気の状況 病名（％） ﾋﾟﾝｸｽﾎﾟｯﾄ点在<1% ﾋﾟﾝｸｽﾎﾟｯﾄ点在<1% なし ﾋﾟﾝｸｽﾎﾟｯﾄ点在<1%
ﾃﾞｨｽｶﾗｰﾚｰｼｮﾝ<1%
ﾋﾟﾝｸｽﾎﾟｯﾄ点在<1%

食害の状況
オニヒトデ個体数と食

害の規模
注3

0
Ⅰ

0
Ⅰ

0
Ⅰ

0
Ⅰ

0
Ⅰ

サンゴ食巻貝による

影響
注3 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

なし なし なし
周縁部の一部に藻類

付着
なし

Ⅲ Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅱ

粘膜あり（被度25％）
ゴカイ類が局所的に付
着
サンゴのくぼみに砂が
堆積

特になし
全体的に活性が低い
局所的に死滅部が見ら
れる

粘膜あり（被度50%）
ゴカイ類多数
全体的にやや活性が
低いように見受けられる
サンゴのくぼみに砂が
堆積
周縁部と頂上部が局所
的に死滅

くぼみに砂が堆積

項目
No.

白化の状況
注3

海藻類の繁茂状況

浮泥の堆積状況
注3

備考、特記事項

注)1. 長径は対象のサンゴを真上から観察したときの一番長い場所を計測した。
注)2. 設置状況は移設直後の状態と比較した。
注)3. 白化、食害、浮泥のレベル
白化・オニヒトデによる食害（大型サンゴ生存部に占める割合）　 サンゴ食巻貝類による食害 浮泥　

Ⅰ：1％未満 Ⅰ：食害は目立たない Ⅰ：海底面をはたいても濁らない

Ⅱ：1～10％未満 Ⅱ：小さな食痕や食害部がある群体が散見 Ⅱ：海底面をはたくと濁る

Ⅲ：10～50％未満 Ⅲ：食痕目立つが、100個体以上の貝の密集はみられない Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している

Ⅳ：50～90％未満 Ⅳ：斃死群体目立ち、貝集団が散見 Ⅳ：浮泥が一様に厚く堆積している

Ⅴ：90％以上
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表－ 6.2.13(10) No.6～No.10：調査結果（30 ヵ月後） 

 

 
 

  

6 7 8 9 10

種別被度 総被度（％） 60 15 40 10 70

上位3種 ハマサンゴ属（塊状） ハマサンゴ属（塊状） ハマサンゴ属（塊状） ハマサンゴ属（塊状） ハマサンゴ属（塊状）

ウミキノコ属 トゲキクメイシ属 - ウミキノコ属 -

- ハマサンゴ属（被覆状） - アザミサンゴ -

群体 群体数 1 1 1 2 1

群体形 塊状 塊状 塊状 塊状 塊状

長径(m)
注1 1.3 0.6 1.4 1.0 1.3

生存・死滅状況 生存部（％） 60 15 40 10 70

死滅部（％） - - - - -

裸地（％） 40 85 60 90 30

スレなど傷の
有無と割合

なし なし なし なし なし

設置（固着）状況
注2 転倒・洗掘・埋没 なし なし 18ヶ月後に転倒 なし なし

地形・底質 天端水深D.L.(m) -9.9 -9.9 -9.5 -8.5 -9.3

最深部水深D.L.(m) -10.4 -10.2 -10.5 -9.4 -9.9

底質の概観 サンゴ礫>砂 サンゴ礫>砂>岩盤 砂=サンゴ礫=岩盤 岩盤>砂=サンゴ礫 砂<サンゴ礫<岩盤

Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

破損の状況 破損原因 なし なし なし なし なし

病気の状況 病名（％） ﾋﾟﾝｸｽﾎﾟｯﾄ点在<1% ﾋﾟﾝｸｽﾎﾟｯﾄ点在<1% なし ﾋﾟﾝｸｽﾎﾟｯﾄ点在<1% ﾋﾟﾝｸｽﾎﾟｯﾄ点在<5%

食害の状況
オニヒトデ個体数と食

害の規模
注3

0
Ⅰ

0
Ⅰ

0
Ⅰ

0
Ⅰ

0
Ⅰ

サンゴ食巻貝による

影響
注3 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

なし なし なし なし
周縁部の一部に藻類
付着

Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅱ

粘膜あり（被度70％）
東側で一部岩盤と接触
くぼみに砂が堆積

特になし
粘膜あり（被度50％）
全体的に活性が低い

全体的に活性が低い
ゴカイ類点在

粘膜あり（被度30％）
全体的に活性が低い
くぼみに砂堆積
ゴカイ類多数(被度5%)
フジツボ類点在

項目
No.

白化の状況
注3

海藻類の繁茂状況

浮泥の堆積状況
注3

備考、特記事項

注)1. 長径は対象のサンゴを真上から観察したときの一番長い場所を計測した。
注)2. 設置状況は移設直後の状態と比較した。
注)3. 白化、食害、浮泥のレベル
白化・オニヒトデによる食害（大型サンゴ生存部に占める割合）　 サンゴ食巻貝類による食害 浮泥　

Ⅰ：1％未満 Ⅰ：食害は目立たない Ⅰ：海底面をはたいても濁らない

Ⅱ：1～10％未満 Ⅱ：小さな食痕や食害部がある群体が散見 Ⅱ：海底面をはたくと濁る

Ⅲ：10～50％未満 Ⅲ：食痕目立つが、100個体以上の貝の密集はみられない Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している

Ⅳ：50～90％未満 Ⅳ：斃死群体目立ち、貝集団が散見 Ⅳ：浮泥が一様に厚く堆積している

Ⅴ：90％以上
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表－ 6.2.13(11) No.11～No.15：調査結果（30 ヵ月後） 

 

 
 

  

11 12 13 14 15

種別被度 総被度（％） ＜5 80 20 25 65

上位3種 ハマサンゴ属（塊状） ハマサンゴ属（塊状） ハマサンゴ属（塊状） ハマサンゴ属（塊状） ハマサンゴ属（塊状）

- - - アオサンゴ -

- - - ウミキノコ属 -

群体 群体数 1 1 1 1 1

群体形 塊状 塊状 塊状 塊状 塊状

長径(m)注1 0.1 1.7 1.2 1.5 1.9

生存・死滅状況 生存部（％） ＜5 80 20 25 65

死滅部（％） - - - - 5

裸地（％） 95< 20 80 75 35

スレなど傷の
有無と割合

なし なし なし なし なし

設置（固着）状況
注2 転倒・洗掘・埋没 18ヶ月後に転倒 なし なし なし なし

地形・底質 天端水深D.L.(m) -10.3 -10.5 -9.8 -9.8 -9.5

最深部水深D.L.(m) -10.7 -11.2 -10.4 -10.3 -10.3

底質の概観 砂>サンゴ礫 転石>砂>サンゴ礫 サンゴ礫>砂>岩盤 砂>サンゴ礫>岩盤 岩盤>サンゴ礫>砂

Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

破損の状況 破損原因 なし なし なし なし なし

病気の状況 病名（％） なし ﾋﾟﾝｸｽﾎﾟｯﾄ点在<1% ﾋﾟﾝｸｽﾎﾟｯﾄ点在<1%
腫瘍<1%

ﾃﾞｨｽｶﾗｰﾈｰｼｮﾝ<1%
ﾋﾟﾝｸｽﾎﾟｯﾄ点在<1%

食害の状況
オニヒトデ個体数と食

害の規模
注3

0
Ⅰ

0
Ⅰ

0
Ⅰ

0
Ⅰ

0
Ⅰ

サンゴ食巻貝による

影響
注3 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ

なし なし なし なし なし

Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ

生存部はわずか

粘膜あり（被度25%）
サンゴのくぼみに砂が
堆積
白斑点在

粘膜あり（被度30%）
サンゴのくぼみに砂が
堆積
魚食痕と思われる白斑
が点在

粘膜あり（被度30%）
黄班が点在
付着するアオサンゴの
活性が低い

粘膜あり（被度25%）
全体的に活性が低い
周縁部と頂上部が局所
的に死滅

項目
No.

白化の状況
注3

海藻類の繁茂状況

浮泥の堆積状況注3

備考、特記事項

注)1. 長径は対象のサンゴを真上から観察したときの一番長い場所を計測した。
注)2. 設置状況は移設直後の状態と比較した。
注)3. 白化、食害、浮泥のレベル
白化・オニヒトデによる食害（大型サンゴ生存部に占める割合）　 サンゴ食巻貝類による食害 浮泥　

Ⅰ：1％未満 Ⅰ：食害は目立たない Ⅰ：海底面をはたいても濁らない

Ⅱ：1～10％未満 Ⅱ：小さな食痕や食害部がある群体が散見 Ⅱ：海底面をはたくと濁る

Ⅲ：10～50％未満 Ⅲ：食痕目立つが、100個体以上の貝の密集はみられない Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している

Ⅳ：50～90％未満 Ⅳ：斃死群体目立ち、貝集団が散見 Ⅳ：浮泥が一様に厚く堆積している

Ⅴ：90％以上
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表－ 6.2.13(12) No.16～No.20：調査結果（30 ヵ月後） 

 

 
  

16 17 18 19 20

種別被度 総被度（％） 60 90 20 75 80

上位3種 ハマサンゴ属（塊状） ハマサンゴ属（塊状） ハマサンゴ属（塊状） ハマサンゴ属（塊状） ハマサンゴ属（塊状）

- - アザミサンゴ - ウミキノコ属

- - ウミキノコ属 - -

群体 群体数 1 1 1 1 1

群体形 塊状 塊状 塊状 塊状 塊状

長径(m)注1 2.2 2.0 1.9 2.1 2.1

生存・死滅状況 生存部（％） 60 90 20 75 80

死滅部（％） - - - - -

裸地（％） 40 10 80 25 20

スレなど傷の
有無と割合

なし なし なし なし なし

設置（固着）状況
注2 転倒・洗掘・埋没 なし なし なし なし なし

地形・底質 天端水深D.L.(m) -9.8 -9.7 -9.3 -9.7 -9.8

最深部水深D.L.(m) -10.3 -10.6 -10.1 -10.7 -10.8

底質の概観 サンゴ礫＞砂>岩盤 サンゴ礫>砂>岩盤 サンゴ礫>砂・岩盤 サンゴ礫>砂>岩盤 砂>サンゴ礫>岩盤

Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

破損の状況 破損原因 なし なし なし なし なし

病気の状況 病名（％） ﾋﾟﾝｸｽﾎﾟｯﾄ点在：<1% ﾋﾟﾝｸｽﾎﾟｯﾄ点在：<1% ﾋﾟﾝｸｽﾎﾟｯﾄ点在<1% ﾋﾟﾝｸｽﾎﾟｯﾄ点在<1%
ﾋﾟﾝｸｽﾎﾟｯﾄ点在<1%

ﾃﾞｨｽｶﾗｰﾈｰｼｮﾝ<1%

食害の状況
オニヒトデ個体数と食

害の規模
注3

0
Ⅰ

0
Ⅰ

0
Ⅰ

0
Ⅰ

0
Ⅰ

サンゴ食巻貝による

影響
注3 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

なし なし なし なし なし

Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅱ

粘膜あり（被度50%）

群体下部の一部に砂
の堆積
サンゴのくぼみに砂が
堆積

粘膜あり（被度10%）
サンゴのくぼみに砂泥
が堆積
ゴカイ類多数

ゴカイ類多数（局所的）
食痕点在
サンゴのくぼみに砂が
堆積

粘膜あり（被度20%）
サンゴのくぼみに砂が
堆積

項目
No.

白化の状況
注3

海藻類の繁茂状況

浮泥の堆積状況注3

備考、特記事項

注)1. 長径は対象のサンゴを真上から観察したときの一番長い場所を計測した。
注)2. 設置状況は移設直後の状態と比較した。
注)3. 白化、食害、浮泥のレベル
白化・オニヒトデによる食害（大型サンゴ生存部に占める割合）　 サンゴ食巻貝類による食害 浮泥　

Ⅰ：1％未満 Ⅰ：食害は目立たない Ⅰ：海底面をはたいても濁らない

Ⅱ：1～10％未満 Ⅱ：小さな食痕や食害部がある群体が散見 Ⅱ：海底面をはたくと濁る

Ⅲ：10～50％未満 Ⅲ：食痕目立つが、100個体以上の貝の密集はみられない Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している

Ⅳ：50～90％未満 Ⅳ：斃死群体目立ち、貝集団が散見 Ⅳ：浮泥が一様に厚く堆積している

Ⅴ：90％以上
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表－ 6.2.13(13) No.21～No.25：調査結果（30 ヵ月後） 

 

 
  

21 22 23 24 25

種別被度 総被度（％） 65 80 90 70 70

上位3種 ハマサンゴ属（塊状） ハマサンゴ属（塊状） ハマサンゴ属（塊状） ハマサンゴ属（塊状） ハマサンゴ属（塊状）

- - - - ハマサンゴ属（被覆状）

- - - - -

群体 群体数 1 1 1 1 1

群体形 塊状 塊状 塊状 塊状 塊状

長径(m)注1 2.2 2.5 2.5 2.8 2.7

生存・死滅状況 生存部（％） 65 80 90 70 70

死滅部（％） - - - - -

裸地（％） 35 20 10 30 30

スレなど傷の
有無と割合

なし なし なし なし なし

設置（固着）状況
注2 転倒・洗掘・埋没 なし 周縁部一部埋没 なし 周縁部一部埋没 なし

地形・底質 天端水深D.L.(m) -9.4 -10.0 -8.8 -9.7 -9.0

最深部水深D.L.(m) -10.6 -11.1 -9.8 -10.7 -10.6

底質の概観 サンゴ礫>砂>岩盤 サンゴ礫>砂>岩盤 サンゴ礫>砂>岩盤 サンゴ礫>岩盤>砂 サンゴ礫>砂

Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

破損の状況 破損原因 なし なし なし なし なし

病気の状況 病名（％） ﾋﾟﾝｸｽﾎﾟｯﾄ点在<1% ﾋﾟﾝｸｽﾎﾟｯﾄ点在<1%
ﾋﾟﾝｸｽﾎﾟｯﾄ点在<1%

ﾃﾞｨｽｶﾗｰﾚｰｼｮﾝ<1%
ﾋﾟﾝｸｽﾎﾟｯﾄ点在<1%

ﾋﾟﾝｸｽﾎﾟｯﾄ点在<1%
腫瘍<5%

食害の状況
オニヒトデ個体数と食

害の規模
注3

0
Ⅰ

0
Ⅰ

0
Ⅰ

0
Ⅰ

0
Ⅰ

サンゴ食巻貝による

影響
注3 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

なし なし なし なし なし

Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ

粘膜あり（被度40%）
サンゴのくぼみに砂が
堆積
白斑点在

サンゴのくぼみに砂が
堆積
白班点在
群体の東側がわずかに
埋没

粘膜あり（被度20%）
サンゴのくぼみに砂が
堆積

粘膜あり（被度10%）
部分的（被度5%)にゴカ
イ類が付着
サンゴのくぼみに砂が
堆積

粘膜あり（被度10%）
ゴカイ類が局所的
サンゴのくぼみに砂泥
が堆積
付着する被覆状ハマサ
ンゴ属は大部分死滅

項目
No.

白化の状況
注3

海藻類の繁茂状況

浮泥の堆積状況注3

備考、特記事項

注)1. 長径は対象のサンゴを真上から観察したときの一番長い場所を計測した。
注)2. 設置状況は移設直後の状態と比較した。
注)3. 白化、食害、浮泥のレベル
白化・オニヒトデによる食害（大型サンゴ生存部に占める割合）　 サンゴ食巻貝類による食害 浮泥　

Ⅰ：1％未満 Ⅰ：食害は目立たない Ⅰ：海底面をはたいても濁らない

Ⅱ：1～10％未満 Ⅱ：小さな食痕や食害部がある群体が散見 Ⅱ：海底面をはたくと濁る

Ⅲ：10～50％未満 Ⅲ：食痕目立つが、100個体以上の貝の密集はみられない Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している

Ⅳ：50～90％未満 Ⅳ：斃死群体目立ち、貝集団が散見 Ⅳ：浮泥が一様に厚く堆積している

Ⅴ：90％以上
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表－ 6.2.13(14) No.26～No.30：調査結果（30 ヵ月後） 

 

 
 

  

26 27 28 29 30

種別被度 総被度（％） 70 80 60 75 90

上位3種 ハマサンゴ属（塊状） ハマサンゴ属（塊状） ハマサンゴ属（塊状） ハマサンゴ属（塊状） ダイオウサンゴ

ハマサンゴ属（被覆状） カタトサカ属 - アオサンゴ -

アナサンゴモドキ属 ハマサンゴ属（被覆状） - ハマサンゴ属（被覆状） -

群体 群体数 1 1 1 1 1

群体形 塊状 塊状 塊状 塊状 塊状

長径(m)注1 3.7 3.8 2.6 4.7 2.4

生存・死滅状況 生存部（％） 70 80 60 75 90

死滅部（％） - - - - -

裸地（％） 30 20 40 25 10

スレなど傷の
有無と割合

なし なし なし なし なし

設置（固着）状況
注2 転倒・洗掘・埋没 なし なし なし なし なし

地形・底質 天端水深D.L.(m) -8.6 -9.2 -8.8 -9.1 -10.2

最深部水深D.L.(m) -10.4 -11.1 -10.8 -10.6 -10.6

底質の概観 サンゴ礫>砂 サンゴ礫>砂>岩盤 サンゴ礫>砂>岩盤 サンゴ礫>砂>岩盤 サンゴ礫>岩盤>砂

Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ

破損の状況 破損原因 なし なし なし なし なし

病気の状況 病名（％）
ﾋﾟﾝｸｽﾎﾟｯﾄ<5%

腫瘍<1%
ﾃﾞｨｽｶﾗｰﾈｰｼｮﾝ<1%

ﾋﾟﾝｸｽﾎﾟｯﾄ点在<1% ﾋﾟﾝｸｽﾎﾟｯﾄ<1% ﾋﾟﾝｸｽﾎﾟｯﾄ<1% なし

食害の状況
オニヒトデ個体数と食

害の規模
注3

0
Ⅰ

0
Ⅰ

0
Ⅰ

0
Ⅰ

0
Ⅰ

サンゴ食巻貝による

影響
注3 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

なし なし なし なし なし

Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ

粘膜あり（被度25%）
白斑(魚食痕と思われ
る)点在
サンゴのくぼみに砂堆
積

粘膜あり（被度30%）
サンゴのくぼみに砂泥
が堆積
魚食痕や白斑あり

粘膜あり（被度10%）
ゴカイ類多数（被度5%）
サンゴのくぼみに砂が
堆積

ゴカイ類点在（被度
<1%）
サンゴのくぼみに砂が
堆積
黄班が点在

白化被度10％
全体的に活性が悪い

項目
No.

白化の状況
注3

海藻類の繁茂状況

浮泥の堆積状況注3

備考、特記事項

注)1. 長径は対象のサンゴを真上から観察したときの一番長い場所を計測した。
注)2. 設置状況は移設直後の状態と比較した。
注)3. 白化、食害、浮泥のレベル
白化・オニヒトデによる食害（大型サンゴ生存部に占める割合）　 サンゴ食巻貝類による食害 浮泥　

Ⅰ：1％未満 Ⅰ：食害は目立たない Ⅰ：海底面をはたいても濁らない

Ⅱ：1～10％未満 Ⅱ：小さな食痕や食害部がある群体が散見 Ⅱ：海底面をはたくと濁る

Ⅲ：10～50％未満 Ⅲ：食痕目立つが、100個体以上の貝の密集はみられない Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している

Ⅳ：50～90％未満 Ⅳ：斃死群体目立ち、貝集団が散見 Ⅳ：浮泥が一様に厚く堆積している

Ⅴ：90％以上
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表－ 6.2.13(15) No.31～No.35：調査結果（30 ヵ月後） 

 

 
 

  

31 32 33 34 35

種別被度 総被度（％） 80 5 90 30 10

上位3種 ハマサンゴ属（塊状） ハマサンゴ属（塊状） ハマサンゴ属（塊状） ハマサンゴ属（塊状） ハマサンゴ属（塊状）

- - カタトサカ属 - -

- - - -

群体 群体数 2 1 1 1 1

群体形 塊状 塊状 塊状 塊状 塊状

長径(m)
注1 2.2 0.6 1.7 2.5 1.6

生存・死滅状況 生存部（％） 80 5 90 30 10

死滅部（％） - - - - -

裸地（％） 20 95 10 70 90

スレなど傷の
有無と割合

なし なし なし なし なし

設置（固着）状況
注2 転倒・洗掘・埋没 なし 18ヶ月後に転倒 なし なし なし

地形・底質 天端水深D.L.(m) -11.1 -10.2 -9.2 -8.1 -8.3

最深部水深D.L.(m) -11.8 -10.7 -9.7 -8.9 -8.8

底質の概観 砂>転石>サンゴ礫 砂>サンゴ礫 岩盤>砂>サンゴ礫 サンゴ礫>砂 砂>サンゴ礫

Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

破損の状況 破損原因 なし なし なし なし なし

病気の状況 病名（％） ﾋﾟﾝｸｽﾎﾟｯﾄ点在<1% ﾋﾟﾝｸｽﾎﾟｯﾄ点在<1% ﾋﾟﾝｸｽﾎﾟｯﾄ点在<1% ﾋﾟﾝｸｽﾎﾟｯﾄ点在<1% ﾋﾟﾝｸｽﾎﾟｯﾄ点在<1%

食害の状況
オニヒトデ個体数と食

害の規模
注3

0
Ⅰ

0
Ⅰ

0
Ⅰ

0
Ⅰ

0
Ⅰ

サンゴ食巻貝による

影響
注3 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

なし なし なし なし なし

Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ

粘膜あり（被度25%）
白班点在
サンゴのくぼみに砂が
堆積
2群体中1群体の活性
が低い

粘膜あり（被度50%）
全体的に活性が低い

粘膜あり（被度10%）
サンゴのくぼみに砂が
堆積

粘膜あり（被度25%）
サンゴのくぼみに砂が
堆積

粘膜あり（被度20%）

項目
No.

白化の状況
注3

海藻類の繁茂状況

浮泥の堆積状況
注3

備考、特記事項

注)1. 長径は対象のサンゴを真上から観察したときの一番長い場所を計測した。
注)2. 設置状況は移設直後の状態と比較した。
注)3. 白化、食害、浮泥のレベル
白化・オニヒトデによる食害（大型サンゴ生存部に占める割合）　 サンゴ食巻貝類による食害 浮泥　

Ⅰ：1％未満 Ⅰ：食害は目立たない Ⅰ：海底面をはたいても濁らない

Ⅱ：1～10％未満 Ⅱ：小さな食痕や食害部がある群体が散見 Ⅱ：海底面をはたくと濁る

Ⅲ：10～50％未満 Ⅲ：食痕目立つが、100個体以上の貝の密集はみられない Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している

Ⅳ：50～90％未満 Ⅳ：斃死群体目立ち、貝集団が散見 Ⅳ：浮泥が一様に厚く堆積している

Ⅴ：90％以上
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表－ 6.2.13(16) No.36～No.37：調査結果（30 ヵ月後） 

 

 
 

 

36 37

種別被度 総被度（％） 50 70

上位3種 ハマサンゴ属（塊状） ハマサンゴ属（塊状）

- -

- -

群体 群体数 1 1

群体形 塊状 塊状

長径(m)
注1 2.8 1.6

生存・死滅状況 生存部（％） 50 70

死滅部（％） - -

裸地（％） 50 30

スレなど傷の
有無と割合

なし なし

設置（固着）状況注2 転倒・洗掘・埋没 なし
周縁部の一部がサンゴ

礫で埋没

地形・底質 天端水深D.L.(m) -8.3 -8.7

最深部水深D.L.(m) -9.5 -9.3

底質の概観 砂>サンゴ礫 砂>サンゴ礫

Ⅰ Ⅰ

破損の状況 破損原因 なし なし

病気の状況 病名（％） ﾋﾟﾝｸｽﾎﾟｯﾄ点在<1% ﾋﾟﾝｸｽﾎﾟｯﾄ点在<1%

食害の状況
オニヒトデ個体数と食

害の規模
注3

0
Ⅰ

0
Ⅰ

サンゴ食巻貝による

影響
注3 Ⅰ Ⅰ

なし なし

Ⅲ Ⅲ

粘膜あり（被度5%）
ゴカイ類棲管が目につ
く

粘膜あり（被度40%）

項目
No.

白化の状況
注3

海藻類の繁茂状況

浮泥の堆積状況注3

備考、特記事項

注)1. 長径は対象のサンゴを真上から観察したときの一番長い場所を計測した。
注)2. 設置状況は移設直後の状態と比較した。
注)3. 白化、食害、浮泥のレベル
白化・オニヒトデによる食害（大型サンゴ生存部に占める割合）　 サンゴ食巻貝類による食害

Ⅰ：1％未満 Ⅰ：食害は目立たない

Ⅱ：1～10％未満 Ⅱ：小さな食痕や食害部がある群体が散見

Ⅲ：10～50％未満 Ⅲ：食痕目立つが、100個体以上の貝の密集はみられない

Ⅳ：50～90％未満 Ⅳ：斃死群体目立ち、貝集団が散見

Ⅴ：90％以上

浮泥　

Ⅰ：海底面をはたいても濁らない

Ⅱ：海底面をはたくと濁る

Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している

Ⅳ：浮泥が一様に厚く堆積している
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No.32 （転倒・生存部減少の状況） 

 

図－ 6.2.12(1) 大型サンゴ群体の状況変化  

30 ヵ月後（H29.1）

生存部 20% 

生残部 10% 

24 ヵ月後（H28.8） 

12 ヵ月後（H27.8） 18 ヵ月後（H28.1）

転倒 

生残部 5% 
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No.15（左）・N0.16（右） （活性低下・回復の状況） 

 

 

 

図－ 6.2.12(2) 大型サンゴ群体の状況変化  

18 ヵ月後（H28.1） 
健全な群体 

18 ヵ月後（H28.1）

24 ヵ月後（H28.8） 
活性が低下し退色 

30 ヵ月後（H29.1） 

部分的に

死亡 

健全な群体 

部分的 

に死亡 
30 ヵ月後（H29.1） 

大部分 

が回復 

大部分が回復 

活性が低下し退色 

24 ヵ月後（H28.8）
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(エ) 枝サンゴ群集（主にユビエダハマサンゴ） 

那覇空港滑走路増設事業に伴って移植された枝サンゴ群集(主にユビエダハマサンゴ)の数

量は 1042.1m2であった。また、モニタリング計画に沿ってモニタリングを行っている。 

枝サンゴ群集の調査時期は図－ 6.2.13 に、地点ごとの調査結果は表－ 6.2.14 に示すとお

りである。 

平成 28 年度において、全ての移植地点（B-1，2, 4，5）で、移植直後と比較して 5～25%

の被度低下が確認された。いずれの地点においても総被度の低下の主因は漂砂による埋没や

磨耗であり、平成 27 年度に接近した台風 9号（平成 27 年 7 月上旬）及び台風 15 号（平成

27 年 8 月下旬）、平成 28 年度に接近した台風 18 号(平成 28 年 10 月上旬)の高波浪による影

響で砂が移動・堆積し、移植サンゴが埋没したと考えられる。また、移植後のサンゴ群集内

では、近傍のサンゴ群体同士が固着する状況が確認された（図－ 6.2.14）。 

既存サンゴ群集では、移植サンゴの移植直後の時期に相当する平成 26 年 7～9 月から平成

29 年 1～2月にかけて、2地点中 1地点(B-3)で総被度が 5%低下した。総被度の低下の主因は

台風接近時の高波浪に伴う漂砂による磨耗と考えられる。また、砂が堆積したことによるサ

ンゴの埋没がみられなかったのは、移植サンゴと比較して群体の高さが高かったためと考え

られる。 

その他、サンゴ群集の変動に大きな影響を与えるオニヒトデやシロレイシダマシ類等の食

害生物の大発生はみられなかった。平成 28 年度夏季は沖縄本島各地でサンゴの白化現象が生

じたが、移植サンゴの大規模な白化は確認されなかった(白化は 1％未満)。ユビエダハマサ

ンゴは白化や白化に伴う死亡が少ないことが報告されており（Y. Fujioka, 1999 出典）、本調

査結果を示唆するものと考えられる。 

 
出典：Y. Fujioka, 1999. 白化現象に伴うサンゴの大規模斃死. Calaxea, Vol.1. 

 

 

 
図－ 6.2.13 枝サンゴ群集の調査時期 

 

  
図－ 6.2.14 近傍のサンゴ群体同士の固着状況（赤丸内） 

 

H26.1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 H27.1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 H28.1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 H29.1月 2月 3月

春季 春季 春季 春季

直後 1ヶ月後 3ヶ月後 6ヶ月後 12ヶ月後 18ヶ月後 24ヶ月後 30ヶ月後

移植 直後 1ヶ月後 3ヶ月後 6ヶ月後 12ヶ月後 18ヶ月後 24ヶ月後 30ヶ月後

枝サンゴ群集
(ユビエダハマサンゴ)

B-1
Ｂ-2

移植

B-4
Ｂ-5

春季 夏季 秋季 冬季

H28年度

冬季 春季 夏季 秋季 冬季 春季 夏季 秋季 冬季

H27年度
移植サンゴ

移植
エリア

H25年度 H26年度



 

 

 

 

 

表－ 6.2.14(1)  B-1：モニタリング調査結果 

 
 

   

B-1

移植前 移植直後 1ヵ月 3ヵ月 6ヵ月 12ヵ月 19ヵ月 24ヵ月 30ヵ月

平成26年5月22日 平成26年7月29日 平成26年8月29日 平成26年10月27日 平成27年1月20日 平成27年7月31日 平成28年2月4日 平成28年7月19日 平成29年1月26日

3.2m 3.2m 3.2m 3.2m 3.2m 3.2m 3.2m 3.2m 3.2m

砂、礫 砂、礫 砂、礫 砂、礫 砂、礫 砂、礫 砂、礫 砂、礫 砂、礫

Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

なし なし やや有り なし なし なし なし やや有り なし

生存被度 <1% 50% 50% 50% 50% 50% 45% 45% 40%

死滅部の割合 <1% <1% <1% <1% <1% <1% 5% <1% <5%

　特になし 　ﾕﾋﾞｴﾀﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ      45% 　ﾕﾋﾞｴﾀﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ      45% 　ﾕﾋﾞｴﾀﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ      45% 　ﾕﾋﾞｴﾀﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ      45% 　ﾕﾋﾞｴﾀﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ      45% 　ﾕﾋﾞｴﾀﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ      40% 　ﾕﾋﾞｴﾀﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ      40% 　ﾕﾋﾞｴﾀﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ     35%

- 枝状 枝状 枝状 枝状 枝状 枝状 枝状 枝状

3 13 13 13 13 13 12 12 9

- なし なし なし なし なし なし なし なし

Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

なし なし なし なし なし なし なし なし なし

なし なし なし なし なし なし なし なし なし

オニヒトデ なし なし なし なし なし なし なし なし なし

サンゴ食巻貝類 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

全体被度 20% 20% 20% 20% 20% 20% 20% 20% 20%

　無節ｻﾝｺﾞﾓ類　　　15% 　無節ｻﾝｺﾞﾓ類　　　 20% 　無節ｻﾝｺﾞﾓ類　　　 20% 　無節ｻﾝｺﾞﾓ類　　　 20% 　無節ｻﾝｺﾞﾓ類　　　 20% 　無節ｻﾝｺﾞﾓ類　　　 20% 　無節ｻﾝｺﾞﾓ類　　　 20% 　無節ｻﾝｺﾞﾓ類       15% 　無節ｻﾝｺﾞﾓ類       20%

　ﾊｲｵｵｷﾞ  　  　 　<5% 　ｻﾎﾞﾃﾝｸﾞｻ属 　     <5% 　ﾊｲｵｵｷﾞ　    　    <1% 　ﾊｲｵｵｷﾞ　    　    <1% 　ﾊｲｵｵｷﾞ　    　    <1% 　ﾊｲｵｵｷﾞ　    　    <1% 　ﾊｲｵｵｷﾞ　    　    <1% 　ｱﾐｼﾞｸﾞｻ属    　 　<5% 　ﾊｲｵｵｷﾞ    　 　　 <5%

全体被度 <1% <1% <1% <1% <1% <1% <1% <1% <1%

　ｳﾈﾀｹ属            <1% 　ｳﾈﾀｹ属            <1% 　ｳﾈﾀｹ属            <1% 　ｳﾈﾀｹ属            <1% 　ｳﾈﾀｹ属            <1% 　ｳﾈﾀｹ属            <1% 　ｳﾈﾀｹ属            <1% 　ｳﾈﾀｹ属            <1% 　ｳﾈﾀｹ属            <1%

出現種類数 19 58 70 33 56 61 77 74 61

総個体数 159 918 1,005 235 373 367 469 648 380

出現種類数(ｻﾝｺﾞ依存種) 1 6 9 8 9 4 8 10 6

総個体数(ｻﾝｺﾞ依存種) 35 150 159 96 171 103 115 203 82

出現種類数 9 30 34 31 38 38 42 46 38

総個体数 9 130 154 155 176 163 163 156 116

注) 　 1．水深は、観測基準面上の値で表示。

    　 2．被度：<1%、<5%、それ以上を5%ピッチで示す。

　　 　3．浮泥堆積状況：「Ⅰ：海底面をはたいても濁らない、Ⅱ：はたくと濁る、Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している、Ⅳ：浮泥が一様に（厚く）堆積している」

　　　 4．白化の段階：「Ⅰ：<1%、Ⅱ：1～10%、Ⅲ：10～50%、Ⅳ：50～90%、Ⅴ：>90%」

       5．サンゴ食巻貝類によるｻﾝｺﾞ類の食害：Ⅰ(食痕目立たない)、Ⅱ(食害のある群体が散見)、Ⅲ(大きく食害のある群体が目立つが100個体以上の貝集団はみられない)、Ⅳ(斃死群体が目立ち、貝集団が散見される)

       6．総個体数は、CR法の観察結果をもとに、rr（1～5）：3、r（6～20）：12.5、+（21～50）：35、c（51～100）：75、ｃｃ（>101）：125で換算後、合計し、小数点以下を四捨五入した値を示す。

調査地点

水深

浮泥堆積状況

大型底生動物

主な出現種

サンゴ類

調査時期

濁りの状況

消失の状況

サンゴ出現種類数

底質概観

群体形

破損の状況

白化の状況

病気の状況

海藻類

ソフトコーラル類
主な出現種

食害の状況

主な出現種

魚類
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表－ 6.2.14(2)  B-2：モニタリング調査結果 

 
 

   

B-2

移植前 移植直後 1ヵ月 3ヵ月 6ヵ月 12ヵ月 19ヵ月 24ヵ月 30ヵ月

平成26年5月22日 平成26年7月29日 平成26年8月29日 平成26年10月27日 平成27年1月20日 平成27年7月31日 平成28年2月4日 平成28年7月19日 平成29年1月26日

4.6m 4.6m 4.6m 4.6m 4.6m 4.6m 4.6m 4.6m 4.6m

砂、礫 砂、礫 砂、礫 砂、礫 砂、礫 砂、礫 砂、礫 砂、礫 砂、礫

Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

なし なし やや有り なし なし なし なし やや有り なし

生存被度 <1% 50% 50% 50% 50% 50% 50% 50% 45%

死滅部の割合 <1% <1% <1% <1% <1% <1% <1% <1% 5%

　特になし 　ﾕﾋﾞｴﾀﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ      45% 　ﾕﾋﾞｴﾀﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ      45% 　ﾕﾋﾞｴﾀﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ      45% 　ﾕﾋﾞｴﾀﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ      45% 　ﾕﾋﾞｴﾀﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ      45% 　ﾕﾋﾞｴﾀﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ      45% 　ﾕﾋﾞｴﾀﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ      45% 　ﾕﾋﾞｴﾀﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ     40%

- 枝状 枝状 枝状 枝状 枝状 枝状 枝状 枝状

3 13 13 13 13 13 11 11 11

- なし なし なし なし なし なし なし なし

Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

なし なし なし なし なし なし なし なし なし

なし なし なし なし なし なし なし なし なし

オニヒトデ なし なし なし なし なし なし なし なし なし

サンゴ食巻貝類 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

全体被度 20% 20% 20% 20% 20% 20% 20% 20% 20%

　無節ｻﾝｺﾞﾓ類      20% 　無節ｻﾝｺﾞﾓ類　　　 20% 　無節ｻﾝｺﾞﾓ類　　　 20% 　無節ｻﾝｺﾞﾓ類　　　 20% 　無節ｻﾝｺﾞﾓ類　　　 20% 　無節ｻﾝｺﾞﾓ類　　　 20% 　無節ｻﾝｺﾞﾓ類　　　 20% 　無節ｻﾝｺﾞﾓ類　　　 20% 　無節ｻﾝｺﾞﾓ類　　　 20%

　ｻﾎﾞﾃﾝｸﾞｻ属 　     <5% 　ﾊｲｵｵｷﾞ            <5% 　ﾊｲｵｵｷﾞ            <5% 　ﾊｲｵｵｷﾞ            <5% 　ﾊｲｵｵｷﾞ            <5% 　ﾊｲｵｵｷﾞ            <5% 　ﾊｲｵｵｷﾞ            <5% 　ﾊｲｵｵｷﾞ            <5%

　ｲﾜﾉｶﾜ科           <1% 　ｲﾜﾉｶﾜ科           <1% 　ｲﾜﾉｶﾜ科           <1% 　ｲﾜﾉｶﾜ科           <1% 　ｲﾜﾉｶﾜ科           <1% 　ｲﾜﾉｶﾜ科           <1%

全体被度 0% <1% <1% <1% <1% <1% <1% <1% <1%

- 　ｳﾐｷﾉｺ属           <1% 　ｳﾐｷﾉｺ属           <1% 　ｳﾐｷﾉｺ属           <1% 　ｳﾐｷﾉｺ属           <1% 　ｳﾐｷﾉｺ属           <1% 　ｳﾐｷﾉｺ属           <1% 　ｳﾐｷﾉｺ属           <1% 　ｳﾐｷﾉｺ属           <1%

　ｶﾀﾄｻｶ属           <1% 　ｶﾀﾄｻｶ属           <1% 　ｶﾀﾄｻｶ属           <1% 　ｶﾀﾄｻｶ属           <1% 　ｶﾀﾄｻｶ属           <1% 　ｶﾀﾄｻｶ属           <1% 　ｶﾀﾄｻｶ属           <1% 　ｶﾀﾄｻｶ属           <1%

出現種類数 16 56 62 23 58 56 56 80 61

総個体数 150 934 961 183 206 357 261 567 359

出現種類数(ｻﾝｺﾞ依存種) 2 8 10 6 8 7 8 10 11

総個体数(ｻﾝｺﾞ依存種) 6 156 162 90 56 63 66 163 107

出現種類数 8 27 35 33 33 33 37 44 33

総個体数 12 143 155 149 111 142 144 162 101

注) 　 1．水深は、観測基準面上の値で表示。

    　 2．被度：<1%、<5%、それ以上を5%ピッチで示す。

　　 　3．浮泥堆積状況：「Ⅰ：海底面をはたいても濁らない、Ⅱ：はたくと濁る、Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している、Ⅳ：浮泥が一様に（厚く）堆積している」

　　　 4．白化の段階：「Ⅰ：<1%、Ⅱ：1～10%、Ⅲ：10～50%、Ⅳ：50～90%、Ⅴ：>90%」

       5．サンゴ食巻貝類によるｻﾝｺﾞ類の食害：Ⅰ(食痕目立たない)、Ⅱ(食害のある群体が散見)、Ⅲ(大きく食害のある群体が目立つが100個体以上の貝集団はみられない)、Ⅳ(斃死群体が目立ち、貝集団が散見される)

       6．総個体数は、CR法の観察結果をもとに、rr（1～5）：3、r（6～20）：12.5、+（21～50）：35、c（51～100）：75、ｃｃ（>101）：125で換算後、合計し、小数点以下を四捨五入した値を示す。

水深

底質概観

食害の状況

白化の状況

破損の状況

病気の状況

調査地点

浮泥堆積状況

サンゴ類

主な出現種

群体形

サンゴ出現種類数

濁りの状況

調査時期

消失の状況

ソフトコーラル類
主な出現種

主な出現種

魚類

大型底生動物

海藻類
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表－ 6.2.14(3)  B-3（既存サンゴ）：モニタリング調査結果 

 
 

   

B-3

平成26年7月29日 平成26年8月29日 平成26年10月27日 平成27年1月20日 平成27年7月31日 平成28年2月4日 平成28年7月19日 平成29年1月26日

3.8m 3.8m 3.8m 3.8m 3.8m 3.8m 3.8m 3.8m

砂、礫 砂、礫 砂、礫 砂、礫 砂、礫 砂、礫 砂、礫 砂、礫

Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

なし なし なし なし なし なし なし なし

生存被度 65% 65% 65% 65% 65% 65% 65% 60%

死滅部の割合 <1% <1% <1% <1% <1% <1% <1% 5%

　ﾕﾋﾞｴﾀﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ      65% 　ﾕﾋﾞｴﾀﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ      65% 　ﾕﾋﾞｴﾀﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ      65% 　ﾕﾋﾞｴﾀﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ      65% 　ﾕﾋﾞｴﾀﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ      65% 　ﾕﾋﾞｴﾀﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ      65% 　ﾕﾋﾞｴﾀﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ      65% 　ﾕﾋﾞｴﾀﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ      60%

枝状 枝状 枝状 枝状 枝状 枝状 枝状 枝状

2 2 2 2 2 2 2 4

なし なし なし なし なし なし なし なし

Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

なし なし なし なし なし なし なし なし

なし なし なし なし なし なし なし なし

オニヒトデ なし なし なし なし なし なし なし なし

サンゴ食巻貝類 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

全体被度 20% 20% 20% 20% 20% 20% 20% 20%

　無節ｻﾝｺﾞﾓ類　　　 20% 　無節ｻﾝｺﾞﾓ類　　　 20% 　無節ｻﾝｺﾞﾓ類　　　 20% 　無節ｻﾝｺﾞﾓ類　　　 20% 　無節ｻﾝｺﾞﾓ類　　　 20% 　無節ｻﾝｺﾞﾓ類　　　 20% 　無節ｻﾝｺﾞﾓ類　　　 20% 　無節ｻﾝｺﾞﾓ類　　　 20%

　ﾊｲｵｵｷﾞ 　  　　   <5% 　ｻﾎﾞﾃﾝｸﾞｻ属        <5% 　ｻﾎﾞﾃﾝｸﾞｻ属        <5% 　ｻﾎﾞﾃﾝｸﾞｻ属        <1% 　ｲﾜﾉｶﾜ科　　　     <5%

　藍藻綱            <1% 　ｶﾆﾉﾃ属　　　　　  <5%

全体被度 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%

- - - - - - - -

出現種類数 48 62 34 55 69 58 60 68

総個体数 747 871 280 330 538 363 558 461

出現種類数(ｻﾝｺﾞ依存種) 5 6 5 8 9 6 6 11

総個体数(ｻﾝｺﾞ依存種) 147 150 119 128 195 82 132 179

出現種類数 19 25 23 18 18 21 24 25

総個体数 324 342 346 318 299 302 311 305

注) 　 1．水深は、観測基準面上の値で表示。

    　 2．被度：<1%、<5%、それ以上を5%ピッチで示す。

　　 　3．浮泥堆積状況：「Ⅰ：海底面をはたいても濁らない、Ⅱ：はたくと濁る、Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している、Ⅳ：浮泥が一様に（厚く）堆積している」

　　　 4．白化の段階：「Ⅰ：<1%、Ⅱ：1～10%、Ⅲ：10～50%、Ⅳ：50～90%、Ⅴ：>90%」

       5．サンゴ食巻貝類によるｻﾝｺﾞ類の食害：Ⅰ(食痕目立たない)、Ⅱ(食害のある群体が散見)、Ⅲ(大きく食害のある群体が目立つが100個体以上の貝集団はみられない)、Ⅳ(斃死群体が目立ち、貝集団が散見される)

       6．総個体数は、CR法の観察結果をもとに、rr（1～5）：3、r（6～20）：12.5、+（21～50）：35、c（51～100）：75、ｃｃ（>101）：125で換算後、合計し、小数点以下を四捨五入した値を示す。

大型底生動物

サンゴ出現種類数

消失の状況

白化の状況

破損の状況

群体形

海藻類
主な出現種

ソフトコーラル類
主な出現種

食害の状況

調査時期

水深

濁りの状況

魚類

調査地点

底質概観

浮泥堆積状況

サンゴ類

主な出現種

病気の状況
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表－ 6.2.14(4)  B-4：モニタリング調査結果 

 

 
 

 

 

  

B-4

移植前 移植直後 1ヵ月 3ヵ月 6ヵ月 10ヵ月 17ヵ月 22ヵ月 29ヵ月

平成26年7月29日 平成26年9月10日 平成26年10月27日 平成26年12月10日 平成27年3月6日 平成27年7月31日 平成28年2月4日 平成28年7月20日 平成29年2月14日

5.7m 5.7m 5.7m 5.7m 5.7m 5.7m 5.7m 5.7m 5.7m

砂礫 砂礫 砂礫 砂礫 砂礫 砂礫 砂礫 砂礫 砂、礫

Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

なし やや有り やや有り なし なし なし なし なし なし

総被度 5% 55% 50% 50% 50% 40% 40% 40% 30%

死滅部の割合 <1% <1% 5% <1% <1% 10% <5% <5% <5%

　ﾕﾋﾞｴﾀﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ       5% 　ﾕﾋﾞｴﾀﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ      50% 　ﾕﾋﾞｴﾀﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ      45% 　ﾕﾋﾞｴﾀﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ      45% 　ﾕﾋﾞｴﾀﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ      45% 　ﾕﾋﾞｴﾀﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ      35% 　ﾕﾋﾞｴﾀﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ      35% 　ﾕﾋﾞｴﾀﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ      35% 　ﾕﾋﾞｴﾀﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ      30%

枝状 枝状 枝状 枝状 枝状 枝状 枝状 枝状 枝状

4 20 18 18 15 13 11 11 10

なし なし 部分的に埋没群体確認 なし 部分的に埋没群体確認 部分的に埋没群体確認 部分的に埋没群体確認 部分的に埋没群体確認 部分的に埋没群体確認

Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

なし なし なし なし なし なし なし なし なし

なし なし なし なし なし なし なし なし なし

オニヒトデ なし なし なし なし なし なし 1個体<20㎝ なし なし

サンゴ食巻貝類 Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

全体被度 5% 20% 20% 20% 10% 10% 10% 30% 35%

　無節ｻﾝｺﾞﾓ類        5% 　無節ｻﾝｺﾞﾓ類       10% 　無節ｻﾝｺﾞﾓ類       10% 　無節ｻﾝｺﾞﾓ類       10% 　無節ｻﾝｺﾞﾓ類        5% 　無節ｻﾝｺﾞﾓ類        5% 　無節ｻﾝｺﾞﾓ類        5% 　無節ｻﾝｺﾞﾓ類　　　 25% 　無節ｻﾝｺﾞﾓ類　　　 25%

　ｲﾜﾉｶﾜ科           <5% 　ｲﾜﾉｶﾜ科           10% 　ｲﾜﾉｶﾜ科           10% 　ｲﾜﾉｶﾜ科           10% 　ｲﾜﾉｶﾜ科            5% 　ｲﾜﾉｶﾜ科            5% 　ｲﾜﾉｶﾜ科            5% 　ｲﾜﾉｶﾜ科            5% 　ｲﾜﾉｶﾜ科           10%

全体被度 <5% <5% <5% <5% <5% <5% <5% <5% <5%

　ﾁﾁﾞﾐﾄｻｶ属　　　 　<5% 　ﾁﾁﾞﾐﾄｻｶ属　　　 　<5% 　ﾁﾁﾞﾐﾄｻｶ属　　　 　<5% 　ﾁﾁﾞﾐﾄｻｶ属　　　 　<5% 　ﾁﾁﾞﾐﾄｻｶ属　　　 　<5% 　ﾁﾁﾞﾐﾄｻｶ属　　　 　<5% 　ﾁﾁﾞﾐﾄｻｶ属　　　 　<5% 　ﾁﾁﾞﾐﾄｻｶ属　　　 　<5% 　ﾁﾁﾞﾐﾄｻｶ属　　　 　<5%

　ｳﾐｷﾉｺ属　　　　　 <1%

出現種類数 21 41 42 79 83 71 85 83 82

総個体数 101 193 168 995 986 1,010 975 989 522

出現種類数(ｻﾝｺﾞ依存種) 2 7 6 8 9 6 10 8 12

総個体数(ｻﾝｺﾞ依存種) 16 53 50 260 263 109 174 178 78

出現種類数 5 24 22 24 27 29 32 38 27

総個体数 9 175 144 185 165 152 143 138 58

注) 　 1．水深は、観測基準面上の値で表示。

    　 2．被度：<1%、<5%、それ以上を5%ピッチで示す。

　　 　3．浮泥堆積状況：「Ⅰ：海底面をはたいても濁らない、Ⅱ：はたくと濁る、Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している、Ⅳ：浮泥が一様に（厚く）堆積している」

　　　 4．白化の段階：「Ⅰ：<1%、Ⅱ：1～10%、Ⅲ：10～50%、Ⅳ：50～90%、Ⅴ：>90%」

       5．サンゴ食巻貝類によるｻﾝｺﾞ類の食害：Ⅰ(食痕目立たない)、Ⅱ(食害のある群体が散見)、Ⅲ(大きく食害のある群体が目立つが100個体以上の貝集団はみられない)、Ⅳ(斃死群体が目立ち、貝集団が散見される)

       6．総個体数は、CR法の観察結果をもとに、rr（1～5）：3、r（6～20）：12.5、+（21～50）：35、c（51～100）：75、ｃｃ（>101）：125で換算後、合計し、小数点以下を四捨五入した値を示す。

調査地点

調査時期

ソフトコーラル類
主な出現種

大型底生動物

消失の状況

白化の状況

破損の状況

病気の状況

食害の状況

海藻草類
主な出現種

浮泥堆積状況

濁りの状況

サンゴ類

主な出現種

群体形

サンゴ出現種類数

水深

底質概観

魚類
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表－ 6.2.14(5)  B-5：モニタリング調査結果 

 
 

   

B-5

移植前 移植直後 1ヵ月 3ヵ月 6ヵ月 10ヵ月 17ヵ月 22ヵ月 29ヵ月

平成26年7月29日 平成26年9月10日 平成26年10月27日 平成26年12月10日 平成27年3月6日 平成27年7月31日 平成28年2月5日 平成28年7月20日 平成29年2月14日

7.4m 7.4m 7.4m 7.4m 7.4m 7.4m 7.4m 7.4m 7.4m

砂礫 砂礫 砂礫 砂礫 砂礫 砂礫 砂礫 砂礫 砂礫

Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

なし やや有り やや有り なし なし なし なし なし やや有り

総被度 <5% 60% 55% 55% 55% 55% 50% 45% 45%

死滅部の割合 <1% <1% 5% <1% <1% <5% 5% 5% <5%

　特になし 　ﾕﾋﾞｴﾀﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ      55% 　ﾕﾋﾞｴﾀﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ      50% 　ﾕﾋﾞｴﾀﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ      50% 　ﾕﾋﾞｴﾀﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ      50% 　ﾕﾋﾞｴﾀﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ      50% 　ﾕﾋﾞｴﾀﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ      45% 　ﾕﾋﾞｴﾀﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ      40% 　ﾕﾋﾞｴﾀﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ      40%

枝状 枝状 枝状 枝状 枝状 枝状 枝状 枝状 枝状

4 14 14 12 12 10 7 7 7

なし なし 部分的に埋没群体確認 部分的に埋没群体確認 なし なし 部分的に埋没群体確認 部分的に埋没群体確認 部分的に埋没群体確認

Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

なし なし なし なし なし なし なし なし なし

なし なし なし なし なし なし なし なし なし

オニヒトデ なし なし なし 1個体 1個体 なし なし なし なし

サンゴ食巻貝類 Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

全体被度 5% 20% 20% 20% 20% 20% 20% 20% 20%

　無節ｻﾝｺﾞﾓ類       <5% 　無節ｻﾝｺﾞﾓ類       15% 　無節ｻﾝｺﾞﾓ類       15% 　無節ｻﾝｺﾞﾓ類       15% 　無節ｻﾝｺﾞﾓ類       15% 　無節ｻﾝｺﾞﾓ類       15% 　無節ｻﾝｺﾞﾓ類       15% 　無節ｻﾝｺﾞﾓ類       15% 　無節ｻﾝｺﾞﾓ類       15%

　ｲﾜﾉｶﾜ科           <5% 　ｲﾜﾉｶﾜ科            5% 　ｲﾜﾉｶﾜ科            5% 　ｲﾜﾉｶﾜ科            5% 　ｲﾜﾉｶﾜ科            5% 　ｲﾜﾉｶﾜ科            5% 　ｲﾜﾉｶﾜ科            5% 　ｲﾜﾉｶﾜ科            5% 　ｲﾜﾉｶﾜ科            5%

全体被度 0% 0% 0% 0% <1% <1% <1% <1% 0%

- - - - 　ﾁﾁﾞﾐﾄｻｶ属         <1% 　ﾁﾁﾞﾐﾄｻｶ属         <1% 　ﾁﾁﾞﾐﾄｻｶ属         <1% 　ﾁﾁﾞﾐﾄｻｶ属         <1% -

出現種類数 15 25 32 64 72 69 65 74 52

総個体数 74 117 138 672 995 630 577 810 264

出現種類数(ｻﾝｺﾞ依存種) 0 7 10 13 13 9 8 8 7

総個体数(ｻﾝｺﾞ依存種) 0 63 72 225 284 150 147 197 53

出現種類数 5 26 23 34 31 29 35 53 33

総個体数 22 349 356 382 305 267 276 321 107

注) 　 1．水深は、観測基準面上の値で表示。

    　 2．被度：<1%、<5%、それ以上を5%ピッチで示す。

　　 　3．浮泥堆積状況：「Ⅰ：海底面をはたいても濁らない、Ⅱ：はたくと濁る、Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している、Ⅳ：浮泥が一様に（厚く）堆積している」

　　　 4．白化の段階：「Ⅰ：<1%、Ⅱ：1～10%、Ⅲ：10～50%、Ⅳ：50～90%、Ⅴ：>90%」

       5．サンゴ食巻貝類によるｻﾝｺﾞ類の食害：Ⅰ(食痕目立たない)、Ⅱ(食害のある群体が散見)、Ⅲ(大きく食害のある群体が目立つが100個体以上の貝集団はみられない)、Ⅳ(斃死群体が目立ち、貝集団が散見される)

       6．総個体数は、CR法の観察結果をもとに、rr（1～5）：3、r（6～20）：12.5、+（21～50）：35、c（51～100）：75、ｃｃ（>101）：125で換算後、合計し、小数点以下を四捨五入した値を示す。

ソフトコーラル類
主な出現種

大型底生動物

白化の状況

破損の状況

病気の状況

食害の状況

海藻草類
主な出現種

魚類

調査地点

サンゴ類

主な出現種

群体形

サンゴ出現種類数

消失の状況

水深

底質概観

浮泥堆積状況

濁りの状況

調査時期
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表－ 6.2.14(6)  B-6（既存サンゴ）：モニタリング調査結果 

 

 
 

  

B-6

平成26年9月10日 平成26年10月27日 平成26年12月10日 平成27年3月6日 平成27年7月31日 平成28年2月5日 平成28年7月20日 平成29年1月26日

5.1m 5.1m 5.1m 5.1m 5.1m 5.1m 5.1m 5.1m

砂礫 砂礫 砂礫 砂礫 砂礫 砂礫 砂礫 砂礫

Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

なし なし なし なし なし なし なし なし

総被度 70% 70% 70% 70% 70% 70% 70% 70%

死滅部の割合 <1% <1% <1% <1% <1% <1% <1% <1%

　ﾕﾋﾞｴﾀﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ      70% 　ﾕﾋﾞｴﾀﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ      70% 　ﾕﾋﾞｴﾀﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ      70% 　ﾕﾋﾞｴﾀﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ      70% 　ﾕﾋﾞｴﾀﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ      70% 　ﾕﾋﾞｴﾀﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ      70% 　ﾕﾋﾞｴﾀﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ      70% 　ﾕﾋﾞｴﾀﾞﾊﾏｻﾝｺﾞ      70%

枝状 枝状 枝状 枝状 枝状 枝状 枝状 枝状

3 3 3 3 3 3 3 3

なし なし なし なし なし なし なし なし

Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

なし なし なし なし なし なし なし なし

なし なし なし なし なし なし なし なし

オニヒトデ なし なし なし なし なし なし なし なし

サンゴ食巻貝類 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

全体被度 20% 20% 20% 20% 20% 20% 20% 20%

　無節ｻﾝｺﾞﾓ類       20% 　無節ｻﾝｺﾞﾓ類       20% 　無節ｻﾝｺﾞﾓ類       20% 　無節ｻﾝｺﾞﾓ類       20% 　無節ｻﾝｺﾞﾓ類       20% 　無節ｻﾝｺﾞﾓ類       20% 　無節ｻﾝｺﾞﾓ類       20% 　無節ｻﾝｺﾞﾓ類       15%

　ｶﾆﾉﾃ属　　　       5%

全体被度 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%

- - - - - - - -

出現種類数 42 42 64 73 72 67 59 67

総個体数 398 257 391 613 466 461 674 468

出現種類数(ｻﾝｺﾞ依存種) 6 4 6 9 6 7 7 9

総個体数(ｻﾝｺﾞ依存種) 82 76 132 150 100 103 225 101

出現種類数 10 8 14 16 15 24 31 19

総個体数 50 34 62 68 87 163 158 113

注) 　 1．水深は、観測基準面上の値で表示。

    　 2．被度：<1%、<5%、それ以上を5%ピッチで示す。

　　 　3．浮泥堆積状況：「Ⅰ：海底面をはたいても濁らない、Ⅱ：はたくと濁る、Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している、Ⅳ：浮泥が一様に（厚く）堆積している」

　　　 4．白化の段階：「Ⅰ：<1%、Ⅱ：1～10%、Ⅲ：10～50%、Ⅳ：50～90%、Ⅴ：>90%」

       5．サンゴ食巻貝類によるｻﾝｺﾞ類の食害：Ⅰ(食痕目立たない)、Ⅱ(食害のある群体が散見)、Ⅲ(大きく食害のある群体が目立つが100個体以上の貝集団はみられない)、Ⅳ(斃死群体が目立ち、貝集団が散見される)

       6．総個体数は、CR法の観察結果をもとに、rr（1～5）：3、r（6～20）：12.5、+（21～50）：35、c（51～100）：75、ｃｃ（>101）：125で換算後、合計し、小数点以下を四捨五入した値を示す。

調査地点

サンゴ類

主な出現種

群体形

サンゴ出現種類数

消失の状況

白化の状況

調査時期

水深

底質概観

浮泥堆積状況

濁りの状況

大型底生動物

破損の状況

病気の状況

食害の状況

海藻草類
主な出現種

ソフトコーラル類
主な出現種

魚類
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6-87 

(オ) 希少サンゴ類 

希少サンゴ類の調査時期は図－ 6.2.15 に、地点ごとの調査結果は表－ 6.2.15 に示すとお

りである。 

平成 28 年度において、移植したサンゴ類の総被度は 15%であり、移植直後の 10%と比較し

て 5%増加した。この 5%の増加は、移植したショウガサンゴの成長に伴う増加であった。 

移植直後から移植 26 ヵ月後にかけて、移植サンゴの死亡は確認されず、僅かな流出は確認

されたものの移植群体数に大きな変化はない。成長に伴う被度の増加がみられている。また、

サンゴ食生物であるオニヒトデは確認されず、サンゴ食巻貝による影響も食痕が目立たない

程度であった。 

平成 28 年度夏季には、沖縄本島各地でサンゴの白化が確認されたものの、波の上うみそら

公園に移植したショウガサンゴには白化による影響はみられなかった(白化は 1％未満)。シ

ョウガサンゴ属は赤土汚染に比較的強いものの、白化には弱いことが報告されており（大見

謝ら, 2000 出典）、本移植サンゴが白化の影響をほとんど受けなかった要因は不明であるが、1

日の水温の変動幅が小さいことや、サンゴが持つストレス耐性、閉鎖性海域で透明度が低い

ことによる強光ストレスの低減等が関係する可能性が考えられる。その他、本移植エリアで

はサンゴ類の加入もみられている。 

 

出典：大見謝辰夫・仲宗根一哉・満本裕彰・上原睦男・大城哲，2000．サンゴの赤土汚染耐性と白化耐性の

比較．沖縄県衛生環境研究所報，34：69-76. 

 

 

 
図－ 6.2.15 希少サンゴ類の調査時期 

 

  

H26.1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 H27.1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 H28.1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 H29.1月 2月 3月

春季 春季 春季 春季

移植 1ヶ月後 3ヶ月後 9ヶ月後 16ヶ月後 21ヶ月後 27ヶ月後
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(ショウガサンゴ)
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春季 夏季 秋季 冬季
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エリア
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表－ 6.2.15(1)  St.1：調査結果  

   

移植前 移植直後 1ヵ月 3ヵ月 9ヵ月 16ヵ月 21ヵ月 27ヵ月

H26.10.21 H26.10.23 H26.11.25 H27.1.16 H27.7.14 H28.2.22 H28.7.7 H29.1.31

3.1m 3.1m 3.1m 3.1m 3.1m 3.1m 3.1m 3.1m

岩盤 岩盤 岩盤 岩盤 岩盤 岩盤 岩盤 岩盤

Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅲ

<5% 10% 10% 10% 10% 10% 15% 15%

<1% <1% <1% <1% <1% <5% <5% <5%

特になし  ｼｮｳｶﾞｻﾝｺﾞ　5%  ｼｮｳｶﾞｻﾝｺﾞ　5%  ｼｮｳｶﾞｻﾝｺﾞ　5%  ｼｮｳｶﾞｻﾝｺﾞ　5%  ｼｮｳｶﾞｻﾝｺﾞ　5%  ｼｮｳｶﾞｻﾝｺﾞ　10%  ｼｮｳｶﾞｻﾝｺﾞ　10%

26 27 27 27 27 27 29 31

- 76 76 76 76 76 76 75

- 0 0 0 0 0 0 0

- 0 0 0 0 0 0 1

Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

なし なし 僅かにあり なし なし なし 僅かにあり 僅かにあり

なし なし なし なし なし なし なし なし

なし なし なし なし なし なし なし なし

Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

5% 5% 5% 15% 15% 10% 10% 15%

微小紅藻類　5% 微小紅藻類　5% 微小紅藻類　5%
微小紅藻類   5%
無節ｻﾝｺﾞﾓ類  5%
ｼﾞｶﾞﾐｸﾞｻ 　 <5%

微小紅藻類   5%
無節ｻﾝｺﾞﾓ類  5%

微小紅藻類   5%
無節ｻﾝｺﾞﾓ類  5%

微小紅藻類   5%
無節ｻﾝｺﾞﾓ類  5%

微小紅藻類   5%
無節ｻﾝｺﾞﾓ類  5%

<5% <5% <5% <5% <5% <5% <5% <5%

　ｶﾀﾄｻｶ属　　<5%
　ｳﾐｷﾉｺ属　　<1%

　ｶﾀﾄｻｶ属　　<5%
　ｳﾐｷﾉｺ属　　<1%

　ｶﾀﾄｻｶ属　　<5%
　ｳﾐｷﾉｺ属　　<1%

　ｶﾀﾄｻｶ属　　<5%
　ｳﾐｷﾉｺ属　　<1%

　ｶﾀﾄｻｶ属　　<5%
　ｳﾐｷﾉｺ属　　<1%

　ｶﾀﾄｻｶ属　　<5%
　ｳﾐｷﾉｺ属　　<5%

　ｶﾀﾄｻｶ属　　<5%
　ｳﾐｷﾉｺ属　　<5%

　ｶﾀﾄｻｶ属　　<5%
　ｳﾐｷﾉｺ属　　<5%

16 23 25 36 35 46 55 55

58 139 94 127 252 314 414 296

3 2 2 4 5 4 5 9

9 6 6 12 47 22 15 27

18 25 36 21 38 37 46 43

39 79 112 58 141 147 244 178

なし なし なし なし なし なし なし なし

注)  1．水深は、観測基準面上の値で表示。

  　 2．被度：<1%、<5%、それ以上を5%ピッチで示す。

　 　3．浮泥堆積状況：「Ⅰ：海底面をはたいても濁らない、Ⅱ：はたくと濁る、Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している、Ⅳ：浮泥が一様に（厚く）堆積している」

注 ）4. 白化の段階：「Ⅰ:<1%、Ⅱ:1～10%、Ⅲ:10～50%、Ⅳ:50～90%、Ⅴ:>90%」

     5．サンゴ食巻貝類によるｻﾝｺﾞ類の食害：Ⅰ(食痕目立たない)、Ⅱ(食害のある群体が散見)、

 　　　　Ⅲ(大きく食害のある群体が目立つが100個体以上の貝集団はみられない)、Ⅳ(斃死群体が目立ち、貝集団が散見される)

     6．総個体数は、CR法の観察結果をもとに、rr（1～5）：3、r（6～20）：12.5、+（21～50）：35、c（51～100）：75、ｃｃ（>101）：125で換算後合計し、

    　  小数点以下を四捨五入した値を示す。

移植サンゴ群体数

移植死亡群体数

移植固着状況(流出群体数)

調査地点

調査期日

D.L.水深(m)

St.1

海藻類の繁茂状況

浮泥の堆積状況

底質概観

サンゴ類

食害の状況

総被度

死亡部の割合

主な出現種

出現種類数

白化の状況

病気の状況

破損の状況

オニヒトデ

サンゴ食巻貝

全体被度

主な出現種

ソフト
コーラル類

大型底生動物

アンカーなどによる人的被害・台風被害等

魚類

備
考
・
特
記
事
項

出現種類数

総個体数

総個体数(ｻﾝｺﾞ依存種)

出現種類数(ｻﾝｺﾞ依存種)

総個体数

出現種類数

主な出現種

全体被度

6
-8
8 



 

 

表－ 6.2.15(2)  St.2：調査結果 

 
 

移植前 移植直後 1ヵ月 3ヵ月 9ヵ月 16ヵ月 21ヵ月 27ヵ月

H26.10.21 H26.10.23 H26.11.25 H27.1.16 H27.7.14 H28.2.22 H28.7.7 H29.1.31

3.2m 3.2m 3.2m 3.2m 3.2m 3.2m 3.2m 3.2m

岩盤 岩盤 岩盤 岩盤 岩盤 岩盤 岩盤 岩盤

Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅲ

<5% 10% 10% 10% 10% 10% 10% 15%

<1% <1% <1% <1% <1% <5% <5% <5%

特になし  ｼｮｳｶﾞｻﾝｺﾞ　5%  ｼｮｳｶﾞｻﾝｺﾞ　5%  ｼｮｳｶﾞｻﾝｺﾞ　5%  ｼｮｳｶﾞｻﾝｺﾞ　5%  ｼｮｳｶﾞｻﾝｺﾞ　5%  ｼｮｳｶﾞｻﾝｺﾞ　5%  ｼｮｳｶﾞｻﾝｺﾞ　10%

13 14 14 14 14 16 17 19

- 115 115 115 114 114 113 111

- 0 0 0 0 0 0 0

- 0 0 0 1 1 2 4

Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

なし なし 僅かにあり なし なし なし 僅かにあり 僅かにあり

なし なし なし なし なし なし なし なし

なし なし なし なし なし なし なし なし

Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ

5% 5% 5% 15% 15% 15% 15% 15%

微小紅藻類　5% 微小紅藻類　5% 微小紅藻類　5%
微小紅藻類   5%
無節ｻﾝｺﾞﾓ類　5%
ｼﾞｶﾞﾐｸﾞｻ 　 <5%

微小紅藻類   5%
無節ｻﾝｺﾞﾓ類  5%

微小紅藻類   5%
無節ｻﾝｺﾞﾓ類  5%

微小紅藻類   5%
無節ｻﾝｺﾞﾓ類  5%

微小紅藻類   5%
無節ｻﾝｺﾞﾓ類  5%

<1% <1% <1% <1% <1% <5% <5% <5%

ｳﾐｷﾉｺ属　　<1% ｳﾐｷﾉｺ属　　<1% ｳﾐｷﾉｺ属　　<1% ｳﾐｷﾉｺ属　　<1% ｳﾐｷﾉｺ属　　<1% ｳﾐｷﾉｺ属　　<5% ｳﾐｷﾉｺ属　　<5%
ｳﾐｷﾉｺ属　　<5%
ｳﾈﾀｹ属 　　<1%

12 28 13 32 44 52 66 54

36 122 71 179 413 437 440 226

1 3 2 3 4 7 9 10

3 9 6 9 22 31 37 30

12 19 21 23 33 31 39 40

37 67 73 61 122 129 223 169

なし なし なし なし なし なし なし なし

注)  1．水深は、観測基準面上の値で表示。

  　 2．被度：<1%、<5%、それ以上を5%ピッチで示す。

　 　3．浮泥堆積状況：「Ⅰ：海底面をはたいても濁らない、Ⅱ：はたくと濁る、Ⅲ：浮泥がまばらに堆積している、Ⅳ：浮泥が一様に（厚く）堆積している」

注 ）4. 白化の段階：「Ⅰ:<1%、Ⅱ:1～10%、Ⅲ:10～50%、Ⅳ:50～90%、Ⅴ:>90%」

     5．サンゴ食巻貝類によるｻﾝｺﾞ類の食害：Ⅰ(食痕目立たない)、Ⅱ(食害のある群体が散見)、

 　　　　Ⅲ(大きく食害のある群体が目立つが100個体以上の貝集団はみられない)、Ⅳ(斃死群体が目立ち、貝集団が散見される)

     6．総個体数は、CR法の観察結果をもとに、rr（1～5）：3、r（6～20）：12.5、+（21～50）：35、c（51～100）：75、ｃｃ（>101）：125で換算後合計し、

    　  小数点以下を四捨五入した値を示す。

移植サンゴ群体数

移植死亡群体数

移植固着状況(流出群体数)

調査地点

調査期日

D.L.水深(m)

底質概観

St.2

大型底生動物

アンカーなどによる人的被害・台風被害等

浮泥堆積状況

海藻類の繁茂状況

食害の状況

サンゴ類

ソフト
コーラル類

魚類

備
考
・
特
記
事
項

総被度

死亡部の割合

主な出現種

出現種類数

白化の状況

破損の状況

病気の状況

オニヒトデ

サンゴ食巻貝

全体被度

主な出現種

総個体数(ｻﾝｺﾞ依存種)

出現種類数

総個体数

全体被度

主な出現種

出現種類数

総個体数

出現種類数(ｻﾝｺﾞ依存種)

6
-8
9 
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 (2) 移植クビレミドロ 

1) 調査概要 

実海域（St.A,B,C,D）に移植したクビレミドロについて潜水目視観察によりモニタリング

調査を実施した。モニタリング調査の内容及び調査地点は、表－ 6.2.16 及び図－ 6.2.16 に

示すとおりである。 

なお、クビレミドロの概略の分布図を把握した際に、クビレミドロの生育状況が代表的な

場所に詳細枠を各調査位置に設置した。詳細枠ではクビレミドロ藻体の面積及び分布状況、

群体数、水深及び、底質の概観を記録するとともに、外部形態を顕微鏡観察により把握した。 

陸上水槽でのモニタリング調査も実海域と同様に行った（図－ 6.2.17）。 

 

表－ 6.2.16 モニタリング調査内容 

項目 方法 

移植したクビレミドロ

の概略の分布図 

潜水目視観察を行い、クビレミドロの生育範囲のスケッチと写真撮影

を行った。 

生育環境の把握 水深及び底質の概観を記録した。 

 

 

 

 

重要種保護のため 

位置情報は表示しない。 

 

図－ 6.2.16 クビレミドロのモニタリング調査位置（実海域） 

 
図－ 6.2.17 クビレミドロの配置状況（陸上水槽）  
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2) 調査結果 

(ア) 実海域 

実海域（St.A,B,C,D）に移植したクビレミドロについては、平成 28 年のモニタリング調査

結果（図－ 6.2.19～図－ 6.2.22）に示すとおりである。平成 28 年度については、分布面積

が最も拡大した平成 29 年 4 月の結果（調査日：平成 29 年 4 月 17～20 日）も併せて示す。そ

れぞれの地点において図－ 6.2.18 に示すように、各地点内に 2m×2m 枠の詳細枠を設定して

いる。 

平成 25～26 年度にかけて実海域に移植したクビレミドロの面積は合計 323.5 ㎡となり、移

植目標である 318 ㎡を満足した。 

なお、生育被度が比較的低い St.D については、St.A～C に対し、比較的波浪の影響を受け

やすい地点で、生育状況が異なる結果となったと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－ 6.2.18 詳細枠の設定状況 

  

a4 a3 a2 a1

b4 b3 b2 b1

c4 c3 c2 c1

d4 d3 d2 d1

e4 e3 e2 e1

13.5m

13.5m

13.5m 

a4 a3 a2 a1

b4 b3 b2 b1

c4 c3 c2 c1

d4 d3 d2 d1

e4 e3 e2 e1

f4 f3 f2 f1

g4 g3 g2 g1

h4 h3 h2 h1

a4 a3 a2 a1

b4 b3 b2 b1

c4 c3 c2 c1

d4 d3 d2 d1

e4 e3 e2 e1

f4 f3 f2 f1

g4 g3 g2 g1

St.A,C 
27m 

St.B 
24.5m

St.D 
17.5m
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平成 28 年 4 月（移植後 25 ヵ月） 平成 28 年 5 月（移植後 26 ヵ月） 平成 28 年 6 月（移植後 27 ヵ月） 

   

【凡例】 

図－ 6.2.19(1) St.A におけるクビレミドロ被度別分布図 

 

平成 29 年 1 月（移植後 34 ヵ月） 平成 29 年 2 月（移植後 35 ヵ月） 平成 29 年 3 月（移植後 36 ヵ月） 平成 29 年 4 月（移植後 37 ヵ月） 

  

 

 

【凡例】 

注：平成 29 年 4月には、移植枠外についても調査を実施した。 

図－ 6.2.19(2) St.A におけるクビレミドロ被度別分布図 
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平成 28 年 4 月（移植後 22 ヵ月） 平成 28 年 5 月（移植後 23 ヵ月） 平成 28 年 6 月（移植後 24 ヵ月） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【凡例】  

図－ 6.2.20(1) St.B におけるクビレミドロ被度別分布図 

 

注：平成 29 年 4月には、移植枠外についても調査を実施した。 

図－ 6.2.20(2) St.B におけるクビレミドロ被度別分布図 

 

  

平成 29 年 1 月（移植後 31 ヵ月） 平成 29 年 2 月（移植後 32 ヵ月） 平成 29 年 3 月（移植後 33 ヵ月） 平成 29 年 4 月（移植後 34 ヵ月） 

    

【凡例】 
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平成 28 年 4 月（移植後 22 ヵ月） 平成 28 年 5 月（移植後 23 ヵ月） 平成 28 年 6 月（移植後 24 ヵ月） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【凡例】 

図－ 6.2.21(1) St.C におけるクビレミドロ被度別分布図 

 

平成 29 年 1 月（移植後 31 ヵ月） 平成 29 年 2 月（移植後 32 ヵ月） 平成 29 年 3 月（移植後 33 ヵ月） 平成 29 年 4 月（移植後 34 ヵ月） 

    

【凡例】 

注：平成 29 年 4月には、移植枠外についても調査を実施した。 

図－ 6.2.21(2) St.C におけるクビレミドロ被度別分布図 
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平成 28 年 3 月（移植後 21 ヵ月） 平成 28 年 4 月（移植後 22 ヵ月） 平成 28 年 5 月（移植後 23 ヵ月） 

   

【凡例】 

図－ 6.2.22 (1) St.D におけるクビレミドロ被度別分布図 

 

 
平成 29 年 1 月（移植後 31 ヵ月） 平成 29 年 2 月（移植後 32 ヵ月） 平成 29 年 3 月（移植後 33 ヵ月） 平成 29 年 4 月（移植後 34 ヵ月） 

    

【凡例】 

注：平成 29 年 4月には、移植枠外についても調査を実施した。 

図－ 6.2.22 (2) St.D におけるクビレミドロ被度別分布図 
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ア) St.A（調査結果詳細） 

St.A の詳細枠における詳細枠観察結果は表－ 6.2.17 に示すとおりである。 

生育面積は、平成 28 年 4 月には 343.4m2であり、移植枠内の 94％を占めた。5月には 8.5m2

まで減衰し、6月には 0.2m2であった。夏眠期を経た後の平成 29 年 1 月には 317.4m2であり、

移植枠内の 87％を占め、4月までは大きな変化はなかった。 

被度については、平成 28 年 4 月には、被度 11％以上と 6～10％が大部分を占めた。平成

29 年 1 月には、被度 1％未満が大部分を占めていたが、その後、被度の増加がみられ、4月

には、被度 6～10％及び 1～5％が大部分を占めた。 

 

○群体数 

平成 28 年 4 月には、8～37 群体/0.5m×0.5m が確認されたが、衰退期である 5月と 6月に

は確認されなかった。 

平成 29 年 1 月には、1～47 群体/0.5m×0.5m が確認され、4 月には、23～44 群体/0.5m×

0.5m まで増加した。 

 

○造精器・生卵器・卵 

藻体の顕微鏡写真は図－ 6.2.23、卵の確認状況は表－ 6.2.18 及び図－ 6.2.24 に示すと

おりである。 

平成28年5月に採取した藻体を顕微鏡で観察したところ、造精器と生卵器が確認された。

また、平成 28 年 6 月には、底泥中に 1.0～12.8 個/cm2の卵が確認された。 

 

○生育環境 

水深は 1.7～2.0m であり、底質はシルト・砂であった。平成 28 年 4 月から平成 29 年 4 月

にかけて底質の変化はみられなかった。 
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表－ 6.2.17（1） St.A における詳細枠内の群体数（平成 28 年 4 月） 

 
 

表－ 6.2.17（2） St.A における詳細枠内の群体数（平成 28 年 5 月）

 
  

砂・シルト

シルト・砂

礫
全体被度

ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛの被度

ﾊｳﾁﾜ属 5%未満 ﾊｳﾁﾜ属 5%未満 微小藻類 5%未満 ｶｺﾞﾒﾉﾘ 5%未満 ｶｺﾞﾒﾉﾘ 1%未満

微小藻類 1%未満 微小藻類 1%未満 ﾊｳﾁﾜ属 5%未満 ｱｵﾉﾘ属 1%未満 ﾊｳﾁﾜ属 1%未満

ﾊｳﾁﾜ属 1%未満 ｲﾄｸﾞｻ属 1%未満

微小藻類 1%未満 微小藻類 1%未満

直径5cm以上

直径1cm以上

直径1cm未満

合計
山型（大）

山型（小）

すり鉢型

穴型

注）1.水深は那覇港工事用基準面を零位として示した。

注）2.砂・シルト：砂の粒径が目視で確認できる。

注）2.シルト・砂：砂は目視で確認できないが、手でつかむとざらざらし、砂を確認できる。

注）3.山型(大)とすり鉢型は2m×2m枠内、山型(小)と穴型は0.5m×0.5m枠内の個数を計数した。

注）4.全体被度は、2m×2mの詳細枠全体のクビレミドロとその他の種を合わせた被度を示す。

注）5.クビレミドロの被度は、2m×2mの詳細枠全体のクビレミドロの被度を示す。

4 5

59 29 68 69 89

0 0 0 3 3

4 6

生物生息孔

0 0 0 1

19 8 17 15 37
1

0 0 2

5 22

6 3

海藻草類
（2m×2m枠）

20% 20% 20% 20% 10%

5 6 9

その他の種
と被度

ｺｰﾄﾞﾗｰﾄ内ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛ
の群体数

（0.5m×0.5m枠）

4 1 4

9 4 8

15% 20%未満 20%未満 15%未満

100

10%

底質(%)
（2m×2m枠）

100 100 100 100

水深 (m) 1.9 2.0 1.8 1.8 1.7

平成28年4月20日

詳細枠
St.A-b1 St.A-c2 St.A-d4 St.A-g4 St.A-h4

項目

調査日 平成28年4月20日 平成28年4月20日 平成28年4月20日 平成28年4月20日

砂・シルト

シルト・砂

礫
全体被度

ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛの被度

ｳﾌﾞｹﾞｸﾞｻ 5%未満 ｳﾌﾞｹﾞｸﾞｻ 5% 微小藻類 5%未満 ｱｵﾉﾘ属 1%未満 ﾊｳﾁﾜ属 1%未満

微小藻類 1%未満 微小藻類 1%未満 ｳﾌﾞｹﾞｸﾞｻ 5%未満 ﾊｳﾁﾜ属 1%未満 ｲﾄｸﾞｻ属 1%未満

ﾊｳﾁﾜ属 1%未満 ﾊｳﾁﾜ属 1%未満 ﾊｳﾁﾜ属 1%未満 微小藻類 1%未満 微小藻類 1%未満

ｱｵﾉﾘ属 1%未満 ｱｵﾉﾘ属 1%未満 ﾘｭｳｷｭｳｽﾞﾀ 1%未満 ﾘｭｳｷｭｳｽﾞﾀ 1%未満

直径5cm以上

直径1cm以上

直径1cm未満

合計
山型（大）

山型（小）

すり鉢型

穴型

注）1.水深は那覇港工事用基準面を零位として示した。

注）2.砂・シルト：砂の粒径が目視で確認できる。

注）2.シルト・砂：砂は目視で確認できないが、手でつかむとざらざらし、砂を確認できる。

注）3.山型(大)とすり鉢型は2m×2m枠内、山型(小)と穴型は0.5m×0.5m枠内の個数を計数した。

注）4.全体被度は、2m×2mの詳細枠全体のクビレミドロとその他の種を合わせた被度を示す。

注）5.クビレミドロの被度は、2m×2mの詳細枠全体のクビレミドロの被度を示す。

平成28年5月18日

詳細枠
St.A-b1 St.A-c2 St.A-d4 St.A-g4 St.A-h4

項目

調査日 平成28年5月17日 平成28年5月17日 平成28年5月17日 平成28年5月18日

水深 (m) 1.9 2.0 1.8 1.8 1.7

100 100 100 100
底質(%)

（2m×2m枠）

1%未満 1%未満 0% 1%未満

100

0%

0 0

0 0 0

0 0

0 0

海藻草類
（2m×2m枠）

5% 10% 5% 5%未満 5%未満

0 0 0

その他の種
と被度

ｺｰﾄﾞﾗｰﾄ内ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛ
の群体数

（0.5m×0.5m枠）

0

0 0

生物生息孔

0 0 0 1

0 0 0 0 0
1

0 0 2 3 2

72 61 83 112 98

0 0 0 3 0
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表－ 6.2.17（3） St.A における詳細枠内の群体数（平成 28 年 6 月） 

 
 

表－ 6.2.17（4） St.A における詳細枠内の群体数（平成 29 年 1 月） 

 
  

砂・シルト

シルト・砂

礫
全体被度

ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛの被度

ｳﾌﾞｹﾞｸﾞｻ 5%未満 ｳﾌﾞｹﾞｸﾞｻ 5% 微小藻類 1%未満 ﾊｳﾁﾜ属 1%未満 微小藻類 1%未満

微小藻類 1%未満 微小藻類 1%未満 ｾﾝﾅﾘｽﾞﾀ 1%未満 微小藻類 1%未満 ﾊｳﾁﾜ属 1%未満

ﾊｳﾁﾜ属 1%未満 ﾊｳﾁﾜ属 1%未満 藍藻綱 1%未満 ﾘｭｳｷｭｳｽﾞﾀ 1%未満 ｲｷﾞｽ科 1%未満

ｱｵﾉﾘ属 1%未満 ｱｵﾉﾘ属 1%未満 ﾊｳﾁﾜ属 1%未満

直径5cm以上

直径1cm以上

直径1cm未満

合計
山型（大）

山型（小）

すり鉢型

穴型

注）1.水深は那覇港工事用基準面を零位として示した。

注）2.砂・シルト：砂の粒径が目視で確認できる。

注）2.シルト・砂：砂は目視で確認できないが、手でつかむとざらざらし、砂を確認できる。

注）3.山型(大)とすり鉢型は2m×2m枠内、山型(小)と穴型は0.5m×0.5m枠内の個数を計数した。

注）4.全体被度は、2m×2mの詳細枠全体のクビレミドロとその他の種を合わせた被度を示す。

注）5.クビレミドロの被度は、2m×2mの詳細枠全体のクビレミドロの被度を示す。

2 0

68 67 115 162 89

0 0 0 1 2

0 0

生物生息孔

0 0 0 1

0 0 0 0 0
0

0 0 3

0 0

0 0

海藻草類
（2m×2m枠）

5% 10% 5% 5%未満 5%未満

0 0 0

その他の種
と被度

ｺｰﾄﾞﾗｰﾄ内ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛ
の群体数

（0.5m×0.5m枠）

0 0 0

0 0 0

0% 0% 0% 0%

100

0%

底質(%)
（2m×2m枠）

100 100 100 100

水深 (m) 1.9 2.0 1.8 1.8 1.7

平成28年6月7日

詳細枠
St.A-b1 St.A-c2 St.A-d4 St.A-g4 St.A-h4

項目

調査日 平成28年6月7日 平成28年6月7日 平成28年6月7日 平成28年6月7日

砂・シルト

シルト・砂

礫
全体被度

ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛの被度

微小藻類 15% 微小藻類 20% 微小藻類 20% 微小藻類 10％ 微小藻類 5%

ﾊｳﾁﾜ属 1%未満 ﾊｳﾁﾜ属 1%未満 藍藻綱 1%未満 ﾊｳﾁﾜ属 1%未満 ﾊｳﾁﾜ属 1%未満

ｾﾝﾅﾘｽﾞﾀ 1%未満 ｳﾌﾞｹﾞｸﾞｻ 1%未満 ﾊｳﾁﾜ属 1%未満 ｳﾌﾞｹﾞｸﾞｻ 1%未満

直径5cm以上

直径1cm以上

直径1cm未満

合計
山型（大）

山型（小）

すり鉢型

穴型

注）1.水深は那覇港工事用基準面を零位として示した。

注）2.砂・シルト：砂の粒径が目視で確認できる。

注）2.シルト・砂：砂は目視で確認できないが、手でつかむとざらざらし、砂を確認できる。

注）3.山型(大)とすり鉢型は2m×2m枠内、山型(小)と穴型は0.5m×0.5m枠内の個数を計数した。

注）4.全体被度は、2m×2mの詳細枠全体のクビレミドロとその他の種を合わせた被度を示す。

注）5.クビレミドロの被度は、2m×2mの詳細枠全体のクビレミドロの被度を示す。

1 0

43 55 92 115 102

0 0 1 1 2

1 34

生物生息孔

1 0 0 1

45 41 47 1 34
0

2 2 0

0 0

5 10

海藻草類
（2m×2m枠）

15% 20% 20% 10% 5%

7 0 0

その他の種と
被度

ｺｰﾄﾞﾗｰﾄ内ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛ
の群体数

（0.5m×0.5m枠）

0 0 0

40 31 40

5%未満 5%未満 5%未満 1%未満

100

1%未満

底質(%)
（2m×2m枠） 100 100 100 100

水深 (m) 1.9 2.0 1.8 1.8 1.7

平成29年1月25日

詳細枠
St.A-b1 St.A-c2 St.A-d4 St.A-g4 St.A-h4

項目

調査日 平成29年1月25日 平成29年1月25日 平成29年1月25日 平成29年1月25日
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表－ 6.2.17（5） St.A における詳細枠内の群体数（平成 29 年 2 月） 

 
 

表－ 6.2.17（6） St.A における詳細枠内の群体数（平成 29 年 3 月） 

 
  

砂・シルト

シルト・砂

礫
全体被度

ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛの被度

微小藻類 5%未満 微小藻類 5%未満 微小藻類 5% 微小藻類 10％ 微小藻類 5%未満

ﾊｳﾁﾜ属 1%未満 ﾊｳﾁﾜ属 1%未満 藍藻綱 1%未満 ﾊｳﾁﾜ属 1%未満 ﾊｳﾁﾜ属 1%未満

ｾﾝﾅﾘｽﾞﾀ 1%未満 ｳﾌﾞｹﾞｸﾞｻ 1%未満 ﾊｳﾁﾜ属 1%未満

直径5cm以上

直径1cm以上

直径1cm未満

合計
山型（大）

山型（小）

すり鉢型

穴型

注）1.水深は那覇港工事用基準面を零位として示した。

注）2.砂・シルト：砂の粒径が目視で確認できる。

注）2.シルト・砂：砂は目視で確認できないが、手でつかむとざらざらし、砂を確認できる。

注）3.山型(大)とすり鉢型は2m×2m枠内、山型(小)と穴型は0.5m×0.5m枠内の個数を計数した。

注）4.全体被度は、2m×2mの詳細枠全体のクビレミドロとその他の種を合わせた被度を示す。

注）5.クビレミドロの被度は、2m×2mの詳細枠全体のクビレミドロの被度を示す。

平成29年2月15日

詳細枠
St.A-b1 St.A-c2 St.A-d4 St.A-g4 St.A-h4

項目

調査日 平成29年2月15日 平成29年2月15日 平成29年2月15日 平成29年2月15日

水深 (m) 1.9 2.0 1.8 1.8 1.7

100 100 100 100
底質(%)

（2m×2m枠）

25% 35% 35% 10%

100

10%

その他の種と
被度

ｺｰﾄﾞﾗｰﾄ内ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛ
の群体数

（0.5m×0.5m枠）

14 17 13 9 9

20 21

海藻草類
（2m×2m枠）

30% 40% 40% 20% 10%

19 12 12

17 15 9 3 3

生物生息孔

1 0 0 0

51 53 41 24 24
0

1 2 2 1 1

57 61 39 129 112

0 0 1 2 0

砂・シルト

シルト・砂

礫
全体被度

ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛの被度

微小藻類 5%未満 微小藻類 5%未満 微小藻類 5% 微小藻類 5% 微小藻類 1%未満

ﾊｳﾁﾜ属 1%未満 ﾊｳﾁﾜ属 1%未満 ﾊｳﾁﾜ属 1%未満 ﾊｳﾁﾜ属 1%未満 ﾊｳﾁﾜ属 1%未満

ｾﾝﾅﾘｽﾞﾀ 1%未満 ｳﾌﾞｹﾞｸﾞｻ 1%未満

直径5cm以上

直径1cm以上

直径1cm未満

合計
山型（大）

山型（小）

すり鉢型

穴型

注）1.水深は那覇港工事用基準面を零位として示した。

注）2.砂・シルト：砂の粒径が目視で確認できる。

注）2.シルト・砂：砂は目視で確認できないが、手でつかむとざらざらし、砂を確認できる。

注）3.山型(大)とすり鉢型は2m×2m枠内、山型(小)と穴型は0.5m×0.5m枠内の個数を計数した。

注）4.全体被度は、2m×2mの詳細枠全体のクビレミドロとその他の種を合わせた被度を示す。

注）5.クビレミドロの被度は、2m×2mの詳細枠全体のクビレミドロの被度を示す。

平成29年3月3日

詳細枠
St.A-b1 St.A-c2 St.A-d4 St.A-g4 St.A-h4

項目

調査日 平成29年3月2日 平成29年3月2日 平成29年3月2日 平成29年3月2日

水深 (m) 1.9 2.0 1.8 1.8 1.7

100 100 100 100
底質(%)

（2m×2m枠）

35% 50% 40% 15%

100

15%

6 10

8 21 11

4 10

13 21

海藻草類
（2m×2m枠）

40% 55% 50% 25% 15%

12 8 14

その他の種と
被度

ｺｰﾄﾞﾗｰﾄ内ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛ
の群体数

（0.5m×0.5m枠）

5

25 20

生物生息孔

1 0 0 0

26 48 33 37 44
0

3 1 3 2 3

44 69 41 115 104

0 0 1 1 0
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表－ 6.2.17（7） St.A における詳細枠内の群体数（平成 29 年 4 月） 

 
 

表－ 6.2.18 詳細枠内の泥中の卵数（St.A） 

 
 

 
造精器 

 
生卵器 

図－ 6.2.23 詳細枠における藻体の成熟状況（St.A） 

 

 
b1 

図－ 6.2.24 詳細枠における泥中の卵の状況（St.A、平成 28 年 6 月） 

砂・シルト

シルト・砂

礫
全体被度

ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛの被度

微小藻類 5%未満 微小藻類 5%未満 ﾎｿｶｺﾞﾒﾉﾘ 5%未満 微小藻類 5%未満 微小藻類 1%

ﾊｳﾁﾜ属 1%未満 ﾊｳﾁﾜ属 1%未満 微小藻類 1%未満 ﾊｳﾁﾜ属 1%未満 ﾊｳﾁﾜ属 1%未満

ｾﾝﾅﾘｽﾞﾀ 1%未満 ﾊｳﾁﾜ属 1%未満

直径5cm以上

直径1cm以上

直径1cm未満

合計
山型（大）

山型（小）

すり鉢型

穴型

注）1.水深は那覇港工事用基準面を零位として示した。

注）2.砂・シルト：砂の粒径が目視で確認できる。

注）2.シルト・砂：砂は目視で確認できないが、手でつかむとざらざらし、砂を確認できる。

注）3.山型(大)とすり鉢型は2m×2m枠内、山型(小)と穴型は0.5m×0.5m枠内の個数を計数した。

注）4.全体被度は、2m×2mの詳細枠全体のクビレミドロとその他の種を合わせた被度を示す。

注）5.クビレミドロの被度は、2m×2mの詳細枠全体のクビレミドロの被度を示す。

平成29年4月18日

詳細枠
St.A-b1 St.A-c2 St.A-d4 St.A-g4 St.A-h4

項目

調査日 平成29年4月17日 平成29年4月17日 平成29年4月18日 平成29年4月18日

水深 (m) 1.9 2.0 1.8 1.8 1.7

100 100 100 100
底質(%)

（2m×2m枠）

45% 55% 50% 25%

100

25%

8 9

11 23 7

11 8

7 12

海藻草類
（2m×2m枠）

50% 60% 55% 35% 25%

7 15 15

その他の種と
被度

ｺｰﾄﾞﾗｰﾄ内ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛ
の群体数

（0.5m×0.5m枠）

7

18 11

生物生息孔

1 0 0 1

25 43 23 44 34
0

1 3 2 4 3

45 64 58 72 74

0 0 0 0 0

詳細枠 泥中の卵数(個/cm
2
）

St.A-b1 12.8

St.A-c2 2.3
St.A-d4 9.8
St.A-g4 10.8
St.A-h4 1.0



 

6-101 

イ) St.B（調査結果詳細） 

St.B における詳細枠観察結果は表－ 6.2.19 に示すとおりである。 

生育面積は、平成 28 年 4 月には 300.9m2であり、移植枠内の 91％を占めた。5月には

3.0m2まで減衰し、6月には 0.1m2であった。夏眠期を経た後の平成 29 年 1 月には 49.1m2

（移植枠内の 15％）であったが、4月には 223.2m2（移植枠内の 67％）まで増加した。 

被度については、平成 28 年 4 月には、被度 1％未満が半分程度を占めた。平成 29 年 1

月には、被度 1％未満が大部分を占めていたが、その後、被度の増加がみられ、2月には、

被度 11％以上もみられた。 

 

○群体数 

平成 28 年 4 月には、13～27 群体/0.5m×0.5m が確認されたが、衰退期である 6月には確

認されなかった。 

平成 29 年 1 月には、7～11 群体/0.5m×0.5m が確認され、4月には、39～60 群体/0.5m

×0.5m まで増加した。 

 

○造精器・生卵器・卵 

藻体の顕微鏡写真は図－ 6.2.25 に、卵の確認状況は表－ 6.2.20 及び図－ 6.2.26 に示

すとおりである。 

平成28年5月に採取した藻体を顕微鏡で観察したところ、造精器と生卵器が確認された。

また、平成 28 年 6 月には、底泥中に 0.5～5.3 個/cm2の卵が確認された。 

 

○生育環境 

水深は 1.7～1.8m であり、底質は砂・シルトが大部分であった。平成 28 年 4 月から平成

29 年 4 月にかけて底質の変化はみられなかった。 
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表－ 6.2.19（1） St.B における詳細枠内観察結果（平成 28 年 4 月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表－ 6.2.19（2） St.B における詳細枠内観察結果（平成 28 年 5 月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

砂・シルト

シルト・砂

礫
全体被度

ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛの被度

微小藻類 5%未満 微小藻類 5%未満 ﾊｳﾁﾜ属 5%未満

ﾊｳﾁﾜ属 1%未満 ﾀｶﾉﾊｽﾞﾀ 1%未満 ﾀｶﾉﾊｽﾞﾀ 1%未満

ﾊｳﾁﾜ属 1%未満 微小藻類 1%未満

ｾﾝﾅﾘｽﾞﾀ 1%未満

直径5cm以上

直径1cm以上

直径1cm未満

合計
山型（大）

山型（小）

すり鉢型

穴型

注）1.水深は那覇港工事用基準面を零位として示した。

注）2.砂・シルト：砂の粒径が目視で確認できる。

注）2.シルト・砂：砂は目視で確認できないが、手でつかむとざらざらし、砂を確認できる。

注）3.山型(大)とすり鉢型は2m×2m枠内、山型(小)と穴型は0.5m×0.5m枠内の個数を計数した。

注）4.全体被度は、2m×2mの詳細枠全体のクビレミドロとその他の種を合わせた被度を示す。

注）5.クビレミドロの被度は、2m×2mの詳細枠全体のクビレミドロの被度を示す。

詳細枠
St.B-d2 St.B-f3 St.B-g1

項目

調査日 平成28年4月20日 平成28年4月20日 平成28年4月20日

水深 (m) 1.7 1.8 1.8

底質(%)
（2m×2m枠）

100 100 100

海藻草類
（2m×2m枠）

10%未満 10%未満 10%未満

5% 5% 5%未満

その他の種
と被度

8 4 7

3 8 8

13 26 27

2 14 12

ｺｰﾄﾞﾗｰﾄ内ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛ
の群体数

（0.5m×0.5m枠）

生物生息孔

2 2 1

3

2 3 3

2 5

145 174 111

砂・シルト

シルト・砂

礫
全体被度

ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛの被度

微小藻類 5%未満 微小藻類 5%未満 ﾊｳﾁﾜ属 1%未満

ﾊｳﾁﾜ属 1%未満 ﾀｶﾉﾊｽﾞﾀ 1%未満 ﾀｶﾉﾊｽﾞﾀ 1%未満

ﾊｳﾁﾜ属 1%未満 微小藻類 1%未満

直径5cm以上

直径1cm以上

直径1cm未満

合計
山型（大）

山型（小）

すり鉢型

穴型

注）1.水深は那覇港工事用基準面を零位として示した。

注）2.砂・シルト：砂の粒径が目視で確認できる。

注）2.シルト・砂：砂は目視で確認できないが、手でつかむとざらざらし、砂を確認できる。

注）3.山型(大)とすり鉢型は2m×2m枠内、山型(小)と穴型は0.5m×0.5m枠内の個数を計数した。

注）4.全体被度は、2m×2mの詳細枠全体のクビレミドロとその他の種を合わせた被度を示す。

注）5.クビレミドロの被度は、2m×2mの詳細枠全体のクビレミドロの被度を示す。

1 0

2

平成28年5月20日 平成28年5月20日

0

100 100

1.7

項目

詳細枠
St.B-d2 St.B-g1St.B-f3

1%未満 1%未満

10%未満 5%未満

水深 (m) 1.81.8

調査日

その他の種
と被度

1 0

4

2 0

2 0

2

0 0

生物生息孔
3

4

155117 138

ｺｰﾄﾞﾗｰﾄ内ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛ
の群体数

（0.5m×0.5m枠）

平成28年5月20日

100

5%未満

0%

0

0

0

0

0

海藻草類
（2m×2m枠）

底質(%)
（2m×2m枠）
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表－ 6.2.19（3） St.B における詳細枠内観察結果（平成 28 年 6 月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表－ 6.2.19（4） St.B における詳細枠内観察結果（平成 29 年 1 月） 

  

砂・シルト

シルト・砂

礫
全体被度

ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛの被度

微小藻類 1%未満 微小藻類 1%未満 ﾊｳﾁﾜ属 1%未満

ﾊｳﾁﾜ属 1%未満 ﾀｶﾉﾊｽﾞﾀ 1%未満 ﾀｶﾉﾊｽﾞﾀ 1%未満

ｲｷﾞｽ科 1%未満 ﾊｳﾁﾜ属 1%未満 微小藻類 1%未満

ｾﾝﾅﾘｽﾞﾀ 1%未満 ﾘｭｳｷｭｳｽﾞﾀ 1%未満

直径5cm以上

直径1cm以上

直径1cm未満

合計
山型（大）

山型（小）

すり鉢型

穴型

注）1.水深は那覇港工事用基準面を零位として示した。

注）2.砂・シルト：砂の粒径が目視で確認できる。

注）2.シルト・砂：砂は目視で確認できないが、手でつかむとざらざらし、砂を確認できる。

注）3.山型(大)とすり鉢型は2m×2m枠内、山型(小)と穴型は0.5m×0.5m枠内の個数を計数した。

注）4.全体被度は、2m×2mの詳細枠全体のクビレミドロとその他の種を合わせた被度を示す。

注）5.クビレミドロの被度は、2m×2mの詳細枠全体のクビレミドロの被度を示す。

詳細枠
St.B-d2 St.B-f3 St.B-g1

項目

調査日 平成28年6月9日 平成28年6月9日 平成28年6月9日

水深 (m) 1.7 1.8 1.8

底質(%)
（2m×2m枠）

100 100 100

海藻草類
（2m×2m枠）

5%未満 5%未満 5%未満

0% 0% 0%

その他の種
と被度

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

ｺｰﾄﾞﾗｰﾄ内ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛ
の群体数

（0.5m×0.5m枠）

3 3 1
生物生息孔

0 2 0

1 3

182 213 171

2

砂・シルト

シルト・砂

礫
全体被度

ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛの被度

微小藻類 1%未満 微小藻類 10% 微小藻類 10%

ﾊｳﾁﾜ属 1%未満 ﾀｶﾉﾊｽﾞﾀ 1%未満 ﾊｳﾁﾜ属 1%未満

ｲｷﾞｽ科 1%未満 ﾊｳﾁﾜ属 1%未満 ﾀｶﾉﾊｽﾞﾀ 1%未満

ﾀｶﾉﾊｽﾞﾀ 1%未満 ｾﾝﾅﾘｽﾞﾀ 1%未満

直径5cm以上

直径1cm以上

直径1cm未満

合計
山型（大）

山型（小）

すり鉢型

穴型

注）1.水深は那覇港工事用基準面を零位として示した。

注）2.砂・シルト：砂の粒径が目視で確認できる。

注）2.シルト・砂：砂は目視で確認できないが、手でつかむとざらざらし、砂を確認できる。

注）3.山型(大)とすり鉢型は2m×2m枠内、山型(小)と穴型は0.5m×0.5m枠内の個数を計数した。

注）4.全体被度は、2m×2mの詳細枠全体のクビレミドロとその他の種を合わせた被度を示す。

注）5.クビレミドロの被度は、2m×2mの詳細枠全体のクビレミドロの被度を示す。

詳細枠
St.B-d2 St.B-f3 St.B-g1

項目

調査日 平成29年1月24日 平成29年1月24日 平成29年1月24日

水深 (m) 1.7 1.8 1.8

底質(%)
（2m×2m枠）

100 100 100

海藻草類
（2m×2m枠）

15% 10% 10%

1%未満 1%未満 1%未満

その他の種と
被度

0 0 0

0 0 0

7 9 11

7 9 11

ｺｰﾄﾞﾗｰﾄ内ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛ
の群体数

（0.5m×0.5m枠）

生物生息孔

0 1 1

3

5 5 2

0 0

152 197 41
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表－ 6.2.19（5） St.B における詳細枠内観察結果（平成 29 年 2 月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表－ 6.2.19（6） St.B における詳細枠内観察結果（平成 29 年 3 月） 

  

砂・シルト

シルト・砂

礫
全体被度

ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛの被度

微小藻類 1%未満 微小藻類 1%未満 微小藻類 1%未満

ﾊｳﾁﾜ属 1%未満 ﾀｶﾉﾊｽﾞﾀ 1%未満 ﾊｳﾁﾜ属 1%未満

ﾀｶﾉﾊｽﾞﾀ 1%未満 ﾊｳﾁﾜ属 1%未満 ﾀｶﾉﾊｽﾞﾀ 1%未満

ｾﾝﾅﾘｽﾞﾀ 1%未満

直径5cm以上

直径1cm以上

直径1cm未満

合計
山型（大）

山型（小）

すり鉢型

穴型

注）1.水深は那覇港工事用基準面を零位として示した。

注）2.砂・シルト：砂の粒径が目視で確認できる。

注）2.シルト・砂：砂は目視で確認できないが、手でつかむとざらざらし、砂を確認できる。

注）3.山型(大)とすり鉢型は2m×2m枠内、山型(小)と穴型は0.5m×0.5m枠内の個数を計数した。

注）4.全体被度は、2m×2mの詳細枠全体のクビレミドロとその他の種を合わせた被度を示す。

注）5.クビレミドロの被度は、2m×2mの詳細枠全体のクビレミドロの被度を示す。

2 4

63 64 86

ｺｰﾄﾞﾗｰﾄ内ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛ
の群体数

（0.5m×0.5m枠）

生物生息孔

1 3 1

3

2 5 4

20 23 23

6 8 6

5 2 1

9 13 16

海藻草類
（2m×2m枠）

10% 10% 5%未満

10% 10% 5%未満

その他の種と
被度

底質(%)
（2m×2m枠）

100 100 100

水深 (m) 1.7 1.8 1.8

調査日 平成29年2月16日 平成29年2月16日 平成29年2月16日

詳細枠
St.B-d2 St.B-f3 St.B-g1

項目

砂・シルト

シルト・砂

礫
全体被度

ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛの被度

微小藻類 1%未満 微小藻類 1%未満 微小藻類 1%未満

ﾊｳﾁﾜ属 1%未満 ﾊｳﾁﾜ属 1%未満 ﾊｳﾁﾜ属 1%未満

ｳﾐﾋﾙﾓ 1%未満 ｾﾝﾅﾘｽﾞﾀ 1%未満

直径5cm以上

直径1cm以上

直径1cm未満

合計
山型（大）

山型（小）

すり鉢型

穴型

注）1.水深は那覇港工事用基準面を零位として示した。

注）2.砂・シルト：砂の粒径が目視で確認できる。

注）2.シルト・砂：砂は目視で確認できないが、手でつかむとざらざらし、砂を確認できる。

注）3.山型(大)とすり鉢型は2m×2m枠内、山型(小)と穴型は0.5m×0.5m枠内の個数を計数した。

注）4.全体被度は、2m×2mの詳細枠全体のクビレミドロとその他の種を合わせた被度を示す。

注）5.クビレミドロの被度は、2m×2mの詳細枠全体のクビレミドロの被度を示す。

詳細枠
St.B-d2 St.B-f3 St.B-g1

項目

調査日 平成29年3月2日 平成29年3月2日 平成29年3月2日

水深 (m) 1.7 1.8 1.8

底質(%)
（2m×2m枠）

100 100 100

海藻草類
（2m×2m枠）

15% 15% 5%未満

15% 15% 5%未満

その他の種と
被度

7 3 1

24 12 23

59 71 68

28 56 44

ｺｰﾄﾞﾗｰﾄ内ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛ
の群体数

（0.5m×0.5m枠）

生物生息孔

1 2 1

3

4 4 11

3 1

45 51 54
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表－ 6.2.19(7) St.B における詳細枠内観察結果（平成 29 年 4 月） 

 
 

表－ 6.2.20 詳細枠内の泥中の卵数（St.B、平成 28 年 6 月） 

 
 

 
造精器 

 
生卵器 

図－ 6.2.25 詳細枠における藻体の成熟状況（St.B、平成 28 年 5 月) 

 

 
f3 

図－ 6.2.26 詳細枠における泥中の卵の状況（St.B、平成 28 年 6 月） 

砂・シルト

シルト・砂

礫
全体被度

ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛの被度

微小藻類 1%未満 微小藻類 1%未満 微小藻類 1%未満

ﾊｳﾁﾜ属 1%未満 ﾊｳﾁﾜ属 1%未満 ﾊｳﾁﾜ属 1%未満

ｳﾐﾋﾙﾓ 1%未満 ｾﾝﾅﾘｽﾞﾀ 1%未満

直径5cm以上

直径1cm以上

直径1cm未満

合計
山型（大）

山型（小）

すり鉢型

穴型

注）1.水深は那覇港工事用基準面を零位として示した。

注）2.砂・シルト：砂の粒径が目視で確認できる。

注）2.シルト・砂：砂は目視で確認できないが、手でつかむとざらざらし、砂を確認できる。

注）3.山型(大)とすり鉢型は2m×2m枠内、山型(小)と穴型は0.5m×0.5m枠内の個数を計数した。

注）4.全体被度は、2m×2mの詳細枠全体のクビレミドロとその他の種を合わせた被度を示す。

注）5.クビレミドロの被度は、2m×2mの詳細枠全体のクビレミドロの被度を示す。

詳細枠
St.B-d2 St.B-f3 St.B-g1

項目

調査日 平成29年4月18日 平成29年4月18日 平成29年4月18日

水深 (m) 1.7 1.8 1.8

底質(%)
（2m×2m枠）

100 100 100

海藻草類
（2m×2m枠）

25% 25% 10%未満

25% 25% 10%未満

その他の種と
被度

5 5 9

13 16 15

39 60 55

21 39 31

ｺｰﾄﾞﾗｰﾄ内ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛ
の群体数

（0.5m×0.5m枠）

生物生息孔

2 2 1

1

3 4 6

3 2

54 39 34

詳細枠 泥中の卵数(個/cm
2
）

St.B-d2 1.3

St.B-f3 5.3
St.B-g1 0.5
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ウ) St.C（調査結果詳細） 

St.C における詳細枠内観察結果は表－ 6.2.21 に示すとおりである。 

生育面積は、平成 28 年 4 月には 324.7m2であり、移植枠内の 86％を占めた。5月には

3.4m2まで減衰し、6月には 0.1m2であった。夏眠期を経た後の平成 29 年 1 月には 63.1m2

（移植枠内の 17％）であったが、その後増加し、4 月には 305.9m2（移植枠内の 81％）

まで増加した。 

被度については、平成 28 年 4 月には、被度 11％以上の濃生域が 2割程度を占めた。 

平成 29 年 1 月には、被度 1％未満が大部分を占めていたが、その後、被度の増加がみ

られ、2月には、被度 11％以上の高被度域もみられた。 

 

 

○群体数 

平成 28 年 4 月には、8～14 群体/0.5m×0.5m が確認されたが、衰退期である 6 月には、

群体は確認されなかった。 

平成29年 1月には、St.C-h1で 26群体/0.5m×0.5mが確認され、4月には3～43群体/0.5m

×0.5m まで増加した。 

 

○造精器・生卵器・卵 

藻体の顕微鏡写真は図－ 6.2.27 に、卵の確認状況は表－ 6.2.22 及び図－ 6.2.28 に示 

すとおりである。 

平成28年5月に採取した藻体を顕微鏡で観察したところ、造精器と生卵器が確認された。

また、平成 28 年 6 月には、底泥中に 2.8～4.8 個/cm2の卵が確認された。 

 

○生育環境 

水深は 1.8～1.9m であり、底質は砂・シルトが大部分であった。平成 28 年 4 月から平成

29 年 4 月にかけて底質の変化はみられなかった。 
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表－ 6.2.21（1） St.C における詳細枠内観察結果（平成 28 年 4 月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表－ 6.2.21（2） St.C における詳細枠内観察結果（平成 28 年 5 月） 

  

砂・シルト

シルト・砂

礫
全体被度

ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛの被度

微小藻類 1%未満 ﾊｳﾁﾜ属 1%未満 微小藻類 5%未満

ﾊｳﾁﾜ属 1%未満 ﾎｿｳﾐﾋﾙﾓ 1%未満 ﾎｿｳﾐﾋﾙﾓ 1%未満

ﾎｿｳﾐﾋﾙﾓ 1%未満 ﾊｳﾁﾜ属 1%未満

ｵｵｳﾐﾋﾙﾓ 1%未満

ﾘｭｳｷｭｳｱﾏﾓ 1%未満

直径5cm以上

直径1cm以上

直径1cm未満

合計
山型（大）

山型（小）

すり鉢型

穴型

注）1.水深は那覇港工事用基準面を零位として示した。

注）2.砂・シルト：砂の粒径が目視で確認できる。

注）2.シルト・砂：砂は目視で確認できないが、手でつかむとざらざらし、砂を確認できる。

注）3.山型(大)とすり鉢型は2m×2m枠内、山型(小)と穴型は0.5m×0.5m枠内の個数を計数した。

注）4.全体被度は、2m×2mの詳細枠全体のクビレミドロとその他の種を合わせた被度を示す。

注）5.クビレミドロの被度は、2m×2mの詳細枠全体のクビレミドロの被度を示す。

St.C-d4 St.C-h1
詳細枠

St.C-b1
項目

平成28年4月18日 平成28年4月18日調査日 平成28年4月18日

1.9 1.8水深 (m) 1.8

底質(%)
（2m×2m枠）

70

30

80 100

20

海藻草類
（2m×2m枠）

10%未満

5%

その他の種
と被度

5%未満 15%未満

5%未満 10%未満

ｺｰﾄﾞﾗｰﾄ内ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛ
の群体数

（0.5m×0.5m枠）

1

5 2 6

4 5

14 11

2 8 0

22

4 8 3

8

3 3 8
生物生息孔

1 2 0

19 32

砂・シルト

シルト・砂

礫
全体被度

ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛの被度

微小藻類 1%未満 ﾊｳﾁﾜ属 1%未満 ｳﾌﾞｹﾞｸﾞｻ 10%

ﾊｳﾁﾜ属 1%未満 ﾎｿｳﾐﾋﾙﾓ 1%未満 微小藻類 5%未満

ﾎｿｳﾐﾋﾙﾓ 1%未満 ﾊｳﾁﾜ属 1%未満

ﾘｭｳｷｭｳｱﾏﾓ 1%未満 ﾎｿｳﾐﾋﾙﾓ 1%未満

ﾘｭｳｷｭｳｽﾞﾀ 1%未満 ﾘｭｷｭｳｽﾞﾀ 1%未満

直径5cm以上

直径1cm以上

直径1cm未満

合計
山型（大）

山型（小）

すり鉢型

穴型

注）1.水深は那覇港工事用基準面を零位として示した。

注）2.砂・シルト：砂の粒径が目視で確認できる。

注）2.シルト・砂：砂は目視で確認できないが、手でつかむとざらざらし、砂を確認できる。

注）3.山型(大)とすり鉢型は2m×2m枠内、山型(小)と穴型は0.5m×0.5m枠内の個数を計数した。

注）4.全体被度は、2m×2mの詳細枠全体のクビレミドロとその他の種を合わせた被度を示す。

注）5.クビレミドロの被度は、2m×2mの詳細枠全体のクビレミドロの被度を示す。

St.C-b1 St.C-d4 St.C-h1
詳細枠

項目

海藻草類
（2m×2m枠） その他の種

と被度

平成28年5月19日

底質(%)
（2m×2m枠）

平成28年5月19日 平成28年5月19日

1.8 1.9 1.8

調査日

水深 (m) 

0 0 1

1%未満

30 20

1%未満 1%未満

70 80

0 0 0

0 1

3 3 5

0 1 1

1 2 0

3 5 5
生物生息孔

39 65 25

0

100

ｺｰﾄﾞﾗｰﾄ内ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛ
の群体数

（0.5m×0.5m枠）

5%未満 5%未満 15%未満
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表－ 6.2.21（3） St.C における詳細枠内観察結果（平成 28 年 6 月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表－ 6.2.21（4） St.C における詳細枠内観察結果（平成 29 年 1 月） 

  

砂・シルト

シルト・砂

礫
全体被度

ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛの被度

微小藻類 1%未満 ﾊｳﾁﾜ属 1%未満 微小藻類 5%未満

ﾊｳﾁﾜ属 1%未満 ﾎｿｳﾐﾋﾙﾓ 1%未満 ﾊｳﾁﾜ属 1%未満

ﾎｿｳﾐﾋﾙﾓ 1%未満 ﾄｹﾞﾉﾘ 1%未満 ﾎｿｳﾐﾋﾙﾓ 1%未満

ﾘｭｳｷｭｳｱﾏﾓ 1%未満 ｲﾊﾞﾗﾉﾘ属 1%未満 ﾘｭｷｭｳｽﾞﾀ 1%未満

ﾘｭｳｷｭｳｽﾞﾀ 1%未満 ﾄｹﾞﾉﾘ 1%未満

直径5cm以上

直径1cm以上

直径1cm未満

合計
山型（大）

山型（小）

すり鉢型

穴型

注）1.水深は那覇港工事用基準面を零位として示した。

注）2.砂・シルト：砂の粒径が目視で確認できる。

注）2.シルト・砂：砂は目視で確認できないが、手でつかむとざらざらし、砂を確認できる。

注）3.山型(大)とすり鉢型は2m×2m枠内、山型(小)と穴型は0.5m×0.5m枠内の個数を計数した。

注）4.全体被度は、2m×2mの詳細枠全体のクビレミドロとその他の種を合わせた被度を示す。

注）5.クビレミドロの被度は、2m×2mの詳細枠全体のクビレミドロの被度を示す。

St.C-d4 St.C-h1
詳細枠

St.C-b1
項目

平成28年6月9日 平成28年6月9日調査日 平成28年6月9日

1.9 1.8水深 (m) 1.8

底質(%)
（2m×2m枠）

70

30

80 80

20 20

海藻草類
（2m×2m枠）

5%未満

1%未満

5%未満 5%未満

1%未満 1%未満

その他の種
と被度

ｺｰﾄﾞﾗｰﾄ内ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛ
の群体数

（0.5m×0.5m枠）

0

0 0 0

0 0

0 0 0

0 0 0

2 10 13
生物生息孔

0 2 1

42 73 33

3 6 3

砂・シルト

シルト・砂

礫
全体被度

ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛの被度

微小藻類 1%未満 ﾊｳﾁﾜ属 1%未満 微小藻類 5%

ﾊｳﾁﾜ属 1%未満 微小藻類 1%未満 ﾊｳﾁﾜ属 1%未満

ﾘｭｳｷｭｳｱﾏﾓ 1%未満 ｳﾌﾞｹﾞｸﾞｻ 1%未満

直径5cm以上

直径1cm以上

直径1cm未満

合計
山型（大）

山型（小）

すり鉢型

穴型

注）1.水深は那覇港工事用基準面を零位として示した。

注）2.砂・シルト：砂の粒径が目視で確認できる。

注）2.シルト・砂：砂は目視で確認できないが、手でつかむとざらざらし、砂を確認できる。

注）3.山型(大)とすり鉢型は2m×2m枠内、山型(小)と穴型は0.5m×0.5m枠内の個数を計数した。

注）4.全体被度は、2m×2mの詳細枠全体のクビレミドロとその他の種を合わせた被度を示す。

注）5.クビレミドロの被度は、2m×2mの詳細枠全体のクビレミドロの被度を示す。

St.C-d4 St.C-h1
詳細枠

St.C-b1
項目

平成29年1月26日 平成29年1月26日調査日 平成29年1月26日

1.9 1.8水深 (m) 1.8

底質(%)
（2m×2m枠）

100 100 100

海藻草類
（2m×2m枠）

1%未満

1%未満

その他の種と
被度

1%未満 5%

1%未満 1%未満

ｺｰﾄﾞﾗｰﾄ内ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛ
の群体数

（0.5m×0.5m枠）

0

0 0 16

0 0

0 26

0 0 10

46

0 7 3

0

8 9 1
生物生息孔

0 2 2

54 51
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表－ 6.2.21（5） St.C における詳細枠内観察結果（平成 29 年 2 月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表－ 6.2.21（6） St.C における詳細枠内観察結果（平成 29 年 3 月） 

 
  

砂・シルト

シルト・砂

礫
全体被度

ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛの被度

微小藻類 1%未満 ﾊｳﾁﾜ属 1%未満 微小藻類 5%未満

ﾊｳﾁﾜ属 1%未満 微小藻類 1%未満 ﾊｳﾁﾜ属 1%未満

ﾘｭｳｷｭｳｱﾏﾓ 1%未満 ﾎｿｶｺﾞﾒﾉﾘ 1%未満

直径5cm以上

直径1cm以上

直径1cm未満

合計
山型（大）

山型（小）

すり鉢型

穴型

注）1.水深は那覇港工事用基準面を零位として示した。

注）2.砂・シルト：砂の粒径が目視で確認できる。

注）2.シルト・砂：砂は目視で確認できないが、手でつかむとざらざらし、砂を確認できる。

注）3.山型(大)とすり鉢型は2m×2m枠内、山型(小)と穴型は0.5m×0.5m枠内の個数を計数した。

注）4.全体被度は、2m×2mの詳細枠全体のクビレミドロとその他の種を合わせた被度を示す。

注）5.クビレミドロの被度は、2m×2mの詳細枠全体のクビレミドロの被度を示す。

St.C-d4 St.C-h1
詳細枠

St.C-b1
項目

平成29年3月6日 平成29年3月6日調査日 平成29年3月6日

1.9 1.8水深 (m) 1.8

底質(%)
（2m×2m枠）

90

10

90 100

10

海藻草類
（2m×2m枠）

1%未満

1%未満

その他の種と
被度

5%未満 10%

5%未満 10%

ｺｰﾄﾞﾗｰﾄ内ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛ
の群体数

（0.5m×0.5m枠）

0

1 10 12

1 16

16 29

3 5 1

44

1 1 2

4

4 4 3
生物生息孔

2 1 3

104 95

砂・シルト

シルト・砂

礫
全体被度

ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛの被度

微小藻類 1%未満 ﾊｳﾁﾜ属 1%未満 微小藻類 5%未満

ﾊｳﾁﾜ属 1%未満 微小藻類 1%未満 ﾊｳﾁﾜ属 1%未満

ﾘｭｳｷｭｳｱﾏﾓ 1%未満 ﾎｿｶｺﾞﾒﾉﾘ 1%未満

直径5cm以上

直径1cm以上

直径1cm未満

合計
山型（大）

山型（小）

すり鉢型

穴型

注）1.水深は那覇港工事用基準面を零位として示した。

注）2.砂・シルト：砂の粒径が目視で確認できる。

注）2.シルト・砂：砂は目視で確認できないが、手でつかむとざらざらし、砂を確認できる。

注）3.山型(大)とすり鉢型は2m×2m枠内、山型(小)と穴型は0.5m×0.5m枠内の個数を計数した。

注）4.全体被度は、2m×2mの詳細枠全体のクビレミドロとその他の種を合わせた被度を示す。

注）5.クビレミドロの被度は、2m×2mの詳細枠全体のクビレミドロの被度を示す。

60 75

4 4 3
生物生息孔

1 1 3

61

0 1 2

2

2 17

0 10

5 42

1 3 15

ｺｰﾄﾞﾗｰﾄ内ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛ
の群体数

（0.5m×0.5m枠）

0

1

1%未満 5%

1%未満 5%未満

海藻草類
（2m×2m枠）

1%未満

1%未満

その他の種と
被度

100 100
底質(%)

（2m×2m枠）

100

1.9 1.8水深 (m) 1.8

平成29年2月14日 平成29年2月14日調査日 平成29年2月14日

St.C-d4 St.C-h1
詳細枠

St.C-b1
項目
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表－ 6.2.21(7) St.C における詳細枠内観察結果（平成 29 年 4 月） 

 
 

表－ 6.2.22 詳細枠内の泥中の卵数（St.C、平成 28 年 6 月） 

 
 

 
造精器 

 
生卵器 

図－ 6.2.27 詳細枠における藻体の成熟状況（St.C、平成 28 年 5 月) 

 

 
d4 

図－ 6.2.28 詳細枠における泥中の卵の状況（St.C、平成 28 年 6 月） 

砂・シルト

シルト・砂

礫
全体被度

ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛの被度

微小藻類 1%未満 ﾊｳﾁﾜ属 1%未満 微小藻類 1%未満

ﾊｳﾁﾜ属 1%未満 微小藻類 1%未満 ﾊｳﾁﾜ属 1%未満

ﾘｭｳｷｭｳｱﾏﾓ 1%未満

直径5cm以上

直径1cm以上

直径1cm未満

合計
山型（大）

山型（小）

すり鉢型

穴型

注）1.水深は那覇港工事用基準面を零位として示した。

注）2.砂・シルト：砂の粒径が目視で確認できる。

注）2.シルト・砂：砂は目視で確認できないが、手でつかむとざらざらし、砂を確認できる。

注）3.山型(大)とすり鉢型は2m×2m枠内、山型(小)と穴型は0.5m×0.5m枠内の個数を計数した。

注）4.全体被度は、2m×2mの詳細枠全体のクビレミドロとその他の種を合わせた被度を示す。

注）5.クビレミドロの被度は、2m×2mの詳細枠全体のクビレミドロの被度を示す。

St.C-d4 St.C-h1
詳細枠

St.C-b1
項目

平成29年4月19日 平成29年4月19日調査日 平成29年4月19日

1.9 1.8水深 (m) 1.8

底質(%)
（2m×2m枠）

90

10

90 100

10

海藻草類
（2m×2m枠）

1%

1%

その他の種と
被度

5% 10%

5% 10%

ｺｰﾄﾞﾗｰﾄ内ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛ
の群体数

（0.5m×0.5m枠）

0

2 19 9

3 6

43 40

1 21 25

64

1 1 0

3

8 7 4
生物生息孔

2 2 4

77 59

詳細枠 泥中の卵数(個/cm
2
）

St.C-b1 2.8

St.C-d4 4.8
St.C-h1 4.3
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エ) St.D（調査結果詳細） 

St.D における詳細枠内観察結果は表－ 6.2.23 に示すとおりである。 

生育面積は、平成 28 年 4 月には 166.1m2であり、移植枠内の 70％を占めた。5月には 1.2m2

まで減衰し、6 月には 0.1m2であった。夏眠期を経た後の平成 29 年 1 月には 0.6m2（移植枠

内の 0.23％）であり、4月には 199.1m2（移植枠内の 84.3％）であった。 

また、被度については、全ての調査月において、被度 1％未満が大部分を占めた。 

 

○群体数 

平成 28 年 4 月には、群体数は 24～56 群体/0.5m×0.5m 確認されたが、衰退期である平成

28 年 6 月には St.D-e1 で 1 群体/0.5m×0.5m のみ確認された。平成 29 年 1 月には、1～31

群体/0.5m×0.5m が確認され、4月には 35～116 群体/0.5m×0.5m まで増加した。 

 

○造精器・生卵器・卵 

藻体の顕微鏡写真は図－ 6.2.29 に、卵の確認状況は表－ 6.2.24 及び図－ 6.2.30 に示

すとおりである。 

平成28年5月に採取した藻体を顕微鏡で観察したところ、造精器と生卵器が確認された。

また、平成 28 年 6 月には、底泥中に 0.3～0.8 個/cm2の卵が確認された。 

 

○生育環境 

水深は 1.4～1.5m であり、底質は砂・シルトが大部分を占めた。 
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表－ 6.2.23（1） St.D における詳細枠内観察結果（平成 28 年 4 月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表－ 6.2.23（2） St.D における詳細枠内観察結果（平成 28 年 5 月） 

  

砂・シルト

シルト・砂

礫
全体被度

ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛの被度

微小藻類 5%未満 微小藻類 1%未満 微小藻類 1%未満

ﾎｿｳﾐﾋﾙﾓ 5%未満 ﾎｿｳﾐﾋﾙﾓ 1%未満 ﾎｿｳﾐﾋﾙﾓ 1%未満

ﾊｳﾁﾜ属 1%未満 ｶｺﾞﾒﾉﾘ 1%未満

ﾘｭｳｷｭｳｽﾞﾀ 1%未満

ﾊｳﾁﾜ属 1%未満

直径5cm以上

直径1cm以上

直径1cm未満

合計
山型（大）

山型（小）

すり鉢型

穴型

注）1.水深は那覇港工事用基準面を零位として示した。

注）2.砂・シルト：砂の粒径が目視で確認できる。

注）2.シルト・砂：砂は目視で確認できないが、手でつかむとざらざらし、砂を確認できる。

注）3.山型(大)とすり鉢型は2m×2m枠内、山型(小)と穴型は0.5m×0.5m枠内の個数を計数した。

注）4.全体被度は、2m×2mの詳細枠全体のクビレミドロとその他の種を合わせた被度を示す。

注）5.クビレミドロの被度は、2m×2mの詳細枠全体のクビレミドロの被度を示す。

詳細枠
St.D-c1 St.D-d1 St.D-e1

項目

調査日 平成28年4月22日 平成28年4月23日 平成28年4月23日

水深 (m) 1.4 1.5 1.5

底質(%)
（2m×2m枠）

100 100 100

海藻草類
（2m×2m枠）

5%未満 5%未満 5%未満

5%未満 5%未満 5%未満

その他の種
と被度

ｺｰﾄﾞﾗｰﾄ内ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛ
の群体数

（0.5m×0.5m枠） 12 21

24 24

5

56

5 1 6

14 11 29

4 4 1

41 32 49

5 1 1
生物生息孔

9 10 13

砂・シルト

シルト・砂

礫
全体被度

ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛの被度

微小藻類 5%未満 微小藻類 1%未満 微小藻類 1%未満

ﾎｿｳﾐﾋﾙﾓ 5%未満 ﾎｿｳﾐﾋﾙﾓ 1%未満 ﾎｿｳﾐﾋﾙﾓ 1%未満

ﾊｳﾁﾜ属 1%未満 ﾊｳﾁﾜ属 1%未満

直径5cm以上

直径1cm以上

直径1cm未満

合計
山型（大）

山型（小）

すり鉢型

穴型

注）1.水深は那覇港工事用基準面を零位として示した。

注）2.砂・シルト：砂の粒径が目視で確認できる。

注）2.シルト・砂：砂は目視で確認できないが、手でつかむとざらざらし、砂を確認できる。

注）3.山型(大)とすり鉢型は2m×2m枠内、山型(小)と穴型は0.5m×0.5m枠内の個数を計数した。

注）4.全体被度は、2m×2mの詳細枠全体のクビレミドロとその他の種を合わせた被度を示す。

注）5.クビレミドロの被度は、2m×2mの詳細枠全体のクビレミドロの被度を示す。

3

7

平成28年5月18日

0

100

1.51.4 1.5

1%未満

St.D-e1St.D-c1
詳細枠

項目
St.D-d1

5%未満

100

5%未満 5%未満

平成28年5月18日 平成28年5月18日調査日

水深 (m) 

0 1

0 2

1%未満

底質(%)
（2m×2m枠）

海藻草類
（2m×2m枠） その他の種

と被度

100

1%未満

55

0 0

1

2

1

6

2

35 28

7

0 3

4

生物生息孔
1 2

3

ｺｰﾄﾞﾗｰﾄ内ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛ
の群体数

（0.5m×0.5m枠）
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表－ 6.2.23（3） St.D における詳細枠内観察結果（平成 28 年 6 月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表－ 6.2.23（4） St.D における詳細枠内観察結果（平成 29 年 1 月） 

  

砂・シルト

シルト・砂

礫
全体被度

ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛの被度

微小藻類 5%未満 微小藻類 1%未満 微小藻類 1%未満

ﾎｿｳﾐﾋﾙﾓ 5%未満 ﾎｿｳﾐﾋﾙﾓ 1%未満 ﾎｿｳﾐﾋﾙﾓ 1%未満

ﾊｳﾁﾜ属 1%未満 ﾊｳﾁﾜ属 1%未満 ﾊｳﾁﾜ属 1%未満

ｱｶｿｿﾞ 1%未満 ﾋﾞｬｸｼﾝｽﾞﾀ 1%未満

ﾋﾞｬｸｼﾝｽﾞﾀ 1%未満

ﾄｹﾞﾉﾘ 1%未満

直径5cm以上

直径1cm以上

直径1cm未満

合計
山型（大）

山型（小）

すり鉢型

穴型

注）1.水深は那覇港工事用基準面を零位として示した。

注）2.砂・シルト：砂の粒径が目視で確認できる。

注）2.シルト・砂：砂は目視で確認できないが、手でつかむとざらざらし、砂を確認できる。

注）3.山型(大)とすり鉢型は2m×2m枠内、山型(小)と穴型は0.5m×0.5m枠内の個数を計数した。

注）4.全体被度は、2m×2mの詳細枠全体のクビレミドロとその他の種を合わせた被度を示す。

注）5.クビレミドロの被度は、2m×2mの詳細枠全体のクビレミドロの被度を示す。

詳細枠
St.D-c1 St.D-d1 St.D-e1

項目

調査日 平成28年6月10日 平成28年6月10日 平成28年6月10日

水深 (m) 1.4 1.5 1.5

底質(%)
（2m×2m枠）

90 95 95

10 5 5

海藻草類
（2m×2m枠）

5%未満 5%未満 5%未満

0% 1%未満

0

1%未満

その他の種
と被度

ｺｰﾄﾞﾗｰﾄ内ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛ
の群体数

（0.5m×0.5m枠） 0 1

0 0 1

0 0 0

0 0 0

3 3 2

5 21 9
生物生息孔

5 4 5

35 45 67

砂・シルト

シルト・砂

礫
全体被度

ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛの被度

微小藻類 10%未満 微小藻類 10%未満 微小藻類 5%未満

珪藻綱 5%未満 ﾎｿｳﾐﾋﾙﾓ 1%未満 ﾎｿｳﾐﾋﾙﾓ 1%未満

ﾎｿｳﾐﾋﾙﾓ 1%未満 珪藻綱 1%未満 ﾊｳﾁﾜ属 1%未満

ｾﾝﾅﾘｽﾞﾀ 1%未満

直径5cm以上

直径1cm以上

直径1cm未満

合計
山型（大）

山型（小）

すり鉢型

穴型

注）1.水深は那覇港工事用基準面を零位として示した。

注）2.砂・シルト：砂の粒径が目視で確認できる。

注）2.シルト・砂：砂は目視で確認できないが、手でつかむとざらざらし、砂を確認できる。

注）3.山型(大)とすり鉢型は2m×2m枠内、山型(小)と穴型は0.5m×0.5m枠内の個数を計数した。

注）4.全体被度は、2m×2mの詳細枠全体のクビレミドロとその他の種を合わせた被度を示す。

注）5.クビレミドロの被度は、2m×2mの詳細枠全体のクビレミドロの被度を示す。

詳細枠
St.D-c1 St.D-d1 St.D-e1

項目

調査日 平成29年1月27日 平成29年1月27日 平成29年1月27日

水深 (m) 1.4 1.5 1.5

底質(%)
（2m×2m枠）

90 95 95

10 5 5

海藻草類
（2m×2m枠）

15% 10% 5%未満

1%未満 1%未満 1%未満

その他の種と
被度

ｺｰﾄﾞﾗｰﾄ内ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛ
の群体数

（0.5m×0.5m枠） 31 1

30 31

28

1

0 0 0

2 0 0

3 1 1

16 20 26

5 4 3
生物生息孔

6 7 0
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表－ 6.2.23（5） St.D における詳細枠内観察結果（平成 29 年 2 月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表－ 6.2.23（6） St.D における詳細枠内観察結果（平成 29 年 3 月） 

  

砂・シルト

シルト・砂

礫
全体被度

ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛの被度

微小藻類 5%未満 微小藻類 5%未満 微小藻類 5%未満

珪藻綱 1%未満 ﾎｿｳﾐﾋﾙﾓ 1%未満 ﾎｿｳﾐﾋﾙﾓ 1%未満

ﾎｿｳﾐﾋﾙﾓ 1%未満 珪藻綱 1%未満 ﾊｳﾁﾜ属 1%未満

ｾﾝﾅﾘｽﾞﾀ 1%未満

直径5cm以上

直径1cm以上

直径1cm未満

合計
山型（大）

山型（小）

すり鉢型

穴型

注）1.水深は那覇港工事用基準面を零位として示した。

注）2.砂・シルト：砂の粒径が目視で確認できる。

注）2.シルト・砂：砂は目視で確認できないが、手でつかむとざらざらし、砂を確認できる。

注）3.山型(大)とすり鉢型は2m×2m枠内、山型(小)と穴型は0.5m×0.5m枠内の個数を計数した。

注）4.全体被度は、2m×2mの詳細枠全体のクビレミドロとその他の種を合わせた被度を示す。

注）5.クビレミドロの被度は、2m×2mの詳細枠全体のクビレミドロの被度を示す。

3 5 4

0 0 0
生物生息孔

0

1 0 2

1 1 0

24 22 10

ｺｰﾄﾞﾗｰﾄ内ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛ
の群体数

（0.5m×0.5m枠） 17 13

15 17

14

15

0 0

海藻草類
（2m×2m枠）

5%未満 5%未満 5%未満

1%未満 1%未満 1%未満

その他の種と
被度

底質(%)
（2m×2m枠）

90 95 95

10 5 5

水深 (m) 1.4 1.5 1.5

調査日 平成29年2月13日 平成29年2月13日 平成29年2月13日

詳細枠
St.D-c1 St.D-d1 St.D-e1

項目

砂・シルト

シルト・砂

礫
全体被度

ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛの被度

微小藻類 5%未満 微小藻類 5%未満 微小藻類 5%未満

珪藻綱 1%未満 ﾎｿｳﾐﾋﾙﾓ 1%未満 ﾎｿｳﾐﾋﾙﾓ 1%未満

ﾎｿｳﾐﾋﾙﾓ 1%未満 珪藻綱 1%未満 ﾊｳﾁﾜ属 1%未満

ｾﾝﾅﾘｽﾞﾀ 1%未満 珪藻綱 1%未満

直径5cm以上

直径1cm以上

直径1cm未満

合計
山型（大）

山型（小）

すり鉢型

穴型

注）1.水深は那覇港工事用基準面を零位として示した。

注）2.砂・シルト：砂の粒径が目視で確認できる。

注）2.シルト・砂：砂は目視で確認できないが、手でつかむとざらざらし、砂を確認できる。

注）3.山型(大)とすり鉢型は2m×2m枠内、山型(小)と穴型は0.5m×0.5m枠内の個数を計数した。

注）4.全体被度は、2m×2mの詳細枠全体のクビレミドロとその他の種を合わせた被度を示す。

注）5.クビレミドロの被度は、2m×2mの詳細枠全体のクビレミドロの被度を示す。

詳細枠
St.D-c1 St.D-d1 St.D-e1

項目

調査日 平成29年3月1日 平成29年3月1日 平成29年3月1日

水深 (m) 1.4 1.5 1.5

底質(%)
（2m×2m枠）

90 95 95

10 5 5

海藻草類
（2m×2m枠）

5% 5% 5%未

1%未満 1%未満 1%未満

その他の種と
被度

ｺｰﾄﾞﾗｰﾄ内ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛ
の群体数

（0.5m×0.5m枠） 21 21

16 21

13

22

1 0 0

2 0 1

1 0 1

33 35 31

1 1 1
生物生息孔

3 7 4
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表－ 6.2.23(7) St.D における詳細枠内観察結果（平成 29 年 4 月） 

 
 

表－ 6.2.24 詳細枠内の泥中の卵数（St.D、平成 28 年 6 月） 

 

 

 

 

 

 
造精器 

 
生卵器 

図－ 6.2.29 詳細枠における藻体の成熟状況（St.D、平成 28 年 5 月) 

 

 
e1 

図－ 6.2.30 詳細枠における泥中の卵の状況（St.D、平成 28 年 6 月） 

砂・シルト

シルト・砂

礫
全体被度

ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛの被度

微小藻類 1%未満 微小藻類 1%未満 ﾎｿｳﾐﾋﾙﾓ 1%未満

ﾊｳﾁﾜ属 1%未満 ﾎｿｳﾐﾋﾙﾓ 1%未満 ﾊｳﾁﾜ属 1%未満

ﾎｿｳﾐﾋﾙﾓ 1%未満 ｾﾝﾅﾘｽﾞﾀ 1%未満

直径5cm以上

直径1cm以上

直径1cm未満

合計
山型（大）

山型（小）

すり鉢型

穴型

注）1.水深は那覇港工事用基準面を零位として示した。

注）2.砂・シルト：砂の粒径が目視で確認できる。

注）2.シルト・砂：砂は目視で確認できないが、手でつかむとざらざらし、砂を確認できる。

注）3.山型(大)とすり鉢型は2m×2m枠内、山型(小)と穴型は0.5m×0.5m枠内の個数を計数した。

注）4.全体被度は、2m×2mの詳細枠全体のクビレミドロとその他の種を合わせた被度を示す。

注）5.クビレミドロの被度は、2m×2mの詳細枠全体のクビレミドロの被度を示す。

詳細枠
St.D-c1 St.D-d1 St.D-e1

項目

調査日 平成29年4月20日 平成29年4月20日 平成29年4月20日

水深 (m) 1.4 1.5 1.5

底質(%)
（2m×2m枠）

90 95 95

10 5 5

海藻草類
（2m×2m枠）

1% 1% 1%

1%未満 1%未満 1%未満

その他の種と
被度

ｺｰﾄﾞﾗｰﾄ内ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛ
の群体数

（0.5m×0.5m枠） 78 114

35 82

35

116

0 0 0

0 4 2

3 1 1

21 43 22

7 6 1
生物生息孔

1 2 3

詳細枠 泥中の卵数(個/cm
2
）

St.D-c1 0.5

St.D-d1 0.3
St.D-e1 0.8



 

6-116 

(イ) 陸上水槽 

陸上水槽における被度別分布図は図－ 6.2.32 に示すとおりである。 

生育面積は、平成 28 年 4 月に 1.2m2（陸上水槽の 2％）であり、その後減衰し、6 月には

0.1m2（陸上水槽の 0.2％）であった。夏眠期を経た後の平成 29 年 1 月には 0.008m2（陸上水

槽の 0.02％）であり、その後減衰し、3月以降は確認されなかった。 

 

○群体数 

詳細枠内観察結果は表－ 6.2.25 に示すとおりである。平成 28年 4月には 0～2群体/0.5m

×0.5m が確認されたが、5月には確認されなかった。6月には No.3 の枠で 26 群体が確認さ

れた。平成 29 年 2 月には No.2 の枠で 10 群体/0.5m×0.5m が確認され、3月以降は確認され

なかった。 

 

○造精器・生卵器・卵 

藻体の顕微鏡写真は図－ 6.2.33 に、卵の確認状況は表－ 6.2.26 及び図－ 6.2.34 に示

すとおりである。 

平成28年5月に採取した藻体を顕微鏡で観察したところ、造精器と生卵器が確認された。

また、平成 28 年 6 月には、底泥中に 0～0.5 個/cm2の卵が確認された。 

 

○生育環境 

水深は 0.1m 程度に保ち、底質は砂・シルトであった。平成 28 年 4 月から平成 29 年 4 月

にかけて底質の変化はみられなかった。 

 

○陸上水槽の管理 

陸上水槽は、業務遂行時に月 1回程度、供給ポンプの点検や水槽内の他の海藻類等が発生

していた場合は、必要に応じて除去を実施した。 

なお、平成 26 年度の陸上水槽でのモニタリング調査結果は、実海域に比べ、被度が低い

状態であった。被度が低い要因としては、夏場の高水温や陸上水槽内の流水の影響が考えら

れる。 

具体的な要因として、「陸上水槽内の水流に伴う卵を含む底泥の移動」、「夏季の高水温に

伴う夏眠中における卵の枯死」、「生物による底質の攪乱」が推察され、これらの要因が単独

のみならず複合的に関与している可能性が考えられる。平成 27 年度に、陸上水槽に対する

改善策を講じた。陸上水槽の構造上の改善策として、①卵の流出を防ぐことを目的に仕切り

板を設置すること、②水槽内の温度を下げることを目的に寒冷紗を設置すること、底質を攪

乱する生物の除去(主に貝類)することを実施した（図－ 6.2.31）。平成 27 年度においては、

対策の結果、平成 26 年度の生育面積よりわずかに増加したものの、平成 28 年度には藻体は

わずかに確認される程度であった。 
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図－ 6.2.31 陸上水槽における改善策の状況 
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平成 28 年 4 月 

（移植後 25 ヵ月） 

平成 28 年 5 月 

（移植後 26 ヵ月） 

平成 28 年 6 月 

（移植後 27 ヵ月） 

【凡例】 

図－ 6.2.32（1） 陸上水槽におけるクビレミドロ被度別分布図 

  

給水の流れ 

給水の流れ 

給水の流れ 
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平成 29 年 1 月 

（移植後 34 ヵ月） 

平成 29 年 2 月 

（移植後 35 ヵ月） 

平成 29 年 3 月 

（移植後 36 ヵ月） 

平成 29 年 4 月 

（移植後 37 ヵ月） 

【凡例】 

図－ 6.2.32（2） 陸上水槽におけるクビレミドロ被度別分布図 

給水の流れ 

給水の流れ 

給水の流れ 

藻体は確認されなかった。 

藻体は確認されなかった。 

給水の流れ 
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表－ 6.2.25（1） 陸上水槽における詳細枠内の群体数（平成 28 年 4 月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表－ 6.2.25（2） 陸上水槽における詳細枠内の群体数（平成 28 年 5 月） 

  

砂・シルト

シルト・砂

礫
全体被度

ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛの被度

藍藻綱 5%未満 藍藻綱 6-10% 藍藻綱 5%未満 藍藻綱 5%

珪藻綱 5%未満 珪藻綱 5%未満 珪藻綱 5%未満

直径5cm以上

直径1cm以上

直径1cm未満

合計

すり鉢型

生息孔

注）1.水深は、調査直前の陸上水槽の水位を示した。

注）2.砂・シルト：砂の粒径が目視で確認できる。

注）2.シルト・砂：砂は目視で確認できないが、手でつかむとざらざらし、砂を確認できる。

4

56 15 33 21

0

13 8 14 12動物の
巣穴

（個/1m×1m枠）

山型
0 0 0

0 3 0

2

1 0 0 2

0

0 0 0 0

その他の種
と被度

ｺｰﾄﾞﾗｰﾄ内ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛ
の群体数
（0.5m×0.5m枠）

0 0 0

1 0 0

海藻草類
（1m×1m枠）

5%未満 6-10% 0% 5%未満

5%未満 0

底質(%)
（1m×1m枠）

100 100 100 100

0 5%未満

調査日 平成28年4月18日 平成28年4月18日 平成28年4月18日 平成28年4月18日

水深 (m) 0.1 0.1 0.1 0.1

詳細枠
陸上水槽-No.1 陸上水槽-No.2 陸上水槽-No.3 陸上水槽-No.4

項目

砂・シルト

シルト・砂

礫
全体被度

ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛの被度

藍藻綱 5%未満 藍藻綱 11% 藍藻綱 5%未満 藍藻綱 5%未満

珪藻綱 5%未満 珪藻綱 5%未満 珪藻綱 5%未満 珪藻綱 5%未満

直径5cm以上

直径1cm以上

直径1cm未満

合計

すり鉢型

生息孔

注）1.水深は、調査直前の陸上水槽の水位を示した。

注）2.砂・シルト：砂の粒径が目視で確認できる。

注）2.シルト・砂：砂は目視で確認できないが、手でつかむとざらざらし、砂を確認できる。

詳細枠
陸上水槽-No.1 陸上水槽-No.2 陸上水槽-No.3 陸上水槽-No.4

項目

調査日 平成28年5月20日 平成28年5月20日 平成28年5月20日 平成28年5月20日

水深 (m) 0.1 0.1 0.1 0.1

海藻草類
（1m×1m枠）

5%未満 10-15% 5%未満 5%未満

0 0

底質(%)
（1m×1m枠）

100 100 100 100

0 0

その他の種
と被度

ｺｰﾄﾞﾗｰﾄ内ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛ
の群体数
（0.5m×0.5m枠）

0 0 0

0 0 0

0

0 0 0 0

0

0 0 0 0

動物の
巣穴

（個/1m×1m枠）

山型
0 0 0

2 3 1

0

24 13 12 9

3

12 8 22 7



 

6-121 

表－ 6.2.25（3） 陸上水槽における詳細枠内の群体数（平成 28 年 6 月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表－ 6.2.25（4） 陸上水槽における詳細枠内の群体数（平成 29 年 1 月） 

 

砂・シルト

シルト・砂

礫
全体被度

ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛの被度

藍藻綱 5%未満 藍藻綱 5%未満 藍藻綱 5%未満 藍藻綱 5%未満

珪藻綱 5%未満 珪藻綱 5%未満 珪藻綱 5%未満 珪藻綱 5%未満

直径5cm以上

直径1cm以上

直径1cm未満

合計

すり鉢型

生息孔

注）1.水深は、調査直前の陸上水槽の水位を示した。

注）2.砂・シルト：砂の粒径が目視で確認できる。

注）2.シルト・砂：砂は目視で確認できないが、手でつかむとざらざらし、砂を確認できる。

2

15 8 7 14

0

15 7 2 4動物の
巣穴

（個/1m×1m枠）

山型
0 0 0

2 3 0

0

0 0 26 0

0

0 0 3 0

その他の種
と被度

ｺｰﾄﾞﾗｰﾄ内ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛ
の群体数
（0.5m×0.5m枠）

0 0 0

0 0 23

海藻草類
（1m×1m枠）

5%未満 5%未満 5%未満 6-10%

0 0

底質(%)
（1m×1m枠）

100 100 100 100

0 0

調査日 平成28年6月13日 平成28年6月13日 平成28年6月13日 平成28年6月13日

水深 (m) 0.1 0.1 0.1 0.1

詳細枠
陸上水槽-No.1 陸上水槽-No.2 陸上水槽-No.3 陸上水槽-No.4

項目

砂・シルト

シルト・砂

礫
全体被度

ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛの被度

藍藻綱 35% 藍藻綱 50% 藍藻綱 35% 藍藻綱 50%

ｱｵﾉﾘ属 15% ｱｵﾉﾘ属 15% ｲｿｽｷﾞﾅ 1%未満

ｶｻﾉﾘ 1%未満 ｶｻﾉﾘ 1%未満 ﾏﾂﾊﾞｳﾐｼﾞｸﾞｻ 1%未満

ｲｿｽｷﾞﾅ 1%未満 ｱｵﾉﾘ属 1%未満

ﾏﾂﾊﾞｳﾐｼﾞｸﾞｻ 1%未満

ﾌﾃﾞﾉﾎ 1%未満

直径5cm以上

直径1cm以上

直径1cm未満

合計

すり鉢型

生息孔

注）1.水深は、調査直前の陸上水槽の水位を示した。

注）2.砂・シルト：砂の粒径が目視で確認できる。

注）2.シルト・砂：砂は目視で確認できないが、手でつかむとざらざらし、砂を確認できる。

詳細枠
陸上水槽-No.1 陸上水槽-No.2 陸上水槽-No.3 陸上水槽-No.4

項目

調査日 平成29年1月25日 平成29年1月25日 平成29年1月25日 平成29年1月25日

水深 (m) 0.1 0.1 0.1 0.1

1%未満 1%未満

海藻草類
（1m×1m枠）

35% 65% 50% 50%

0 0

底質(%)
（1m×1m枠）

100 100 100 100

0 <1

その他の種と
被度

ｺｰﾄﾞﾗｰﾄ内ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛ
の群体数
（0.5m×0.5m枠）

0 0 0

0 0 0

0

0 0 0 0

5

0 0 0 0

動物の
巣穴

（個/1m×1m枠）

山型
0 0 0

0 0 2

0

38 48 7 25

0

7 9 12 5
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表－ 6.2.25（5） 陸上水槽における詳細枠内の群体数（平成 29 年 2 月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表－ 6.2.25（6） 陸上水槽における詳細枠内の群体数（平成 29 年 3 月） 

  

砂・シルト

シルト・砂

礫
全体被度

ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛの被度

藍藻綱 20% 藍藻綱 50% 藍藻綱 40% 藍藻綱 30％

ｶｻﾉﾘ 1%未満 ﾏﾂﾊﾞｳﾐｼﾞｸﾞｻ 1%未満

ﾏﾂﾊﾞｳﾐｼﾞｸﾞｻ 1%未満

直径5cm以上

直径1cm以上

直径1cm未満

合計

すり鉢型

生息孔

注）1.水深は、調査直前の陸上水槽の水位を示した。

注）2.砂・シルト：砂の粒径が目視で確認できる。

注）2.シルト・砂：砂は目視で確認できないが、手でつかむとざらざらし、砂を確認できる。

詳細枠
陸上水槽-No.1 陸上水槽-No.2 陸上水槽-No.3 陸上水槽-No.4

項目

調査日 平成29年2月21日 平成29年2月21日 平成29年2月21日 平成29年2月21日

水深 (m) 0.1 0.1 0.1 0.1

海藻草類
（1m×1m枠）

20% 50% 40% 30%

0 1%未満

底質(%)
（1m×1m枠）

100 100 100 100

0 0

その他の種と
被度

ｺｰﾄﾞﾗｰﾄ内ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛ
の群体数
（0.5m×0.5m枠）

0 0 0

0 10 0

0

0 0 0 0

0

0 10 0 0

動物の
巣穴

（個/1m×1m枠）

山型
0 0 0

0 0 0

0

27 47 12 35

0

12 17 8 9

砂・シルト

シルト・砂

礫
全体被度

ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛの被度

藍藻綱 5% 藍藻綱 30% 藍藻綱 45% 藍藻綱 15%

直径5cm以上

直径1cm以上

直径1cm未満

合計

すり鉢型

生息孔

注）1.水深は、調査直前の陸上水槽の水位を示した。

注）2.砂・シルト：砂の粒径が目視で確認できる。

注）2.シルト・砂：砂は目視で確認できないが、手でつかむとざらざらし、砂を確認できる。

0

6 6 6 2

1

20 14 4 21動物の
巣穴

（個/1m×1m枠）

山型
0 0 0

0 0 0

0

0 0 0 0

0

0 0 0 0

その他の種と
被度

ｺｰﾄﾞﾗｰﾄ内ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛ
の群体数
（0.5m×0.5m枠）

0 0 0

0 0 0

海藻草類
（1m×1m枠）

5% 30% 45% 15%

0 0

底質(%)
（1m×1m枠）

100 100 100 100

0 0

調査日 平成29年3月8日 平成29年3月8日 平成29年3月8日 平成29年3月8日

水深 (m) 0.1 0.1 0.1 0.1

詳細枠
陸上水槽-No.1 陸上水槽-No.2 陸上水槽-No.3 陸上水槽-No.4

項目
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表－ 6.2.25(7) 陸上水槽における詳細枠内の群体数（平成 29 年 4 月）

 
 

表－ 6.2.26 詳細枠内の泥中の卵数（陸上水槽、平成 28 年 6 月） 

 

 

 

 

 

 

 

 
造精器 

 
生卵器 

図－ 6.2.33 詳細枠における藻体の成熟状況（陸上水槽) 

 

 
No.2 

図－ 6.2.34 詳細枠における泥中の卵の状況（陸上水槽、平成 28 年 6 月） 

砂・シルト

シルト・砂

礫
全体被度

ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛの被度

藍藻綱 + 藍藻綱 +

ｼﾞｵｸﾞｻ属 +

直径5cm以上

直径1cm以上

直径1cm未満

合計

すり鉢型

生息孔

注）1.水深は、調査直前の陸上水槽の水位を示した。

注）2.砂・シルト：砂の粒径が目視で確認できる。

注）2.シルト・砂：砂は目視で確認できないが、手でつかむとざらざらし、砂を確認できる。

注）3.山型(大)とすり鉢型は2m×2m枠内、山型(小)と穴型は0.5m×0.5m枠内の個数を計数した。

　　　なお、生物生息孔の各タイプの特徴は図3.3.3に示す。

0

8 2 1 3

1

26 14 8 16動物の
巣穴

（個/1m×1m枠）

山型
0 0 0

0 0 0

0

0 0 0 0

0

0 0 0 0

その他の種と
被度

ｺｰﾄﾞﾗｰﾄ内ｸﾋﾞﾚﾐﾄﾞﾛ
の群体数
（0.5m×0.5m枠）

0 0 0

0 0 0

海藻草類
（1m×1m枠）

0% 0% + +

0 0

底質(%)
（1m×1m枠）

100 100 100 100

0 0

調査日 平成29年4月20日 平成29年4月20日 平成29年4月20日 平成29年4月20日

水深 (m) 0.1 0.1 0.1 0.1

詳細枠
陸上水槽-No.1 陸上水槽-No.2 陸上水槽-No.3 陸上水槽-No.4

項目

詳細枠 泥中の卵数(個/cm
2
）

No.1 0.0

No.2 0.5
No.3 0.5
No.4 0.3



 

6-124 

6.2.2  海域生物 

工事中の濁り対策や連絡誘導路における通水性確保等の環境保全措置を実施することと

しているが、海域生物への影響要素が及ぼす影響についての知見は少なく、効果の不確実

性を伴うため、海域生物（植物プランクトン、動物プランクトン、魚卵・稚仔魚、底生動

物、魚類、サンゴ類、海藻草類、クビレミドロ）の生息・生育状況、水底質といった生息・

生育環境について事後調査を実施した。 

生息場の減少による魚類への影響については小さいと予測されたこと、砂面変動の変化

による底生動物への影響については長期的な観点で予測されたこと、潮流・波浪の変化に

よる底生動物への影響については限られた範囲のみで予測されたことについて、新たな環

境に順応した生物相が形成されると考えられることから、底生動物と魚類について事後調

査を実施した。 

海域生態系においては、工事の実施に伴い基盤環境や注目種等の一部が影響を受け、土

地又は工作物の存在及び供用に伴い礁池と砂質干潟では生物相の変化に伴う生態系の機能

の変化が予測されている。これらの変化については、海域生物の事後調査によって監視し

ていくこととした。 

 

 (1) 植物プランクトン 

1) 調査概要 

満潮時付近に、バンドーン採水器を用いて、各地点の表層（海面下 0.5m 層）で 5L

を採水し、現地でホルマリン固定して室内分析のための試料とした。持ち帰った試料

について、種の同定、細胞数の計数の分析を行った。調査は「海洋調査技術マニュア

ル」((社)海洋調査協会) 等に基づいて行った。 

 

2) 調査結果 

植物プランクトンの調査結果概要は表－ 6.2.27 に、出現種一覧は表－6.2.28 に、

調査結果は表－6.2.29 に、水平分布状況は図－6.2.36 に示すとおりである。 

 

(ア) 春季 

ア) 種構成 

採集された植物プランクトンは渦鞭毛藻綱 15 種類、珪藻綱 33 種類、その他 9 種類

の計 57 種類であった。調査地点別の種類数は 9～39 種類の範囲にあり、St.4 で最も

多く、St.1 で最も少なかった。出現種についてみると、内湾、沿岸性の種類が多く、

暖海性種もみられた。 

 

イ) 細胞数 

調査地点別の細胞数は 2,900～89,400 細胞/L（平均：46,025 細胞/L）の範囲にあり、
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St.7 で最も多く、St.1 で最も少なかった。 

主な出現種は、黄色植物門珪藻綱のChaetoceros
キ ー ト ケ ロ ス

 sp.(Hyalochaete
ヒ ア ロ キ ー テ

)、Nitzschia
ニ ッ チ ア

 

sp.(chain formation)などであり、それぞれ全体の約 40％、14％を占めた。 

 

ウ) 沈殿量 

調査地点別の沈殿量は 0.01 未満～0.04mL/L（平均：0.02 mL/L）の範囲にあり、St.2

で最も多く、St.1 で最も少なかった。 

 

(イ) 夏季 

ア) 種構成 

採集された植物プランクトンは渦鞭毛藻綱 15 種類、珪藻綱 23 種類、その他 11 種

類の計 49 種類であった。調査地点別の種類数は 19～32 種類の範囲にあり、St.4 で最

も多く、St.1 で最も少なかった。出現種についてみると、内湾、沿岸性の種類が多く、

暖海性種もみられた。 

 

イ) 細胞数 

調査地点別の細胞数は 10,600～36,100 細胞/L（平均：16,838 細胞/L）の範囲

にあり、St.4 で最も多く、St.1、7 で少なかった。 

主な出現種は、渦鞭毛植物門渦鞭毛藻綱のペリディニウム目（PERIDINIALES
ペ リ デ ィ ニ ア レ ス

）など

であり、本種は全体の約 15％を占めた。 

 

ウ) 沈殿量 

調査地点別の沈殿量は 0.01～0.05mL/L（平均：0.02 mL/L）の範囲にあり、St.8 で

最も多く、St.1 と 3 で最も少なかった。 

 

(ウ) 秋季 

ア) 種構成 

採集された植物プランクトンは渦鞭毛藻綱 14 種類、珪藻綱 20 種類、その他 8 種類

の計 42 種類であった。調査地点別の種類数は 19～28 種類の範囲にあり、St.2 で最も

多く、St.4 で最も少なかった。出現種についてみると、内湾、沿岸性の種類が多く、

暖海性種もみられた。 

 

イ) 細胞数 

調査地点別の細胞数は 13,600～29,400 細胞/L（平均：21,350 細胞/L）の範囲にあ

り、St.7 で最も多く、St.5 で最も少なかった。 

主な出現種は、分類群不明の微細鞭毛藻類（Unknown
ア ン ノ ウ ン

 micro
マ イ ク ロ

-
ー

flagellates
フ ラ ｹ ﾞ ラ テ ス

）、緑色植
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物門のプラシノ藻綱（PRASINOPHYCEAE
ﾌ ﾟ ﾗ ｼ ﾉ ﾌ ｨ ｰ ｼ ﾞ ｰ

）などであり、それぞれ全体の約 17％、12％を

占めた。 

 

ウ) 沈殿量 

調査地点別の沈殿量は 0.01～0.03mL/L（平均：0.02 mL/L）の範囲にあり、調

査点間で大きな差はみられなかった。 

 

(エ) 冬季 

ア) 種構成 

採集された植物プランクトンは渦鞭毛藻綱 10 種類、珪藻綱 27 種類、その他 10 種

類の計 47 種類であった。調査地点別の種類数は 17～26 種類の範囲にあり、St.3、5、

6 で最も多く、St.2 で最も少なかった。出現種についてみると、内湾、沿岸性の種類

が多く、暖海性種もみられた。 

 

イ) 細胞数 

調査地点別の細胞数は 8,500～15,400 細胞/L（平均：12,288 細胞/L）の範囲にあり、

St.7 で最も多く、St.8 で最も少なかった。 

主な出現種は、分類群不明の微細鞭毛藻類（Unknown
ア ン ノ ウ ン

 micro
マ イ ク ロ

-
ー

flagellates
フ ラ ｹ ﾞ ラ テ ス

）、ハプト

植物門のハプト藻綱（円石藻類）（HAPTOPHYCEAE
ハ プ ト フ ィ ー ジ ー

 (Coccolithophorids
コ コ リ ト ホ リ ッ ズ

）などであり、

それぞれ全体の約 13％、11％を占めた。 

 

ウ) 沈殿量 

調査地点別の沈殿量は 0.01～0.03mL/L（平均：0.02 mL/L）の範囲にあり、調査点

間で大きな差はみられなかった。 
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注）1. St.2 は調査地点が汚濁防止膜内に入るため、汚濁防止膜の外で工事影響を

みる地点として、平成 26 年度夏季に調査地点を一時的に移動した。同様の理

由で平成 28 年度冬季も一時的に St.2'に調査地点を移動した。 

 

 

 

図－ 6.2.35 事後調査地点（海域生物・海域生態系、海域生物①） 



 

6-128 

表－ 6.2.27（1） 植物プランクトンの調査結果概要（春季） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

　　　　調査期日：平成28年 5月25日

　　　　調査方法：バンドーン採水器による採水

項目 調査地点 1 2 3 4 5

沈殿量（mL/L） <0.01 0.04 0.01 0.02 0.01

渦鞭毛藻綱 3   8   7   12   10   

珪　藻　綱 3   19   12   20   17   

そ　の　他 3   5   5   7   5   

合　　　計 9   32   24   39   32   

渦鞭毛藻綱 600   2,900   3,000   10,400   6,900   

珪　藻　綱 900   57,000   4,300   56,300   12,800   

そ　の　他 1,400   8,900   6,100   8,600   3,600   

合　　　計 2,900   68,800   13,400   75,300   23,300   

渦鞭毛藻綱 20.7 4.2 22.4 13.8 29.6

珪　藻　綱 31.0 82.8 32.1 74.8 54.9

そ　の　他 48.3 12.9 45.5 11.4 15.5

Unknown Nitzschia sp. Unknown Chaetoceros sp. Chaetoceros sp.

micro-flagellates (chain formation) micro-flagellates (Hyalochaete ) (Hyalochaete )

1,200 (41.4) 24,200 (35.2) 3,000 (22.4) 35,700 (47.4) 3,500 (15.0)

Chaetoceros sp. Asterionella GYMNODINIALES

(Hyalochaete ) glacialis

600 (20.7) 11,700 (17.0) 2,600 (11.2)

PERIDINIALES Chaetoceros sp.

(Hyalochaete )

300 (10.3) 7,800 (11.3)

項目 調査地点 6 7 8 平均

沈殿量（mL/L） 0.02 0.02 0.02 0.02

渦鞭毛藻綱 8   10   9   15   

珪　藻　綱 16   15   11   33   

そ　の　他 5   5   5   9   

合　　　計 29   30   25   57   

渦鞭毛藻綱 5,100   11,500   6,800   5,900   

珪　藻　綱 21,600   68,600   52,200   34,213   

そ　の　他 6,000   9,300   3,400   5,913   

合　　　計 32,700   89,400   62,400   46,025   

渦鞭毛藻綱 15.6 12.9 10.9 12.8

珪　藻　綱 66.1 76.7 83.7 74.3

そ　の　他 18.3 10.4 5.4 12.8

Chaetoceros sp. Chaetoceros sp. Chaetoceros sp. Chaetoceros sp.

(Hyalochaete ) (Hyalochaete ) (Hyalochaete ) (Hyalochaete )

9,700 (29.7) 46,800 (52.3) 40,800 (65.4) 18,188 (39.5)

EUGLENOPHYCEAE Nitzschia sp. Nitzschia sp.

(chain formation) (chain formation)

4,000 (12.2) 10,700 (12.0) 6,450 (14.0)

Nitzschia sp.

(chain formation)

3,500 (10.7)

注1：主な出現種は各調査地点での上位5種(ただし、組成比が10%以上)を示した。

注2：平均欄の種類数は総種類数を示した。

主な出現種と細胞数

（細胞/L）

(  )内は組成比率

(%)

種類数

細胞数

（細胞/L）

種類数

細胞数

（細胞/L）

主な出現種と細胞数

（細胞/L）

(  )内は組成比率

(%)

細胞数

組成比

（%）

細胞数
組成比

（%）
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表－ 6.2.27（2） 植物プランクトンの調査結果概要（夏季） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

　　　　調査期日：平成28年 7月25日

　　　　調査方法：バンドーン採水器による採水

項目 調査地点 1 2 3 4 5

沈殿量（mL/L） 0.01 0.03 0.01 0.02 0.02

渦鞭毛藻綱 7   9   9   9   10   

珪　藻　綱 5   9   13   16   7   

そ　の　他 7   5   5   7   6   

合　　　計 19   23   27   32   23   

渦鞭毛藻綱 4,800   8,100   4,800   19,900   5,900   

珪　藻　綱 1,300   5,700   3,300   10,000   1,800   

そ　の　他 4,500   1,800   3,300   6,200   7,800   

合　　　計 10,600   15,600   11,400   36,100   15,500   

渦鞭毛藻綱 45.3 51.9 42.1 55.1 38.1

珪　藻　綱 12.3 36.5 28.9 27.7 11.6

そ　の　他 42.5 11.5 28.9 17.2 50.3

GYMNODINIALES PERIDINIALES PERIDINIALES PERIDINIALES Unknown

micro-flagellates

2,300 (21.7) 2,200 (14.1) 1,600 (14.0) 5,900 (16.3) 3,500 (22.6)

HAPTOPHYCEAE Thalassiosira sp. Bacteriastrum sp. Peridinium HAPTOPHYCEAE

(Coccolithophorids) quinquecorne (Coccolithophorids)

1,300 (12.3) 1,600 (10.3) 1,400 (12.3) 4,800 (13.3) 3,000 (19.4)

Unknown GYMNODINIALES Protoperidinium sp. PERIDINIALES

micro-flagellates

1,200 (11.3) 1,300 (11.4) 4,000 (11.1) 2,200 (14.2)

CRYPTOMONADALES Unknown GYMNODINIALES

micro-flagellates

1,100 (10.4) 1,200 (10.5) 1,800 (11.6)

項目 調査地点 6 7 8 平均

沈殿量（mL/L） 0.02 0.03 0.05 0.02

渦鞭毛藻綱 9   9   7   15   

珪　藻　綱 12   13   11   23   

そ　の　他 5   8   6   11   

合　　　計 26   30   24   49   

渦鞭毛藻綱 4,900   2,500   11,700   7,825   

珪　藻　綱 3,600   4,800   9,500   5,000   

そ　の　他 2,400   3,300   2,800   4,013   

合　　　計 10,900   10,600   24,000   16,838   

渦鞭毛藻綱 45.0 23.6 48.8 46.5

珪　藻　綱 33.0 45.3 39.6 29.7

そ　の　他 22.0 31.1 11.7 23.8

PERIDINIALES PERIDINIALES PERIDINIALES PERIDINIALES

1,900 (17.4) 1,200 (11.3) 3,500 (14.6) 2,438 (14.5)

Unknown Peridinium

micro-flagellates quinquecorne

1,300 (11.9) 2,700 (11.3)

GYMNODINIALES Thalassiosira sp.

1,100 (10.1) 2,600 (10.8)

Protoperidinium sp.

2,500 (10.4)

Chaetoceros sp.

(Hyalochaete )

2,400 (10.0)

注1：主な出現種は各調査地点での上位5種(ただし、組成比が10%以上)を示した。

注2：平均欄の種類数は総種類数を示した。

主な出現種と細胞数

（細胞/L）

(  )内は組成比率

(%)

種類数

細胞数

（細胞/L）

種類数

細胞数

（細胞/L）

主な出現種と細胞数

（細胞/L）

(  )内は組成比率

(%)

細胞数

組成比

（%）

細胞数

組成比

（%）
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表－ 6.2.27（3） 植物プランクトンの調査結果概要（秋季） 

 

 

 

 

 

  

　　　　調査期日：平成28年11月 5日

　　　　調査方法：バンドーン採水器による採水

項目 調査地点 1 2 3 4 5

沈殿量（mL/L） 0.02 0.02 0.01 0.02 0.01

渦鞭毛藻綱 8   11   10   7   9   

珪　藻　綱 8   13   7   7   10   

そ　の　他 5   4   6   5   4   

合　　　計 21   28   23   19   23   

渦鞭毛藻綱 5,200   7,600   4,300   8,500   5,600   

珪　藻　綱 4,100   13,900   2,400   2,600   2,900   

そ　の　他 13,700   5,700   9,500   7,000   5,100   

合　　　計 23,000   27,200   16,200   18,100   13,600   

渦鞭毛藻綱 22.6 27.9 26.5 47.0 41.2

珪　藻　綱 17.8 51.1 14.8 14.4 21.3

そ　の　他 59.6 21.0 58.6 38.7 37.5

Unknown Rhizosolenia HAPTOPHYCEAE Heterocapsa sp. Unknown

micro-flagellates stolterfothii (Coccolithophorids) micro-flagellates

5,500 (23.9) 5,400 (19.9) 3,500 (21.6) 3,200 (17.7) 3,200 (23.5)

HAPTOPHYCEAE Unknown Unknown Unknown GYMNODINIALES

(Coccolithophorids) micro-flagellates micro-flagellates micro-flagellates

5,000 (21.7) 2,900 (10.7) 3,500 (21.6) 2,900 (16.0) 1,400 (10.3)

PERIDINIALES

2,200 (12.2)

PRASINOPHYCEAE

2,000 (11.0)

CRYPTOMONADALES

1,900 (10.5)

項目 調査地点 6 7 8 平均

沈殿量（mL/L） 0.03 0.02 0.03 0.02

渦鞭毛藻綱 9   7   9   14   

珪　藻　綱 9   7   8   20   

そ　の　他 4   6   6   8   

合　　　計 22   20   23   42   

渦鞭毛藻綱 6,300   12,300   9,400   7,400   

珪　藻　綱 2,600   2,700   3,200   4,300   

そ　の　他 12,100   14,400   9,700   9,650   

合　　　計 21,000   29,400   22,300   21,350   

渦鞭毛藻綱 30.0 41.8 42.2 34.7

珪　藻　綱 12.4 9.2 14.3 20.1

そ　の　他 57.6 49.0 43.5 45.2

PRASINOPHYCEAE PRASINOPHYCEAE PRASINOPHYCEAE Unknown

micro-flagellates

4,500 (21.4) 6,800 (23.1) 3,700 (16.6) 3,688 (17.3)

Unknown PERIDINIALES Unknown PRASINOPHYCEAE

micro-flagellates micro-flagellates

4,000 (19.0) 5,100 (17.3) 3,000 (13.5) 2,463 (11.5)

CRYPTOMONADALES Unknown PERIDINIALES

micro-flagellates

2,300 (11.0) 4,500 (15.3) 2,600 (11.7)

Heterocapsa sp. Heterocapsa sp.

3,100 (10.5) 2,500 (11.2)

注1：主な出現種は各調査地点での上位5種(ただし、組成比が10%以上)を示した。

注2：平均欄の種類数は総種類数を示した。

主な出現種と細胞数

（細胞/L）

(  )内は組成比率

(%)

種類数

細胞数

（細胞/L）

種類数

細胞数

（細胞/L）

主な出現種と細胞数

（細胞/L）

(  )内は組成比率

(%)

細胞数

組成比

（%）

細胞数

組成比

（%）
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表－ 6.2.27（4） 植物プランクトンの調査結果概要（冬季） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

　　　　調査期日：平成29年 1月30日

　　　　調査方法：バンドーン採水器による採水

項目 調査地点 1 2 3 4 5

沈殿量（mL/L） 0.01 0.03 0.01 0.02 0.02

渦鞭毛藻綱 8   6   6   6   7   

珪　藻　綱 9   6   12   8   12   

そ　の　他 8   5   8   6   7   

合　　　計 25   17   26   20   26   

渦鞭毛藻綱 1,400   3,100   2,400   5,200   1,200   

珪　藻　綱 4,000   1,600   3,500   2,200   2,900   

そ　の　他 5,700   6,300   6,200   7,700   6,400   

合　　　計 11,100   11,000   12,100   15,100   10,500   

渦鞭毛藻綱 12.6 28.2 19.8 34.4 11.4

珪　藻　綱 36.0 14.5 28.9 14.6 27.6

そ　の　他 51.4 57.3 51.2 51.0 61.0

HAPTOPHYCEAE Unknown HAPTOPHYCEAE PRASINOPHYCEAE HAPTOPHYCEAE

(Coccolithophorids) micro-flagellates (Coccolithophorids) (Coccolithophorids)

3,100 (27.9) 2,500 (22.7) 2,400 (19.8) 3,900 (25.8) 3,300 (31.4)

Unknown PRASINOPHYCEAE Unknown PERIDINIALES Unknown

micro-flagellates micro-flagellates micro-flagellates

1,200 (10.8) 1,500 (13.6) 1,600 (13.2) 2,200 (14.6) 1,200 (11.4)

PERIDINIALES Unknown

micro-flagellates

1,300 (11.8) 1,600 (10.6)

CRYPTOMONADALES

1,200 (10.9)

項目 調査地点 6 7 8 平均

沈殿量（mL/L） 0.02 0.02 0.01 0.02

渦鞭毛藻綱 6   6   6   10   

珪　藻　綱 15   12   8   27   

そ　の　他 5   6   6   10   

合　　　計 26   24   20   47   

渦鞭毛藻綱 2,500   1,300   1,500   2,325   

珪　藻　綱 7,600   9,300   2,200   4,163   

そ　の　他 4,500   4,800   4,800   5,800   

合　　　計 14,600   15,400   8,500   12,288   

渦鞭毛藻綱 17.1 8.4 17.6 18.9

珪　藻　綱 52.1 60.4 25.9 33.9

そ　の　他 30.8 31.2 56.5 47.2

Nitzschia sp. Nitzschia sp. Unknown Unknown

micro-flagellates micro-flagellates

1,700 (11.6) 2,200 (14.3) 1,400 (16.5) 1,575 (12.8)

Unknown PRASINOPHYCEAE CRYPTOMONADALES HAPTOPHYCEAE

micro-flagellates (Coccolithophorids)

1,600 (11.0) 1,800 (11.7) 1,100 (12.9) 1,350 (11.0)

Cylindrotheca PRASINOPHYCEAE

closterium

1,700 (11.0) 1,000 (11.8)

注1：主な出現種は各調査地点での上位5種(ただし、組成比が10%以上)を示した。

注2：平均欄の種類数は総種類数を示した。

主な出現種と細胞数

（細胞/L）

(  )内は組成比率

(%)

種類数

細胞数

（細胞/L）

種類数

細胞数

（細胞/L）

主な出現種と細胞数

（細胞/L）

(  )内は組成比率

(%)

細胞数

組成比

（%）

細胞数

組成比

（%）
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表－6.2.28（1） 植物プランクトン出現種一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査期日：春季：平成28年 5月25日

　　　　　夏季：平成28年 7月25日

　　　　　秋季：平成28年11月 5日

　　　　　冬季：平成29年 1月30日

調査方法：バンドーン採水器による採水

春季 夏季 秋季 冬季

1 藍色植物 藍藻 ﾈﾝｼﾞｭﾓ ﾈﾝｼﾞｭﾓ Nostocaceae ﾈﾝｼﾞｭﾓ科 ○ ○

2 ﾕﾚﾓ Trichodesmium erythraeum ○

3 Trichodesmium thiebautii ○

4 Trichodesmium sp. ○ ○ ○

5 Oscillatoriaceae ﾕﾚﾓ科 ○ ○ ○

6 ｸﾘﾌﾟﾄ植物 ｸﾘﾌﾟﾄ藻 ｸﾘﾌﾟﾄﾓﾅｽ - CRYPTOMONADALES ｸﾘﾌﾟﾄﾓﾅｽ目 ○ ○ ○ ○

7 渦鞭毛植物 渦鞭毛藻 ﾌﾟﾛﾛｹﾝﾄﾙﾑ ﾌﾟﾛﾛｹﾝﾄﾙﾑ Prorocentrum balticum ○

8 Prorocentrum mexicanum ○ ○ ○

9 Prorocentrum micans ○ ○

10 Prorocentrum minimum ○

11 Prorocentrum triestinum ○ ○ ○ ○

12 ｷﾞﾑﾉﾃﾞｨﾆｳﾑ ｷﾞﾑﾉﾃﾞｨﾆｳﾑ Gymnodinium sanguineum ○

13 Gymnodinium sp. ○ ○ ○ ○

14 Gyrodinium sp. ○ ○ ○

15 Torodinium sp. ○

16 ﾜﾙﾉｳﾞｨｱ Warnowia sp. ○

17 ﾌﾟﾛﾉｸﾃｨﾙｶ Pronoctiluca spinifera ○

18 - GYMNODINIALES ｷﾞﾑﾉﾃﾞｨﾆｳﾑ目 ○ ○ ○ ○

19 ﾍﾟﾘﾃﾞｨﾆｳﾑ ﾍﾟﾘﾃﾞｨﾆｳﾑ Heterocapsa sp. ○ ○ ○ ○

20 Peridinium quinquecorne ○ ○ ○

21 Protoperidinium bipes ○ ○

22 Protoperidinium sp. ○ ○ ○

23 ｶﾙｷｵﾃﾞｨﾈﾗ Scrippsiella sp. ○ ○ ○

24 ｺﾞﾆｵﾗｯｸｽ Alexandrium sp. ○ ○

25 ｹﾗﾁｳﾑ Ceratium teres ○

26 ｵｷｼﾄｸｽﾑ Oxytoxum scolopax ○ ○

27 Oxytoxum sp. ○ ○ ○ ○

28 - PERIDINIALES ﾍﾟﾘﾃﾞｨﾆｳﾑ目 ○ ○ ○ ○

29 ﾊﾌﾟﾄ植物 ﾊﾌﾟﾄ藻 ｺｯｺｽﾌｧｴﾗ ｶﾙｷｵｿﾚﾆｱ Calciosolenia murrayi ○

30 ﾊﾛﾊﾟｯﾊﾟｽ Halopappus adriaticus ○

31 Ophiaster hydroideus ○

32 ﾗﾌﾞﾄﾞｽﾌｧｴﾗ Discosphaera tubifer ○ ○

33 Rhabdosphaera sp. ○

34 - - HAPTOPHYCEAE(Coccolithophorids) ﾊﾌﾟﾄ藻綱（円石藻類） ○ ○ ○ ○

35 HAPTOPHYCEAE ﾊﾌﾟﾄ藻綱 ○

36 黄色植物 黄金色藻 ﾍﾟﾃﾞｨﾈﾗ ﾍﾟﾃﾞｨﾈﾗ Apedinella spinifera ○

37 珪藻 円心 ﾀﾗｼｵｼﾗ Skeletonema costatum ○ ○

38 Thalassiosira sp. ○ ○ ○ ○

39 Thalassiosiraceae ﾀﾗｼｵｼﾗ科 ○ ○ ○ ○

40 ﾒﾛｼﾗ Corethron criophilum ○

41 Leptocylindrus danicus ○ ○

42 Leptocylindrus mediterraneus ○

43 Leptocylindrus minimus ○ ○

44 ｺｽｷﾉﾃﾞｨｽｸｽ Coscinodiscus sp. ○ ○

45 ﾘｿﾞｿﾚﾆｱ Rhizosolenia alata ○

46 Rhizosolenia fragilissima ○ ○ ○

47 Rhizosolenia imbricata ○

48 Rhizosolenia phuketensis ○

49 Rhizosolenia stolterfothii ○ ○

50 ﾋﾞﾀﾞﾙﾌｨｱ Cerataulina pelagica ○

51 ｷｰﾄｹﾛｽ Bacteriastrum sp. ○ ○ ○

52 Chaetoceros anastomosans ○

53 Chaetoceros compressum ○

54 Chaetoceros curvisetum ○ ○

55 Chaetoceros distans ○

56 Chaetoceros lorenzianum ○

57 Chaetoceros tetrastichon ○

58 Chaetoceros sp.(cf.salsugineum) ○

59 Chaetoceros sp.(Hyalochaete) ○ ○ ○ ○

60 羽状 ﾃﾞｨｱﾄﾏ Asterionella glacialis ○

調査時季
和名No. 門 綱 目 科 学名

注 1：Skeletonema costatum は近年 8 種に分類されることが明らかとなったので、複数種を含む可能性がある。 

注 2：○は出現を示し、-は不明を示す。 
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表－6.2.28（2） 植物プランクトン出現種一覧 

 

 

調査期日：春季：平成28年 5月25日

　　　　　夏季：平成28年 7月25日
　　　　　秋季：平成28年11月 5日

　　　　　冬季：平成29年 1月30日

調査方法：バンドーン採水器による採水

春季 夏季 秋季 冬季

61 黄色植物 珪藻 羽状 ﾃﾞｨｱﾄﾏ Asterionella notata ○ ○

62 Climacosphenia moniligera ○ ○ ○

63 Fragilaria sp. ○

64 Grammatophora marina ○

65 Licmophora sp. ○ ○ ○ ○

66 Striatella unipunctata ○

67 Diatomaceae ﾃﾞｨｱﾄﾏ科 ○ ○

68 ﾕｰﾉﾃｨｱ Eunotia sp. ○

69 ｱｸﾅﾝﾃｽ Cocconeis sp. ○ ○

70 ﾅｳﾞｨｷｭﾗ Amphiprora sp. ○ ○ ○

71 Amphora sp. ○ ○ ○ ○

72 Haslea sp. ○

73 Navicula membranacea ○

74 Navicula sp. ○ ○ ○ ○

75 Pleurosigma sp. ○ ○

76 Naviculaceae ﾅｳﾞｨｷｭﾗ科 ○

77 ﾆｯﾁｱ Bacillaria paxillifer ○ ○ ○

78 Cylindrotheca closterium ○ ○ ○ ○

79 Nitzschia longissima ○ ○ ○

80 Nitzschia rectilonga ○ ○ ○

81 Nitzschia sigma ○ ○

82 Nitzschia sp.(chain formation) ○ ○ ○

83 Nitzschia sp. ○ ○ ○ ○

84 ｽﾘﾚﾗ Surirella sp. ○

85 - PENNALES 羽状目 ○ ○ ○ ○

86 ﾐﾄﾞﾘﾑｼ植物 ﾐﾄﾞﾘﾑｼ - - EUGLENOPHYCEAE ﾐﾄﾞﾘﾑｼ綱 ○ ○ ○ ○

87 緑色植物 ﾌﾟﾗｼﾉ藻 - - PRASINOPHYCEAE ﾌﾟﾗｼﾉ藻綱 ○ ○ ○ ○

88 不明 - - - Unknown micro-flagellates 不明微細鞭毛藻類 ○ ○ ○ ○

57 49 42 47出現種類数

調査時季
和名No. 門 綱 目 科 学名

注 1：Skeletonema costatum は近年 8 種に分類されることが明らかとなったので、複数種を含む可能性がある。 

注 2：○は出現を示し、-は不明を示す。 
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表－6.2.29（1） 植物プランクトン調査結果（春季） 

 

 

 

 

 

　調査期日：平成28年 5月25日

　調査方法：バンドーン採水器による採水

　単　　位：細胞/L

番号 種名　　　　＼　　　　 調査地点 1 2 3 4 5 6 7 8 合計

1 Nostocaceae
*

200 100 300 

2 Trichodesmium sp.
*

300 100 100 500 

3 Oscillatoriaceae
*

100 300 400 

4 CRYPTOMONADALES 3,600 1,100 1,800 400 300 400 200 7,800 

5 Prorocentrum mexicanum 100 100 200 

6 Prorocentrum triestinum 100 400 100 200 100 900 

7 Gymnodinium sanguineum 300 300 

8 Gymnodinium sp. 100 300 400 500 1,400 1,100 3,800 

9 Gyrodinium sp. 200 100 500 100 900 

10 Warnowia sp. 100 100 

11 GYMNODINIALES 200 1,000 1,000 3,900 2,600 900 2,800 1,200 13,600 

12 Heterocapsa sp. 300 1,200 1,000 700 1,000 3,300 1,600 9,100 

13 Peridinium quinquecorne 100 100 100 200 100 600 

14 Protoperidinium bipes 200 100 200 100 600 

15 Protoperidinium sp. 100 100 100 1,000 1,100 800 200 3,400 

16 Scrippsiella sp. 300 800 300 100 600 100 2,200 

17 Alexandrium sp. 300 300 

18 Oxytoxum sp. 100 100 200 

19 PERIDINIALES 300 1,000 100 2,100 1,900 1,200 2,100 2,300 11,000 

20 HAPTOPHYCEAE(Coccolithophorids) 200 200 

21 Apedinella spinifera 100 100 

22 Skeletonema costatum 400 400 

23 Thalassiosira sp. 100 400 100 300 1,500 400 200 400 3,400 

24 Thalassiosiraceae 100 100 100 300 

25 Leptocylindrus minimus 1,000 200 200 1,400 

26 Rhizosolenia fragilissima 200 400 600 

27 Chaetoceros compressum 600 600 1,200 

28 Chaetoceros curvisetum 300 300 

29 Chaetoceros distans 1,000 200 500 1,700 

30 Chaetoceros tetrastichon 300 300 

31 Chaetoceros sp.(cf.salsugineum ) 600 5,000 800 2,400 600 9,400 

32 Chaetoceros sp.(Hyalochaete ) 600 7,800 600 35,700 3,500 9,700 46,800 40,800 145,500 

33 Asterionella glacialis 11,700 400 700 12,800 

34 Asterionella notata 200 200 

35 Grammatophora marina 400 400 800 

36 Licmophora sp. 200 200 

37 Striatella unipunctata 100 100 

38 Diatomaceae 2,700 400 200 3,300 

39 Eunotia sp. 200 200 400 

40 Cocconeis sp. 100 100 

41 Amphiprora sp. 300 100 100 500 

42 Amphora sp. 200 500 200 900 

43 Navicula sp. 600 1,100 500 1,400 1,000 700 5,300 

44 Pleurosigma sp. 100 100 100 300 

45 Naviculaceae 100 100 100 300 

46 Bacillaria paxillifer 200 400 600 

47 Cylindrotheca closterium 200 2,300 600 2,400 2,100 2,200 1,300 1,400 12,500 

48 Nitzschia longissima 500 200 200 300 1,200 

49 Nitzschia rectilonga 600 300 300 300 2,500 4,000 

50 Nitzschia sigma 100 100 

51 Nitzschia sp.(chain formation) 24,200 600 6,200 600 3,500 10,700 5,800 51,600 

52 Nitzschia sp. 2,000 600 1,500 200 2,300 2,000 1,300 9,900 

53 Surirella sp. 100 100 100 300 

54 PENNALES 400 400 1,200 900 400 200 300 3,800 

55 EUGLENOPHYCEAE 100 600 700 2,700 600 4,000 5,200 2,100 16,000 

56 PRASINOPHYCEAE 100 900 1,100 200 200 300 800 200 3,800 

57 Unknown micro-flagellates 1,200 3,600 3,000 3,400 2,300 1,300 2,600 800 18,200 

種類数 9 32 24 39 32 29 30 25 57 

合　計 2,900 68,800 13,400 75,300 23,300 32,700 89,400 62,400 368,200 

沈殿量（mL/L） <0.01 0.04 0.01 0.02 0.01 0.02 0.02 0.02 0.14 
注1：アスタリスク（*）を付した種類の単位は糸状体/Lとして示した。

注2：Skeletonema costatumは近年8種に分類されることが明らかとなったので、複数種を含む可能性がある。
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表－6.2.29（2） 植物プランクトン調査結果（夏季） 

 

 
　調査期日：平成28年 7月25日

　調査方法：バンドーン採水器による採水

　単　　位：細胞/L

番号 種名　　　　＼　　　　 調査地点 1 2 3 4 5 6 7 8 合計

1 Nostocaceae
*

300 200 100 600 

2 Trichodesmium erythraeum
*

300 300 

3 Trichodesmium thiebautii
*

100 100 100 100 100 500 

4 Trichodesmium sp.
*

100 700 400 1,200 

5 Oscillatoriaceae
*

100 400 500 

6 CRYPTOMONADALES 1,100 600 700 1,500 400 200 600 300 5,400 

7 Prorocentrum mexicanum 200 100 300 

8 Prorocentrum micans 100 100 

9 Prorocentrum minimum 100 100 200 

10 Prorocentrum triestinum 100 100 

11 Gymnodinium sp. 200 300 500 400 100 300 100 300 2,200 

12 Gyrodinium sp. 200 100 100 100 400 900 

13 GYMNODINIALES 2,300 1,100 1,300 2,500 1,800 1,100 300 1,300 11,700 

14 Heterocapsa sp. 600 1,100 600 1,800 500 700 200 1,000 6,500 

15 Peridinium quinquecorne 1,500 4,800 100 100 200 2,700 9,400 

16 Protoperidinium bipes 300 200 200 400 1,100 

17 Protoperidinium sp. 400 1,400 100 4,000 200 200 200 2,500 9,000 

18 Scrippsiella sp. 300 100 400 

19 Alexandrium sp. 100 200 300 

20 Oxytoxum sp. 100 200 400 200 900 

21 PERIDINIALES 1,000 2,200 1,600 5,900 2,200 1,900 1,200 3,500 19,500 

22 Discosphaera tubifer 100 100 200 

23 HAPTOPHYCEAE(Coccolithophorids) 1,300 700 100 3,000 600 900 6,600 

24 Thalassiosira sp. 1,600 100 1,100 300 400 2,600 6,100 

25 Thalassiosiraceae 200 100 600 300 100 300 1,000 2,600 

26 Leptocylindrus minimus 400 400 

27 Coscinodiscus sp. 300 300 

28 Rhizosolenia fragilissima 600 600 

29 Cerataulina pelagica 200 200 

30 Bacteriastrum sp. 1,400 1,400 

31 Chaetoceros sp.(Hyalochaete ) 100 1,800 300 300 2,400 4,900 

32 Climacosphenia moniligera 100 100 300 500 

33 Fragilaria sp. 100 100 200 

34 Licmophora sp. 100 100 200 400 

35 Diatomaceae 300 300 200 800 

36 Amphiprora sp. 100 100 

37 Amphora sp. 100 200 100 100 100 100 200 900 

38 Navicula sp. 200 300 400 1,900 100 500 400 100 3,900 

39 Pleurosigma sp. 100 300 400 

40 Bacillaria paxillifer 800 800 

41 Cylindrotheca closterium 800 200 500 100 300 500 900 3,300 

42 Nitzschia longissima 200 200 300 600 200 1,500 

43 Nitzschia rectilonga 100 100 

44 Nitzschia sp.(chain formation) 200 800 200 600 600 300 2,700 

45 Nitzschia sp. 700 1,200 100 700 600 500 1,000 4,800 

46 PENNALES 100 400 200 900 800 200 500 3,100 

47 EUGLENOPHYCEAE 100 100 100 300 

48 PRASINOPHYCEAE 400 100 600 2,400 700 200 400 600 5,400 

49 Unknown micro-flagellates 1,200 700 1,200 1,300 3,500 1,300 600 1,300 11,100 

種類数 19 23 27 32 23 26 30 24 49 

合　計 10,600 15,600 11,400 36,100 15,500 10,900 10,600 24,000 134,700 

沈殿量（mL/L） 0.01 0.03 0.01 0.02 0.02 0.02 0.03 0.05 0.18 
注：アスタリスク（*）を付した種類の単位は糸状体/Lとして示した。
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表－6.2.29（3） 植物プランクトン調査結果（秋季） 

 
　調査期日：平成28年11月 5日

　調査方法：バンドーン採水器による採水

　単　　位：細胞/L

番号 種名　　　　＼　　　　 調査地点 1 2 3 4 5 6 7 8 合計

1 Trichodesmium sp.
*

100 100 

2 Oscillatoriaceae
*

100 100 

3 CRYPTOMONADALES 2,000 1,500 1,500 1,900 1,000 2,300 2,400 1,900 14,500 

4 Prorocentrum micans 100 100 200 

5 Prorocentrum triestinum 100 100 

6 Gymnodinium sp. 400 500 600 600 600 400 700 500 4,300 

7 Gyrodinium sp. 200 300 100 1,000 700 300 300 2,900 

8 Pronoctiluca spinifera 100 100 200 

9 GYMNODINIALES 1,800 1,300 1,200 1,400 1,400 1,200 1,600 1,000 10,900 

10 Heterocapsa sp. 1,400 1,500 800 3,200 500 1,500 3,100 2,500 14,500 

11 Peridinium quinquecorne 100 100 100 200 300 400 1,200 

12 Protoperidinium sp. 400 200 100 900 100 1,400 1,800 4,900 

13 Scrippsiella sp. 300 400 100 100 900 

14 Ceratium teres 100 100 

15 Oxytoxum scolopax 100 100 

16 Oxytoxum sp. 200 400 700 500 400 100 200 2,500 

17 PERIDINIALES 500 2,700 500 2,200 1,200 1,600 5,100 2,600 16,400 

18 HAPTOPHYCEAE(Coccolithophorids) 5,000 600 3,500 100 700 1,300 500 900 12,600 

19 HAPTOPHYCEAE 200 100 300 

20 Thalassiosira sp. 200 1,300 200 500 200 700 100 500 3,700 

21 Thalassiosiraceae 200 400 300 100 300 100 1,400 

22 Leptocylindrus danicus 800 800 

23 Leptocylindrus mediterraneus 200 200 

24 Rhizosolenia fragilissima 100 1,100 100 1,300 

25 Rhizosolenia stolterfothii 1,200 5,400 6,600 

26 Bacteriastrum sp. 800 800 

27 Chaetoceros lorenzianum 100 100 200 

28 Chaetoceros sp.(Hyalochaete ) 1,400 100 200 400 2,100 

29 Climacosphenia moniligera 100 100 

30 Licmophora sp. 300 200 100 100 700 

31 Cocconeis sp. 100 100 

32 Amphiprora sp. 300 100 400 

33 Amphora sp. 100 100 

34 Navicula sp. 100 200 500 100 200 300 100 1,500 

35 Cylindrotheca closterium 400 1,800 800 600 200 200 800 1,100 5,900 

36 Nitzschia longissima 100 100 

37 Nitzschia sp.(chain formation) 200 200 

38 Nitzschia sp. 500 1,200 600 500 400 200 700 200 4,300 

39 PENNALES 900 300 300 500 500 400 1,000 3,900 

40 EUGLENOPHYCEAE 100 100 100 100 400 

41 PRASINOPHYCEAE 1,000 700 800 2,000 200 4,500 6,800 3,700 19,700 

42 Unknown micro-flagellates 5,500 2,900 3,500 2,900 3,200 4,000 4,500 3,000 29,500 

種類数 21 28 23 19 23 22 20 23 42 

合　計 23,000 27,200 16,200 18,100 13,600 21,000 29,400 22,300 170,800 

沈殿量（mL/L） 0.02 0.02 0.01 0.02 0.01 0.03 0.02 0.03 0.16 

注：アスタリスク（*）を付した種類の単位は糸状体/Lとして示した。
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表－6.2.29（4） 植物プランクトン調査結果（冬季） 

 

 

 

  

　調査期日：平成29年 1月30日

　調査方法：バンドーン採水器による採水

　単　　位：細胞/L

番号 種名　　　　＼　　　　 調査地点 1 2 3 4 5 6 7 8 合計

1 CRYPTOMONADALES 700 1,200 700 1,000 500 700 300 1,100 6,200 

2 Prorocentrum balticum 200 100 200 100 100 100 100 900 

3 Prorocentrum mexicanum 100 100 200 

4 Prorocentrum triestinum 100 300 700 900 200 100 100 2,400 

5 Gymnodinium sp. 200 500 300 500 200 100 200 2,000 

6 Torodinium sp. 100 100 

7 GYMNODINIALES 400 200 500 700 300 700 300 300 3,400 

8 Heterocapsa sp. 100 700 600 700 200 400 100 400 3,200 

9 Oxytoxum scolopax 100 100 

10 Oxytoxum sp. 100 200 100 400 

11 PERIDINIALES 200 1,300 2,200 100 1,100 500 500 5,900 

12 Calciosolenia murrayi 100 100 200 

13 Halopappus adriaticus 100 400 200 200 900 

14 Ophiaster hydroideus 200 100 300 

15 Discosphaera tubifer 100 200 300 

16 Rhabdosphaera sp. 100 100 

17 HAPTOPHYCEAE(Coccolithophorids) 3,100 300 2,400 500 3,300 200 700 300 10,800 

18 Skeletonema costatum 700 700 200 1,600 

19 Thalassiosira sp. 100 400 400 100 100 300 500 400 2,300 

20 Thalassiosiraceae 200 200 600 400 100 500 200 100 2,300 

21 Corethron criophilum 100 100 

22 Leptocylindrus danicus 900 600 400 1,900 

23 Coscinodiscus sp. 100 100 200 

24 Rhizosolenia alata 100 100 

25 Rhizosolenia imbricata 100 300 400 

26 Rhizosolenia phuketensis 1,100 300 400 1,800 

27 Rhizosolenia stolterfothii 300 300 

28 Bacteriastrum sp. 300 300 

29 Chaetoceros anastomosans 400 400 

30 Chaetoceros curvisetum 400 100 500 

31 Chaetoceros sp.(Hyalochaete ) 300 300 

32 Asterionella notata 100 100 

33 Climacosphenia moniligera 100 1,200 1,300 

34 Licmophora sp. 100 100 100 300 

35 Amphora sp. 100 300 400 

36 Haslea sp. 100 100 

37 Navicula membranacea 200 200 

38 Navicula sp. 200 100 200 400 100 300 1,000 2,300 

39 Bacillaria paxillifer 1,200 1,200 

40 Cylindrotheca closterium 300 500 200 200 200 1,200 1,700 500 4,800 

41 Nitzschia rectilonga 100 100 

42 Nitzschia sigma 100 100 200 

43 Nitzschia sp. 200 200 400 400 100 1,700 2,200 600 5,800 

44 PENNALES 300 200 300 300 300 800 1,500 300 4,000 

45 EUGLENOPHYCEAE 200 800 700 600 400 1,400 300 800 5,200 

46 PRASINOPHYCEAE 200 1,500 400 3,900 400 600 1,800 1,000 9,800 

47 Unknown micro-flagellates 1,200 2,500 1,600 1,600 1,200 1,600 1,500 1,400 12,600 

種類数 25 17 26 20 26 26 24 20 47 

合　計 11,100 11,000 12,100 15,100 10,500 14,600 15,400 8,500 98,300 

沈殿量（mL/L） 0.01 0.03 0.01 0.02 0.02 0.02 0.02 0.01 0.13 
注：Skeletonema costatumは近年8種に分類されることが明らかとなったので、複数種を含む可能性がある。
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図－6.2.36 植物プランクトンの水平分布 
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 (2) 動物プランクトン 

1) 調査概要 

満潮時付近に、北原式定量ネットを用いて、各地点で海底上 1m から海面まで鉛直

曳きし、採集したネット内の残渣をホルマリン固定した試料について、種の同定、個

体数の計数、沈殿量の計測を行った。調査は「海洋調査技術マニュアル」((社)海洋調

査協会) 等に基づいて行った。 

 

2) 調査結果 

動物プランクトンの調査結果概要は表－ 6.2.30 に、出現種一覧は表－6.2.31 に、

調査結果は表－6.2.32 に、水平分布状況は図－6.2.37 に示すとおりである。 

 

(ア) 春季 

ア) 種構成 

採集された動物プランクトンは軟体動物門 2 種類、節足動物門 33 種類（うち

カイアシ目 28 種類）、原索動物門 3 種類、その他 10 種類の計 48 種類であった。

調査地点別の種類数は 4～28 種類の範囲にあり、St.2 で多く、St.7 で最も少な

かった。 

出現種についてみると、暖海域の内湾、沿岸性の種類が多く出現していた。 

 

イ) 個体数 

調査地点別の個体数は、104～14,034 個体/m3（平均：5,528 個体/m3）の範囲にあ

り、St.2 で最も多く、St.7 で最も少なかった。 

主な出現種は、節足動物門甲殻綱のカイアシ目のノープリウス幼生(nauplius
ノ ー プ リ ウ ス

of 

COPEPODA
コ ペ ポ ー ダ

)、Oithona
オ イ ト ナ

 sp. 、軟体動物門のマキガイ綱のヴェリジャー幼生（veliger
ヴ ェ リ ジ ャ ー

 of 

GASTROPODA
ガ ス ト ロ ポ ー ダ

）などであり、それぞれ全体の約 44％、15％、11％を占めた。 

 

ウ) 沈殿量 

調査地点別の沈殿量は 0.28～0.85mL/m3（平均：0.53mL/m3）の範囲にあり、St.1 で

最も多く、St.7 で最も少なかった。 

 

(イ) 夏季 

ア) 種構成 

採集された動物プランクトンは軟体動物門 3 種類、節足動物門 39 種類（うち

カイアシ目 33 種類）、原索動物門 4 種類、その他 3 種類の計 49 種類であった。

調査地点別の種類数は 16～29 種類の範囲にあり、St.1 で最も多く、St.3 で最も

少なかった。 
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出現種についてみると、暖海域の内湾、沿岸性の種類が多く出現していた。 

 

イ) 個体数 

調査地点別の個体数は、1,380～12,544 個体/m3（平均：5,930 個体/m3）の範囲

にあり、St.2 で最も多く、St.8 で最も少なかった。 

主な出現種は、節足動物門甲殻綱のカイアシ目のノープリウス幼生(nauplius
ノ ー プ リ ウ ス

 of 

COPEPODA
コ ペ ポ ー ダ

)、軟体動物門のマキガイ綱のヴェリジャー幼生（veliger
ヴ ェ リ ジ ャ ー

 of GASTROPODA
ガ ス ト ロ ポ ー ダ

）、

節足動物門甲殻綱のOithona
オ イ ト ナ

 sp. などであり、それぞれ全体の約 24％、15％、12％を

占めた。 

 

ウ) 沈殿量 

調査地点別の沈殿量は 0.55～2.09mL/m3（平均：1.19mL/m3）の範囲にあり、St.2

で最も多く、St.7 で最も少なかった。 

 

(ウ) 秋季 

ア) 種構成 

採集された動物プランクトンは軟体動物門 3 種類、節足動物門 49 種類（うちカイ

アシ目 44 種類）、原索動物門 1 種類、その他 10 種類の計 63 種類であった。調査地点

別の種類数は 19～33 種類の範囲にあり、St.8 で最も多く、St.4 で最も少なかった。 

出現種についてみると、暖海域の内湾、沿岸性の種類が多く出現していた。 

 

イ) 個体数 

調査地点別の個体数は、1,240～13,446 個体/m3（平均：4,796 個体/m3）の範囲

にあり、St.8 で最も多く、St.1 で最も少なかった。 

主な出現種は、節足動物門甲殻綱のカイアシ目のノープリウス期幼生

(nauplius
ノ ー プ リ ウ ス

 of COPEPODA
コ ペ ポ ー ダ

)、節足動物門甲殻綱のOithona
オ イ ト ナ

 sp. などであり、それぞ

れ全体の約 28％、15％を占めた。 

 

ウ) 沈殿量 

調査地点別の沈殿量は 0.31～1.40mL/m3（平均：0.91mL/m3）の範囲にあり、St.3 で

最も多く、St.2 で最も少なかった。 

 

(エ) 冬季 

ア) 種構成 

採集された動物プランクトンは軟体動物門 2 種類、節足動物門 44 種類（うち

カイアシ目 39 種類）、原索動物門 2 種類、その他 8 種類の計 56 種類であった。
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調査地点別の種類数は 16～32 種類の範囲にあり、St.8 で最も多く、St.4 で最も

少なかった。 

出現種についてみると、暖海域の内湾、沿岸性の種類が多く出現していた。 

 

イ) 個体数 

調査地点別の個体数は、768～10,153 個体/m3（平均：3,200 個体/m3）の範囲に

あり、St.8 で最も多く、St.5 で最も少なかった。 

主な出現種は、節足動物門甲殻綱のカイアシ目のノープリウス期幼生(nauplius
ノ ー プ リ ウ ス

 of 

COPEPODA
コ ペ ポ ー ダ

)などであり、本種は全体の約 56％を占めた。 

 

ウ) 沈殿量 

調査地点別の沈殿量は 0.16～1.10mL/m3（平均：0.58mL/m3）の範囲にあり、St.2 で

最も多く、St.5 で最も少なかった。 
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表－ 6.2.30（1） 動物プランクトンの調査結果概要（春季） 

 

 

 

 

  

　　調査期日：平成28年 5月25日

　  調査方法：北原式定量ネットによる鉛直曳き

項目 調査地点 1 2 3 4 5

沈殿量（mL/m
3
） 0.85 0.56 0.43 0.57 0.36

軟体動物門 1   2   2   2   1   

節足動物門 19   20   10   8   15   

原索動物門 1   2   1   1   

そ　の　他 3   4   1   2   3   

合　　　計 24   28   13   13   20   

軟体動物門 600   1,869   280   1,020   1,550   

節足動物門 4,708   11,097   850   1,950   8,120   

原索動物門 188   360   20   70   

そ　の　他 218   708   40   160   140   

合　　　計 5,714   14,034   1,170   3,150   9,880   

軟体動物門 10.5 13.3 23.9 32.4 15.7

節足動物門 82.4 79.1 72.6 61.9 82.2

原索動物門 3.3 2.6 0.6 0.7

そ　の　他 3.8 5.0 3.4 5.1 1.4

nauplius of COPEPODA nauplius of COPEPODA nauplius of COPEPODA nauplius of COPEPODA nauplius of COPEPODA

1,294 (22.6) 5,639 (40.2) 380 (32.5) 1,290 (41.0) 3,800 (38.5)

Oithona  sp. veliger of GASTROPODA veliger of GASTROPODA umbo larva of BIVALVIA Oithona  sp.

1,076 (18.8) 1,705 (12.1) 260 (22.2) 720 (22.9) 2,500 (25.3)

Paracalanus  sp. Paracalanus  sp. Oithona  sp. Oithona  sp. veliger of GASTROPODA

718 (12.6) 1,574 (11.2) 120 (10.3) 360 (11.4) 1,550 (15.7)

veliger of GASTROPODA Oithona  sp.

600 (10.5) 1,574 (11.2)

項目 調査地点 6 7 8 平均

沈殿量（mL/m
3
） 0.52 0.28 0.67 0.53

軟体動物門 2   2   2   2   

節足動物門 11   2   10   33   

原索動物門 1   3   

そ　の　他 3   3   10   

合　　　計 17   4   15   48   

軟体動物門 416   80   94   739   

節足動物門 3,888   24   5,520   4,520   

原索動物門 96   92   

そ　の　他 64   94   178   

合　　　計 4,464   104   5,708   5,528   

軟体動物門 9.3 76.9 1.6 13.4

節足動物門 87.1 23.1 96.7 81.8

原索動物門 2.2 1.7

そ　の　他 1.4 1.6 3.2

nauplius of COPEPODA veliger of GASTROPODA nauplius of COPEPODA nauplius of COPEPODA

3,440 (77.1) 64 (61.5) 3,782 (66.3) 2,453 (44.4)

umbo larva of BIVALVIA Oithona  sp. Oithona  sp.

16 (15.4) 887 (15.5) 816 (14.8)

ISOPODA veliger of GASTROPODA

16 (15.4) 578 (10.5)

注1：主な出現種は各調査地点での上位5種(ただし、組成比が10%以上)を示した。

注2：平均欄の種類数は総種類数を示した。

種類数

主な出現種と個体数

（個体/m
3
）

(  )内は組成比率

(%)

種類数

個体数

（個体/m
3
）

個体数

（個体/m
3
）

個体数

組成比

（%）

個体数

組成比

（%）

主な出現種と個体数

（個体/m
3
）

(  )内は組成比率

(%)
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表－ 6.2.30（2） 動物プランクトンの調査結果概要（夏季） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

　　調査期日：平成28年 7月25日

　  調査方法：北原式定量ネットによる鉛直曳き

項目 調査地点 1 2 3 4 5

沈殿量（mL/m
3
） 1.23 2.09 0.60 1.87 1.29

軟体動物門 1   2   3   3   1   

節足動物門 23   17   11   13   17   

原索動物門 2   1   1   1   

そ　の　他 3   1   1   1   1   

合　　　計 29   20   16   18   20   

軟体動物門 1,184   506   390   810   4,308   

節足動物門 4,778   11,905   1,520   5,850   3,969   

原索動物門 686   140   380   492   

そ　の　他 62   133   80   200   123   

合　　　計 6,710   12,544   2,130   7,240   8,892   

軟体動物門 17.6 4.0 18.3 11.2 48.4

節足動物門 71.2 94.9 71.4 80.8 44.6

原索動物門 10.2 6.6 5.2 5.5

そ　の　他 0.9 1.1 3.8 2.8 1.4

nauplius of COPEPODA nauplius of COPEPODA nauplius of COPEPODA nauplius of COPEPODA veliger of GASTROPODA

1,870 (27.9) 2,827 (22.5) 680 (31.9) 3,000 (41.4) 4,308 (48.4)

veliger of GASTROPODA Oithona  sp. veliger of GASTROPODA Oithona  sp. nauplius of COPEPODA

1,184 (17.6) 1,867 (14.9) 240 (11.3) 1,200 (16.6) 1,077 (12.1)

Paracalanidae

1,307 (10.4)

項目 調査地点 6 7 8 平均

沈殿量（mL/m
3
） 0.64 0.55 1.25 1.19

軟体動物門 3   2   2   3   

節足動物門 16   14   13   39   

原索動物門 1   4   3   4   

そ　の　他 1   1   3   

合　　　計 21   21   18   49   

軟体動物門 250   460   97   1,001   

節足動物門 2,330   4,491   1,054   4,487   

原索動物門 130   846   229   363   

そ　の　他 20   20   80   

合　　　計 2,730   5,817   1,380   5,930   

軟体動物門 9.2 7.9 7.0 16.9

節足動物門 85.3 77.2 76.4 75.7

原索動物門 4.8 14.5 16.6 6.1

そ　の　他 0.7 0.3 1.3

nauplius of COPEPODA nauplius of COPEPODA Oithona  sp. nauplius of COPEPODA

740 (27.1) 1,143 (19.6) 491 (35.6) 1,430 (24.1)

Oithona  sp. Oikopleura  sp. veliger of GASTROPODA

857 (14.7) 202 (14.6) 861 (14.5)

Oithona simplex Oithona simplex Oithona  sp.

735 (12.6) 158 (11.4) 722 (12.2)

Oikopleura  sp.

673 (11.6)

注1：主な出現種は各調査地点での上位5種(ただし、組成比が10%以上)を示した。

注2：平均欄の種類数は総種類数を示した。

種類数

主な出現種と個体数

（個体/m
3
）

(  )内は組成比率

(%)

種類数

個体数

（個体/m
3
）

個体数

（個体/m
3
）

個体数

組成比

（%）

個体数

組成比

（%）

主な出現種と個体数

（個体/m
3
）

(  )内は組成比率

(%)
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表－ 6.2.30（3） 動物プランクトンの調査結果概要（秋季） 

 

  
　　調査期日：平成28年11月 5日

　  調査方法：北原式定量ネットによる鉛直曳き

項目 調査地点 1 2 3 4 5

沈殿量（mL/m
3
） 0.59 0.31 1.40 1.03 0.98

軟体動物門 1   1   3   3   1   

節足動物門 19   22   23   14   23   

原索動物門 1   

そ　の　他 1   1   3   2   6   

合　　　計 21   24   30   19   30   

軟体動物門 67   33   340   220   71   

節足動物門 1,116   1,520   2,930   2,160   5,216   

原索動物門 10   

そ　の　他 57   22   60   20   386   

合　　　計 1,240   1,575   3,340   2,400   5,673   

軟体動物門 5.4 2.1 10.2 9.2 1.3

節足動物門 90.0 96.5 87.7 90.0 91.9

原索動物門 0.3

そ　の　他 4.6 1.4 1.8 0.8 6.8

nauplius of COPEPODA nauplius of COPEPODA Oithona  sp. nauplius of COPEPODA nauplius of COPEPODA

210 (16.9) 378 (24.0) 850 (25.4) 1,280 (53.3) 966 (17.0)

Oncaea  sp. Oithona  sp. Oithona simplex Microsetella norvegica Clausocalanus  sp.

152 (12.3) 233 (14.8) 370 (11.1) 280 (11.7) 844 (14.9)

Oithona  sp.

133 (10.7)

項目 調査地点 6 7 8 平均

沈殿量（mL/m
3
） 0.74 1.37 0.87 0.91

軟体動物門 3   2   3   3   

節足動物門 27   21   27   49   

原索動物門 1   1   

そ　の　他 1   2   3   10   

合　　　計 31   26   33   63   

軟体動物門 600   90   982   300   

節足動物門 5,090   4,650   11,539   4,278   

原索動物門 120   16   

そ　の　他 10   130   925   201   

合　　　計 5,700   4,990   13,446   4,796   

軟体動物門 10.5 1.8 7.3 6.3

節足動物門 89.3 93.2 85.8 89.2

原索動物門 2.4 0.3

そ　の　他 0.2 2.6 6.9 4.2

nauplius of COPEPODA nauplius of COPEPODA nauplius of COPEPODA nauplius of COPEPODA

1,710 (30.0) 1,300 (26.1) 4,444 (33.1) 1,322 (27.6)

Oithona  sp. Oithona  sp. Oithona  sp. Oithona  sp.

720 (12.6) 1,250 (25.1) 1,667 (12.4) 702 (14.6)

Oncaea  sp.

640 (11.2)

注1：主な出現種は各調査地点での上位5種(ただし、組成比が10%以上)を示した。

注2：平均欄の種類数は総種類数を示した。

種類数

主な出現種と個体数

（個体/m
3
）

(  )内は組成比率

(%)

種類数

個体数

（個体/m
3
）

個体数

（個体/m
3
）

個体数
組成比

（%）

個体数

組成比

（%）

主な出現種と個体数

（個体/m
3
）

(  )内は組成比率
(%)
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表－ 6.2.30（4） 動物プランクトンの調査結果概要（冬季） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

　　調査期日：平成29年 1月30日

　  調査方法：北原式定量ネットによる鉛直曳き
項目 調査地点 1 2 3 4 5

沈殿量（mL/m
3
） 0.36 1.10 0.83 0.47 0.16

軟体動物門 1   1   1   

節足動物門 16   19   22   14   16   

原索動物門 1   1   1   

そ　の　他 5   2   2   1   3   

合　　　計 22   21   26   16   21   

軟体動物門 30   40   10   

節足動物門 748   3,440   710   5,130   691   

原索動物門 62   30   31   

そ　の　他 99   30   20   160   36   

合　　　計 909   3,470   790   5,330   768   

軟体動物門 3.8 0.8 1.3

節足動物門 82.3 99.1 89.9 96.2 90.0

原索動物門 6.8 3.8 4.0

そ　の　他 10.9 0.9 2.5 3.0 4.7

nauplius of COPEPODA nauplius of COPEPODA nauplius of COPEPODA nauplius of COPEPODA nauplius of COPEPODA

249 (27.4) 1,170 (33.7) 100 (12.7) 4,360 (81.8) 295 (38.4)

Microsetella rosea Microsetella norvegica Oithona  sp.

760 (21.9) 80 (10.1) 134 (17.4)

Oncaea  sp.

450 (13.0)

項目 調査地点 6 7 8 平均

沈殿量（mL/m
3
） 0.34 0.58 0.80 0.58

軟体動物門 2   2   2   

節足動物門 16   20   26   44   

原索動物門 1   1   2   2   

そ　の　他 3   2   2   8   

合　　　計 22   23   32   56   

軟体動物門 24   177   35   

節足動物門 1,356   2,466   9,697   3,030   

原索動物門 60   84   34   38   

そ　の　他 84   108   245   98   

合　　　計 1,524   2,658   10,153   3,200   

軟体動物門 1.6 1.7 1.1

節足動物門 89.0 92.8 95.5 94.7

原索動物門 3.9 3.2 0.3 1.2

そ　の　他 5.5 4.1 2.4 3.1

nauplius of COPEPODA nauplius of COPEPODA nauplius of COPEPODA nauplius of COPEPODA

780 (51.2) 972 (36.6) 6,444 (63.5) 1,796 (56.1)

Oithona  sp. Oithona  sp.

192 (12.6) 432 (16.3)

Oithona oculata

378 (14.2)

注1：主な出現種は各調査地点での上位5種(ただし、組成比が10%以上)を示した。

注2：平均欄の種類数は総種類数を示した。

種類数

主な出現種と個体数

（個体/m
3
）

(  )内は組成比率

(%)

種類数

個体数

（個体/m
3
）

個体数

（個体/m
3
）

個体数

組成比
（%）

個体数
組成比

（%）

主な出現種と個体数

（個体/m
3
）

(  )内は組成比率
(%)
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表－6.2.31（1） 動物プランクトン出現種一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：〇は出現を示す。 

調査期日：春季：平成28年 5月25日

　　　　　夏季：平成28年 7月25日

　　　　　秋季：平成28年11月 5日

　　　　　冬季：平成29年 1月30日

調査方法：北原式定量ネットによる鉛直曳き

春季 夏季 秋季 冬季

1 肉質鞭毛虫 顆粒性網状根足虫 有孔虫 - FORAMINIFERIDA 有孔虫目 ○

2 - - - SARCODINA 肉質虫亜門 ○

3 繊毛虫 多膜 少毛 ｽﾅｶﾗﾑｼ Tintinnopsis radix ○

4 刺胞動物 ﾋﾄﾞﾛﾑｼ ｸﾀﾞｸﾗｹﾞ - SIPHONOPHORAE ｸﾀﾞｸﾗｹﾞ目 ○

5 - - ephyra of HYDROZOA ﾋﾄﾞﾛﾑｼ綱のｴﾋｨﾗ幼生 ○

6 HYDROZOA ﾋﾄﾞﾛﾑｼ綱 ○ ○ ○

7 有櫛動物 - - - cydippe of CTENOPHORA 有櫛動物門のｷﾃﾞｨｯﾍﾟ幼生 ○

8 扁形動物 ｳｽﾞﾑｼ - - Muller's larva of TURBELLARIA ｳｽﾞﾑｼ綱のﾐｭｰﾗｰ幼生 ○

9 軟体動物 ﾏｷｶﾞｲ - - veliger of GASTROPODA ﾏｷｶﾞｲ綱のｳﾞｪﾘｼﾞｬｰ幼生 ○ ○ ○ ○

10 ﾆﾏｲｶﾞｲ - - D shaped larva of BIVALVIA ﾆﾏｲｶﾞｲ綱のD型幼生 ○ ○

11 umbo larva of BIVALVIA ﾆﾏｲｶﾞｲ綱の殻頂期幼生 ○ ○ ○ ○

12 環形動物 ｺﾞｶｲ - - trochophora of POLYCHAETA ｺﾞｶｲ綱のﾄﾛｺﾌｫﾗ幼生 ○

13 nectochaeta of POLYCHAETA ｺﾞｶｲ綱のﾈｸﾄｷｰﾀ幼生 ○ ○ ○ ○

14 節足動物 甲殻 ｶｲﾑｼ - OSTRACODA ｶｲﾑｼ目 ○

15 ｶｲｱｼ ｶﾗﾇｽ Calanus sinicus ○

16 Undinula darwini ○

17 Calanidae ｶﾗﾇｽ科 ○ ○ ○

18 ﾕｳｶﾗﾇｽ Eucalanus  sp. ○

19 ﾊﾟﾗｶﾗﾇｽ Acrocalanus gibber ○

20 Acrocalanus gracilis ○

21 Acrocalanus longicornis ○

22 Acrocalanus similis ○ ○ ○

23 Acrocalanus  sp. ○ ○ ○ ○

24 Delius nudus ○ ○ ○

25 Paracalanus aculeatus ○

26 Paracalanus crassirostris ○ ○ ○

27 Paracalanus parvus ○

28 Paracalanus  sp. ○ ○ ○ ○

29 Paracalanidae ﾊﾟﾗｶﾗﾇｽ科 ○ ○ ○ ○

30 ﾌﾟｾｳﾄﾞｶﾗﾇｽ Clausocalanus farrani ○ ○

31 Clausocalanus furcatus ○ ○ ○

32 Clausocalanus minor ○ ○

33 Clausocalanus parapergens ○

34 Clausocalanus  sp. ○ ○ ○

35 ｶﾛｶﾗﾇｽ Calocalanus  sp. ○ ○ ○ ○

36 ﾕｳｷ-ﾀ Euchaetidae ﾕｳｷ-ﾀ科 ○ ○ ○

37 ｽｺﾚｼﾂﾘｹﾗ Scolecithrix danae ○

38 ｹﾝﾄﾛﾊﾟｹﾞｽ Centropages  sp. ○ ○

39 ｶﾝﾀﾞｷｱ Candacia truncata ○

40 ﾎﾟﾝﾃﾗ Labidocera  sp. ○

41 Pontellidae ﾎﾟﾝﾃﾗ科 ○ ○

42 ｱｶﾙﾃｨｱ Acartia fossae ○ ○ ○

43 Acartia negligens ○ ○ ○

44 Acartia sinjiensis ○

45 Acartia  sp. ○ ○ ○ ○

46 - CALANOIDA ｶﾗﾇｽ亜目 ○ ○ ○ ○

47 ｵｲﾄﾅ Oithona aruensis ○ ○ ○

48 Oithona attenuata ○ ○ ○ ○

49 Oithona dissimilis ○

50 Oithona longispina ○

51 Oithona nana ○ ○ ○

52 Oithona oculata ○ ○ ○ ○

53 Oithona plumifera ○ ○ ○

54 Oithona simplex ○ ○ ○ ○

55 Oithona  sp. ○ ○ ○ ○

56 ｵﾝｹｱ Oncaea clevei ○

57 Oncaea media ○ ○ ○

58 Oncaea venusta ○ ○

59 Oncaea  sp. ○ ○ ○ ○

60 ｸﾗｳｽ Hemicyclops  sp. ○ ○ ○

調査時季
学名No. 門 綱 目 科 和名
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表－6.2.31（2） 動物プランクトン出現種一覧 

 

 

調査期日：春季：平成28年 5月25日

　　　　　夏季：平成28年 7月25日

　　　　　秋季：平成28年11月 5日

　　　　　冬季：平成29年 1月30日

調査方法：北原式定量ネットによる鉛直曳き

春季 夏季 秋季 冬季

61 節足動物 甲殻 ｶｲｱｼ ｺﾘｹｳｽ Corycaeus affinis ○

62 Corycaeus agilis ○

63 Corycaeus speciosus ○

64 Corycaeus  sp. ○ ○ ○ ○

65 Farranula concinna ○ ○

66 Farranula gibbula ○ ○ ○

67 Farranula  sp. ○

68 - CYCLOPOIDA ｷｸﾛﾌﾟｽ亜目 ○

69 ｴｸﾃｨﾉｿﾏ Microsetella norvegica ○ ○ ○ ○

70 Microsetella rosea ○ ○

71 Microsetella  sp. ○

72 ﾀｷﾃﾞｨｳｽ Euterpina acutifrons ○

73 ﾐﾗｷｱ Macrosetella gracilis ○

74 - HARPACTICOIDA ﾊﾙﾊﾟｸﾁｽ亜目 ○ ○ ○ ○

75 - MONSTRILLOIDA ﾓﾝｽﾄﾘﾗ亜目 ○

76 - nauplius of COPEPODA ｶｲｱｼ目のﾉｰﾌﾟﾘｳｽ幼生 ○ ○ ○ ○

77 ﾌｼﾞﾂﾎﾞ - nauplius of CIRRIPEDIA ﾌｼﾞﾂﾎﾞ亜目のﾉｰﾌﾟﾘｳｽ幼生 ○ ○ ○ ○

78 - nauplius of FACETOTECTA ﾊﾝｾﾉｶﾘｽ亜目のﾉｰﾌﾟﾘｳｽ幼生 ○ ○ ○ ○

79 ﾜﾗｼﾞﾑｼ - ISOPODA ﾜﾗｼﾞﾑｼ目 ○ ○ ○ ○

80 ｵｷｱﾐ - calyptopis of EUPHAUSIACEA ｵｷｱﾐ目のｶﾘﾌﾟﾄﾋﾟｽ幼生 ○

81 ｴﾋﾞ ﾕﾒｴﾋﾞ Lucifer  sp. ○

82 - zoea of BRACHYURA ｶﾆ亜目のｿﾞｴｱ幼生 ○ ○

83 - zoea of DECAPODA ｴﾋﾞ目のｿﾞｴｱ幼生 ○ ○ ○

84 mysis of DECAPODA ｴﾋﾞ目のﾐｼｽ幼生 ○

85 毛顎動物 ﾔﾑｼ ﾔﾑｼ ｻｼﾞｯﾀ Sagitta enflata ○ ○

86 Sagitta ferox ○

87 Sagitta regularis ○ ○

88 Sagitta  sp. ○ ○ ○ ○

89 棘皮動物 ｸﾓﾋﾄﾃﾞ - - ophiopluteus of OPHIUROIDEA ｸﾓﾋﾄﾃﾞ綱のｵﾌｨｵﾌﾟﾙﾃｳｽ幼生 ○ ○

90 ｳﾆ - - echinopluteus of ECHINOIDEA ｳﾆ綱のｴｷﾉﾌﾟﾙﾃｳｽ幼生 ○

91 原索動物 ﾎﾔ - - appendicularia of ASCIDIACEA ﾎﾔ綱のｱﾍﾟﾝﾃﾞｨｷｭﾗﾘｱ幼生 ○

92 ｵﾀﾏﾎﾞﾔ ｵﾀﾏﾎﾞﾔ ｵｲｺﾌﾟﾚｳﾗ Oikopleura dioica ○ ○

93 Oikopleura longicauda ○

94 Oikopleura  sp. ○ ○ ○ ○

95 ﾌﾘﾃｨﾗﾘｱ Fritillaria  sp. ○ ○

96 脊椎動物 硬骨魚 - - egg of OSTEICHTHYES 硬骨魚綱の卵 ○ ○ ○

97 larva of OSTEICHTHYES 硬骨魚綱の幼生 ○

48 49 63 56

注：〇は出現を示す。

出現種類数

調査時季
学名No. 門 綱 目 科 和名
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表－6.2.32（1） 動物プランクトン調査結果（春季） 

 

 

 

 

 

         調査期日：平成28年 5月25日

     　　調査方法：北原式定量ネットによる鉛直曳き

     　　単　　位：個体/m
3

番号 種名　　　　＼　　　　 調査地点 1 2 3 4 5 6 7 8 合計

1 FORAMINIFERIDA 40 40 

2 Tintinnopsis radix 39 39 

3 ephyra of HYDROZOA 8 8 

4 HYDROZOA 59 59 

5 cydippe of CTENOPHORA 18 10 28 

6 Muller's larva of TURBELLARIA 66 10 76 

7 veliger of GASTROPODA 600 1,705 260 300 1,550 80 64 65 4,624 

8 umbo larva of BIVALVIA 164 20 720 336 16 29 1,285 

9 nectochaeta of POLYCHAETA 135 544 150 110 40 36 1,015 

10 Acrocalanus similis 18 105 10 133 

11 Acrocalanus  sp. 12 282 294 

12 Paracalanus aculeatus 6 6 

13 Paracalanus  sp. 718 1,574 40 60 60 2,452 

14 Paracalanidae 200 295 60 555 

15 Calocalanus  sp. 71 30 101 

16 Euchaetidae 6 6 

17 Acartia fossae 165 13 48 22 248 

18 Acartia negligens 10 10 

19 Acartia  sp. 365 1,049 20 530 7 1,971 

20 CALANOIDA 59 210 30 299 

21 Oithona aruensis 85 50 80 22 237 

22 Oithona attenuata 13 60 73 

23 Oithona longispina 12 12 

24 Oithona nana 7 7 

25 Oithona oculata 82 50 32 160 324 

26 Oithona plumifera 20 20 

27 Oithona simplex 147 66 20 40 273 

28 Oithona  sp. 1,076 1,574 120 360 2,500 8 887 6,525 

29 Oncaea media 20 20 

30 Oncaea  sp. 41 26 80 147 

31 Hemicyclops  sp. 10 10 

32 Corycaeus  sp. 59 210 269 

33 Microsetella norvegica 7 40 47 

34 Euterpina acutifrons 7 7 

35 HARPACTICOIDA 13 30 8 51 

36 MONSTRILLOIDA 40 40 

37 nauplius of COPEPODA 1,294 5,639 380 1,290 3,800 3,440 3,782 19,625 

38 nauplius of CIRRIPEDIA 318 105 20 150 550 120 1,263 

39 nauplius of FACETOTECTA 30 220 40 291 581 

40 ISOPODA 59 60 20 24 16 247 426 

41 zoea of BRACHYURA 16 29 45 

42 zoea of DECAPODA 7 73 80 

43 Sagitta regularis 20 22 42 

44 Sagitta  sp. 65 36 101 

45 Oikopleura dioica 85 96 181 

46 Oikopleura  sp. 188 275 20 483 

47 Fritillaria  sp. 70 70 

48 egg of OSTEICHTHYES 16 16 

種類数    24 28 13 13 20 17 4 15 48 

合　計 5,714 14,034 1,170 3,150 9,880 4,464 104 5,708 44,224 

沈殿量（mL/m
3
） 0.85 0.56 0.43 0.57 0.36 0.52 0.28 0.67 4.24 
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表－6.2.32（2） 動物プランクトン調査結果（夏季） 

 

 

 

 

         調査期日：平成28年 7月25日

     　　調査方法：北原式定量ネットによる鉛直曳き

     　　単　　位：個体/m
3

番号 種名　　　　＼　　　　 調査地点 1 2 3 4 5 6 7 8 合計

1 veliger of GASTROPODA 1,184 213 240 430 4,308 170 327 18 6,890 

2 D shaped larva of BIVALVIA 20 160 30 210 

3 umbo larva of BIVALVIA 293 130 220 50 133 79 905 

4 nectochaeta of POLYCHAETA 21 133 80 200 20 20 474 

5 OSTRACODA 20 20 

6 Calanidae 18 18 

7 Acrocalanus gibber 160 160 

8 Acrocalanus similis 10 1,013 190 169 122 44 1,548 

9 Acrocalanus  sp. 166 827 477 110 255 1,835 

10 Delius nudus 10 10 

11 Paracalanus crassirostris 31 293 90 70 26 510 

12 Paracalanus  sp. 447 400 30 277 220 184 18 1,576 

13 Paracalanidae 1,307 70 146 50 378 35 1,986 

14 Clausocalanus furcatus 62 62 

15 Clausocalanus  sp. 42 70 112 

16 Calocalanus  sp. 177 120 30 327 

17 Labidocera  sp. 13 13 

18 Pontellidae 40 15 55 

19 Acartia fossae 93 23 10 126 

20 Acartia sinjiensis 53 53 

21 Acartia  sp. 208 1,093 40 400 354 120 439 53 2,707 

22 CALANOIDA 130 60 143 333 

23 Oithona aruensis 239 1,240 320 35 1,834 

24 Oithona attenuata 50 50 

25 Oithona nana 31 31 

26 Oithona oculata 10 130 92 30 10 18 290 

27 Oithona simplex 125 413 160 477 240 735 158 2,308 

28 Oithona  sp. 291 1,867 200 1,200 638 230 857 491 5,774 

29 Oncaea  sp. 218 8 226 

30 Hemicyclops  sp. 8 8 

31 Corycaeus affinis 15 15 

32 Corycaeus  sp. 62 20 82 

33 Farranula concinna 10 10 

34 Farranula gibbula 21 21 

35 CYCLOPOIDA 166 166 

36 Microsetella norvegica 125 8 133 

37 HARPACTICOIDA 83 133 70 50 102 18 456 

38 nauplius of COPEPODA 1,870 2,827 680 3,000 1,077 740 1,143 105 11,442 

39 nauplius of CIRRIPEDIA 291 240 150 270 154 51 35 1,191 

40 nauplius of FACETOTECTA 31 140 41 212 

41 ISOPODA 114 10 124 

42 Lucifer  sp. 10 10 

43 zoea of DECAPODA 53 10 63 

44 Sagitta  sp. 31 123 154 

45 appendicularia of ASCIDIACEA 10 9 19 

46 Oikopleura dioica 41 41 

47 Oikopleura  sp. 561 140 380 492 130 673 202 2,578 

48 Fritillaria  sp. 125 122 18 265 

49 egg of OSTEICHTHYES 10 10 

種類数    29 20 16 18 20 21 21 18 49 

合　計 6,710 12,544 2,130 7,240 8,892 2,730 5,817 1,380 47,443 

沈殿量（mL/m
3
） 1.23 2.09 0.60 1.87 1.29 0.64 0.55 1.25 9.52 
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表－6.2.32（3） 動物プランクトン調査結果（秋季） 

 

 

 

         調査期日：平成28年11月 5日

     　　調査方法：北原式定量ネットによる鉛直曳き

     　　単　　位：個体/m
3

番号 種名　　　　＼　　　　 調査地点 1 2 3 4 5 6 7 8 合計

1 SIPHONOPHORAE 10 10 

2 HYDROZOA 10 10 

3 veliger of GASTROPODA 67 160 90 71 350 70 130 938 

4 D shaped larva of BIVALVIA 100 50 110 352 612 

5 umbo larva of BIVALVIA 33 80 80 140 20 500 853 

6 nectochaeta of POLYCHAETA 57 22 10 61 110 759 1,019 

7 Calanus sinicus 10 10 

8 Calanidae 70 70 

9 Eucalanus  sp. 10 20 10 40 

10 Acrocalanus longicornis 40 40 

11 Acrocalanus similis 22 50 10 20 315 417 

12 Acrocalanus  sp. 160 140 300 

13 Delius nudus 19 22 120 10 102 30 303 

14 Paracalanus crassirostris 33 40 73 

15 Paracalanus parvus 56 30 86 

16 Paracalanus  sp. 67 111 90 20 356 80 170 56 950 

17 Paracalanidae 19 22 70 10 102 170 260 620 1,273 

18 Clausocalanus farrani 51 70 20 130 271 

19 Clausocalanus furcatus 19 31 20 80 333 483 

20 Clausocalanus minor 65 65 

21 Clausocalanus  sp. 114 44 20 90 844 190 20 889 2,211 

22 Calocalanus  sp. 48 22 220 40 325 220 130 1,005 

23 Euchaetidae 30 41 71 

24 Scolecithrix danae 10 10 

25 Centropages  sp. 9 9 

26 Candacia truncata 100 100 

27 Pontellidae 11 200 90 176 477 

28 Acartia fossae 10 10 

29 Acartia negligens 30 10 40 

30 Acartia  sp. 20 51 100 120 291 

31 CALANOIDA 19 33 30 82 

32 Oithona attenuata 9 9 

33 Oithona dissimilis 22 22 

34 Oithona nana 40 19 59 

35 Oithona oculata 76 67 102 120 250 778 1,393 

36 Oithona plumifera 10 11 10 41 74 146 

37 Oithona simplex 57 156 370 30 112 230 270 37 1,262 

38 Oithona  sp. 133 233 850 200 559 720 1,250 1,667 5,612 

39 Oncaea media 19 11 142 160 611 943 

40 Oncaea venusta 264 30 19 313 

41 Oncaea  sp. 152 100 80 30 508 640 140 685 2,335 

42 Corycaeus agilis 10 10 

43 Corycaeus speciosus 10 10 

44 Corycaeus  sp. 10 70 71 70 30 251 

45 Farranula gibbula 10 10 

46 Microsetella norvegica 29 22 160 280 61 150 241 943 

47 Microsetella rosea 20 30 30 37 117 

48 Macrosetella gracilis 9 9 

49 HARPACTICOIDA 48 56 10 65 179 

50 nauplius of COPEPODA 210 378 290 1,280 966 1,710 1,300 4,444 10,578 

51 nauplius of CIRRIPEDIA 57 44 200 60 447 10 40 204 1,062 

52 nauplius of FACETOTECTA 80 80 

53 ISOPODA 44 100 19 163 

54 zoea of DECAPODA 9 9 

55 mysis of DECAPODA 19 19 

56 Sagitta enflata 31 31 

57 Sagitta ferox 10 10 

58 Sagitta regularis 10 254 10 274 

59 Sagitta  sp. 40 10 157 207 

60 ophiopluteus of OPHIUROIDEA 20 20 

61 echinopluteus of ECHINOIDEA 20 20 

62 Oikopleura  sp. 10 120 130 

63 larva of OSTEICHTHYES 9 9 

種類数    21 24 30 19 30 31 26 33 63 

合　計 1,240 1,575 3,340 2,400 5,673 5,700 4,990 13,446 38,364 

沈殿量（mL/m
3
） 0.59 0.31 1.40 1.03 0.98 0.74 1.37 0.87 7.29 
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表－6.2.32（4） 動物プランクトン調査結果（冬季） 

 

 

 

 

  

         調査期日：平成29年 1月30日

     　　調査方法：北原式定量ネットによる鉛直曳き

     　　単　　位：個体/m
3

番号 種名　　　　＼　　　　 調査地点 1 2 3 4 5 6 7 8 合計

1 SARCODINA 36 10 6 52 

2 HYDROZOA 6 6 

3 veliger of GASTROPODA 30 40 12 133 215 

4 umbo larva of BIVALVIA 10 12 44 66 

5 trochophora of POLYCHAETA 10 10 

6 nectochaeta of POLYCHAETA 27 10 10 160 16 72 102 239 636 

7 Undinula darwini 6 6 

8 Calanidae 9 10 6 25 

9 Acrocalanus gracilis 5 5 

10 Acrocalanus  sp. 10 10 

11 Delius nudus 18 70 20 20 48 122 298 

12 Paracalanus crassirostris 28 28 

13 Paracalanus  sp. 36 80 70 80 41 48 192 161 708 

14 Paracalanidae 62 110 40 10 30 54 111 417 

15 Clausocalanus farrani 10 10 

16 Clausocalanus furcatus 89 20 40 30 6 185 

17 Clausocalanus minor 18 10 11 39 

18 Clausocalanus parapergens 20 10 30 

19 Clausocalanus  sp. 60 10 21 12 12 72 187 

20 Calocalanus  sp. 10 20 10 16 12 36 28 132 

21 Euchaetidae 10 10 

22 Centropages  sp. 6 6 

23 Acartia negligens 18 10 28 

24 Acartia  sp. 20 10 10 18 6 64 

25 CALANOIDA 53 20 40 18 18 149 

26 Oithona aruensis 24 24 

27 Oithona attenuata 89 89 

28 Oithona oculata 40 10 54 378 17 499 

29 Oithona plumifera 6 6 

30 Oithona simplex 18 40 18 106 182 

31 Oithona  sp. 44 90 60 320 134 192 432 889 2,161 

32 Oncaea clevei 18 18 

33 Oncaea media 18 80 20 40 10 12 30 106 316 

34 Oncaea venusta 10 12 67 89 

35 Oncaea  sp. 71 450 40 57 174 789 1,581 

36 Hemicyclops  sp. 28 28 

37 Corycaeus  sp. 9 5 14 

38 Farranula concinna 6 6 

39 Farranula gibbula 20 6 26 

40 Farranula  sp. 18 18 

41 Microsetella norvegica 320 80 10 24 6 172 612 

42 Microsetella rosea 760 60 820 

43 Microsetella  sp. 40 33 73 

44 HARPACTICOIDA 60 80 21 12 12 50 235 

45 nauplius of COPEPODA 249 1,170 100 4,360 295 780 972 6,444 14,370 

46 nauplius of CIRRIPEDIA 20 78 48 244 390 

47 nauplius of FACETOTECTA 70 70 

48 ISOPODA 10 40 36 12 89 187 

49 calyptopis of EUPHAUSIACEA 10 10 

50 zoea of BRACHYURA 40 20 17 77 

51 Sagitta enflata 18 6 24 

52 Sagitta  sp. 9 20 6 35 

53 ophiopluteus of OPHIUROIDEA 9 9 

54 Oikopleura longicauda 6 6 

55 Oikopleura  sp. 62 30 31 60 84 28 295 

56 egg of OSTEICHTHYES 10 10 

種類数    22 21 26 16 21 22 23 32 56 

合　計 909 3,470 790 5,330 768 1,524 2,658 10,153 25,602 

沈殿量（mL/m
3
） 0.36 1.10 0.83 0.47 0.16 0.34 0.58 0.80 4.64 
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図－6.2.37 動物プランクトンの水平分布 

 



 

6-153 

 (3) 魚卵 

1) 調査概要 

船上より MTD ネットを用いて、約 2 ノットで 10 分間、表層水平曳きにより採集し、

試料はホルマリンで固定後、種同定し、個体数を計数した。 

 

2) 調査結果 

魚卵の調査結果概要は表－ 6.2.33 に、出現種一覧は表－6.2.34 に、調査結果は表

－6.2.35 に、水平分布状況は図－6.2.38 に示すとおりである。 

 

(ア) 春季 

ア) 種構成 

採集された魚卵は、エソ科、ブダイ科などと不明卵 16 タイプの計 23 種類であ

った。調査地点別の種類数は 2～15 種類の範囲にあり、St.1、5 で多く、St.7 で

最も少なかった。 

出現種についてみると、いずれも琉球列島沿岸で普通にみられる種類であった。

また、琉球列島における卵の知見がほとんど見当たらないため、不明卵が多くな

った。 

 

イ) 個体数 

調査地点別の個体数は 13～1,816 個体/曳網（平均：535 個体/曳網）の範囲に

あり、St.1、5 で多く、St.8 で最も少なかった。 

礁縁部の St.1 と St.5 では、種類数と個体数共に多く、礁縁部における産卵や外海

からの卵の供給によると考えられる。 

主な出現種は、単脂球形卵（卵径 0.55～0.63mm）、ブダイ科 1、多脂球形卵（卵

径 0.70～0.78mm）であり、それぞれ全体の約 41％、37％、15％を占めていた。

単脂球形卵（卵径 0.55～0.63mm）は全調査地点に出現し、St.1 で最も多かった。

ブダイ科 1 は St.1、5 に出現し、St.5 で最も多かった。多脂球形卵（卵径 0.70

～0.78mm）は St.1 で出現していた。 
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(イ) 夏季 

ア) 種構成 

採集された魚卵は、エソ科、ブダイ科などと不明卵 16 タイプの計 23 種類であ

った。調査地点別の種類数は 4～16 種類の範囲にあり、St.1、3、5 で多く、St.8

で最も少なかった。 

出現種についてみると、いずれも琉球列島沿岸で普通にみられる種類であった。

また、琉球列島における卵の知見がほとんど見当たらないため、不明卵が多くな

った。 

 

イ) 個体数 

調査地点別の個体数は 18～5,551 個体/曳網（平均：1,303 個体/曳網）の範囲

にあり、St.1 で最も多く、St.8 で最も少なかった。 

春季と同様に、礁縁部の St.1 と St.5 では、種類数と個体数共に多く、礁縁部にお

ける産卵や外海からの卵の供給によると考えられる。 

主な出現種は、単脂球形卵（卵径 0.50～0.60mm）、ブダイ科 1 であり、それぞれ全

体の約 56％、21％を占めていた。単脂球形卵（卵径 0.50～0.60mm）は St.3、5、7 を

除く調査地点に出現し、St.1 で最も多かった。ブダイ科 1 は St.1、3、5 に出現し、

St.5 で最も多かった。 

 

(ウ) 秋季 

ア) 種構成 

採集された魚卵は、ウナギ目、エソ科、ブダイ科などと不明卵 21 タイプの計 28 種

類であった。調査地点別の種類数は 9～19 種類の範囲にあり、St.1 で最も多く、St.8

で最も少なかった。 

 

イ) 個体数 

調査地点別の個体数は 38～3,568 個体/曳網（平均：626 個体/曳網）の範囲に

あり、St.5 で最も多く、St.7、8 で最も少なかった。 

主な出現種は、ブダイ科 1、ブダイ科 2 であり、それぞれ全体の約 69％、10％を

占めていた。ブダイ科 1 は St.4、6、8 を除く調査地点、ブダイ科 2 は St.5、7 に出

現し、いずれも St.5 で多かった。 
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(エ) 冬季 

ア) 種構成 

採集された魚卵は、エソ科、ブダイ科などと不明卵 27 タイプの計 33 種類であ

った。調査地点別の種類数は 6～23 種類の範囲にあり、St.1 で最も多く、St.4

で最も少なかった。 

出現種についてみると、種名の明らかな出現種は、いずれも琉球列島沿岸で普通に

みられる種類であった。また、琉球列島における卵の知見がほとんど見当たらないた

め、不明卵が多くなった。 

 

イ) 個体数 

調査地点別の個体数は 15～2,998 個体/曳網（平均：627 個体/曳網）の範囲に

あり、St.5 で最も多く、St.4 で最も少なかった。 

主な出現種は、ブダイ科 1、ブダイ科 2 であり、それぞれ全体の約 53％、約 25％

を占めていた。ブダイ科 1 は全調査地点に、ブダイ科 2 は St.5 に出現し、いずれも

St.5 で最も多かった。 

  



 

6-156 

 

表－ 6.2.33（1） 魚卵の調査結果概要（春季） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                     調査期日：平成28年 5月25日

                     調査方法：MTDネットによる水平曳き 

項目    　   調査地点 1 2 3

種類数 15   10   7   

個体数（個体/曳網） 1,704   387   105   

単脂球形卵 0.55～0.63mm 単脂球形卵 0.55～0.63mm 単脂球形卵 0.55～0.63mm

713 (41.8) 302 (78.0) 96 (91.4)

多脂球形卵 0.70～0.78mm 単脂球形卵 0.70～0.78mm

463 (27.2) 67 (17.3)

ﾌﾞﾀﾞｲ科 1

412 (24.2)

項目    　   調査地点 4 5 6

種類数 3   14   4   

個体数（個体/曳網） 59   1,816   127   

単脂球形卵 0.55～0.63mm ﾌﾞﾀﾞｲ科 1 単脂球形卵 0.55～0.63mm

57 (96.6) 1,149 (63.3) 121 (95.3)

単脂球形卵 0.55～0.63mm

397 (21.9)

項目    　   調査地点 7 8 平均

種類数 2   4   23   

個体数（個体/曳網） 66   13   535   

単脂球形卵 0.55～0.63mm 無脂球形卵 0.57～0.60mm 単脂球形卵 0.55～0.63mm

65 (98.5) 7 (53.8) 219 (41.0)

単脂球形卵 0.55～0.63mm ﾌﾞﾀﾞｲ科 1

4 (30.8) 195 (36.5)

多脂球形卵 0.70～0.78mm

78 (14.6)

注1：主な出現種は各調査地点での上位5種(ただし、組成比が10%以上)を示した。

注2：平均欄の種類数は総種類数を示した。

注3：不明卵に付した数値は卵径範囲を示した。

主な出現種と個数
（個/曳網）

（ ）内は組成比率
（%）

主な出現種と個数
（個/曳網）

（ ）内は組成比率
（%）

主な出現種と個数
（個/曳網）

（ ）内は組成比率
（%）
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表－ 6.2.33（2） 魚卵の調査結果概要（夏季） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                     調査期日：平成28年 7月25日

                     調査方法：MTDネットによる水平曳き 

項目    　   調査地点 1 2 3

種類数 14   8   11   

個体数（個体/曳網） 5,551   1,344   334   

単脂球形卵 0.50～0.60mm 単脂球形卵 0.50～0.60mm ﾌﾞﾀﾞｲ科 1

4,606 (83.0) 725 (53.9) 105 (31.4)

ﾌﾞﾀﾞｲ科 1 単脂球形卵 0.63～0.68mm 単脂球形卵 0.70～0.78mm

591 (10.6) 332 (24.7) 90 (26.9)

単脂球形卵 0.70～0.78mm 単脂球形卵 0.53～0.61mm

224 (16.7) 59 (17.7)

ﾌﾞﾀﾞｲ科 2

46 (13.8)

項目    　   調査地点 4 5 6

種類数 5   16   6   

個体数（個体/曳網） 290   2,687   147   

単脂球形卵 0.50～0.60mm ﾌﾞﾀﾞｲ科 1 単脂球形卵 0.50～0.60mm

254 (87.6) 1,493 (55.6) 99 (67.3)

単脂球形卵 0.70～0.78mm 単脂球形卵 0.70～0.78mm 単脂球形卵 0.70～0.78mm

31 (10.7) 424 (15.8) 24 (16.3)

単脂球形卵 0.53～0.61mm 単脂球形卵 0.63～0.68mm

326 (12.1) 15 (10.2)

項目    　   調査地点 7 8 平均

種類数 7   4   23   

個体数（個体/曳網） 56   18   1,303   

単脂球形卵 0.70～0.78mm 単脂球形卵 0.53～0.61mm 単脂球形卵 0.50～0.60mm

18 (32.1) 9 (50.0) 726 (55.7)

多脂球形卵 0.60～0.63mm 単脂球形卵 0.50～0.60mm ﾌﾞﾀﾞｲ科 1

15 (26.8) 7 (38.9) 274 (21.0)

単脂球形卵 0.63～0.68mm

13 (23.2)

注1：主な出現種は各調査地点での上位5種(ただし、組成比が10%以上)を示した。

注2：平均欄の種類数は総種類数を示した。

注3：不明卵に付した数値は卵径範囲を示した。

主な出現種と個数
（個/曳網）

（ ）内は組成比率
（%）

主な出現種と個数
（個/曳網）

（ ）内は組成比率
（%）

主な出現種と個数
（個/曳網）

（ ）内は組成比率
（%）
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表－ 6.2.33（3） 魚卵の調査結果概要（秋季） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                     調査期日：平成28年11月 5日

                     調査方法：MTDネットによる水平曳き 

項目    　   調査地点 1 2 3

種類数 19   18   11   

個体数 （個体/曳網） 691   146   265   

ﾌﾞﾀﾞｲ科 1 ﾌﾞﾀﾞｲ科 1 ﾌﾞﾀﾞｲ科 1

429 (62.1) 28 (19.2) 161 (60.8)

単脂球形卵 0.63～0.68mm 単脂球形卵 0.63～0.68mm 単脂球形卵 0.60～0.66mm

85 (12.3) 22 (15.1) 67 (25.3)

単脂球形卵 0.60～0.66mm 単脂球形卵 0.55～0.62mm

73 (10.6) 21 (14.4)

多脂球形卵 0.65～0.67mm

18 (12.3)

項目    　   調査地点 4 5 6

種類数 10   15   14   

個体数 （個体/曳網） 94   3,568   164   

無脂球形卵 0.58～0.67mm ﾌﾞﾀﾞｲ科 1 単脂球形卵 0.49～0.58mm

33 (35.1) 2,824 (79.1) 125 (76.2)

単脂球形卵 0.49～0.58mm ﾌﾞﾀﾞｲ科 2

26 (27.7) 448 (12.6)

単脂球形卵 0.55～0.62mm

12 (12.8)

項目    　   調査地点 7 8 平均

種類数 10   9   28   

個体数 （個体/曳網） 38   38   626   

ﾌﾞﾀﾞｲ科 1 単脂球形卵 0.49～0.58mm ﾌﾞﾀﾞｲ科 1

11 (28.9) 12 (31.6) 432 (69.0)

単脂球形卵 0.49～0.58mm 無脂球形卵 0.58～0.67mm ﾌﾞﾀﾞｲ科 2

6 (15.8) 10 (26.3) 65 (10.3)

ﾌﾞﾀﾞｲ科 2 単脂球形卵 0.63～0.68mm

5 (13.2) 5 (13.2)

単脂球形卵 0.63～0.68mm ｴｿ科 3

5 (13.2) 4 (10.5)

ｴｿ科 2

4 (10.5)

注1：主な出現種は各調査地点での上位5種(ただし、組成比が10%以上)を示した。

注2：平均欄の種類数は総種類数を示した。

注3：不明卵に付した数値は卵径範囲を示した。

主な出現種と個数
（個/曳網）

（ ）内は組成比率
（%）

主な出現種と個数
（個/曳網）

（ ）内は組成比率
（%）

主な出現種と個数
（個/曳網）

（ ）内は組成比率
（%）
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表－ 6.2.33（4） 魚卵の調査結果概要（冬季） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                     調査期日：平成29年 1月30日

                     調査方法：MTDネットによる水平曳き 

項目    　   調査地点 1 2 3

種類数 23   10   14   

個体数（個体/曳網） 563   53   158   

ﾌﾞﾀﾞｲ科 1 無脂球形卵 0.65～0.74mm ﾌﾞﾀﾞｲ科 1

294 (52.2) 22 (41.5) 75 (47.5)

単脂球形卵 0.65～0.71mm ﾌﾞﾀﾞｲ科 1 単脂球形卵 0.66～0.75mm

69 (12.3) 12 (22.6) 17 (10.8)

単脂球形卵 0.77～0.88mm

9 (17.0)

項目    　   調査地点 4 5 6

種類数 6   18   18   

個体数（個体/曳網） 15   2,998   441   

ﾌﾞﾀﾞｲ科 1 ﾌﾞﾀﾞｲ科 1 ﾌﾞﾀﾞｲ科 1

7 (46.7) 1,696 (56.6) 168 (38.1)

単脂球形卵 0.77～0.88mm ﾌﾞﾀﾞｲ科 2 単脂球形卵 0.77～0.88mm

3 (20.0) 1,120 (37.4) 64 (14.5)

単脂球形卵 0.60～0.65mm 無脂球形卵 0.65～0.74mm

2 (13.3) 56 (12.7)

項目    　   調査地点 7 8 平均

種類数 17   14   33   

個体数（個体/曳網） 644   141   627   

ﾌﾞﾀﾞｲ科 1 ﾌﾞﾀﾞｲ科 1 ﾌﾞﾀﾞｲ科 1

347 (53.9) 67 (47.5) 333 (53.2)

単脂球形卵 0.77～0.88mm 単脂球形卵 0.77～0.88mm ﾌﾞﾀﾞｲ科 2

84 (13.0) 19 (13.5) 156 (24.9)

単脂球形卵 0.60～0.65mm

16 (11.3)

注1：主な出現種は各調査地点での上位5種(ただし、組成比が10%以上)を示した。

注2：平均欄の種類数は総種類数を示した。

注3：不明卵に付した数値は卵径範囲を示した。

主な出現種と個数
（個/曳網）

（ ）内は組成比率
（%）

主な出現種と個数
（個/曳網）

（ ）内は組成比率
（%）

主な出現種と個数
（個/曳網）

（ ）内は組成比率
（%）
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表－6.2.34（1） 魚卵の出現種一覧 

 

 

調査期日：春季：平成28年 5月25日

　　　　　夏季：平成28年 7月25日

　　　　　秋季：平成28年11月 5日

　　　　　冬季：平成29年 1月30日

調査方法：MTDネットによる水平曳き 

春季 夏季 秋季 冬季

1 脊椎動物 硬骨魚 ｳﾅｷﾞ - ANGUILLIFORMES 1 ｳﾅｷﾞ目 1 ○ ○

2 ﾆｼﾝ ﾆｼﾝ Clupeidae 2 ﾆｼﾝ科 2 ○ ○

3 ｶﾀｸﾁｲﾜｼ Engraulididae 1 ｶﾀｸﾁｲﾜｼ科 1 ○ ○

4 ﾋﾒ ｴｿ Synodontidae 1 ｴｿ科 1 ○

5 Synodontidae 2 ｴｿ科 2 ○ ○ ○

6 Synodontidae 3 ｴｿ科 3 ○ ○ ○ ○

7 ﾖｳｼﾞｳｵ ﾔｶﾞﾗ Fistularia commersonii ｱｵﾔｶﾞﾗ ○ ○ ○

8 ｽｽﾞｷ ﾌﾞﾀﾞｲ Scaridae 1 ﾌﾞﾀﾞｲ科 1 ○ ○ ○ ○

9 Scaridae 2 ﾌﾞﾀﾞｲ科 2 ○ ○ ○ ○

10 ｶﾚｲ - SOLEOIDEI 1 ｳｼﾉｼﾀ亜目 1 ○

11 ﾌｸﾞ ﾊｺﾌｸﾞ Ostraciidae 1 ﾊｺﾌｸﾞ科 1 ○

12 - - Unidentified warp-egg of n.o.-15 無脂不整球形卵 0.80～0.92mm×0.62～0.80mm ○

13 Unidentified warp-egg of n.o.-16 無脂不整球形卵 0.73～0.89mm×0.65～0.74mm ○

14 Unidentified warp-egg of n.o.-17 無脂不整球形卵 0.83～0.92mm×0.70～0.85mm ○

15 Unidentified warp-egg of n.o.-18 無脂不整球形卵 0.74～0.87mm×0.67～0.76mm ○

16 Unidentified egg of n.o.-36 無脂球形卵 0.57～0.60mm ○

17 Unidentified egg of n.o.-37 無脂球形卵 0.70～0.77mm ○

18 Unidentified egg of n.o.-38 無脂球形卵 2.55mm ○

19 Unidentified egg of n.o.-39 無脂球形卵 0.54～0.58mm ○

20 Unidentified egg of n.o.-40 無脂球形卵 0.63～0.65mm ○

21 Unidentified egg of n.o.-41 無脂球形卵 1.30mm ○

22 Unidentified egg of n.o.-42 無脂球形卵 1.52mm ○

23 Unidentified egg of n.o.-43 無脂球形卵 0.58～0.67mm ○

24 Unidentified egg of n.o.-44 無脂球形卵 0.70mm ○

25 Unidentified egg of n.o.-45 無脂球形卵 0.62～0.64mm ○

26 Unidentified egg of n.o.-46 無脂球形卵 0.65～0.74mm ○

27 Unidentified egg of n.o.-47 無脂球形卵 0.70～0.75mm ○

28 Unidentified egg of n.o.-48 無脂球形卵 0.83～0.87mm ○

29 Unidentified warp-egg of s.o.-9 単脂不整球形卵 0.74mm×0.64mm ○

30 Unidentified warp-egg of s.o.-10 単脂不整球形卵 0.87mm×0.76mm ○

31 Unidentified warp-egg of s.o.-11 単脂不整球形卵 0.75～0.79mm×0.68～0.74mm ○

32 Unidentified warp-egg of s.o.-12 単脂不整球形卵 1.00mm×0.92mm ○

33 Unidentified egg of s.o.-159 単脂球形卵 0.55～0.63mm ○

34 Unidentified egg of s.o.-160 単脂球形卵 0.60～0.68mm ○

35 Unidentified egg of s.o.-161 単脂球形卵 0.65～0.74mm ○

36 Unidentified egg of s.o.-162 単脂球形卵 0.70～0.78mm ○

37 Unidentified egg of s.o.-163 単脂球形卵 0.79～0.87mm ○

38 Unidentified egg of s.o.-164 単脂球形卵 0.79mm ○

39 Unidentified egg of s.o.-165 単脂球形卵 0.92mm ○

40 Unidentified egg of s.o.-166 単脂球形卵 1.12mm ○

41 Unidentified egg of s.o.-167 単脂球形卵 1.32～1.39mm ○

42 Unidentified egg of s.o.-168 単脂球形卵 0.50～0.60mm ○

43 Unidentified egg of s.o.-169 単脂球形卵 0.53～0.61mm ○

44 Unidentified egg of s.o.-170 単脂球形卵 0.62～0.68mm ○

45 Unidentified egg of s.o.-171 単脂球形卵 0.63～0.68mm ○

46 Unidentified egg of s.o.-172 単脂球形卵 0.70～0.78mm ○

47 Unidentified egg of s.o.-173 単脂球形卵 0.72～0.82mm ○

48 Unidentified egg of s.o.-174 単脂球形卵 0.75mm ○

49 Unidentified egg of s.o.-175 単脂球形卵 1.37～1.39mm ○

50 Unidentified egg of s.o.-176 単脂球形卵 0.49～0.58mm ○

51 Unidentified egg of s.o.-177 単脂球形卵 0.55～0.62mm ○

52 Unidentified egg of s.o.-178 単脂球形卵 0.60～0.66mm ○

53 Unidentified egg of s.o.-179 単脂球形卵 0.63～0.68mm ○

54 Unidentified egg of s.o.-180 単脂球形卵 0.68～0.70mm ○

55 Unidentified egg of s.o.-181 単脂球形卵 0.71～0.75mm ○

56 Unidentified egg of s.o.-182 単脂球形卵 0.75～0.76mm ○

57 Unidentified egg of s.o.-183 単脂球形卵 0.80～0.84mm ○

58 Unidentified egg of s.o.-184 単脂球形卵 0.90mm ○

59 Unidentified egg of s.o.-185 単脂球形卵 0.98mm ○

60 Unidentified egg of s.o.-186 単脂球形卵 1.04mm ○

注1：〇は出現を示す。

注2：不明卵に付した数値は卵形範囲を示した。

調査時季
和名No. 門 綱 目 科 学名
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表－6.2.34（2） 魚卵の出現種一覧 

 

 

 

 

 

 

 

調査期日：春季：平成28年 5月25日

　　　　　夏季：平成28年 7月25日

　　　　　秋季：平成28年11月 5日

　　　　　冬季：平成29年 1月30日

調査方法：MTDネットによる水平曳き 

春季 夏季 秋季 冬季

61 脊椎動物 硬骨魚 - - Unidentified egg of s.o.-187 単脂球形卵 1.22～1.34mm ○

62 Unidentified egg of s.o.-188 単脂球形卵 0.55～0.58mm ○

63 Unidentified egg of s.o.-189 単脂球形卵 0.60～0.65mm ○

64 Unidentified egg of s.o.-190 単脂球形卵 0.65～0.71mm ○

65 Unidentified egg of s.o.-191 単脂球形卵 0.66～0.75mm ○

66 Unidentified egg of s.o.-192 単脂球形卵 0.68～0.75mm ○

67 Unidentified egg of s.o.-193 単脂球形卵 0.72～0.80mm ○

68 Unidentified egg of s.o.-194 単脂球形卵 0.77～0.88mm ○

69 Unidentified egg of s.o.-195 単脂球形卵 0.80mm ○

70 Unidentified egg of s.o.-196 単脂球形卵 0.83～0.92mm ○

71 Unidentified egg of s.o.-197 単脂球形卵 0.86～0.93mm ○

72 Unidentified egg of s.o.-198 単脂球形卵 0.90mm ○

73 Unidentified egg of s.o.-199 単脂球形卵 0.98～1.05mm ○

74 Unidentified egg of s.o.-200 単脂球形卵 1.01～1.04mm ○

75 Unidentified egg of s.o.-201 単脂球形卵 1.03～1.11mm ○

76 Unidentified egg of s.o.-202 単脂球形卵 1.33～1.42mm ○

77 Unidentified egg of m.o.-37 多脂球形卵 0.63～0.68mm ○

78 Unidentified egg of m.o.-38 多脂球形卵 0.70～0.78mm ○

79 Unidentified egg of m.o.-39 多脂球形卵 0.60～0.63mm ○

80 Unidentified egg of m.o.-40 多脂球形卵 0.89～1.00mm ○

81 Unidentified egg of m.o.-41 多脂球形卵 0.65～0.67mm ○

82 Unidentified egg of m.o.-42 多脂球形卵 0.74～0.75mm ○

83 Unidentified egg of m.o.-43 多脂球形卵 0.82mm ○

84 Unidentified egg of m.o.-44 多脂球形卵 0.90～0.98mm ○

85 Unidentified egg of m.o.-45 多脂球形卵 1.00～1.13mm ○

86 Unidentified egg of m.o.-46 多脂球形卵 1.16mm ○

87 Unidentified egg of m.o.-47 多脂球形卵 0.85mm ○

88 Unidentified egg of m.o.-48 多脂球形卵 0.89mm ○

89 Unidentified egg of m.o.-49 多脂球形卵 1.04～1.07mm ○

90 Unidentified egg of m.o.-50 多脂球形卵 1.08～1.11mm ○

91 Unidentified egg of m.o.-51 多脂球形卵 1.19～1.22mm ○

23 23 28 33

注1：〇は出現を示す。

注2：不明卵に付した数値は卵形範囲を示した。

出現種類数

調査時季
和名No. 門 綱 目 科 学名
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表－6.2.35（1） 魚卵調査結果（春季） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表－6.2.35（2） 魚卵調査結果（夏季） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 調査期日：平成28年 5月25日

 調査方法：MTDネットによる水平曳き 

 単　　位：個/曳網

番号 種　名　　　＼　　　調査地点 1 2 3 4 5 6 7 8 合計

1 ｶﾀｸﾁｲﾜｼ科 1 1 1

2 ｴｿ科 2 1 1

3 ｴｿ科 3 1 1

4 ｱｵﾔｶﾞﾗ 1 1

5 ﾌﾞﾀﾞｲ科 1 412 1,149 1,561

6 ﾌﾞﾀﾞｲ科 2 42 20 62

7 ﾊｺﾌｸﾞ科 1 2 2

8 無脂不整球形卵 0.80～0.92mm×0.62～0.80mm 1 2 2 2 7

9 無脂球形卵 0.57～0.60mm 7 7

10 0.70～0.77mm 7 1 25 33

11 2.55mm 1 1

12 単脂不整球形卵 0.74mm×0.64mm 1 1

13 単脂球形卵 0.55～0.63mm 713 302 96 57 397 121 65 4 1,755

14 0.60～0.68mm 6 3 2 1 31 1 44

15 0.65～0.74mm 5 1 6

16 0.70～0.78mm 6 67 1 9 2 1 86

17 0.79～0.87mm 1 1

18 0.79mm 16 5 2 7 2 32

19 0.92mm 1 1

20 1.12mm 1 1

21 1.32～1.39mm 1 1 1 2 5

22 多脂球形卵 0.63～0.68mm 33 4 5 42

23 0.70～0.78mm 463 2 161 626

 種類数 15 10 7 3 14 4 2 4 23

 合　計 1,704 387 105 59 1,816 127 66 13 4,277

注：不明卵に付した数値は卵径範囲を示した。

 調査期日：平成28年 7月25日

 調査方法：MTDネットによる水平曳き 

 単　　位：個/曳網

番号 種　名　　　＼　　　調査地点 1 2 3 4 5 6 7 8 合計

1 ｳﾅｷﾞ目 1 1 1

2 ﾆｼﾝ科 2 1 1 2

3 ｶﾀｸﾁｲﾜｼ科 1 1 6 7

4 ｴｿ科 3 3 2 1 2 8

5 ｱｵﾔｶﾞﾗ 1 1 2

6 ﾌﾞﾀﾞｲ科 1 591 105 1,493 2,189

7 ﾌﾞﾀﾞｲ科 2 11 46 184 241

8 無脂不整球形卵 0.73～0.89mm×0.65～0.74mm 2 4 1 3 1 1 12

9 無脂球形卵 0.54～0.58mm 52 3 55

10 0.63～0.65mm 10 10

11 1.30mm 1 1

12 1.52mm 1 1

13 単脂不整球形卵 0.87mm×0.76mm 1 1

14 単脂球形卵 0.50～0.60mm 4,606 725 9 254 106 99 4 7 5,810

15 0.53～0.61mm 59 1 326 7 4 9 406

16 0.62～0.68mm 186 55 2 19 262

17 0.63～0.68mm 13 332 12 3 104 15 13 1 493

18 0.70～0.78mm 72 224 90 31 424 24 18 883

19 0.72～0.82mm 10 1 10 1 22

20 0.75mm 1 1

21 1.37～1.39mm 2 1 3

22 多脂球形卵 0.60～0.63mm 15 15

23 0.89～1.00mm 2 2

 種類数 14 8 11 5 16 6 7 4 23

 合　計 5,551 1,344 334 290 2,687 147 56 18 10,427

注：不明卵に付した数値は卵径範囲を示した。
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表－6.2.35（3） 魚卵調査結果（秋季） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表－6.2.35（4） 魚卵調査結果（冬季） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 調査期日：平成28年11月 5日

 調査方法：MTDネットによる水平曳き 

 単　　位：個/曳網

番号 種　名　　　＼　　　調査地点 1 2 3 4 5 6 7 8 合計

1 ｳﾅｷﾞ目 1 1 1 2

2 ｴｿ科 2 2 3 8 5 4 22

3 ｴｿ科 3 5 5 2 1 8 1 4 26

4 ｱｵﾔｶﾞﾗ 1 1 2

5 ﾌﾞﾀﾞｲ科 1 429 28 161 2,824 11 1 3,454

6 ﾌﾞﾀﾞｲ科 2 51 5 8 448 5 517

7 ｳｼﾉｼﾀ亜目 1 1 1

8 無脂不整球形卵 0.83～0.92mm×0.70～0.85mm 3 9 1 4 1 2 20

9 無脂球形卵 0.58～0.67mm 11 33 10 54

10 0.70mm 1 1

11 単脂球形卵 0.49～0.58mm 6 12 2 26 5 125 6 12 194

12 0.55～0.62mm 2 21 12 2 37

13 0.60～0.66mm 73 4 67 4 221 2 1 372

14 0.63～0.68mm 85 22 14 4 44 11 5 5 190

15 0.68～0.70mm 5 1 2 2 3 13

16 0.71～0.75mm 2 3 5

17 0.75～0.76mm 1 2 1 1 1 6

18 0.80～0.84mm 1 2 2 2 7

19 0.90mm 1 1

20 0.98mm 1 1

21 1.04mm 1 1

22 1.22～1.34mm 3 7 2 3 1 16

23 多脂球形卵 0.65～0.67mm 18 9 27

24 0.74～0.75mm 1 1 2 4

25 0.82mm 1 1

26 0.90～0.98mm 2 2 3 2 1 10

27 1.00～1.13mm 8 2 4 4 1 19

28 1.16mm 1 1

 種類数 19 18 11 10 15 14 10 9 28

 合　計 691 146 265 94 3,568 164 38 38 5,004

注：不明卵に付した数値は卵径範囲を示した。

 調査期日：平成29年 1月30日

 調査方法：MTDネットによる水平曳き 

 単　　位：個/曳網

番号 種　名　　　＼　　　調査地点 1 2 3 4 5 6 7 8 合計

1 ﾆｼﾝ科 2 3 1 2 6

2 ｴｿ科 1 4 3 6 1 14

3 ｴｿ科 2 3 2 12 4 21

4 ｴｿ科 3 2 1 3

5 ﾌﾞﾀﾞｲ科 1 294 12 75 7 1,696 168 347 67 2,666

6 ﾌﾞﾀﾞｲ科 2 48 2 15 1,120 16 38 7 1,246

7 無脂不整球形卵 0.74～0.87mm×0.67～0.76mm 1 1 5 2 9

8 無脂球形卵 0.62～0.64mm 2 1 4 2 1 10

9 0.65～0.74mm 22 1 56 1 80

10 0.70～0.75mm 1 1

11 0.83～0.87mm 29 29

12 単脂不整球形卵 0.75～0.79mm×0.68～0.74mm 2 2

13 1.00mm×0.92mm 1 1

14 単脂球形卵 0.55～0.58mm 2 2 5 1 6 8 11 1 36

15 0.60～0.65mm 19 2 8 2 13 18 31 16 109

16 0.65～0.71mm 69 6 1 43 17 11 8 155

17 0.66～0.75mm 19 17 33 21 49 2 141

18 0.68～0.75mm 12 1 3 21 5 1 43

19 0.72～0.80mm 8 9 11 8 6 2 44

20 0.77～0.88mm 21 9 13 3 35 64 84 19 248

21 0.80mm 1 1

22 0.83～0.92mm 24 15 41 8 88

23 0.86～0.93mm 3 3 6

24 0.90mm 1 1

25 0.98～1.05mm 8 3 1 12

26 1.01～1.04mm 2 1 3

27 1.03～1.11mm 20 1 5 26

28 1.33～1.42mm 1 1 2

29 多脂球形卵 0.85mm 1 1

30 0.89mm 1 1

31 1.04～1.07mm 1 1 2

32 1.08～1.11mm 1 1 2 4

33 1.19～1.22mm 2 2

 種類数 23 10 14 6 18 18 17 14 33

 合　計 563 53 158 15 2,998 441 644 141 5,013

注：不明卵に付した数値は卵径範囲を示した。
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図－6.2.38 魚卵水平分布状況 

  



 

6-165 

 (4) 稚仔魚 

1) 調査概要 

船上より MTD ネットを用いて、約 2 ノットで 10 分間、表層水平曳きにより採集し、

試料はホルマリンで固定後、種同定し、個体数を計数した。 

 

2) 調査結果 

稚子魚の調査結果概要は表－ 6.2.36 に、出現種一覧は表－6.2.37 に、調査結果は

表－6.2.38 に、水平分布状況は図－6.2.39 に示すとおりである。なお、和名のタイプ

分けは環境影響評価時の現地調査と同様である。 

 

(ア) 春季 

ア) 種構成 

採集された稚仔魚は、スズメダイ科、イソギンポ科、ハゼ科など計 34 種類で

あった。調査地点別の種類数は 3～18 種類の範囲にあり、St.8 で最も多く、St.4

で最も少なかった。 

出現種についてみると、いずれも琉球列島沿岸及び内湾域で普通にみられる種類で

あり、特にハゼ科に属するものが多かった。 

 

イ) 個体数 

調査地点別の個体数は 5～66 個体/曳網（平均：17 個体/曳網）の範囲にあり、

St.8 で最も多く、St.3、4 で最も少なかった。 

主な出現種は、ハゼ科 2、不明孵化仔魚であり、それぞれ全体の約 12％、10％を占

めていた。ハゼ科 2 は St.1、4、6、8 に出現し、St.8 で最も多かった。不明孵化仔魚

は St.1、3、4、5 に出現し、St.1 で最も多かった。 

 

(イ) 夏季 

ア) 種構成 

採集された稚仔魚は、アジ科、イソギンポ科、ハゼ科など計 18 種類であった。

調査地点別の種類数は 0～7 種類の範囲にあり、St.2、5 で最も多く、St.7 では

出現がみられなかった。 

出現種についてみると、いずれも琉球列島沿岸及び内湾域で普通にみられる種類で

あり、特にイソギンポ科及びハゼ科に属するものが多かった。 

 

イ) 個体数 

調査地点別の個体数は 0～34 個体/曳網（平均：10 個体/曳網）の範囲にあり、

St.1 で最も多く、St.7 では出現がみられなかった。 
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主な出現種は、不明孵化仔魚であり、全体の約 56％を占めていた。不明孵化仔魚は

St.4、7、8 を除く調査地点に出現し、St.1 で最も多かった。 

 

(ウ) 秋季 

ア) 種構成 

採集された稚仔魚は、ヒメジ科、イソギンポ科、ハゼ科など計 43 種類であっ

た。調査地点別の種類数は 4～26 種類の範囲にあり、St.4 で最も多く、St.1、2

で少なかった。 

出現種についてみると、いずれも琉球列島沿岸及び内湾域で普通にみられる種類で

あり、特にハゼ科に属するものが多かった。 

 

イ) 個体数 

調査地点別の個体数は 5～73 個体/曳網（平均：20 個体/曳網）の範囲にあり、

St.4 で最も多く、St.1、2 で少なかった。 

主な出現種は、不明孵化仔魚、ハゼ科 3 であり、それぞれ全体の約 20％、11％を

占めていた。不明孵化仔魚は St7、8 を除く調査点に、ハゼ科 3 は St.2、4、7 に出現

し、いずれも St.4 で多かった。 

 

(エ) 冬季 

ア) 種構成 

採集された稚仔魚は、ハダカイワシ科、ヘビギンポ科、ハゼ科など計 65 種類

であった。調査地点別の種類数は 3～26 種類の範囲にあり、St.6 で最も多く、St.2

で少なかった。 

出現種についてみると、いずれも琉球列島沿岸及び内湾域で普通にみられる種類で

あり、特にハゼ科に属するものが多かった。 

 

イ) 個体数 

調査地点別の個体数は 4～46 個体/曳網（平均：25 個体/曳網）の範囲にあり、

St.6 で最も多く、St.4 で少なかった。 

主な出現種は、不明孵化仔魚、オオクチイワシであり、それぞれ全体の約 12％、約

11％を占めていた。不明孵化仔魚は St.1、7、8 に、オオクチイワシは St.3、5、6 に

出現し、不明孵化仔魚は St.7 で、オオクチイワシは St.5 で最も多かった。 
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表－ 6.2.36（1） 稚仔魚の調査結果概要（春季） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                     調査期日：平成28年 5月25日

                     調査方法：MTDネットによる水平曳き 

項目    　   調査地点 1 2 3

種類数 5   10   4   

個体数（個体/曳網） 9   15   5   

不明孵化仔魚 ﾊｾﾞ科 3 ﾖｳｼﾞｳｵ目 1

4 (44.4) 3 (20.0) 2 (40.0)

ﾊｾﾞ科 2 ﾊｾﾞ科 43 ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ科 4

2 (22.2) 3 (20.0) 1 (20.0)

ｽｽﾞﾒﾀﾞｲ科 6 ﾊｾﾞ科 4 ﾈｽﾞｯﾎﾟ科 3

1 (11.1) 2 (13.3) 1 (20.0)

ﾊｾﾞ科 4 不明孵化仔魚

1 (11.1) 1 (20.0)

ﾊｾﾞ科 5

1 (11.1)

項目    　   調査地点 4 5 6

種類数 3   5   14   

個体数（個体/曳網） 5   7   25   

ﾊｾﾞ科 10 不明孵化仔魚 ﾊｾﾞ科 9

2 (40.0) 3 (42.9) 6 (24.0)

不明孵化仔魚 ｽｽﾞﾒﾀﾞｲ科 1 ﾊｾﾞ科 2

2 (40.0) 1 (14.3) 3 (12.0)

ﾊｾﾞ科 2 ｽｽﾞﾒﾀﾞｲ科 3 ﾊｾﾞ科 10

1 (20.0) 1 (14.3) 3 (12.0)

ﾊｾﾞ科 4

1 (14.3)

不明仔魚（破損個体）

1 (14.3)

項目    　   調査地点 7 8 平均

種類数 5   18   34   

個体数（個体/曳網） 7   66   17   

ﾊﾀﾀﾃｷﾞﾝﾎﾟ属 1 ﾊｾﾞ科 2 ﾊｾﾞ科 2

2 (28.6) 10 (15.2) 2 (11.5)

ﾊｾﾞ科 3 不明仔魚 59 不明孵化仔魚

2 (28.6) 10 (15.2) 2 (10.1)

ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ科 4 ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ科 4

1 (14.3) 7 (10.6)

ﾊｾﾞ科 9

1 (14.3)

ﾊｾﾞ科 37

1 (14.3)

注1：主な出現種は各調査地点での上位5種(ただし、組成比が10%以上)を示した。

注2：平均欄の種類数は総種類数を示した。

主な出現種と個体数

（個体/曳網）

（ ）内は組成比率

（%）

主な出現種と個体数

（個体/曳網）

（ ）内は組成比率

（%）

主な出現種と個体数

（個体/曳網）

（ ）内は組成比率

（%）
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表－ 6.2.36（2） 稚仔魚の調査結果概要（夏季） 

 

 

  

                     調査期日：平成28年 7月25日

                     調査方法：MTDネットによる水平曳き 

項目    　   調査地点 1 2 3

種類数 4   7   3   

個体数（個体/曳網） 34   19   10   

不明孵化仔魚 不明孵化仔魚 不明孵化仔魚

29 (85.3) 6 (31.6) 8 (80.0)

ﾊｾﾞ科 10 ﾊｾﾞ科 2

4 (21.1) 1 (10.0)

ﾊｾﾞ科 9 ﾊｾﾞ科 37

3 (15.8) 1 (10.0)

ﾋﾒｼﾞ科 1

2 (10.5)

ﾊｾﾞ科 5

2 (10.5)

項目    　   調査地点 4 5 6

種類数 5   7   1   

個体数（個体/曳網） 6   10   2   

ﾊｾﾞ科 9 ｱｼﾞ科 2 不明孵化仔魚

2 (33.3) 3 (30.0) 2 (100.0)

ｶｴﾙｳｵ属 1 ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ科 7

1 (16.7) 2 (20.0)

ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ科 19 ｼﾏｲｻｷ科 1

1 (16.7) 1 (10.0)

ﾊｾﾞ科 5 ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ科 3

1 (16.7) 1 (10.0)

不明仔魚 61 ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ科 10

1 (16.7) 1 (10.0)

ﾊｾﾞ科 5

1 (10.0)

不明孵化仔魚

1 (10.0)

項目    　   調査地点 7 8 平均

種類数 0   1   18   

個体数（個体/曳網） 0   1   10   

ﾊｾﾞ科 9 不明孵化仔魚

1 (100.0) 6 (56.1)

注1：主な出現種は各調査地点での上位5種(ただし、組成比が10%以上)を示した。

注2：平均欄の種類数は総種類数を示した。

主な出現種と個体数

（個体/曳網）

（ ）内は組成比率

（%）

主な出現種と個体数

（個体/曳網）

（ ）内は組成比率

（%）

主な出現種と個体数

（個体/曳網）

（ ）内は組成比率

（%）
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表－ 6.2.36（3） 稚仔魚の調査結果概要（秋季） 

 

 

 

 

  

                     調査期日：平成28年11月 5日

                     調査方法：MTDネットによる水平曳き 

項目    　   調査地点 1 2 3

種類数 5   4   14   

個体数（個体/曳網） 6   5   26   

不明孵化仔魚 不明孵化仔魚 不明孵化仔魚

2 (33.3) 2 (40.0) 5 (19.2)

ｽｽﾞﾒﾀﾞｲ科 1 ﾋﾒｼﾞ科 5 不明仔魚（破損個体）

1 (16.7) 1 (20.0) 5 (19.2)

ﾍﾞﾗ亜目 2 ﾊｾﾞ科 3 ﾊｾﾞ科 11

1 (16.7) 1 (20.0) 3 (11.5)

ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ科 10 不明仔魚 62

1 (16.7) 1 (20.0)

不明仔魚（破損個体）

1 (16.7)

項目    　   調査地点 4 5 6

種類数 26   6   12   

個体数（個体/曳網） 73   7   18   

不明孵化仔魚 不明孵化仔魚 ﾊｾﾞ科 9

15 (20.5) 2 (28.6) 4 (22.2)

ﾊｾﾞ科 3 ｽｽﾞﾒﾀﾞｲ科 3 不明孵化仔魚

12 (16.4) 1 (14.3) 3 (16.7)

ﾌﾞﾀﾞｲ科 1 不明仔魚 30

1 (14.3) 2 (11.1)

ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ科 2

1 (14.3)

不明仔魚 34

1 (14.3)

不明仔魚（破損個体）

1 (14.3)

項目    　   調査地点 7 8 平均

種類数 7   12   43   

個体数（個体/曳網） 11   12   20   

ｽｽﾞﾒﾀﾞｲ科 3 （該当種なし） 不明孵化仔魚

2 (18.2) 4 (19.6)

ﾊｾﾞ科 3 ﾊｾﾞ科 3

2 (18.2) 2 (11.4)

ﾊｾﾞ科 9

2 (18.2)

ﾌｸﾞ科 2

2 (18.2)

注1：主な出現種は各調査地点での上位5種(ただし、組成比が10%以上)を示した。

注2：平均欄の種類数は総種類数を示した。

主な出現種と個体数

（個体/曳網）

（ ）内は組成比率

（%）

主な出現種と個体数

（個体/曳網）

（ ）内は組成比率

（%）

主な出現種と個体数

（個体/曳網）

（ ）内は組成比率

（%）
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表－ 6.2.36（4） 稚仔魚の調査結果概要（冬季） 

 

 

 

  

                     調査期日：平成29年 1月30日

                     調査方法：MTDネットによる水平曳き 

項目    　   調査地点 1 2 3

種類数 19   3   20   

個体数（個体/曳網） 35   5   27   

ﾔﾍﾞｳｷｴｿ ﾊｾﾞ科 2 ｵｵｸﾁｲﾜｼ

8 (22.9) 3 (60.0) 5 (18.5)

不明孵化仔魚 ﾊｾﾞ科 11 ﾊｾﾞ科 11

6 (17.1) 1 (20.0) 3 (11.1)

ﾌｸﾞ科 2

1 (20.0)

項目    　   調査地点 4 5 6

種類数 4   22   26   

個体数（個体/曳網） 4   38   46   

ﾃﾝｼﾞｸﾀﾞｲ科 2 ｵｵｸﾁｲﾜｼ ｵｵｸﾁｲﾜｼ

1 (25.0) 8 (21.1) 6 (13.0)

ｽｽﾞﾒﾀﾞｲ科 3 ﾊﾀﾞｶｲﾜｼ科 1 ﾔﾍﾞｳｷｴｿ

1 (25.0) 5 (13.2) 5 (10.9)

ﾊｾﾞ科 3

1 (25.0)

ﾊｾﾞ科 6

1 (25.0)

項目    　   調査地点 7 8 平均

種類数 14   8   65   

個体数（個体/曳網） 28   14   25   

不明孵化仔魚 ﾊｾﾞ科 5 不明孵化仔魚

11 (39.3) 3 (21.4) 3 (12.2)

ﾊｾﾞ科 9 不明孵化仔魚 ｵｵｸﾁｲﾜｼ

4 (14.3) 3 (21.4) 3 (10.7)

ｽｽﾞﾒﾀﾞｲ科 3

2 (14.3)

不明仔魚（破損個体）

2 (14.3)

注1：主な出現種は各調査地点での上位5種(ただし、組成比が10%以上)を示した。

注2：平均欄の種類数は総種類数を示した。

主な出現種と個体数

（個体/曳網）

（ ）内は組成比率

（%）

主な出現種と個体数

（個体/曳網）

（ ）内は組成比率

（%）

主な出現種と個体数

（個体/曳網）

（ ）内は組成比率
（%）
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表－6.2.37（1） 稚仔魚の出現種一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査期日：春季：平成28年 5月25日

　　　　　夏季：平成28年 7月25日

　　　　　秋季：平成28年11月 5日

　　　　　冬季：平成29年 1月30日

調査方法：MTDネットによる水平曳き 

春季 夏季 秋季 冬季

1 脊椎動物 硬骨魚 ﾆｼﾝ ﾆｼﾝ Clupeidae 6 ﾆｼﾝ科 6 ○

2 Clupeidae 7 ﾆｼﾝ科 7 ○

3 ｶﾀｸﾁｲﾜｼ Engraulididae 3 ｶﾀｸﾁｲﾜｼ科 3 ○

4 ﾜﾆﾄｶｹﾞｷﾞｽ ﾖｺｴｿ Sigmops gracile ﾖｺｴｿ ○

5 Cyclothone alba ﾕｷｵﾆﾊﾀﾞｶ ○

6 Cyclothone  sp. 1 ｵﾆﾊﾀﾞｶ属 1 ○

7 ｷﾞﾝﾊﾀﾞｶ Vinciguerria nimbaria ﾔﾍﾞｳｷｴｿ ○ ○

8 ﾜﾆﾄｶｹﾞｷﾞｽ Stomias nebulosus ﾖﾛｲﾎｼｴｿ ○

9 ﾋﾒ ｴｿ Synodontidae 3 ｴｿ科 3 ○

10 ﾊﾀﾞｶｲﾜｼ ﾊﾀﾞｶｲﾜｼ Myctophum  sp. 2 ｽｽｷﾊﾀﾞｶ属 2 ○

11 Notoscopelus japonicus ｵｵｸﾁｲﾜｼ ○

12 Lobianchia gemellarii ﾊｸﾄｳﾊﾀﾞｶ ○

13 Nannobrachium  sp. 1 ﾄﾝｶﾞﾘﾊﾀﾞｶ属 1 ○

14 Myctophidae 1 ﾊﾀﾞｶｲﾜｼ科 1 ○ ○

15 Myctophidae 3 ﾊﾀﾞｶｲﾜｼ科 3 ○

16 Myctophidae 14 ﾊﾀﾞｶｲﾜｼ科 14 ○

17 Myctophidae 15 ﾊﾀﾞｶｲﾜｼ科 15 ○

18 ﾀﾗ - GADIFORMES 1 ﾀﾗ目 1 ○ ○

19 ｷﾝﾒﾀﾞｲ ｲｯﾄｳﾀﾞｲ Holocentridae 1 ｲｯﾄｳﾀﾞｲ科 1 ○

20 ﾖｳｼﾞｳｵ - SYNGNATHIFORMES 1 ﾖｳｼﾞｳｵ目 1 ○

21 ｶｻｺﾞ ﾌｻｶｻｺﾞ Scorpaenidae 2 ﾌｻｶｻｺﾞ科 2 ○

22 Scorpaenidae 4 ﾌｻｶｻｺﾞ科 4 ○

23 - SCORPAENIFORMES 2 ｶｻｺﾞ目 2 ○

24 ｽｽﾞｷ ﾊﾀ Serranidae 1 ﾊﾀ科 1 ○

25 Serranidae 4 ﾊﾀ科 4 ○

26 ﾃﾝｼﾞｸﾀﾞｲ Apogonidae 2 ﾃﾝｼﾞｸﾀﾞｲ科 2 ○

27 ｱｼﾞ Carangidae 1 ｱｼﾞ科 1 ○

28 Carangidae 2 ｱｼﾞ科 2 ○ ○

29 ﾀｲ Sparidae 1 ﾀｲ科 1 ○

30 ﾋﾒｼﾞ Mullidae 1 ﾋﾒｼﾞ科 1 ○ ○

31 Mullidae 5 ﾋﾒｼﾞ科 5 ○

32 ｽｽﾞﾒﾀﾞｲ Pomacentridae 1 ｽｽﾞﾒﾀﾞｲ科 1 ○ ○

33 Pomacentridae 3 ｽｽﾞﾒﾀﾞｲ科 3 ○ ○ ○ ○

34 Pomacentridae 5 ｽｽﾞﾒﾀﾞｲ科 5 ○

35 Pomacentridae 6 ｽｽﾞﾒﾀﾞｲ科 6 ○

36 ｼﾏｲｻｷ Teraponidae 1 ｼﾏｲｻｷ科 1 ○

37 ﾍﾞﾗ Labridae 8 ﾍﾞﾗ科 8 ○

38 ﾌﾞﾀﾞｲ Scaridae 1 ﾌﾞﾀﾞｲ科 1 ○ ○

39 - LABROIDEI 2 ﾍﾞﾗ亜目 2 ○

40 ﾍﾋﾞｷﾞﾝﾎﾟ Tripterygiidae 1 ﾍﾋﾞｷﾞﾝﾎﾟ科 1 ○ ○

41 Tripterygiidae 3 ﾍﾋﾞｷﾞﾝﾎﾟ科 3 ○ ○ ○

42 Tripterygiidae 6 ﾍﾋﾞｷﾞﾝﾎﾟ科 6 ○

43 Tripterygiidae 7 ﾍﾋﾞｷﾞﾝﾎﾟ科 7 ○

44 Tripterygiidae 9 ﾍﾋﾞｷﾞﾝﾎﾟ科 9 ○

45 Tripterygiidae 10 ﾍﾋﾞｷﾞﾝﾎﾟ科 10 ○

46 ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ Istiblennius  sp. 1 ｶｴﾙｳｵ属 1 ○

47 Petroscirtes  sp. 1 ﾊﾀﾀﾃｷﾞﾝﾎﾟ属 1 ○ ○

48 Blenniidae 2 ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ科 2 ○ ○

49 Blenniidae 3 ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ科 3 ○

50 Blenniidae 4 ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ科 4 ○

51 Blenniidae 7 ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ科 7 ○ ○ ○

52 Blenniidae 10 ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ科 10 ○ ○

53 Blenniidae 19 ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ科 19 ○

54 ﾈｽﾞｯﾎﾟ Callionymidae 1 ﾈｽﾞｯﾎﾟ科 1 ○

55 Callionymidae 3 ﾈｽﾞｯﾎﾟ科 3 ○

56 ﾊｾﾞ Gobiidae 2 ﾊｾﾞ科 2 ○ ○ ○ ○

57 Gobiidae 3 ﾊｾﾞ科 3 ○ ○ ○

58 Gobiidae 4 ﾊｾﾞ科 4 ○ ○

59 Gobiidae 5 ﾊｾﾞ科 5 ○ ○ ○ ○

60 Gobiidae 6 ﾊｾﾞ科 6 ○ ○ ○

注：〇は出現を示す。

調査時季
和名No. 門 綱 目 科 学名
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表－6.2.37（2） 稚仔魚の出現種一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

調査期日：春季：平成28年 5月25日

　　　　　夏季：平成28年 7月25日

　　　　　秋季：平成28年11月 5日

　　　　　冬季：平成29年 1月30日

調査方法：MTDネットによる水平曳き 

春季 夏季 秋季 冬季

61 脊椎動物 硬骨魚 ｽｽﾞｷ ﾊｾﾞ Gobiidae 7 ﾊｾﾞ科 7 ○ ○

62 Gobiidae 8 ﾊｾﾞ科 8 ○ ○

63 Gobiidae 9 ﾊｾﾞ科 9 ○ ○ ○ ○

64 Gobiidae 10 ﾊｾﾞ科 10 ○ ○ ○

65 Gobiidae 11 ﾊｾﾞ科 11 ○ ○

66 Gobiidae 12 ﾊｾﾞ科 12 ○

67 Gobiidae 15 ﾊｾﾞ科 15 ○ ○ ○

68 Gobiidae 26 ﾊｾﾞ科 26 ○

69 Gobiidae 28 ﾊｾﾞ科 28 ○

70 Gobiidae 37 ﾊｾﾞ科 37 ○ ○

71 Gobiidae 43 ﾊｾﾞ科 43 ○

72 Gobiidae 44 ﾊｾﾞ科 44 ○

73 Gobiidae 45 ﾊｾﾞ科 45 ○

74 ｼﾗｽｳｵ Schindleria  sp. 1 ｼﾗｽｳｵ属 1 ○

75 ｸﾛﾀﾁｶﾏｽ Gempylidae 1 ｸﾛﾀﾁｶﾏｽ科 1 ○

76 ｶﾚｲ ﾀﾞﾙﾏｶﾞﾚｲ Bothidae 1 ﾀﾞﾙﾏｶﾞﾚｲ科 1 ○

77 ﾌｸﾞ ﾌｸﾞ Tetraodontidae 2 ﾌｸﾞ科 2 ○ ○

78 Unidentified larvae 1 不明仔魚 1 ○

79 Unidentified larvae 4 不明仔魚 4 ○

80 Unidentified larvae 7 不明仔魚 7 ○

81 Unidentified larvae 11 不明仔魚 11 ○

82 Unidentified larvae 17 不明仔魚 17 ○

83 Unidentified larvae 20 不明仔魚 20 ○

84 Unidentified larvae 21 不明仔魚 21 ○

85 Unidentified larvae 22 不明仔魚 22 ○ ○

86 Unidentified larvae 23 不明仔魚 23 ○

87 Unidentified larvae 25 不明仔魚 25 ○ ○

88 Unidentified larvae 30 不明仔魚 30 ○

89 Unidentified larvae 34 不明仔魚 34 ○

90 Unidentified larvae 54 不明仔魚 54 ○

91 Unidentified larvae 58 不明仔魚 58 ○

92 Unidentified larvae 59 不明仔魚 59 ○ ○

93 Unidentified larvae 60 不明仔魚 60 ○

94 Unidentified larvae 61 不明仔魚 61 ○

95 Unidentified larvae 62 不明仔魚 62 ○

96 Unidentified larvae 63 不明仔魚 63 ○

97 Unidentified larvae 64 不明仔魚 64 ○

98 Unidentified larvae 65 不明仔魚 65 ○ ○

99 Unidentified larvae 66 不明仔魚 66 ○ ○

100 Unidentified larvae 67 不明仔魚 67 ○

101 Unidentified larvae 68 不明仔魚 68 ○

102 Unidentified larvae 69 不明仔魚 69 ○

103 Unidentified larvae 70 不明仔魚 70 ○

104 Unidentified larvae 71 不明仔魚 71 ○

105 Unidentified larvae 72 不明仔魚 72 ○

106 Unidentified larvae 73 不明仔魚 73 ○

107 Unidentified larvae 74 不明仔魚 74 ○

108 Unidentified hatch-out larvae 不明孵化仔魚 ○ ○ ○ ○

109 Unidentified larvae (broken) 不明仔魚（破損個体） ○ ○ ○

34 18 43 65

注：〇は出現を示す。

出現種類数

調査時季
和名No. 門 綱 目 科 学名
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表－6.2.38（1） 稚仔魚調査結果（春季） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 調査期日：平成28年 5月25日

 調査方法：MTDネットによる水平曳き 

 単　　位：個体/曳網

番号 種　名　　　＼　　　調査地点 1 2 3 4 5 6 7 8 合計

1 ﾆｼﾝ科 6 1 1

2 ﾖｳｼﾞｳｵ目 1 2 2

3 ｽｽﾞﾒﾀﾞｲ科 1 1 3 4

4 ｽｽﾞﾒﾀﾞｲ科 3 1 1

5 ｽｽﾞﾒﾀﾞｲ科 5 1 1

6 ｽｽﾞﾒﾀﾞｲ科 6 1 1

7 ﾍﾋﾞｷﾞﾝﾎﾟ科 3 1 1 2

8 ﾍﾋﾞｷﾞﾝﾎﾟ科 9 1 1

9 ﾊﾀﾀﾃｷﾞﾝﾎﾟ属 1 2 2

10 ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ科 4 1 1 1 7 10

11 ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ科 7 1 2 3

12 ﾈｽﾞｯﾎﾟ科 3 1 1

13 ﾊｾﾞ科 2 2 1 3 10 16

14 ﾊｾﾞ科 3 3 1 2 5 11

15 ﾊｾﾞ科 4 1 2 1 5 9

16 ﾊｾﾞ科 5 1 1 2 4

17 ﾊｾﾞ科 6 1 1

18 ﾊｾﾞ科 7 1 1

19 ﾊｾﾞ科 9 6 1 6 13

20 ﾊｾﾞ科 10 2 3 5

21 ﾊｾﾞ科 12 1 1

22 ﾊｾﾞ科 15 1 1

23 ﾊｾﾞ科 26 2 2 4

24 ﾊｾﾞ科 28 1 1

25 ﾊｾﾞ科 37 1 1

26 ﾊｾﾞ科 43 3 3

27 ﾊｾﾞ科 44 1 1 2

28 不明仔魚 22 1 1

29 不明仔魚 23 1 1

30 不明仔魚 58 1 1

31 不明仔魚 59 10 10

32 不明仔魚 60 1 1

33 不明孵化仔魚 4 1 1 2 3 1 2 14

34 不明仔魚（破損個体） 1 2 6 9

 種類数 5 10 4 3 5 14 5 18 34

 合　計 9 15 5 5 7 25 7 66 139
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表－6.2.38（2） 稚仔魚調査結果（夏季） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 調査期日：平成28年 7月25日

 調査方法：MTDネットによる水平曳き 

 単　　位：個体/曳網

番号 種　名　　　＼　　　調査地点 1 2 3 4 5 6 7 8 合計

1 ﾆｼﾝ科 7 2 2

2 ｱｼﾞ科 2 3 3

3 ﾋﾒｼﾞ科 1 2 2

4 ｽｽﾞﾒﾀﾞｲ科 3 1 1

5 ｼﾏｲｻｷ科 1 1 1

6 ｶｴﾙｳｵ属 1 1 1

7 ﾊﾀﾀﾃｷﾞﾝﾎﾟ属 1 2 2

8 ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ科 3 1 1

9 ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ科 7 2 2

10 ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ科 10 1 1 2

11 ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ科 19 1 1

12 ﾊｾﾞ科 2 1 1 2

13 ﾊｾﾞ科 5 2 1 1 4

14 ﾊｾﾞ科 9 3 2 1 6

15 ﾊｾﾞ科 10 4 4

16 ﾊｾﾞ科 37 1 1

17 不明仔魚 61 1 1

18 不明孵化仔魚 29 6 8 1 2 46

 種類数 4 7 3 5 7 1 0 1 18

 合　計 34 19 10 6 10 2 0 1 82
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表－6.2.38（3） 稚仔魚調査結果（秋季） 

 

 

 

 調査期日：平成28年11月 5日

 調査方法：MTDネットによる水平曳き 

 単　　位：個体/曳網

番号 種　名　　　＼　　　調査地点 1 2 3 4 5 6 7 8 合計

1 ｶﾀｸﾁｲﾜｼ科 3 1 1

2 ﾔﾍﾞｳｷｴｿ 1 1

3 ﾊﾀﾞｶｲﾜｼ科 1 1 1 1 3

4 ﾀﾗ目 1 1 1

5 ｲｯﾄｳﾀﾞｲ科 1 1 1

6 ﾋﾒｼﾞ科 1 1 1

7 ﾋﾒｼﾞ科 5 1 1 2

8 ｽｽﾞﾒﾀﾞｲ科 1 1 1 1 3

9 ｽｽﾞﾒﾀﾞｲ科 3 3 1 2 6

10 ﾍﾞﾗ科 8 1 1

11 ﾌﾞﾀﾞｲ科 1 1 1

12 ﾍﾞﾗ亜目 2 1 1

13 ﾍﾋﾞｷﾞﾝﾎﾟ科 1 1 1

14 ﾍﾋﾞｷﾞﾝﾎﾟ科 3 1 1

15 ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ科 2 1 3 1 5

16 ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ科 7 1 1

17 ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ科 10 1 1

18 ﾈｽﾞｯﾎﾟ科 1 1 1 2

19 ﾊｾﾞ科 2 1 1 1 3

20 ﾊｾﾞ科 3 1 1 12 1 2 1 18

21 ﾊｾﾞ科 4 1 1 2

22 ﾊｾﾞ科 5 2 2

23 ﾊｾﾞ科 6 2 7 1 10

24 ﾊｾﾞ科 8 1 1

25 ﾊｾﾞ科 9 2 3 4 2 1 12

26 ﾊｾﾞ科 10 4 4

27 ﾊｾﾞ科 11 3 4 1 8

28 ﾊｾﾞ科 15 1 1

29 ﾀﾞﾙﾏｶﾞﾚｲ科 1 1 1

30 ﾌｸﾞ科 2 1 2 2 5

31 不明仔魚 22 2 1 3

32 不明仔魚 25 1 1

33 不明仔魚 30 2 1 3

34 不明仔魚 34 1 1 2

35 不明仔魚 59 1 1

36 不明仔魚 62 1 1 2

37 不明仔魚 63 1 1

38 不明仔魚 64 1 1

39 不明仔魚 65 1 1 2

40 不明仔魚 66 1 1

41 不明仔魚 67 1 1

42 不明孵化仔魚 2 2 5 15 2 3 1 1 31

43 不明仔魚（破損個体） 1 5 2 1 9

 種類数 5 4 14 26 6 12 7 12 43

 合　計 6 5 26 73 7 18 11 12 158
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表－6.2.38（4） 稚仔魚調査結果（冬季） 

 

 

 

 

 

  

 調査期日：平成29年 1月30日

 調査方法：MTDネットによる水平曳き 

 単　　位：個体/曳網

番号 種　名　　　＼　　　調査地点 1 2 3 4 5 6 7 8 合計

1 ﾖｺｴｿ 1 2 3

2 ﾕｷｵﾆﾊﾀﾞｶ 1 1

3 ｵﾆﾊﾀﾞｶ属 1 1 1 2

4 ﾔﾍﾞｳｷｴｿ 8 3 5 2 18

5 ﾖﾛｲﾎｼｴｿ 1 1

6 ｴｿ科 3 1 1

7 ｽｽｷﾊﾀﾞｶ属 2 1 1 2

8 ｵｵｸﾁｲﾜｼ 1 5 8 6 1 21

9 ﾊｸﾄｳﾊﾀﾞｶ 1 1

10 ﾄﾝｶﾞﾘﾊﾀﾞｶ属 1 1 1 2

11 ﾊﾀﾞｶｲﾜｼ科 1 1 5 2 1 9

12 ﾊﾀﾞｶｲﾜｼ科 3 1 1

13 ﾊﾀﾞｶｲﾜｼ科 14 2 2

14 ﾊﾀﾞｶｲﾜｼ科 15 1 1

15 ﾀﾗ目 1 1 1

16 ﾌｻｶｻｺﾞ科 2 2 1 1 4

17 ﾌｻｶｻｺﾞ科 4 1 1 2

18 ｶｻｺﾞ目 2 1 1

19 ﾊﾀ科 1 1 3 4

20 ﾊﾀ科 4 1 1

21 ﾃﾝｼﾞｸﾀﾞｲ科 2 1 1 2

22 ｱｼﾞ科 1 1 1

23 ｱｼﾞ科 2 1 1

24 ﾀｲ科 1 1 4 5

25 ｽｽﾞﾒﾀﾞｲ科 3 1 1 1 2 5

26 ﾌﾞﾀﾞｲ科 1 1 1 2 4

27 ﾍﾋﾞｷﾞﾝﾎﾟ科 1 1 1

28 ﾍﾋﾞｷﾞﾝﾎﾟ科 3 1 1 2

29 ﾍﾋﾞｷﾞﾝﾎﾟ科 6 1 1

30 ﾍﾋﾞｷﾞﾝﾎﾟ科 7 1 1

31 ﾍﾋﾞｷﾞﾝﾎﾟ科 10 1 1 2

32 ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ科 2 1 1 2

33 ﾊｾﾞ科 2 3 1 4

34 ﾊｾﾞ科 3 1 1 1 3

35 ﾊｾﾞ科 5 1 2 3 6

36 ﾊｾﾞ科 6 1 1 2

37 ﾊｾﾞ科 7 1 1

38 ﾊｾﾞ科 8 1 1

39 ﾊｾﾞ科 9 4 4

40 ﾊｾﾞ科 11 1 3 1 5

41 ﾊｾﾞ科 15 1 1

42 ﾊｾﾞ科 45 1 1

43 ｼﾗｽｳｵ属 1 1 1

44 ｸﾛﾀﾁｶﾏｽ科 1 2 2

45 ﾌｸﾞ科 2 1 1

46 不明仔魚 1 1 1 2

47 不明仔魚 4 1 1

48 不明仔魚 7 1 1

49 不明仔魚 11 1 1

50 不明仔魚 17 1 1

51 不明仔魚 20 1 1 3 5

52 不明仔魚 21 1 1

53 不明仔魚 25 1 1 2

54 不明仔魚 54 1 1 2

55 不明仔魚 65 1 1

56 不明仔魚 66 1 1 2

57 不明仔魚 68 1 1 3 5

58 不明仔魚 69 1 1

59 不明仔魚 70 1 1 2

60 不明仔魚 71 1 1

61 不明仔魚 72 1 1

62 不明仔魚 73 1 1

63 不明仔魚 74 1 1

64 不明孵化仔魚 6 2 2 11 3 24

65 不明仔魚（破損個体） 2 1 2 5

 種類数 19 3 20 4 22 26 14 8 65

 合　計 35 5 27 4 38 46 28 14 197
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春季 

 

夏季 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋季 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

冬季 

図－6.2.39 稚仔魚水平分布状況 
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 (5) 魚類 

1) 調査概要 

ダイバーが潜水し、5m×5m の範囲及びその周辺において、30 分間の潜水目視観察を

行い魚類の出現状況を記録した。個体数については CR 法により定性的に把握した。 

    注）その周辺とは、周辺を遊泳している魚類も含むことを表している。 

 

2) 調査結果 

魚類の調査結果概要は表－ 6.2.39 に、調査地点概況は表－6.2.40 に、出現種一覧

は表－6.2.41 に、地点別出現状況は表－6.2.42～表－6.2.45 に示すとおりである。 

 

(ア) 春季 

潜水目視観察で確認された魚類は、St.1～8 の全 8 地点を通じてテンジクダイ

科 9 種類、チョウチョウウオ科 4 種類、スズメダイ科 23 種類、ベラ科 16 種類、

ブダイ科 5 種類、ハゼ科 33 種類、ニザダイ科 9 種類、その他 46 種類の計 145 種

類であった。地点別には 6～81 種であり、瀬長島沖合礁斜面の St.5 で 81 種類と

最も多く、次に瀬長島西側礁池内の St.6 で 34 種類と多かった。一方、大嶺崎南

側礁池内の St.4 で 6 種類と最も少なく、次に瀬長島北側深場砂泥底の St.2 で 8

種類と少なかった。 

確認個体数からみた主な出現種は、スカシテンジクダイ、キホシスズメダイ、

ロクセンスズメダイ、ナガサキスズメダイ、クロヘリイトヒキベラ、アオギハゼ

等であった。 

 

(イ) 夏季 

潜水目視観察で確認された魚類は、St.1～8 の全 8 地点を通じて、テンジクダ

イ科 11 種類、チョウチョウウオ科 7 種類、スズメダイ科 23 種類、ベラ科 19 種

類、ブダイ科 6 種類、ハゼ科 36 種類、ニザダイ科 7 種類、その他 53 種類の計 162

種類であった。地点別には 6～87 種であり、瀬長島沖合礁斜面の St.5 で 87 種類

と最も多く、次に瀬長島西側礁池内の St.6 で 45 種類と多かった。一方、大嶺崎

南側礁池内の St.4 で 6 種類と最も少なく、次に瀬長島北側深場砂泥底の St.2 で

12 種類と少なかった。 

確認個体数からみた主な出現種は、テンジクダイ科、キンセンイシモチ、ニシ

ン科、フィリピンスズメダイ、ロクセンスズメダイ、ヒレナガスズメダイ、アオ

ギハゼ、サザナミハギ、オジロスズメダイ、ホシハゼ、ケショウハゼ等であった。 
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(ウ) 秋季 

潜水目視観察で確認された魚類は、St.1～8 の全 8 地点を通じて、テンジクダ

イ科 4 種類、チョウチョウウオ科 5 種類、スズメダイ科 23 種類、ベラ科 16 種類、

ブダイ科 6 種類、ハゼ科 36 種類、ニザダイ科 8 種類、その他 46 種類の計 144 種

類であった。地点別には 5～86 種であり、瀬長島沖合礁斜面の St.5 で 86 種類と

最も多く、次に瀬長島西側礁池内の St.6 で 36 種類と多かった。一方、大嶺崎南

側礁池内の St.4 で 5 種類と最も少なく、次に瀬長島北側深場の St.8 で 9 種類と

少なかった。 

確認個体数からみた主な出現種は、オキナワスズメダイ、フィリピンスズメダ

イ、アカヒメジ、ヒレナガスズメダイ、ニセネッタイスズメダイ、オジロスズメ

ダイ、ホシハゼ、オビシノビハゼ、ケショウハゼ等であった。 

 

(エ) 冬季 

潜水目視観察で確認された魚類は、St.1～8 の全 8 地点を通じて、テンジクダ

イ科 5 種類、チョウチョウウオ科 5 種類、スズメダイ科 23 種類、ベラ科 19 種類、

ブダイ科 7 種類、ハゼ科 31 種類、ニザダイ科 10 種類、その他 51 種類の計 151

種類であった。地点別には 5～87 種であり、瀬長島沖合礁斜面の St.5 で 87 種類

と最も多く、次に瀬長島西側礁池内の St.6 で 34 種類と多かった。一方、大嶺崎

南側礁池内の St.4 で 5 種類と最も少なく、次に瀬長島北側深場の St.8 で 7 種類

と少なかった。 

確認個体数からみた主な出現種は、フィリピンスズメダイ、クマササハナムロ、

ニセタカサゴ、ロクセンスズメダイ、ヒレナガスズメダイ、キンセンイシモチ、

ホシハゼ、ケショウハゼ、クモハゼ等であった。 
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表－ 6.2.39（1） 魚類の調査結果概要（春季） 

 

 

 

  

調査期日：平成28年5月14日～16日
1 2 3 4

ﾃﾝｼﾞｸﾀﾞｲ科 2 2 0 1

ﾁｮｳﾁｮｳｳｵ科 0 0 0 0

ｽｽﾞﾒﾀﾞｲ科 3 0 2 0

ﾍﾞﾗ科 2 0 4 0

ﾌﾞﾀﾞｲ科 0 0 0 0

ﾊｾﾞ科 5 6 9 5

ﾆｻﾞﾀﾞｲ科 0 0 0 0

その他 6 0 16 0

合計 18 8 31 6

ｽｶｼﾃﾝｼﾞｸﾀﾞｲ － － －

5 6 7 8

ﾃﾝｼﾞｸﾀﾞｲ科 3 1 2 1

ﾁｮｳﾁｮｳｳｵ科 4 2 2 0

ｽｽﾞﾒﾀﾞｲ科 19 4 2 0

ﾍﾞﾗ科 12 4 3 0

ﾌﾞﾀﾞｲ科 5 0 0 0

ﾊｾﾞ科 8 10 17 6

ﾆｻﾞﾀﾞｲ科 8 2 2 0

その他 22 11 5 2

合計 81 34 33 9

ｷﾎｼｽｽﾞﾒﾀﾞｲ － － ｽｶｼﾃﾝｼﾞｸﾀﾞｲ

ﾛｸｾﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ

ﾅｶﾞｻｷｽｽﾞﾒﾀﾞｲ

ｸﾛﾍﾘｲﾄﾋｷﾍﾞﾗ

ｱｵｷﾞﾊｾﾞ

合　計

ﾃﾝｼﾞｸﾀﾞｲ科 9

ﾁｮｳﾁｮｳｳｵ科 4

ｽｽﾞﾒﾀﾞｲ科 23

ﾍﾞﾗ科 16

ﾌﾞﾀﾞｲ科 5

ﾊｾﾞ科 33

ﾆｻﾞﾀﾞｲ科 9

その他 46

合計 145

注:1.主な出現種は20個体以上（cc,c,+）確認された種のうち上位5種を示す。

注:2.主な出現種の欄の-は20個体以上（cc,c,+）の種が確認されなかったことを示す。

項目　/　調査地点

出現

種類数

主な出現種

項目　/　調査地点

主な出現種

出現

種類数

項目　/　調査地点

出現

種類数

主な出現種
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表－ 6.2.39（2） 魚類の調査結果概要（夏季） 

 

 

 

 

  

調査期日：平成28年7月25日～27日
1 2 3 4

ﾃﾝｼﾞｸﾀﾞｲ科 4 2 0 0

ﾁｮｳﾁｮｳｳｵ科 0 0 1 0

ｽｽﾞﾒﾀﾞｲ科 3 0 3 0

ﾍﾞﾗ科 2 0 2 0

ﾌﾞﾀﾞｲ科 0 0 0 0

ﾊｾﾞ科 9 8 6 4

ﾆｻﾞﾀﾞｲ科 1 0 0 0

その他 12 2 9 2

合計 31 12 21 6

ﾃﾝｼﾞｸﾀﾞｲ科 － ﾆｼﾝ科 －

ｷﾝｾﾝｲｼﾓﾁ

5 6 7 8

ﾃﾝｼﾞｸﾀﾞｲ科 3 3 5 4

ﾁｮｳﾁｮｳｳｵ科 5 2 3 0

ｽｽﾞﾒﾀﾞｲ科 15 5 4 0

ﾍﾞﾗ科 14 3 2 0

ﾌﾞﾀﾞｲ科 5 1 0 0

ﾊｾﾞ科 14 9 14 7

ﾆｻﾞﾀﾞｲ科 6 1 1 0

その他 25 21 5 3

合計 87 45 34 14

ﾌｨﾘﾋﾟﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ｵｼﾞﾛｽｽﾞﾒﾀﾞｲ － ｹｼｮｳﾊｾﾞ

ﾛｸｾﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ﾎｼﾊｾﾞ

ﾋﾚﾅｶﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ

ｱｵｷﾞﾊｾﾞ

ｻｻﾞﾅﾐﾊｷﾞ

合　計

ﾃﾝｼﾞｸﾀﾞｲ科 11

ﾁｮｳﾁｮｳｳｵ科 7

ｽｽﾞﾒﾀﾞｲ科 23

ﾍﾞﾗ科 19

ﾌﾞﾀﾞｲ科 6

ﾊｾﾞ科 36

ﾆｻﾞﾀﾞｲ科 7

その他 53

合計 162

注:1.主な出現種は20個体以上（cc,c,+）確認された種のうち上位5種を示す。

注:2.主な出現種の欄の-は20個体以上（cc,c,+）の種が確認されなかったことを示す。

項目　/　調査地点

出現

種類数

主な出現種

項目　/　調査地点

主な出現種

出現

種類数

項目　/　調査地点

出現

種類数

主な出現種
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表－ 6.2.39（3） 魚類の調査結果概要（秋季） 

 

 

 

  

1 2 3 4

ﾃﾝｼﾞｸﾀﾞｲ科 1 0 1 1

ﾁｮｳﾁｮｳｳｵ科 0 1 0 0

ｽｽﾞﾒﾀﾞｲ科 4 1 2 0

ﾍﾞﾗ科 1 0 2 0

ﾌﾞﾀﾞｲ科 0 0 0 0

ﾊｾﾞ科 6 11 5 3

ﾆｻﾞﾀﾞｲ科 1 0 0 0

その他 9 4 6 1

合計 22 17 16 5

－ － － －

5 6 7 8

ﾃﾝｼﾞｸﾀﾞｲ科 2 2 2 1

ﾁｮｳﾁｮｳｳｵ科 4 1 1 0

ｽｽﾞﾒﾀﾞｲ科 15 4 3 0

ﾍﾞﾗ科 13 3 1 0

ﾌﾞﾀﾞｲ科 6 1 0 0

ﾊｾﾞ科 17 7 12 7

ﾆｻﾞﾀﾞｲ科 8 1 0 0

その他 21 17 7 1

合計 86 36 26 9

ｵｷﾅﾜｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ｵｼﾞﾛｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ﾎｼﾊｾﾞ －

ﾌｨﾘﾋﾟﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ﾎｼﾊｾﾞ ｹｼｮｳﾊｾﾞ

ｱｶﾋﾒｼﾞ ｵﾋﾞｼﾉﾋﾞﾊｾﾞ

ﾋﾚﾅｶﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ

ﾆｾﾈｯﾀｲｽｽﾞﾒﾀﾞｲ

合　計

ﾃﾝｼﾞｸﾀﾞｲ科 4

ﾁｮｳﾁｮｳｳｵ科 5

ｽｽﾞﾒﾀﾞｲ科 23

ﾍﾞﾗ科 16

ﾌﾞﾀﾞｲ科 6

ﾊｾﾞ科 36

ﾆｻﾞﾀﾞｲ科 8

その他 46

合計 144

注:1.主な出現種は20個体以上（cc,c,+）確認された種のうち上位5種を示す。

注:2.主な出現種の欄の-は20個体以上（cc,c,+）の種が確認されなかったことを示す。

主な出現種

項目　/　調査地点

出現

種類数

主な出現種

出現

種類数

主な出現種

項目　/　調査地点

項目　/　調査地点

出現

種類数

調査期日：平成 28 年 10 月 19,24,28 日 
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表－ 6.2.39（4） 魚類の調査結果概要（冬季） 

 

 

 

 

 

  

調査期日：平成29年2月1～3日　
1 2 3 4

ﾃﾝｼﾞｸﾀﾞｲ科 0 1 1 0

ﾁｮｳﾁｮｳｳｵ科 0 0 1 0

ｽｽﾞﾒﾀﾞｲ科 6 1 2 0

ﾍﾞﾗ科 3 3 3 1

ﾌﾞﾀﾞｲ科 0 1 0 0

ﾊｾﾞ科 5 7 7 3

ﾆｻﾞﾀﾞｲ科 1 1 0 0

その他 6 9 10 1

合計 21 23 24 5

－ － － ｸﾓﾊｾﾞ

5 6 7 8

ﾃﾝｼﾞｸﾀﾞｲ科 1 1 2 1

ﾁｮｳﾁｮｳｳｵ科 4 4 1 0

ｽｽﾞﾒﾀﾞｲ科 15 4 3 0

ﾍﾞﾗ科 14 6 1 0

ﾌﾞﾀﾞｲ科 7 2 1 0

ﾊｾﾞ科 11 7 12 5

ﾆｻﾞﾀﾞｲ科 10 2 1 0

その他 25 8 8 1

合計 87 34 29 7

ﾌｨﾘﾋﾟﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ｷﾝｾﾝｲｼﾓﾁ ﾎｼﾊｾﾞ ｹｼｮｳﾊｾﾞ

ｸﾏｻｻﾊﾅﾑﾛ

ﾆｾﾀｶｻｺﾞ

ﾛｸｾﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ

ﾋﾚﾅｶﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ

合　計

ﾃﾝｼﾞｸﾀﾞｲ科 5

ﾁｮｳﾁｮｳｳｵ科 5

ｽｽﾞﾒﾀﾞｲ科 23

ﾍﾞﾗ科 19

ﾌﾞﾀﾞｲ科 7

ﾊｾﾞ科 31

ﾆｻﾞﾀﾞｲ科 10

その他 51

合計 151

注:1.主な出現種は20個体以上（cc,c,+）確認された種のうち上位5種を示す。

注:2.主な出現種の欄の-は20個体以上（cc,c,+）の種が確認されなかったことを示す。

主な出現種

項目　/　調査地点

出現

種類数

主な出現種

出現

種類数

主な出現種

項目　/　調査地点

項目　/　調査地点

出現

種類数
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表－6.2.40 魚類調査地点概況 

 St.1 St.2 St.3 

地点 

写真 

 

底質 

概況 

砂質 泥質 砂礫質の藻場 

    

 St.4 St.5 St.6 

地点 

写真 

 

底質 

概況 

砂礫質 砂礫質及び岩 砂礫質（サンゴ礫が多い）

    

 St.7 St.8  

地点 

写真 

 

 

底質 

概況 

砂泥質 砂泥質  
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表－6.2.41（1） 魚類出現種一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

春季 夏季 秋季 冬季
1 硬骨魚 ﾆｼﾝ ﾆｼﾝ Clupeidae ﾆｼﾝ科 ○
2 ﾋﾒ ｴｿ Saurida gracilis ﾏﾀﾞﾗｴｿ ○ ○ ○ ○
3 Synodus  sp. ｱｶｴｿ属 ○
4 ｷﾝﾒﾀﾞｲ ｲｯﾄｳﾀﾞｲ Sargocentron spiniferum ﾄｶﾞﾘｴﾋﾞｽ ○
5 Sargocentron ittodai ﾃﾘｴﾋﾞｽ ○
6 Neoniphon sammara ｳｹｸﾞﾁｲｯﾄｳﾀﾞｲ ○ ○ ○ ○
7 Myripristis kuntee ｸﾛｵﾋﾞﾏﾂｶｻ ○ ○ ○
8 Myripristis berndti ｱｶﾏﾂｶｻ ○ ○ ○ ○
9 ﾄｹﾞｳｵ へﾗﾔｶﾞﾗ Aulostomus chinensis ﾍﾗﾔｶﾞﾗ ○

10 ﾖｳｼﾞｳｵ Corythoichthys haematopterus ｲｼﾖｳｼﾞ ○
11 ｽｽﾞｷ ﾌｻｶｻｺﾞ Pterois volitans ﾊﾅﾐﾉｶｻｺﾞ ○ ○ ○ ○
12 Dendrochirus zebra ｷﾘﾝﾐﾉ ○
13 Scorpaenidae ﾌｻｶｻｺﾞ科 ○ ○
14 ｺﾁ Platycephalidae ｺﾁ科 ○
15 ﾊﾀ Plectropomus leopardus ｽｼﾞｱﾗ ○
16 Cephalopholis argus ｱｵﾉﾒﾊﾀ ○ ○
17 Epinephelus merra ｶﾝﾓﾝﾊﾀ ○ ○ ○
18 ﾒｷﾞｽ Labracinus cyclophthalmus ﾒｷﾞｽ ○ ○ ○ ○
19 Pseudochromis tapeinosoma ｶﾂｲﾛﾆｾｽｽﾞﾒ ○
20 ﾀﾅﾊﾞﾀｳｵ Assessor randalli ﾂﾊﾞﾒﾀﾅﾊﾞﾀｳｵ ○ ○
21 ﾃﾝｼﾞｸﾀﾞｲ Cheilodipterus quinquelineatus ﾔﾗｲｲｼﾓﾁ ○ ○ ○ ○
22 Cheilodipterus macrodon ﾘｭｳｷｭｳﾔﾗｲｲｼﾓﾁ ○
23 Foa brachygramma ﾀｲﾜﾝﾏﾄｲｼﾓﾁ ○ ○ ○ ○
24 Rhabdamia gracilis ｽｶｼﾃﾝｼﾞｸﾀﾞｲ ○ ○
25 Apogon fraenatus ﾋﾄｽｼﾞｲｼﾓﾁ ○
26 Apogon indicus ﾘｭｳｷｭｳｲｼﾓﾁ ○
27 Apogon kiensis ﾃｯﾎﾟｳｲｼﾓﾁ ○
28 Apogon sangiensis ｻﾝｷﾞﾙｲｼﾓﾁ ○
29 Apogon quadrifasciatus ﾌｳﾗｲｲｼﾓﾁ ○
30 Apogon nigrofasciatus ﾐﾅﾐﾌﾄｽｼﾞｲｼﾓﾁ ○
31 Apogon properuptus ｷﾝｾﾝｲｼﾓﾁ ○ ○ ○ ○
32 Apogon doederleini ｵｵｽｼﾞｲｼﾓﾁ ○
33 Apogon cookii ｽｼﾞｲｼﾓﾁ ○
34 Apogon ishigakiensis ﾐﾔｺｲｼﾓﾁ ○ ○ ○ ○
35 Apogon  sp. ﾃﾝｼﾞｸﾀﾞｲ属 ○
36 Apogonidae ﾃﾝｼﾞｸﾀﾞｲ科 ○
37 ﾌｴﾀﾞｲ Lutjanus kasmira ﾖｽｼﾞﾌｴﾀﾞｲ ○ ○
38 Lutjanus fulviflamma ﾆｾｸﾛﾎｼﾌｴﾀﾞｲ ○ ○ ○ ○
39 Lutjanus gibbus ﾋﾒﾌｴﾀﾞｲ ○ ○ ○ ○
40 Lutjanus monostigma ｲｯﾃﾝﾌｴﾀﾞｲ ○
41 Lutjanus fulvus ｵｷﾌｴﾀﾞｲ ○ ○ ○
42 ﾀｶｻｺﾞ Pterocaesio tile ｸﾏｻｻﾊﾅﾑﾛ ○
43 Pterocaesio marri ﾆｾﾀｶｻｺﾞ ○
44 ｸﾛｻｷﾞ Gerres sp. ｸﾛｻｷﾞ属 ○
45 ｲｻｷ Diagramma picta ｺﾛﾀﾞｲ ○
46 Plectorhinchus lessonii ﾋﾚｸﾞﾛｺｼｮｳﾀﾞｲ ○
47 ｲﾄﾖﾘﾀﾞｲ Scolopsis ciliata ﾊｸｾﾝﾀﾏｶﾞｼﾗ ○ ○
48 Scolopsis bilineata ﾌﾀｽｼﾞﾀﾏｶﾞｼﾗ ○ ○ ○ ○
49 Scolopsis monogramma ﾋﾄｽｼﾞﾀﾏｶﾞｼﾗ ○ ○ ○ ○
50 Scolopsis lineata ﾖｺｼﾏﾀﾏｶﾞｼﾗ ○ ○
51 Scolopsis affinis ﾋﾒﾀﾏｶﾞｼﾗ ○ ○
52 ﾌｴﾌｷﾀﾞｲ Monotaxis grandoculis ﾖｺｼﾏｸﾛﾀﾞｲ ○ ○
53 Gymnocranius sp. ﾒｲﾁﾀﾞｲ属 ○ ○
54 Lethrinus harak ﾏﾄﾌｴﾌｷ ○
55 Lethrinus genivittatus ｲﾄﾌｴﾌｷ ○
56 Lethrinus nebulosus ﾊﾏﾌｴﾌｷ ○ ○
57 Lethrinus  sp. ﾌｴﾌｷﾀﾞｲ属 ○ ○
58 ﾋﾒｼﾞ Upeneus tragula ﾖﾒﾋﾒｼﾞ ○ ○ ○ ○
59 Mulloidichthys flavolineatus ﾓﾝﾂｷｱｶﾋﾒｼﾞ ○ ○
60 Mulloidichthys vanicolensis ｱｶﾋﾒｼﾞ ○ ○

注：○は出現を示す。

調査時期
No. 綱 目 科 学名 和名

調査期日：春季：平成 28 年 5 月 14～16 日 

調査期日：夏季：平成 28 年 7 月 25～27 日 

調査期秋季：平成 28 年 10 月 19,24,28 日 

調査期日：冬季：平成 29 年 2 月 25～27 日 
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表－6.2.41（2） 魚類出現種一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

春季 夏季 秋季 冬季
61 硬骨魚 ｽｽﾞｷ ﾋﾒｼﾞ Parupeneus barberinoides ｲﾝﾄﾞﾋﾒｼﾞ ○
62 Parupeneus barberinus ｵｵｽｼﾞﾋﾒｼﾞ ○ ○ ○ ○
63 Parupeneus indicus ｺﾊﾞﾝﾋﾒｼﾞ ○ ○ ○ ○
64 Parupeneus multifasciatus ｵｼﾞｻﾝ ○ ○ ○ ○
65 Parupeneus cyclostomus ﾏﾙｸﾁﾋﾒｼﾞ ○ ○ ○
66 Parupeneus ciliatus ﾎｳﾗｲﾋﾒｼﾞ ○ ○
67 ﾁｮｳﾁｮｳｳｵ Heniochus chrysostomus ﾐﾅﾐﾊﾀﾀﾃﾀﾞｲ ○ ○
68 Heniochus singularius ｼﾏﾊﾀﾀﾃﾀﾞｲ ○
69 Chaetodon auriga ﾄｹﾞﾁｮｳﾁｮｳｳｵ ○ ○ ○ ○
70 Chaetodon ephippium ｾｸﾞﾛﾁｮｳﾁｮｳｳｵ ○ ○ ○
71 Chaetodon argentatus ｶｶﾞﾐﾁｮｳﾁｮｳｳｵ ○
72 Chaetodon vagabundus ﾌｳﾗｲﾁｮｳﾁｮｳｳｵ ○ ○ ○ ○
73 Chaetodon lunulatus ﾐｽｼﾞﾁｮｳﾁｮｳｳｵ ○ ○ ○ ○
74 Chaetodon melannotus ｱｹﾎﾞﾉﾁｮｳﾁｮｳｳｵ ○
75 Chaetodon auripes ﾁｮｳﾁｮｳｳｵ ○
76 ｷﾝﾁｬｸﾀﾞｲ Centropyge vrolikii ﾅﾒﾗﾔｯｺ ○ ○ ○
77 ｽｽﾞﾒﾀﾞｲ Amphiprion clarkii ｸﾏﾉﾐ ○ ○ ○ ○
78 Chromis flavomaculatus ｷﾎｼｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ○ ○
79 Chromis chrysurus ｱﾏﾐｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ○ ○ ○ ○
80 Dascyllus trimaculatus ﾐﾂﾎﾞｼｸﾛｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ○ ○ ○ ○
81 Dascyllus reticulatus ﾌﾀｽｼﾞﾘｭｳｷｭｳｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ○ ○ ○ ○
82 Dascyllus aruanus ﾐｽｼﾞﾘｭｳｷｭｳｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ○ ○ ○
83 Pomachromis richardsoni ｵｷﾅﾜｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ○ ○
84 Plectroglyphidodon lacrymatus ﾙﾘﾎｼｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ○ ○ ○ ○
85 Abudefduf sexfasciatus ﾛｸｾﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ○ ○ ○ ○
86 Chrysiptera rex ﾚﾓﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ○ ○ ○ ○
87 Chrysiptera unimaculata ｲﾁﾓﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ○
88 Chrysiptera cyanea ﾙﾘｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ○ ○ ○ ○
89 Chrysiptera biocellata ｽｼﾞﾌﾞﾁｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ○ ○ ○ ○
90 Amblyglyphidodon curacao ｸﾗｶｵｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ○ ○ ○ ○
91 Neoglyphidodon melas ｸﾛｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ○ ○
92 Neoglyphidodon nigroris ﾋﾚﾅｶﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ○ ○ ○ ○
93 Neopomacentrus cyanomos ｸﾛﾘﾎﾞﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ○ ○
94 Neopomacentrus taeniurus ﾘﾎﾞﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ○ ○ ○
95 Pomacentrus philippinus ﾌｨﾘﾋﾟﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ○ ○ ○ ○
96 Pomacentrus lepidogenys ｱｻﾄﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ○
97 Pomacentrus chrysurus ｵｼﾞﾛｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ○ ○ ○ ○
98 Pomacentrus alexanderae ﾓﾝﾂｷｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ○ ○ ○ ○
99 Pomacentrus nagasakiensis ﾅｶﾞｻｷｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ○ ○ ○ ○

100 Pomacentrus taeniometopon ｽﾐｿﾞﾒｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ○ ○ ○
101 Pomacentrus vaiuli ｸﾛﾒｶﾞﾈｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ○ ○ ○ ○
102 Pomacentrus moluccensis ﾈｯﾀｲｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ○ ○ ○ ○
103 Pomacentrus amboinensis ﾆｾﾈｯﾀｲｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ○ ○ ○ ○
104 Stegastes fasciolatus ﾌﾁﾄﾞﾘｽｽﾞﾒﾀﾞｲ ○
105 ｲｼﾀﾞｲ Oplegnathus punctatus ｲｼｶﾞｷﾀﾞｲ ○
106 ｲｽｽﾞﾐ Kyphosus sp. ｲｽｽﾞﾐ属 ○
107 ﾍﾞﾗ Choerodon jordani ｸﾗｶｹﾍﾞﾗ ○
108 Choerodon schoenleinii ｼﾛｸﾗﾍﾞﾗ ○ ○
109 Cheilio inermis ｶﾏｽﾍﾞﾗ ○
110 Gomphosus varius ｸｷﾞﾍﾞﾗ ○ ○
111 Hemigymnus melapterus ﾀﾚｸﾁﾍﾞﾗ ○ ○
112 Hemigymnus fasciatus ｼﾏﾀﾚｸﾁﾍﾞﾗ ○ ○ ○
113 Labroides dimidiatus ﾎﾝｿﾒﾜｹﾍﾞﾗ ○ ○ ○ ○
114 Labroides bicolor ｿﾒﾜｹﾍﾞﾗ ○ ○
115 Stethojulis strigiventer ﾊﾗｽｼﾞﾍﾞﾗ ○ ○ ○ ○
116 Stethojulis bandanensis ｱｶｵﾋﾞﾍﾞﾗ ○ ○
117 Thalassoma hardwicke ｾﾅｽｼﾞﾍﾞﾗ ○ ○ ○
118 Thalassoma lutescens ﾔﾏﾌﾞｷﾍﾞﾗ ○ ○ ○ ○
119 Halichoeres scapularis ｾｲﾃﾝﾍﾞﾗ ○
120 Halichoeres trimaculatus ﾐﾂﾎﾞｼｷｭｳｾﾝ ○ ○ ○ ○
注：○は出現を示す。

No. 綱 目 科 学名 和名
調査時期

調査期日：春季：平成 28 年 5 月 14～16 日 

調査期日：夏季：平成 28 年 7 月 25～27 日 

調査期日：秋季：平成 28 年 10 月 19,24,28 日 

調査期日：冬季：平成 29 年 2 月 25～27 日 
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表－6.2.41（3） 魚類出現種一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

春季 夏季 秋季 冬季
121 硬骨魚 ｽｽﾞｷ ﾍﾞﾗ Halichoeres melanochir ﾑﾅﾃﾝﾍﾞﾗ ○ ○ ○ ○
122 Halichoeres marginatus ｶﾉｺﾍﾞﾗ ○ ○ ○
123 Halichoeres melanurus ｶｻﾞﾘｷｭｳｾﾝ ○ ○ ○ ○
124 Coris aygula ｶﾝﾑﾘﾍﾞﾗ ○
125 Coris gaimard ﾂﾕﾍﾞﾗ ○ ○ ○
126 Coris batuensis ｼﾁｾﾝﾑｽﾒﾍﾞﾗ ○ ○ ○
127 Hologymnosus doliatus ｼﾛﾀｽｷﾍﾞﾗ ○ ○
128 Cirrhilabrus cyanopleura ｸﾛﾍﾘｲﾄﾋｷﾍﾞﾗ ○ ○ ○ ○
129 Epibulus insidiator ｷﾞﾁﾍﾞﾗ ○ ○ ○
130 Cheilinus chlorourus ｱｶﾃﾝﾓﾁﾉｳｵ ○
131 Oxycheilinus unifasciatus ﾋﾄｽｼﾞﾓﾁﾉｳｵ ○ ○ ○
132 Oxycheilinus digramma ﾎﾎｽｼﾞﾓﾁﾉｳｵ ○
133 Iniistius pavo ﾎｼﾃﾝｽ ○
134 Iniistius  sp. ﾃﾝｽ属 ○
135 Novaculichthys taeniourus ｵﾋﾞﾃﾝｽﾓﾄﾞｷ ○
136 ﾌﾞﾀﾞｲ Cetoscarus bicolor ｲﾛﾌﾞﾀﾞｲ ○
137 Chlorurus bowersi ｵｵﾓﾝﾊｹﾞﾌﾞﾀﾞｲ ○
138 Chlorurus sordidus ﾊｹﾞﾌﾞﾀﾞｲ ○ ○ ○ ○
139 Scarus schlegeli ｵﾋﾞﾌﾞﾀﾞｲ ○ ○ ○ ○
140 Scarus rubroviolaceus ﾅｶﾞﾌﾞﾀﾞｲ ○ ○
141 Scarus chameleon ｶﾒﾚｵﾝﾌﾞﾀﾞｲ ○ ○ ○
142 Scarus forsteni ｲﾁﾓﾝｼﾞﾌﾞﾀﾞｲ ○ ○
143 Scarus hypselopterus ｷﾋﾞﾚﾌﾞﾀﾞｲ ○ ○ ○ ○
144 Scaridae ﾌﾞﾀﾞｲ科 ○ ○ ○
145 ﾄﾗｷﾞｽ Parapercis pacifica ｵｸﾞﾛﾄﾗｷﾞｽ ○ ○ ○ ○
146 Parapercis cylindrica ﾀﾞﾝﾀﾞﾗﾄﾗｷﾞｽ ○ ○ ○ ○
147 へﾋﾞｷﾞﾝﾎﾟ Tripterygiidae ﾍﾋﾞｷﾞﾝﾎﾟ科 ○ ○ ○
148 ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ Crossosalarias macrospilus ｴﾘｸﾞﾛｷﾞﾝﾎﾟ ○
149 Salarias fasciatus ﾔｴﾔﾏｷﾞﾝﾎﾟ ○ ○ ○ ○
150 Salarias luctuosus ｼﾏｷﾞﾝﾎﾟ ○
151 Petroscirtes mitratus ﾊﾀﾀﾃｷﾞﾝﾎﾟ ○ ○ ○ ○
152 Petroscirtes breviceps ﾆｼﾞｷﾞﾝﾎﾟ ○ ○
153 Petroscirtes variabilis ｲﾇｷﾞﾝﾎﾟ ○ ○
154 Meiacanthus atrodorsalis ｵｳｺﾞﾝﾆｼﾞｷﾞﾝﾎﾟ ○ ○ ○ ○
155 Meiacanthus kamoharai ｶﾓﾊﾗｷﾞﾝﾎﾟ ○ ○ ○ ○
156 Plagiotremus tapeinosoma ﾃﾝｸﾛｽｼﾞｷﾞﾝﾎﾟ ○
157 ﾈｽﾞｯﾎﾟ Diplogrammus  sp. ｺﾌﾞﾇﾒﾘ属 ○ ○
158 ﾊｾﾞ Gladiogobius  sp. ﾄｹﾞﾅｶﾞﾊｾﾞ属 ○ ○ ○
159 Oplopomus oplopomus ｹｼｮｳﾊｾﾞ ○ ○ ○ ○
160 Oplopomus caninoides ｳｽｹﾞｼｮｳﾊｾﾞ ○ ○ ○ ○
161 Asterropteryx semipunctata ﾎｼﾊｾﾞ ○ ○ ○ ○
162 Gnatholepis cauerensis ｶﾀﾎﾞｼｵｵﾓﾝﾊｾﾞ ○ ○ ○ ○
163 Gnatholepis anjerensis ｵｵﾓﾝﾊｾﾞ ○ ○ ○ ○
164 Amblygobius hectori ｷﾝｾﾝﾊｾﾞ ○ ○
165 Amblygobius phalaena ｻﾗｻﾊｾﾞ ○ ○ ○ ○
166 Amblygobius  sp. ﾎﾎﾍﾞﾆｻﾗｻﾊｾﾞ ○ ○ ○ ○
167 Bathygobius fuscus ｸﾓﾊｾﾞ ○ ○ ○ ○
168 Bathygobius cyclopterus ﾔﾊｽﾞﾊｾﾞ ○
169 Bathygobius  sp. ｸﾓﾊｾﾞ属 ○ ○
170 Cabillus tongarevae ﾖﾘﾒﾊｾﾞ ○
171 Waitea mystacina ｶｽﾘﾊｾﾞ ○ ○ ○ ○
172 Waitea  sp. ｶｽﾘﾊｾﾞ属 ○ ○ ○ ○
173 Yongeichthys nebulosus ﾂﾑｷﾞﾊｾﾞ ○ ○ ○
174 Istigobius campbelli ｸﾂﾜﾊｾﾞ ○ ○ ○ ○
175 Istigobius decoratus ﾎｼｶｻﾞﾘﾊｾﾞ ○ ○ ○ ○
176 Istigobius  sp. ｸﾂﾜﾊｾﾞ属 ○ ○ ○ ○
177 Myersina nigrivirgata ｸﾛｵﾋﾞﾊｾﾞ ○ ○ ○ ○
178 Cryptocentrus albidorsus ｼﾛｵﾋﾞﾊｾﾞ ○ ○
179 Cryptocentrus nigrocellatus ｸﾛﾎｼﾊｾﾞ ○ ○ ○
180 Cryptocentrus caeruleomaculatus ﾀｶﾉﾊﾊｾﾞ ○ ○ ○ ○
注：○は出現を示す。

No. 綱 目 科 学名 和名
調査時期

調査期日：春季：平成 28 年 5 月 14～16 日 

調査期日：夏季：平成 28 年 7 月 25～27 日 

調査期日：秋季：平成 28 年 10 月 19,24,28 日 

調査期日：冬季：平成 29 年 2 月 1～3 日 
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表－6.2.41（4） 魚類出現種一覧 

 

 

 

 

 

春季 夏季 秋季 冬季
181 硬骨魚 ｽｽﾞｷ ﾊｾﾞ Cryptocentrus melanopus ｵｲﾗﾝﾊｾﾞ ○ ○ ○ ○
182 Vanderhorstia  sp. ﾔﾂｼﾊｾﾞ属 ○ ○ ○ ○
183 Ctenogobiops aurocingulus ｵﾋﾞｼﾉﾋﾞﾊｾﾞ ○ ○ ○ ○
184 Ctenogobiops crocineus ﾎﾎｽｼﾞｼﾉﾋﾞﾊｾﾞ ○ ○ ○
185 Ctenogobiops pomastictus ｼﾉﾋﾞﾊｾﾞ ○ ○
186 Ctenogobiops  sp. ｼﾉﾋﾞﾊｾﾞ属 ○
187 Amblyeleotris steinitzi ﾋﾒﾀﾞﾃﾊｾﾞ ○ ○ ○ ○
188 Amblyeleotris wheeleri ｸﾋﾞｱｶﾊｾﾞ ○ ○ ○
189 Valenciennea longipinnis ｻｻﾞﾅﾐﾊｾﾞ ○ ○ ○
190 Valenciennea puellaris ｵﾄﾒﾊｾﾞ ○ ○
191 Fusigobius gracilis ｾｽｼﾞｻﾝｶｸﾊｾﾞ ○ ○ ○ ○
192 Fusigobius neophytus ｻﾝｶｸﾊｾﾞ ○ ○ ○
193 Trimma caudomaculatum ｱｵｷﾞﾊｾﾞ ○ ○ ○ ○
194 Trimma naudei ﾁｺﾞﾍﾞﾆﾊｾﾞ ○ ○ ○ ○
195 Eviota prasites ｱｵｲｿﾊｾﾞ ○ ○
196 Eviota shimadai ﾊﾅｸﾞﾛｲｿﾊｾﾞ ○ ○ ○ ○
197 Eviota melasma ｱｶﾎｼｲｿﾊｾﾞ ○ ○ ○ ○
198 Eviota  sp. ｲｿﾊｾﾞ属 ○ ○ ○ ○
199 ｵｵﾒﾜﾗｽﾎﾞ Gunnellichthys pleurotaenia ｵｵﾒﾜﾗｽﾎﾞ ○ ○
200 ｸﾛﾕﾘﾊｾﾞ Ptereleotris evides ｸﾛﾕﾘﾊｾﾞ ○ ○
201 Ptereleotris microlepis ｲﾄﾏﾝｸﾛﾕﾘﾊｾﾞ ○ ○ ○
202 Ptereleotris  sp. ｸﾛﾕﾘﾊｾﾞ属 ○
203 ｱｲｺﾞ Siganus spinus ｱﾐｱｲｺﾞ ○ ○ ○ ○
204 Siganus fuscescens ｱｲｺﾞ ○ ○
205 Siganus virgatus ﾋﾒｱｲｺﾞ ○ ○ ○ ○
206 ﾂﾉﾀﾞｼ Zanclus cornutus ﾂﾉﾀﾞｼ ○ ○ ○ ○
207 ﾆｻﾞﾀﾞｲ Naso unicornis ﾃﾝｸﾞﾊｷﾞ ○ ○ ○
208 Naso lituratus ﾐﾔｺﾃﾝｸﾞﾊｷﾞ ○ ○
209 Zebrasoma veliferum ﾋﾚﾅｶﾞﾊｷﾞ ○ ○ ○
210 Zebrasoma scopas ｺﾞﾏﾊｷﾞ ○ ○ ○ ○
211 Zebrasoma flavescens ｷｲﾛﾊｷﾞ ○
212 Ctenochaetus striatus ｻｻﾞﾅﾐﾊｷﾞ ○ ○ ○ ○
213 Acanthurus nigrofuscus ﾅｶﾞﾆｻﾞ ○ ○ ○ ○
214 Acanthurus lineatus ﾆｼﾞﾊｷﾞ ○
215 Acanthurus pyroferus ｸﾛｸﾞﾁﾆｻﾞ ○
216 Acanthurus olivaceus ﾓﾝﾂｷﾊｷﾞ ○ ○ ○
217 Acanthurus dussumieri ﾆｾｶﾝﾗﾝﾊｷﾞ ○ ○ ○ ○
218 Acanthurus xanthopterus ｸﾛﾊｷﾞ ○ ○ ○ ○
219 ﾌｸﾞ ﾓﾝｶﾞﾗｶﾜﾊｷﾞ Balistoides viridescens ｺﾞﾏﾓﾝｶﾞﾗ ○ ○
220 Balistoides conspicillum ﾓﾝｶﾞﾗｶﾜﾊｷﾞ ○ ○ ○
221 Sufflamen chrysopterum ﾂﾏｼﾞﾛﾓﾝｶﾞﾗ ○ ○ ○ ○
222 Balistapus undulatus ｸﾏﾄﾞﾘ ○
223 Rhinecanthus aculeatus ﾑﾗｻﾒﾓﾝｶﾞﾗ ○ ○ ○ ○
224 Rhinecanthus verrucosus ｸﾗｶｹﾓﾝｶﾞﾗ ○ ○
225 ｶﾜﾊｷﾞ Cantherhines dumerilii ﾊｸｾｲﾊｷﾞ ○
226 Pervagor janthinosoma ﾆｼｷｶﾜﾊｷﾞ ○
227 ﾊｺﾌｸﾞ Ostracion cubicum ﾐﾅﾐﾊｺﾌｸﾞ ○ ○
228 ﾌｸﾞ Arothron hispidus ｻｻﾞﾅﾐﾌｸﾞ ○
229 Arothron reticularis ﾜﾓﾝﾌｸﾞ ○

145 162 144 151
注：○は出現を示す。

出現種類数

No. 綱 目 科 学名 和名
調査時期

調査期日：春季：平成 28 年 5 月 14～16 日 

調査期日：夏季：平成 28 年 7 月 25～27 日 

調査期日：秋季：平成 28 年 10 月 19,24,28 日 

調査期日：冬季：平成 29 年 2 月 1～3 日 
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表－6.2.42（1） 魚類地点別出現状況（春季） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

St.1 St.2 St.3 St.4 St.5 St.6 St.7 St.8
1 ﾏﾀﾞﾗｴｿ rr rr
2 ﾃﾘｴﾋﾞｽ rr
3 ｳｹｸﾞﾁｲｯﾄｳﾀﾞｲ r
4 ｸﾛｵﾋﾞﾏﾂｶｻ r
5 ｱｶﾏﾂｶｻ rr
6 ﾊﾅﾐﾉｶｻｺﾞ rr
7 ﾌｻｶｻｺﾞ科 rr
8 ｱｵﾉﾒﾊﾀ rr
9 ﾒｷﾞｽ rr

10 ﾂﾊﾞﾒﾀﾅﾊﾞﾀｳｵ rr
11 ﾔﾗｲｲｼﾓﾁ rr
12 ﾘｭｳｷｭｳﾔﾗｲｲｼﾓﾁ rr rr
13 ﾀｲﾜﾝﾏﾄｲｼﾓﾁ rr
14 ｽｶｼﾃﾝｼﾞｸﾀﾞｲ + +
15 ﾘｭｳｷｭｳｲｼﾓﾁ rr
16 ﾃｯﾎﾟｳｲｼﾓﾁ rr
17 ﾌｳﾗｲｲｼﾓﾁ rr
18 ｷﾝｾﾝｲｼﾓﾁ rr rr
19 ﾐﾔｺｲｼﾓﾁ rr
20 ﾆｾｸﾛﾎｼﾌｴﾀﾞｲ r rr
21 ﾋﾒﾌｴﾀﾞｲ rr rr
22 ｲｯﾃﾝﾌｴﾀﾞｲ rr
23 ｵｷﾌｴﾀﾞｲ rr
24 ﾌﾀｽｼﾞﾀﾏｶﾞｼﾗ rr
25 ﾋﾄｽｼﾞﾀﾏｶﾞｼﾗ rr
26 ﾖｺｼﾏﾀﾏｶﾞｼﾗ rr rr
27 ﾌｴﾌｷﾀﾞｲ属 rr
28 ﾖﾒﾋﾒｼﾞ rr
29 ﾓﾝﾂｷｱｶﾋﾒｼﾞ rr
30 ｵｵｽｼﾞﾋﾒｼﾞ rr rr
31 ｺﾊﾞﾝﾋﾒｼﾞ rr
32 ｵｼﾞｻﾝ rr r rr
33 ﾏﾙｸﾁﾋﾒｼﾞ r
34 ﾎｳﾗｲﾋﾒｼﾞ rr rr
35 ﾐﾅﾐﾊﾀﾀﾃﾀﾞｲ rr
36 ﾄｹﾞﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr rr rr
37 ﾌｳﾗｲﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr rr rr
38 ﾐｽｼﾞﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr
39 ﾅﾒﾗﾔｯｺ rr
40 ｸﾏﾉﾐ rr rr
41 ｷﾎｼｽｽﾞﾒﾀﾞｲ +
42 ｱﾏﾐｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr
43 ﾐﾂﾎﾞｼｸﾛｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr r rr rr
44 ﾌﾀｽｼﾞﾘｭｳｷｭｳｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r
45 ﾐｽｼﾞﾘｭｳｷｭｳｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr
46 ｵｷﾅﾜｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r
47 ﾙﾘﾎｼｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr
48 ﾛｸｾﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ + rr
49 ﾚﾓﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr
50 ﾙﾘｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr
51 ｽｼﾞﾌﾞﾁｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r
52 ｸﾗｶｵｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r
53 ﾋﾚﾅｶﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r
54 ﾌｨﾘﾋﾟﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r
55 ｱｻﾄﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr
56 ｵｼﾞﾛｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr r
57 ﾓﾝﾂｷｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr
58 ﾅｶﾞｻｷｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr +
59 ｸﾛﾒｶﾞﾈｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr
60 ﾈｯﾀｲｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr

和名
調査地点

注）表中のrrは1～5個体、rは6～20個体、+は21～50個体、cは51～99個体、ccは100個体以上を示す。

No.

調査期日：平成 28 年 5 月 14～16 日 
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表－6.2.42（2） 魚類地点別出現状況（春季） 

 

 

  

St.1 St.2 St.3 St.4 St.5 St.6 St.7 St.8
61 ﾆｾﾈｯﾀｲｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r
62 ﾌﾁﾄﾞﾘｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr
63 ｸｷﾞﾍﾞﾗ rr
64 ｼﾏﾀﾚｸﾁﾍﾞﾗ rr
65 ﾎﾝｿﾒﾜｹﾍﾞﾗ rr
66 ｿﾒﾜｹﾍﾞﾗ rr
67 ﾊﾗｽｼﾞﾍﾞﾗ r r rr rr
68 ｱｶｵﾋﾞﾍﾞﾗ rr rr
69 ｾﾅｽｼﾞﾍﾞﾗ rr
70 ﾔﾏﾌﾞｷﾍﾞﾗ rr
71 ｾｲﾃﾝﾍﾞﾗ rr
72 ﾐﾂﾎﾞｼｷｭｳｾﾝ r rr rr
73 ﾑﾅﾃﾝﾍﾞﾗ rr rr
74 ｶﾉｺﾍﾞﾗ rr rr rr
75 ｶｻﾞﾘｷｭｳｾﾝ rr
76 ｸﾛﾍﾘｲﾄﾋｷﾍﾞﾗ +
77 ﾋﾄｽｼﾞﾓﾁﾉｳｵ rr
78 ﾃﾝｽ属 rr
79 ｵｵﾓﾝﾊｹﾞﾌﾞﾀﾞｲ rr
80 ﾊｹﾞﾌﾞﾀﾞｲ r
81 ｵﾋﾞﾌﾞﾀﾞｲ rr
82 ﾅｶﾞﾌﾞﾀﾞｲ rr
83 ｷﾋﾞﾚﾌﾞﾀﾞｲ rr
84 ｵｸﾞﾛﾄﾗｷﾞｽ rr rr rr
85 ﾀﾞﾝﾀﾞﾗﾄﾗｷﾞｽ rr rr
86 ﾍﾋﾞｷﾞﾝﾎﾟ科 rr
87 ﾔｴﾔﾏｷﾞﾝﾎﾟ rr
88 ﾊﾀﾀﾃｷﾞﾝﾎﾟ rr rr rr
89 ｲﾇｷﾞﾝﾎﾟ rr
90 ｵｳｺﾞﾝﾆｼﾞｷﾞﾝﾎﾟ rr
91 ｶﾓﾊﾗｷﾞﾝﾎﾟ rr
92 ｺﾌﾞﾇﾒﾘ属 rr
93 ﾄｹﾞﾅｶﾞﾊｾﾞ属 rr
94 ｹｼｮｳﾊｾﾞ rr rr r
95 ｳｽｹﾞｼｮｳﾊｾﾞ r r rr
96 ﾎｼﾊｾﾞ rr rr r r
97 ｶﾀﾎﾞｼｵｵﾓﾝﾊｾﾞ r r rr
98 ｵｵﾓﾝﾊｾﾞ rr rr
99 ｻﾗｻﾊｾﾞ rr rr r rr

100 ﾎﾎﾍﾞﾆｻﾗｻﾊｾﾞ rr rr rr
101 ｸﾓﾊｾﾞ rr r
102 ﾔﾊｽﾞﾊｾﾞ rr rr
103 ｸﾓﾊｾﾞ属 rr
104 ﾖﾘﾒﾊｾﾞ rr
105 ｶｽﾘﾊｾﾞ rr rr rr
106 ｶｽﾘﾊｾﾞ属 rr rr rr
107 ﾂﾑｷﾞﾊｾﾞ rr rr
108 ｸﾂﾜﾊｾﾞ rr rr
109 ﾎｼｶｻﾞﾘﾊｾﾞ rr
110 ｸﾂﾜﾊｾﾞ属 rr rr rr
111 ｸﾛｵﾋﾞﾊｾﾞ rr
112 ｸﾛﾎｼﾊｾﾞ rr
113 ﾀｶﾉﾊﾊｾﾞ rr
114 ｵｲﾗﾝﾊｾﾞ r
115 ﾔﾂｼﾊｾﾞ属 rr r
116 ｵﾋﾞｼﾉﾋﾞﾊｾﾞ rr r
117 ﾋﾒﾀﾞﾃﾊｾﾞ rr
118 ｻｻﾞﾅﾐﾊｾﾞ rr
119 ｾｽｼﾞｻﾝｶｸﾊｾﾞ rr rr
120 ｻﾝｶｸﾊｾﾞ rr rr

調査地点

注）表中のrrは1～5個体、rは6～20個体、+は21～50個体、cは51～99個体、ccは100個体以上を示す。

No. 和名

調査期日：平成 28 年 5 月 14～16 日 
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表－6.2.42（3） 魚類地点別出現状況（春季） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

St.1 St.2 St.3 St.4 St.5 St.6 St.7 St.8
121 ｱｵｷﾞﾊｾﾞ +
122 ﾁｺﾞﾍﾞﾆﾊｾﾞ rr
123 ﾊﾅｸﾞﾛｲｿﾊｾﾞ rr
124 ｱｶﾎｼｲｿﾊｾﾞ rr
125 ｲｿﾊｾﾞ属 r rr r rr rr
126 ｵｵﾒﾜﾗｽﾎﾞ rr
127 ｸﾛﾕﾘﾊｾﾞ rr
128 ｱﾐｱｲｺﾞ rr rr
129 ﾋﾒｱｲｺﾞ r
130 ﾂﾉﾀﾞｼ rr
131 ﾋﾚﾅｶﾞﾊｷﾞ rr
132 ｺﾞﾏﾊｷﾞ rr
133 ｷｲﾛﾊｷﾞ rr
134 ｻｻﾞﾅﾐﾊｷﾞ +
135 ﾅｶﾞﾆｻﾞ r rr
136 ﾆｼﾞﾊｷﾞ rr
137 ﾓﾝﾂｷﾊｷﾞ rr
138 ﾆｾｶﾝﾗﾝﾊｷﾞ rr rr
139 ｸﾛﾊｷﾞ rr rr
140 ﾓﾝｶﾞﾗｶﾜﾊｷﾞ rr
141 ﾂﾏｼﾞﾛﾓﾝｶﾞﾗ rr rr
142 ﾑﾗｻﾒﾓﾝｶﾞﾗ rr rr
143 ｸﾗｶｹﾓﾝｶﾞﾗ rr
144 ﾆｼｷｶﾜﾊｷﾞ rr
145 ﾐﾅﾐﾊｺﾌｸﾞ rr

18 8 31 6 81 34 33 9
注）表中のrrは1～5個体、rは6～20個体、+は21～50個体、cは51～99個体、ccは100個体以上を示す。

調査地点

出現種数

No. 和名

調査期日：平成 28 年 5 月 14～16 日 
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表－6.2.43（1） 魚類地点別出現状況（夏季） 

 

St.1 St.2 St.3 St.4 St.5 St.6 St.7 St.8

1 ﾆｼﾝ科 +
2 ﾏﾀﾞﾗｴｿ rr
3 ｳｹｸﾞﾁｲｯﾄｳﾀﾞｲ rr
4 ｸﾛｵﾋﾞﾏﾂｶｻ rr
5 ｱｶﾏﾂｶｻ rr
6 ﾊﾅﾐﾉｶｻｺﾞ rr
7 ｱｵﾉﾒﾊﾀ rr
8 ｶﾝﾓﾝﾊﾀ rr rr
9 ﾒｷﾞｽ rr rr rr

10 ﾂﾊﾞﾒﾀﾅﾊﾞﾀｳｵ rr
11 ﾔﾗｲｲｼﾓﾁ rr rr rr rr
12 ﾀｲﾜﾝﾏﾄｲｼﾓﾁ rr rr
13 ｽｶｼﾃﾝｼﾞｸﾀﾞｲ r r
14 ﾋﾄｽｼﾞｲｼﾓﾁ rr
15 ｻﾝｷﾞﾙｲｼﾓﾁ r
16 ﾐﾅﾐﾌﾄｽｼﾞｲｼﾓﾁ rr
17 ｷﾝｾﾝｲｼﾓﾁ + rr rr
18 ｵｵｽｼﾞｲｼﾓﾁ rr
19 ﾐﾔｺｲｼﾓﾁ r r rr
20 ﾃﾝｼﾞｸﾀﾞｲ属 r
21 ﾃﾝｼﾞｸﾀﾞｲ科 c rr
22 ﾖｽｼﾞﾌｴﾀﾞｲ rr
23 ﾆｾｸﾛﾎｼﾌｴﾀﾞｲ rr
24 ﾋﾒﾌｴﾀﾞｲ rr
25 ｸﾛｻｷﾞ属 rr
26 ﾋﾚｸﾞﾛｺｼｮｳﾀﾞｲ rr rr
27 ﾊｸｾﾝﾀﾏｶﾞｼﾗ rr rr
28 ﾌﾀｽｼﾞﾀﾏｶﾞｼﾗ rr rr
29 ﾋﾄｽｼﾞﾀﾏｶﾞｼﾗ rr rr rr
30 ﾖｺｼﾏｸﾛﾀﾞｲ rr
31 ﾒｲﾁﾀﾞｲ属 rr
32 ﾌｴﾌｷﾀﾞｲ属 r rr
33 ﾖﾒﾋﾒｼﾞ rr rr
34 ﾓﾝﾂｷｱｶﾋﾒｼﾞ rr rr
35 ｲﾝﾄﾞﾋﾒｼﾞ rr
36 ｵｵｽｼﾞﾋﾒｼﾞ rr rr
37 ｺﾊﾞﾝﾋﾒｼﾞ rr
38 ｵｼﾞｻﾝ r rr
39 ﾏﾙｸﾁﾋﾒｼﾞ rr
40 ﾎｳﾗｲﾋﾒｼﾞ rr
41 ｼﾏﾊﾀﾀﾃﾀﾞｲ rr
42 ﾄｹﾞﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr rr rr rr
43 ｾｸﾞﾛﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr
44 ｶｶﾞﾐﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr
45 ﾌｳﾗｲﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr rr
46 ﾐｽｼﾞﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr
47 ﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr
48 ﾅﾒﾗﾔｯｺ rr
49 ｸﾏﾉﾐ rr rr
50 ｱﾏﾐｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr
51 ﾐﾂﾎﾞｼｸﾛｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r
52 ﾌﾀｽｼﾞﾘｭｳｷｭｳｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r
53 ﾐｽｼﾞﾘｭｳｷｭｳｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr
54 ﾙﾘﾎｼｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr
55 ﾛｸｾﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r + r
56 ﾚﾓﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr
57 ﾙﾘｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr
58 ｽｼﾞﾌﾞﾁｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr rr
59 ｸﾗｶｵｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr
60 ｸﾛｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr

和名 調査地点

注）表中のrrは1～5個体、rは6～20個体、+は21～50個体、cは51～99個体、ccは100個体以上を示す。

No.

調査期日：平成 28 年 7 月 25～27 日 
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表－6.2.43（2） 魚類地点別出現状況（夏季） 

  

St.1 St.2 St.3 St.4 St.5 St.6 St.7 St.8
61 ﾋﾚﾅｶﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ +
62 ｸﾛﾘﾎﾞﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r
63 ﾘﾎﾞﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr
64 ﾌｨﾘﾋﾟﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ c
65 ｵｼﾞﾛｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr +
66 ﾓﾝﾂｷｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r
67 ﾅｶﾞｻｷｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r r
68 ｽﾐｿﾞﾒｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr
69 ｸﾛﾒｶﾞﾈｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr
70 ﾈｯﾀｲｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr
71 ﾆｾﾈｯﾀｲｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r rr
72 ｸﾗｶｹﾍﾞﾗ rr
73 ｼﾛｸﾗﾍﾞﾗ rr
74 ﾀﾚｸﾁﾍﾞﾗ rr
75 ﾎﾝｿﾒﾜｹﾍﾞﾗ rr
76 ﾊﾗｽｼﾞﾍﾞﾗ rr r rr
77 ｱｶｵﾋﾞﾍﾞﾗ rr
78 ｾﾅｽｼﾞﾍﾞﾗ rr
79 ﾔﾏﾌﾞｷﾍﾞﾗ rr
80 ﾐﾂﾎﾞｼｷｭｳｾﾝ r rr
81 ﾑﾅﾃﾝﾍﾞﾗ r
82 ｶﾉｺﾍﾞﾗ rr
83 ｶｻﾞﾘｷｭｳｾﾝ rr
84 ｶﾝﾑﾘﾍﾞﾗ rr
85 ﾂﾕﾍﾞﾗ rr
86 ｼﾁｾﾝﾑｽﾒﾍﾞﾗ rr rr
87 ｼﾛﾀｽｷﾍﾞﾗ rr
88 ｸﾛﾍﾘｲﾄﾋｷﾍﾞﾗ r
89 ｷﾞﾁﾍﾞﾗ rr
90 ﾋﾄｽｼﾞﾓﾁﾉｳｵ rr
91 ﾊｹﾞﾌﾞﾀﾞｲ rr
92 ｵﾋﾞﾌﾞﾀﾞｲ rr
93 ｶﾒﾚｵﾝﾌﾞﾀﾞｲ rr
94 ｲﾁﾓﾝｼﾞﾌﾞﾀﾞｲ rr
95 ｷﾋﾞﾚﾌﾞﾀﾞｲ rr
96 ﾌﾞﾀﾞｲ科 r
97 ｵｸﾞﾛﾄﾗｷﾞｽ rr rr rr rr
98 ﾀﾞﾝﾀﾞﾗﾄﾗｷﾞｽ rr rr
99 ﾍﾋﾞｷﾞﾝﾎﾟ科 rr rr rr

100 ｴﾘｸﾞﾛｷﾞﾝﾎﾟ rr
101 ﾔｴﾔﾏｷﾞﾝﾎﾟ rr
102 ﾊﾀﾀﾃｷﾞﾝﾎﾟ rr rr rr rr
103 ﾆｼﾞｷﾞﾝﾎﾟ rr rr
104 ｲﾇｷﾞﾝﾎﾟ rr rr
105 ｵｳｺﾞﾝﾆｼﾞｷﾞﾝﾎﾟ rr
106 ｶﾓﾊﾗｷﾞﾝﾎﾟ rr
107 ﾃﾝｸﾛｽｼﾞｷﾞﾝﾎﾟ rr
108 ﾄｹﾞﾅｶﾞﾊｾﾞ属 r
109 ｹｼｮｳﾊｾﾞ rr rr +
110 ｳｽｹﾞｼｮｳﾊｾﾞ rr rr rr
111 ﾎｼﾊｾﾞ rr rr + r
112 ｶﾀﾎﾞｼｵｵﾓﾝﾊｾﾞ r r
113 ｵｵﾓﾝﾊｾﾞ rr
114 ｷﾝｾﾝﾊｾﾞ rr
115 ｻﾗｻﾊｾﾞ rr rr rr r
116 ﾎﾎﾍﾞﾆｻﾗｻﾊｾﾞ rr r r
117 ｸﾓﾊｾﾞ rr r
118 ｸﾓﾊｾﾞ属 rr
119 ｶｽﾘﾊｾﾞ rr rr rr
120 ｶｽﾘﾊｾﾞ属 rr rr rr

調査地点

注）表中のrrは1～5個体、rは6～20個体、+は21～50個体、cは51～99個体、ccは100個体以上を示す。

No. 和名

調査期日：平成 28 年 7 月 25～27 日 



 

6-194 

表－6.2.43（3） 魚類地点別出現状況（夏季） 

 

  
St.1 St.2 St.3 St.4 St.5 St.6 St.7 St.8

121 ﾂﾑｷﾞﾊｾﾞ r rr
122 ｸﾂﾜﾊｾﾞ rr r
123 ﾎｼｶｻﾞﾘﾊｾﾞ rr rr
124 ｸﾂﾜﾊｾﾞ属 rr r
125 ｸﾛｵﾋﾞﾊｾﾞ r rr
126 ｼﾛｵﾋﾞﾊｾﾞ rr
127 ｸﾛﾎｼﾊｾﾞ rr
128 ﾀｶﾉﾊﾊｾﾞ rr r
129 ｵｲﾗﾝﾊｾﾞ r
130 ﾔﾂｼﾊｾﾞ属 rr
131 ｵﾋﾞｼﾉﾋﾞﾊｾﾞ r rr
132 ﾎﾎｽｼﾞｼﾉﾋﾞﾊｾﾞ rr
133 ﾋﾒﾀﾞﾃﾊｾﾞ rr rr
134 ｸﾋﾞｱｶﾊｾﾞ rr
135 ｻｻﾞﾅﾐﾊｾﾞ rr rr
136 ｵﾄﾒﾊｾﾞ rr rr
137 ｾｽｼﾞｻﾝｶｸﾊｾﾞ r rr
138 ｱｵｷﾞﾊｾﾞ +
139 ﾁｺﾞﾍﾞﾆﾊｾﾞ rr
140 ｱｵｲｿﾊｾﾞ rr
141 ﾊﾅｸﾞﾛｲｿﾊｾﾞ rr rr r
142 ｱｶﾎｼｲｿﾊｾﾞ rr rr
143 ｲｿﾊｾﾞ属 r rr r rr
144 ｵｵﾒﾜﾗｽﾎﾞ rr
145 ｸﾛﾕﾘﾊｾﾞ rr
146 ｲﾄﾏﾝｸﾛﾕﾘﾊｾﾞ rr
147 ｸﾛﾕﾘﾊｾﾞ属 r
148 ｱﾐｱｲｺﾞ rr
149 ｱｲｺﾞ rr
150 ﾋﾒｱｲｺﾞ rr rr
151 ﾂﾉﾀﾞｼ rr
152 ﾃﾝｸﾞﾊｷﾞ rr
153 ｺﾞﾏﾊｷﾞ rr
154 ｻｻﾞﾅﾐﾊｷﾞ +
155 ﾅｶﾞﾆｻﾞ r
156 ﾓﾝﾂｷﾊｷﾞ rr
157 ﾆｾｶﾝﾗﾝﾊｷﾞ rr
158 ｸﾛﾊｷﾞ r rr rr
159 ｺﾞﾏﾓﾝｶﾞﾗ rr
160 ﾓﾝｶﾞﾗｶﾜﾊｷﾞ rr
161 ﾂﾏｼﾞﾛﾓﾝｶﾞﾗ rr rr
162 ﾑﾗｻﾒﾓﾝｶﾞﾗ rr

31 12 21 6 87 45 34 14
注）表中のrrは1～5個体、rは6～20個体、+は21～50個体、cは51～99個体、ccは100個体以上を示す。

調査地点

出現種数

No. 和名

調査期日：平成 28 年 7 月 25～27 日 
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表－6.2.44（1） 魚類地点別出現状況（秋季） 

St.1 St.2 St.3 St.4 St.5 St.6 St.7 St.8
1 ﾏﾀﾞﾗｴｿ rr
2 ﾄｶﾞﾘｴﾋﾞｽ rr
3 ｳｹｸﾞﾁｲｯﾄｳﾀﾞｲ rr
4 ｸﾛｵﾋﾞﾏﾂｶｻ rr
5 ｱｶﾏﾂｶｻ rr
6 ｲｼﾖｳｼﾞ rr
7 ﾊﾅﾐﾉｶｻｺﾞ rr rr
8 ｷﾘﾝﾐﾉ rr
9 ｽｼﾞｱﾗ rr

10 ｶﾝﾓﾝﾊﾀ rr
11 ﾒｷﾞｽ rr
12 ﾔﾗｲｲｼﾓﾁ rr rr
13 ﾀｲﾜﾝﾏﾄｲｼﾓﾁ rr rr rr
14 ｷﾝｾﾝｲｼﾓﾁ r rr rr rr
15 ﾐﾔｺｲｼﾓﾁ rr
16 ﾖｽｼﾞﾌｴﾀﾞｲ rr
17 ﾆｾｸﾛﾎｼﾌｴﾀﾞｲ rr
18 ﾋﾒﾌｴﾀﾞｲ rr rr
19 ｵｷﾌｴﾀﾞｲ rr rr
20 ﾊｸｾﾝﾀﾏｶﾞｼﾗ rr rr
21 ﾌﾀｽｼﾞﾀﾏｶﾞｼﾗ rr rr
22 ﾋﾄｽｼﾞﾀﾏｶﾞｼﾗ rr rr rr
23 ﾋﾒﾀﾏｶﾞｼﾗ rr rr
24 ﾖｺｼﾏｸﾛﾀﾞｲ rr
25 ﾒｲﾁﾀﾞｲ属 rr
26 ﾊﾏﾌｴﾌｷ rr
27 ﾖﾒﾋﾒｼﾞ r
28 ｱｶﾋﾒｼﾞ +
29 ｵｵｽｼﾞﾋﾒｼﾞ rr
30 ｺﾊﾞﾝﾋﾒｼﾞ rr
31 ｵｼﾞｻﾝ rr
32 ﾐﾅﾐﾊﾀﾀﾃﾀﾞｲ rr
33 ﾄｹﾞﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr rr rr
34 ｾｸﾞﾛﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr
35 ﾌｳﾗｲﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr
36 ﾐｽｼﾞﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr
37 ｸﾏﾉﾐ rr rr
38 ｱﾏﾐｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr
39 ﾐﾂﾎﾞｼｸﾛｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r
40 ﾌﾀｽｼﾞﾘｭｳｷｭｳｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r
41 ﾐｽｼﾞﾘｭｳｷｭｳｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr
42 ｵｷﾅﾜｽｽﾞﾒﾀﾞｲ c
43 ﾙﾘﾎｼｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr
44 ﾛｸｾﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr
45 ﾚﾓﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr
46 ｲﾁﾓﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr
47 ﾙﾘｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr
48 ｽｼﾞﾌﾞﾁｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr rr
49 ｸﾗｶｵｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r
50 ﾋﾚﾅｶﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ +
51 ﾘﾎﾞﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr
52 ﾌｨﾘﾋﾟﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ c
53 ｵｼﾞﾛｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr + rr
54 ﾓﾝﾂｷｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r
55 ﾅｶﾞｻｷｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr rr
56 ｽﾐｿﾞﾒｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr
57 ｸﾛﾒｶﾞﾈｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r
58 ﾈｯﾀｲｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr
59 ﾆｾﾈｯﾀｲｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr +
60 ｲｼｶﾞｷﾀﾞｲ rr

注）表中のrrは1～5個体、rは6～20個体、+は21～50個体、cは51～99個体、ccは100個体以上を示す。

No. 和名 調査地点

秋季：平成 28 年 10 月 19,24,28 日 
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表－6.2.44（2） 魚類地点別出現状況（秋季） 

St.1 St.2 St.3 St.4 St.5 St.6 St.7 St.8
61 ｲｽｽﾞﾐ属 rr
62 ｼﾏﾀﾚｸﾁﾍﾞﾗ rr
63 ﾎﾝｿﾒﾜｹﾍﾞﾗ rr
64 ｿﾒﾜｹﾍﾞﾗ rr
65 ﾊﾗｽｼﾞﾍﾞﾗ rr rr r rr
66 ｾﾅｽｼﾞﾍﾞﾗ rr
67 ﾔﾏﾌﾞｷﾍﾞﾗ rr
68 ﾐﾂﾎﾞｼｷｭｳｾﾝ rr rr
69 ﾑﾅﾃﾝﾍﾞﾗ rr
70 ｶｻﾞﾘｷｭｳｾﾝ rr
71 ﾂﾕﾍﾞﾗ rr
72 ｼﾁｾﾝﾑｽﾒﾍﾞﾗ rr
73 ｼﾛﾀｽｷﾍﾞﾗ rr
74 ｸﾛﾍﾘｲﾄﾋｷﾍﾞﾗ r
75 ｷﾞﾁﾍﾞﾗ rr
76 ﾎﾎｽｼﾞﾓﾁﾉｳｵ rr
77 ﾎｼﾃﾝｽ rr
78 ﾊｹﾞﾌﾞﾀﾞｲ rr
79 ｵﾋﾞﾌﾞﾀﾞｲ rr
80 ﾅｶﾞﾌﾞﾀﾞｲ rr
81 ｶﾒﾚｵﾝﾌﾞﾀﾞｲ rr
82 ｷﾋﾞﾚﾌﾞﾀﾞｲ rr
83 ﾌﾞﾀﾞｲ科 rr rr
84 ｵｸﾞﾛﾄﾗｷﾞｽ rr rr rr
85 ﾀﾞﾝﾀﾞﾗﾄﾗｷﾞｽ rr rr rr
86 ﾍﾋﾞｷﾞﾝﾎﾟ科 rr
87 ﾔｴﾔﾏｷﾞﾝﾎﾟ rr rr
88 ﾊﾀﾀﾃｷﾞﾝﾎﾟ rr rr rr rr
89 ﾆｼﾞｷﾞﾝﾎﾟ rr
90 ｵｳｺﾞﾝﾆｼﾞｷﾞﾝﾎﾟ rr
91 ｶﾓﾊﾗｷﾞﾝﾎﾟ rr rr
92 ﾄｹﾞﾅｶﾞﾊｾﾞ属 rr
93 ｹｼｮｳﾊｾﾞ r r +
94 ｳｽｹﾞｼｮｳﾊｾﾞ rr rr
95 ﾎｼﾊｾﾞ rr r rr + +
96 ｶﾀﾎﾞｼｵｵﾓﾝﾊｾﾞ rr r
97 ｵｵﾓﾝﾊｾﾞ r
98 ｷﾝｾﾝﾊｾﾞ rr rr
99 ｻﾗｻﾊｾﾞ rr rr r

100 ﾎﾎﾍﾞﾆｻﾗｻﾊｾﾞ rr rr rr
101 ｸﾓﾊｾﾞ rr r
102 ｶｽﾘﾊｾﾞ rr rr
103 ｶｽﾘﾊｾﾞ属 rr rr
104 ﾂﾑｷﾞﾊｾﾞ rr
105 ｸﾂﾜﾊｾﾞ rr rr rr
106 ﾎｼｶｻﾞﾘﾊｾﾞ rr
107 ｸﾂﾜﾊｾﾞ属 rr rr rr rr
108 ｸﾛｵﾋﾞﾊｾﾞ rr rr rr
109 ｸﾛﾎｼﾊｾﾞ rr
110 ﾀｶﾉﾊﾊｾﾞ rr rr r
111 ｵｲﾗﾝﾊｾﾞ r
112 ﾔﾂｼﾊｾﾞ属 rr rr rr
113 ｵﾋﾞｼﾉﾋﾞﾊｾﾞ +
114 ﾎﾎｽｼﾞｼﾉﾋﾞﾊｾﾞ rr
115 ｼﾉﾋﾞﾊｾﾞ rr
116 ｼﾉﾋﾞﾊｾﾞ属 rr
117 ﾋﾒﾀﾞﾃﾊｾﾞ r
118 ｸﾋﾞｱｶﾊｾﾞ rr
119 ｵﾄﾒﾊｾﾞ rr
120 ｾｽｼﾞｻﾝｶｸﾊｾﾞ rr rr
注）表中のrrは1～5個体、rは6～20個体、+は21～50個体、cは51～99個体、ccは100個体以上を示す。

No. 和名 調査地点

秋季：平成 28 年 10 月 19,24,28 日 
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表－6.2.44（3） 魚類地点別出現状況（秋季） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

St.1 St.2 St.3 St.4 St.5 St.6 St.7 St.8
121 ｻﾝｶｸﾊｾﾞ rr
122 ｱｵｷﾞﾊｾﾞ +
123 ﾁｺﾞﾍﾞﾆﾊｾﾞ rr
124 ｱｵｲｿﾊｾﾞ rr
125 ﾊﾅｸﾞﾛｲｿﾊｾﾞ rr r
126 ｱｶﾎｼｲｿﾊｾﾞ rr
127 ｲｿﾊｾﾞ属 rr rr r rr
128 ｲﾄﾏﾝｸﾛﾕﾘﾊｾﾞ rr rr
129 ｱﾐｱｲｺﾞ rr
130 ﾋﾒｱｲｺﾞ rr
131 ﾂﾉﾀﾞｼ rr rr
132 ﾃﾝｸﾞﾊｷﾞ rr
133 ﾐﾔｺﾃﾝｸﾞﾊｷﾞ rr
134 ﾋﾚﾅｶﾞﾊｷﾞ rr
135 ｺﾞﾏﾊｷﾞ rr
136 ｻｻﾞﾅﾐﾊｷﾞ +
137 ﾅｶﾞﾆｻﾞ r
138 ﾆｾｶﾝﾗﾝﾊｷﾞ rr rr
139 ｸﾛﾊｷﾞ rr rr
140 ｺﾞﾏﾓﾝｶﾞﾗ rr
141 ﾂﾏｼﾞﾛﾓﾝｶﾞﾗ rr rr
142 ﾑﾗｻﾒﾓﾝｶﾞﾗ rr
143 ｸﾗｶｹﾓﾝｶﾞﾗ rr
144 ｻｻﾞﾅﾐﾌｸﾞ rr

22 17 16 5 86 36 26 9
注）表中のrrは1～5個体、rは6～20個体、+は21～50個体、cは51～99個体、ccは100個体以上を示す。

出現種数

No. 和名 調査地点

秋季：平成 28 年 10 月 19,24,28 日 
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表－6.2.45（1） 魚類地点別出現状況（冬季） 

 調査期日：平成29年2月1～3日　

St.1 St.2 St.3 St.4 St.5 St.6 St.7 St.8
1 ﾏﾀﾞﾗｴｿ rr
2 ｱｶｴｿ属 rr
3 ｳｹｸﾞﾁｲｯﾄｳﾀﾞｲ rr
4 ｱｶﾏﾂｶｻ rr
5 ﾍﾗﾔｶﾞﾗ rr
6 ﾊﾅﾐﾉｶｻｺﾞ rr
7 ﾌｻｶｻｺﾞ科 rr
8 ｺﾁ科 rr
9 ｶﾝﾓﾝﾊﾀ rr rr

10 ﾒｷﾞｽ rr
11 ｶﾂｲﾛﾆｾｽｽﾞﾒ rr
12 ﾔﾗｲｲｼﾓﾁ rr rr
13 ﾀｲﾜﾝﾏﾄｲｼﾓﾁ rr
14 ｷﾝｾﾝｲｼﾓﾁ + rr
15 ｽｼﾞｲｼﾓﾁ rr
16 ﾐﾔｺｲｼﾓﾁ rr
17 ﾆｾｸﾛﾎｼﾌｴﾀﾞｲ rr rr
18 ﾋﾒﾌｴﾀﾞｲ rr rr
19 ｵｷﾌｴﾀﾞｲ rr
20 ｸﾏｻｻﾊﾅﾑﾛ +
21 ﾆｾﾀｶｻｺﾞ +
22 ｺﾛﾀﾞｲ rr
23 ﾌﾀｽｼﾞﾀﾏｶﾞｼﾗ rr rr
24 ﾋﾄｽｼﾞﾀﾏｶﾞｼﾗ rr rr
25 ﾖｺｼﾏﾀﾏｶﾞｼﾗ rr
26 ﾋﾒﾀﾏｶﾞｼﾗ rr rr rr
27 ﾏﾄﾌｴﾌｷ rr
28 ｲﾄﾌｴﾌｷ rr
29 ﾊﾏﾌｴﾌｷ rr
30 ﾖﾒﾋﾒｼﾞ rr
31 ｱｶﾋﾒｼﾞ rr
32 ｵｵｽｼﾞﾋﾒｼﾞ rr
33 ｺﾊﾞﾝﾋﾒｼﾞ rr
34 ｵｼﾞｻﾝ rr
35 ﾏﾙｸﾁﾋﾒｼﾞ rr
36 ﾄｹﾞﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr rr rr
37 ｾｸﾞﾛﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr rr
38 ﾌｳﾗｲﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr rr
39 ﾐｽｼﾞﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr
40 ｱｹﾎﾞﾉﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr rr
41 ﾅﾒﾗﾔｯｺ rr
42 ｸﾏﾉﾐ rr rr
43 ｷﾎｼｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr
44 ｱﾏﾐｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr
45 ﾐﾂﾎﾞｼｸﾛｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr rr
46 ﾌﾀｽｼﾞﾘｭｳｷｭｳｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr
47 ﾙﾘﾎｼｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr
48 ﾛｸｾﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ + rr
49 ﾚﾓﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr
50 ﾙﾘｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r
51 ｽｼﾞﾌﾞﾁｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr r
52 ｸﾗｶｵｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr
53 ｸﾛｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr
54 ﾋﾚﾅｶﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ +
55 ｸﾛﾘﾎﾞﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr
56 ﾘﾎﾞﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr
57 ﾌｨﾘﾋﾟﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ c
58 ｵｼﾞﾛｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r r rr
59 ﾓﾝﾂｷｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr rr
60 ﾅｶﾞｻｷｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr

注）表中のrrは1～5個体、rは6～20個体、+は21～50個体、cは51～99個体、ccは100個体以上を示す。

調査地点No. 和名
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表－6.2.45（2） 魚類地点別出現状況（冬季） 

 

 

 

調査期日：平成29年2月1～3日　

St.1 St.2 St.3 St.4 St.5 St.6 St.7 St.8
61 ｽﾐｿﾞﾒｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr
62 ｸﾛﾒｶﾞﾈｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr
63 ﾈｯﾀｲｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr
64 ﾆｾﾈｯﾀｲｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr +
65 ｼﾛｸﾗﾍﾞﾗ rr
66 ｶﾏｽﾍﾞﾗ rr
67 ｸｷﾞﾍﾞﾗ rr
68 ﾀﾚｸﾁﾍﾞﾗ rr rr
69 ｼﾏﾀﾚｸﾁﾍﾞﾗ rr
70 ﾎﾝｿﾒﾜｹﾍﾞﾗ rr rr
71 ﾊﾗｽｼﾞﾍﾞﾗ rr rr r rr
72 ﾔﾏﾌﾞｷﾍﾞﾗ rr
73 ﾐﾂﾎﾞｼｷｭｳｾﾝ rr r rr rr
74 ﾑﾅﾃﾝﾍﾞﾗ rr rr
75 ｶﾉｺﾍﾞﾗ rr
76 ｶｻﾞﾘｷｭｳｾﾝ rr
77 ﾂﾕﾍﾞﾗ rr
78 ｼﾁｾﾝﾑｽﾒﾍﾞﾗ rr rr rr rr
79 ｸﾛﾍﾘｲﾄﾋｷﾍﾞﾗ rr
80 ｷﾞﾁﾍﾞﾗ rr
81 ｱｶﾃﾝﾓﾁﾉｳｵ rr
82 ﾋﾄｽｼﾞﾓﾁﾉｳｵ rr
83 ｵﾋﾞﾃﾝｽﾓﾄﾞｷ rr
84 ｲﾛﾌﾞﾀﾞｲ rr
85 ﾊｹﾞﾌﾞﾀﾞｲ rr rr
86 ｵﾋﾞﾌﾞﾀﾞｲ rr
87 ｶﾒﾚｵﾝﾌﾞﾀﾞｲ rr
88 ｲﾁﾓﾝｼﾞﾌﾞﾀﾞｲ rr
89 ｷﾋﾞﾚﾌﾞﾀﾞｲ rr
90 ﾌﾞﾀﾞｲ科 r rr rr rr
91 ｵｸﾞﾛﾄﾗｷﾞｽ rr rr
92 ﾀﾞﾝﾀﾞﾗﾄﾗｷﾞｽ r rr rr
93 ﾔｴﾔﾏｷﾞﾝﾎﾟ rr
94 ｼﾏｷﾞﾝﾎﾟ rr rr
95 ﾊﾀﾀﾃｷﾞﾝﾎﾟ rr rr
96 ｵｳｺﾞﾝﾆｼﾞｷﾞﾝﾎﾟ rr
97 ｶﾓﾊﾗｷﾞﾝﾎﾟ r
98 ｺﾌﾞﾇﾒﾘ属 rr
99 ｹｼｮｳﾊｾﾞ r c

100 ｳｽｹﾞｼｮｳﾊｾﾞ rr
101 ﾎｼﾊｾﾞ r rr rr r +
102 ｶﾀﾎﾞｼｵｵﾓﾝﾊｾﾞ rr r rr
103 ｵｵﾓﾝﾊｾﾞ rr
104 ｻﾗｻﾊｾﾞ rr r
105 ﾎﾎﾍﾞﾆｻﾗｻﾊｾﾞ rr rr
106 ｸﾓﾊｾﾞ rr +
107 ｶｽﾘﾊｾﾞ rr rr
108 ｶｽﾘﾊｾﾞ属 rr
109 ｸﾂﾜﾊｾﾞ rr
110 ﾎｼｶｻﾞﾘﾊｾﾞ rr rr rr
111 ｸﾂﾜﾊｾﾞ属 rr rr
112 ｸﾛｵﾋﾞﾊｾﾞ rr rr
113 ｼﾛｵﾋﾞﾊｾﾞ rr
114 ﾀｶﾉﾊﾊｾﾞ rr rr
115 ｵｲﾗﾝﾊｾﾞ rr
116 ﾔﾂｼﾊｾﾞ属 rr rr rr rr
117 ｵﾋﾞｼﾉﾋﾞﾊｾﾞ rr rr
118 ﾎﾎｽｼﾞｼﾉﾋﾞﾊｾﾞ rr rr
119 ｼﾉﾋﾞﾊｾﾞ rr
120 ﾋﾒﾀﾞﾃﾊｾﾞ r
注）表中のrrは1～5個体、rは6～20個体、+は21～50個体、cは51～99個体、ccは100個体以上を示す。

No. 和名 調査地点
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表－6.2.45（3） 魚類地点別出現状況（冬季） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

調査期日：平成29年2月1～3日　

St.1 St.2 St.3 St.4 St.5 St.6 St.7 St.8
121 ｸﾋﾞｱｶﾊｾﾞ rr
122 ｻｻﾞﾅﾐﾊｾﾞ rr
123 ｾｽｼﾞｻﾝｶｸﾊｾﾞ rr
124 ｻﾝｶｸﾊｾﾞ rr
125 ｱｵｷﾞﾊｾﾞ r
126 ﾁｺﾞﾍﾞﾆﾊｾﾞ rr
127 ﾊﾅｸﾞﾛｲｿﾊｾﾞ rr rr
128 ｱｶﾎｼｲｿﾊｾﾞ rr
129 ｲｿﾊｾﾞ属 rr rr rr r rr
130 ｲﾄﾏﾝｸﾛﾕﾘﾊｾﾞ rr rr r
131 ｱﾐｱｲｺﾞ rr
132 ｱｲｺﾞ rr
133 ﾋﾒｱｲｺﾞ rr
134 ﾂﾉﾀﾞｼ rr rr
135 ﾃﾝｸﾞﾊｷﾞ rr
136 ﾐﾔｺﾃﾝｸﾞﾊｷﾞ rr
137 ﾋﾚﾅｶﾞﾊｷﾞ rr
138 ｺﾞﾏﾊｷﾞ rr
139 ｻｻﾞﾅﾐﾊｷﾞ r
140 ﾅｶﾞﾆｻﾞ r rr
141 ｸﾛｸﾞﾁﾆｻﾞ rr
142 ﾓﾝﾂｷﾊｷﾞ rr
143 ﾆｾｶﾝﾗﾝﾊｷﾞ rr rr
144 ｸﾛﾊｷﾞ rr rr rr rr
145 ﾓﾝｶﾞﾗｶﾜﾊｷﾞ rr
146 ﾂﾏｼﾞﾛﾓﾝｶﾞﾗ rr rr
147 ｸﾏﾄﾞﾘ rr
148 ﾑﾗｻﾒﾓﾝｶﾞﾗ rr rr
149 ﾊｸｾｲﾊｷﾞ rr
150 ﾐﾅﾐﾊｺﾌｸﾞ rr
151 ﾜﾓﾝﾌｸﾞ rr

21 23 24 5 87 34 29 7
注）表中のrrは1～5個体、rは6～20個体、+は21～50個体、cは51～99個体、ccは100個体以上を示す。

出現種数

No. 和名 調査地点
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 (6) 底生動物（マクロベントス） 

1) 調査概要 

スミス・マッキンタイヤー型採泥器（バケット部 22cm×22cm）を用いて、1 地点当

たり 2 回表層泥の採泥を行った。岩礁、サンゴ礁等表面が砂泥質でない場合は、地点

近傍あるいは間隙に溜まっている砂泥質を採取した。採取した表層泥は、1mm 目のふ

るいでこして、ふるい上の生物を試料とし、ホルマリンで固定し、光学顕微鏡を用い

て同定・計数を行った。また、干出域においても、同面積（容量）となるように採泥

を行った。調査は「海洋調査技術マニュアル」((社)海洋調査協会) 等に基づいて行っ

た。 

 

2) 調査結果 

マクロベントスの調査結果概要は表－6.2.46～表－6.2.49 に、出現種一覧は表－

6.2.50 に、地点別出現状況は表－6.2.51～表－6.2.54 に、水平分布図は図－6.2.40

及び図－6.2.41 に示すとおりである。 

 

(ア) 春季 

ア) 種構成 

採集された底生動物（マクロベントス）の種類数は 133 種類で、環形動物門が 57

種類と最も多かった。調査地点別の種類数は 15～42 種類の範囲にあり、St.6 で最も

多く、St.1 で最も少なかった。 

 

イ) 個体数 

調査地点別の個体数は 47～188 個体/0.1m2（平均：101 個体/0.1m2）の範囲にあり、

St.3 で最も多く、St.7 で最も少なかった。個体数の動物門別組成比は、全体でみると

環形動物門が約 43％と最も多かった。 

春季には、個体数組成比が 10％以上の主な出現種に該当する種はなかった。最も多

かったのはシリス亜科で、St.4 において 57 個体/0.1m2と最も多く出現していた。 

 

ウ) 湿重量 

調査地点別の湿重量は 0.34～10.68g/0.1m2（平均：3.52g/0.1m2）の範囲にあり、St.5

で最も多く、St.1 で最も少なかった。湿重量の動物門別組成比は、全体でみると軟体

動物門が約 63％と最も多かった。 

湿重量からみた主な出現種は、軟体動物門のサツマビナで、全体の約 38％を占めて

おり、St.5 で 4 個体/0.1m2、10.61g/0.1m2であった。 
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(イ) 夏季 

ア) 種構成 

採集された底生動物（マクロベントス）の種類数は 115 種類で、環形動物門が 43

種類と最も多かった。調査地点別の種類数は 3～42 種類の範囲にあり、St.6 で最も多

く、St.2 で最も少なかった。 

 

イ) 個体数 

調査地点別の個体数は 3～125 個体/0.1m2（平均：52 個体/0.1m2）の範囲にあり、St.4

で最も多く、St.2 で最も少なかった。個体数の動物門別組成比は、全体でみると環形

動物門が約 48％と最も多かった。 

夏季には、個体数組成比が 10％以上の主な出現種に該当する種はなかった。最も多

かったのはムシモドキギンチャク科で、St.4 において 18 個体/0.1m2と最も多く出現

していた。 

 

ウ) 湿重量 

調査地点別の湿重量は 0.31～8.13g/0.1m2（平均：3.29g/0.1m2）の範囲にあり、St.3

で最も多く、St.1 で最も少なかった。湿重量の動物門別組成比は、全体でみると軟体

動物門が約 71％と最も多かった。 

湿重量からみた主な出現種は、軟体動物門のリスガイとオキナワハナムシロで、そ

れぞれ全体の約 24％、11％を占めていた。リスガイは St.3 で 2 個体/0.1m2出現し、

オキナワハナムシロは St.7 で 1 個体/0.1m2出現した。 

 

(ウ) 秋季 

ア) 種構成 

採集された底生動物（マクロベントス）の種類数は 85 種類で、環形動物門が 35 種

類と最も多かった。調査地点別の種類数は5～27種類の範囲にあり、St.6で最も多く、

St.8 で最も少なかった。 

 

イ) 個体数 

調査地点別の個体数は 8～191 個体/0.1m2（平均：52 個体/0.1m2）の範囲にあり、St.4

で最も多く、St.8 で最も少なかった。個体数の動物門別組成比は、全体でみると軟体

動物門が約 43％と最も多かった。 

個体数からみた主な出現種は、軟体動物門のヒメクワノミカニモリで、全体の約

34％を占めており、St.4 で 126 個体/0.1m2と最も多く出現していた。 
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ウ) 湿重量 

調査地点別の湿重量は 0.24～10.78g/0.1m2（平均：4.57g/0.1m2）の範囲にあり、St.3

で最も多く、St.1 で最も少なかった。湿重量の動物門別組成比は、全体でみると軟体

動物門が約 81％と最も多かった。 

湿重量からみた主な出現種は、軟体動物門のヒメクワノミカニモリとオイノカガミ

で、それぞれ全体の約 31％、18％を占めていた。ヒメクワノミカニモリは St.4 で 126

個体/0.1m2出現し、8.62g/0.1m2であり、オイノカガミは St.3 で 1 個体/0.1m2出現し、

6.54g/0.1m2であった。 

 

(エ) 冬季 

ア) 種構成 

採集された底生動物（マクロベントス）の種類数は 121 種類で、環形動物門が 41

種類と最も多かった。調査地点別の種類数は 16～31 種類の範囲にあり、St.6 で最も

多く、St.1 と St.8 で最も少なかった。 

 

イ) 個体数 

調査地点別の個体数は 21～185 個体/0.1m2（平均：79 個体/0.1m2）の範囲にあり、

St.4 で最も多く、St.8 で最も少なかった。個体数の動物門別組成比は、全体でみると

環形動物門が約 62％と最も多かった。 

個体数からみた主な出現種は、環形動物門のナナテイソメ科で、全体の約 15％を占

めていた。ナナテイソメ科は St.3 のみで出現しており、92 個体/0.1m2であった。 

 

ウ) 湿重量 

調査地点別の湿重量は 0.41～28.31g/0.1m2（平均：10.74g/0.1m2）の範囲にあり、

St.2 で最も多く、St.1 で最も少なかった。湿重量の動物門別組成比は、全体でみると

軟体動物門が約 84％と最も多かった。 

湿重量からみた主な出現種は、軟体動物門のリュウキュウサルボウ、リュウキュウ

ザル、ゴマフイモで、それぞれ全体の約 24％、20％、15％を占めていた。リュウキュ

ウサルボウは St.2 で、リュウキュウザルは St.3 で、ゴマフイモは St.5 でそれぞれ大

型の個体が 1 個体/0.1m2出現し、それぞれ 20.39 g/0.1m2、17.10 g/0.1m2、12.71 g/0.1m2

であった。 
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表－6.2.46（1） マクロベントス調査結果概要（春季） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                調査期日:平成28年 5月15,23,24日

                調査方法:ｽﾐｽ･ﾏｯｷﾝﾀｲﾔｰ型採泥器による採泥

項目 調査地点 1 2 3 4 5

軟体動物門 2    1    3    2    4    

環形動物門 4    10    13    12    14    

節足動物門 8    6    15    7    8    

そ　の　他 1    1    7    6    1    

合　　　計 15    18    38    27    27    

軟体動物門 4    6    18    3    7    

環形動物門 12    25    54    130    31    

節足動物門 31    16    103    36    27    

そ　の　他 3    1    13    13    1    

合　　　計 50    48    188    182    66    

軟体動物門 8.0  12.5  9.6  1.6  10.6  

環形動物門 24.0  52.1  28.7  71.4  47.0  

節足動物門 62.0  33.3  54.8  19.8  40.9  

そ　の　他 6.0  2.1  6.9  7.1  1.5  

軟体動物門 0.02 0.13 0.06 +   10.63

環形動物門 0.20 2.38 0.61 0.65 0.04

節足動物門 0.08 0.20 0.57 0.08 0.01

そ　の　他 0.04 0.07 0.46 0.04 +   

合　　　計 0.34 2.78 1.70 0.77 10.68

軟体動物門 5.9  4.7  3.5  -   99.5  

環形動物門 58.8  85.6  35.9  84.4  0.4  

節足動物門 23.5  7.2  33.5  10.4  0.1  

そ　の　他 11.8  2.5  27.1  5.2  -   

ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ科 ｱﾅｼﾞｬｺ属 ｵｳｷﾞｶﾞﾆ科 ｼﾘｽ亜科 ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ科

9 (18.0) 11 (22.9) 36 (19.1) 57 (31.3) 8 (12.1)

ｽｶﾞﾒｿｺｴﾋﾞ属 Terebellides  sp. ｽﾝﾅﾘﾖｺｴﾋﾞ属 ｳﾐｹﾑｼ科

8 (16.0) 8 (16.7) 23 (12.2) 21 (11.5)

ﾋｻｼｿｺｴﾋﾞ科 ｻｸﾗｶﾞｲ属

6 (12.0) 6 (12.5)

Scoloplos  sp. ﾀﾞﾙﾏｺﾞｶｲ科

5 (10.0) 5 (10.4)

Sigalion  sp. Leiochrides  sp. Euthalenessa  sp. ｷﾚｺﾐｺﾞｶｲ ｻﾂﾏﾋﾞﾅ

0.09 (26.5) 2.05 (73.7) 0.28 (16.5) 0.38 (49.4) 10.61 (99.3)

Scolelepis  sp. ｽﾃﾌｪﾝｿﾝﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ ｾｸﾞﾛｲｿﾒ科

0.06 (17.6) 0.23 (13.5) 0.08 (10.4)

紐形動物門 ﾀﾃﾎｼﾑｼ科

0.04 (11.8) 0.19 (11.2)

Scoloplos  sp. ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目

0.04 (11.8) 0.18 (10.6)

ﾂﾊﾞｻｺﾞｶｲ科

0.17 (10.0)

注1：主な出現種は各調査地点での上位5種(ただし、組成比が10%以上)を示した。

注2：湿重量欄の+は0.01g未満を、組成比欄の-は計算不能を示した。

種類数

個体数

(個体/0.1m
2
)

個体数

組成比

(%)

湿重量

(g/0.1m
2
)

湿重量

組成比

(%)

主な出現種

と個体数

（個体/0.1m
2
）

（　）内は組成比率

（%）

主な出現種

と湿重量

（g/0.1m
2
）

（　）内は組成比率

（%）
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表－6.2.46（2） マクロベントス調査結果概要（春季） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                調査期日: 5月15,23,24日

                調査方法:ｽﾐｽ･ﾏｯｷﾝﾀｲﾔｰ型採泥器による採泥

項目 調査地点 6 7 8 平均

軟体動物門 8    3    4    21    

環形動物門 17    12    10    57    

節足動物門 14    6    7    44    

そ　の　他 3    1    2    11    

合　　　計 42    22    23    133    

軟体動物門 27    6    6    10    

環形動物門 60    18    18    44    

節足動物門 52    20    43    41    

そ　の　他 4    3    16    7    

合　　　計 143    47    83    101    

軟体動物門 18.9  12.8  7.2  9.5  

環形動物門 42.0  38.3  21.7  43.1  

節足動物門 36.4  42.6  51.8  40.6  

そ　の　他 2.8  6.4  19.3  6.7  

軟体動物門 5.41 0.90 0.70 2.23

環形動物門 0.77 0.39 0.86 0.74

節足動物門 1.05 0.31 1.19 0.44

そ　の　他 0.03 0.04 0.22 0.11

合　　　計 7.26 1.64 2.97 3.52

軟体動物門 74.5  54.9  23.6  63.4  

環形動物門 10.6  23.8  29.0  21.0  

節足動物門 14.5  18.9  40.1  12.4  

そ　の　他 0.4  2.4  7.4  3.2  

ｵｳｷﾞｶﾞﾆ科 ｱﾅｼﾞｬｺ属 ｱﾅｼﾞｬｺ属 該当種なし

22 (15.4) 15 (31.9) 29 (34.9)

ｳｽﾋｻﾞﾗｶﾞｲ科 ﾑｼﾓﾄﾞｷｷﾞﾝﾁｬｸ科

17 (11.9) 12 (14.5)

Mediomastus  sp.

17 (11.9)

Aonides  sp.

16 (11.2)

ﾎｿｽｼﾞｲﾅﾐｶﾞｲ ｻｸﾗｶﾞｲ属 ﾎﾝﾒﾅｶﾞｵｻｶﾞﾆ ｻﾂﾏﾋﾞﾅ

2.52 (34.7) 0.53 (32.3) 0.56 (18.9) 1.33 (37.7)

ﾘｭｳｷｭｳｻﾞﾙ ｵｷﾅﾜﾊﾅﾑｼﾛ ﾋﾒｵﾘｲﾚﾑｼﾛ

2.28 (31.4) 0.35 (21.3) 0.46 (15.5)

ｸﾒｼﾞﾏﾊｲｶﾞｻﾞﾐﾓﾄﾞｷ

0.31 (10.4)

Sigalion  sp.

0.30 (10.1)

注1：主な出現種は各調査地点での上位5種(ただし、組成比が10%以上)を示した。

注2：湿重量欄の+は0.01g未満を、組成比欄の-は計算不能を示した。

注3：平均欄の種類数は総種類数を示した。

主な出現種

と個体数

（個体/0.1m
2
）

（　）内は組成比率

（%）

主な出現種

と湿重量

（g/0.1m
2
）

（　）内は組成比率

（%）

種類数

個体数

(個体/0.1m
2
)

個体数

組成比

(%)

湿重量

(g/0.1m
2
)

湿重量

組成比

(%)
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表－6.2.47（1） マクロベントス調査結果概要（夏季） 

 

 

 

 

                調査期日:平成28年 7月21,22,29日

                調査方法:ｽﾐｽ･ﾏｯｷﾝﾀｲﾔｰ型採泥器による採泥

項目 調査地点 1 2 3 4 5

軟体動物門 6    3    1    

環形動物門 3    2    13    17    11    

節足動物門 7    1    4    10    3    

そ　の　他 5    3    3    

合　　　計 16    3    25    30    18    

軟体動物門 14    4    1    

環形動物門 9    2    38    76    21    

節足動物門 12    1    4    29    3    

そ　の　他 12    20    10    

合　　　計 35    3    58    125    35    

軟体動物門 40.0  6.9  2.9  

環形動物門 25.7  66.7  65.5  60.8  60.0  

節足動物門 34.3  33.3  6.9  23.2  8.6  

そ　の　他 20.7  16.0  28.6  

軟体動物門 0.17 7.72 0.55

環形動物門 0.10 0.01 0.14 0.59 +   

節足動物門 0.04 0.85 0.02 1.84 0.05

そ　の　他 0.25 0.47 0.01

合　　　計 0.31 0.86 8.13 2.90 0.61

軟体動物門 54.8  95.0  90.2  

環形動物門 32.3  1.2  1.7  20.3  -   

節足動物門 12.9  98.8  0.2  63.4  8.2  

そ　の　他 3.1  16.2  1.6  

ﾎﾀﾙｶﾞｲ属 Mediomastus sp. Pista  sp. ﾑｼﾓﾄﾞｷｷﾞﾝﾁｬｸ科 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ科

9 (25.7) 1 (33.3) 9 (15.5) 18 (14.4) 9 (25.7)

Scoloplos  sp. ﾀﾏｸﾞｼﾌｻｺﾞｶｲ科 Aonides  sp. Mediomastus sp. 線形動物門

6 (17.1) 1 (33.3) 8 (13.8) 15 (12.0) 6 (17.1)

Xenophthalmodes  sp. ﾂﾊﾞｻｺﾞｶｲ科 ｼﾘｽ亜科

1 (33.3) 7 (12.1) 14 (11.2)

Scoloplos  sp. Xenophthalmodes sp. ﾘｽｶﾞｲ ﾒﾅｶﾞｵｻｶﾞﾆ ｻﾂﾏﾋﾞﾅ

0.07 (22.6) 0.85 (98.8) 6.22 (76.5) 1.41 (48.6) 0.55 (90.2)

ﾎﾀﾙｶﾞｲ属 ﾑｼﾛﾀｹ ｷﾞﾎﾞｼﾑｼ綱

0.06 (19.4) 1.38 (17.0) 0.39 (13.4)

掘足綱 ﾂﾊﾞｻｺﾞｶｲ科

0.05 (16.1) 0.33 (11.4)

ｶｲｺｶﾞｲ

0.04 (12.9)

注1：主な出現種は各調査地点での上位5種(ただし、組成比が10%以上)を示した。

注2：湿重量欄の+は0.01g未満を、組成比欄の-は計算不能を示した。

種類数

個体数

(個体/0.1m
2
)

個体数

組成比

(%)

湿重量

(g/0.1m
2
)

湿重量

組成比

(%)

主な出現種

と個体数

（個体/0.1m
2
）

（　）内は組成比率

（%）

主な出現種

と湿重量

（g/0.1m
2
）

（　）内は組成比率

（%）
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表－6.2.47（2） マクロベントス調査結果概要（夏季） 

 

 

 

 

 

 

                調査期日:平成28年 7月21,22,29日

                調査方法:ｽﾐｽ･ﾏｯｷﾝﾀｲﾔｰ型採泥器による採泥

項目 調査地点 6 7 8 平均

軟体動物門 11    3    4    28    

環形動物門 10    10    5    43    

節足動物門 17    4    2    35    

そ　の　他 4    3    1    9    

合　　　計 42    20    12    115    

軟体動物門 29    3    10    8    

環形動物門 18    29    7    25    

節足動物門 42    5    3    12    

そ　の　他 7    8    1    7    

合　　　計 96    45    21    52    

軟体動物門 30.2  6.7  47.6  14.6  

環形動物門 18.8  64.4  33.3  47.8  

節足動物門 43.8  11.1  14.3  23.7  

そ　の　他 7.3  17.8  4.8  13.9  

軟体動物門 6.29 3.45 0.40 2.32

環形動物門 0.17 0.24 0.40 0.21

節足動物門 1.45 0.60 0.44 0.66

そ　の　他 0.02 0.05 0.01 0.10

合　　　計 7.93 4.34 1.25 3.29

軟体動物門 79.3  79.5  32.0  70.6  

環形動物門 2.1  5.5  32.0  6.3  

節足動物門 18.3  13.8  35.2  20.1  

そ　の　他 0.3  1.2  0.8  3.1  

ﾋﾂﾞﾒｶﾞﾆ属 Aphelochaeta  sp. ﾌﾞﾄﾞｳｶﾞｲ科 該当種なし

16 (16.7) 7 (15.6) 6 (28.6)

ｳｽﾋｻﾞﾗｶﾞｲ科 紐形動物門

13 (13.5) 6 (13.3)

Nephtys  sp.

6 (13.3)

ｲﾄｺﾞｶｲ科

5 (11.1)

ｱﾜﾑｼﾛ ｵｷﾅﾜﾊﾅﾑｼﾛ ｱﾅｼﾞｬｺ属 ﾘｽｶﾞｲ

2.29 (28.9) 2.76 (63.6) 0.38 (30.4) 0.78 (23.6)

ﾐﾀﾞﾚｼﾏﾀﾏ ﾊｽﾒｻﾞｸﾗ ﾋﾒｵﾘｲﾚﾑｼﾛ ｵｷﾅﾜﾊﾅﾑｼﾛ

1.90 (24.0) 0.68 (15.7) 0.27 (21.6) 0.35 (10.5)

ﾋﾒﾋﾂﾞﾒｶﾞﾆ ｲﾄｺﾞｶｲ科

0.86 (10.8) 0.13 (10.4)

注1：主な出現種は各調査地点での上位5種(ただし、組成比が10%以上)を示した。

注2：湿重量欄の+は0.01g未満を、組成比欄の-は計算不能を示した。

注3：平均欄の種類数は総種類数を示した。

主な出現種

と個体数

（個体/0.1m
2
）

（　）内は組成比率

（%）

主な出現種

と湿重量

（g/0.1m
2
）

（　）内は組成比率

（%）

種類数

個体数

(個体/0.1m
2
)

個体数

組成比

(%)

湿重量

(g/0.1m
2
)

湿重量

組成比

(%)
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表－6.2.48（1） マクロベントス調査結果概要（秋季） 

 

 

 

 

                調査期日:平成28年10月18,19日

                調査方法:ｽﾐｽ･ﾏｯｷﾝﾀｲﾔｰ型採泥器による採泥

項目 調査地点 1 2 3 4 5

軟体動物門 5    4    2    1    1    

環形動物門 3    5    7    8    4    

節足動物門 6    2    6    6    3    

そ　の　他 3    

合　　　計 14    11    18    15    8    

軟体動物門 14    7    2    126    3    

環形動物門 5    9    24    56    4    

節足動物門 13    5    8    9    6    

そ　の　他 5    

合　　　計 32    21    39    191    13    

軟体動物門 43.8  33.3  5.1  66.0  23.1  

環形動物門 15.6  42.9  61.5  29.3  30.8  

節足動物門 40.6  23.8  20.5  4.7  46.2  

そ　の　他 12.8  

軟体動物門 0.21 2.20 9.77 8.62 3.36

環形動物門 0.02 0.11 0.31 0.25 0.08

節足動物門 0.01 0.09 0.44 1.29 0.01

そ　の　他 0.26

合　　　計 0.24 2.40 10.78 10.16 3.45

軟体動物門 87.5  91.7  90.6  84.8  97.4  

環形動物門 8.3  4.6  2.9  2.5  2.3  

節足動物門 4.2  3.8  4.1  12.7  0.3  

そ　の　他 2.4  

ﾎﾀﾙｶﾞｲ属 Notomastus  sp. ﾅﾅﾃｲｿﾒ科 ﾋﾒｸﾜﾉﾐｶﾆﾓﾘ ｻﾂﾏﾋﾞﾅ

7 (21.9) 5 (23.8) 8 (20.5) 126 (66.0) 3 (23.1)

掘足綱 Leptosquilla ｼﾘｽ亜科 ｲﾄｺﾞｶｲ科 ｵﾎﾞｺｽｶﾞﾒ属

4 (12.5) schmeltzii 7 (17.9) 27 (14.1) 2 (15.4)

4 (19.0)

ｸﾁﾊﾞｼｿｺｴﾋﾞ科 ﾂﾉﾔﾄﾞｶﾘ属

4 (12.5) ﾄｳｶﾞﾀｶﾞｲ科 2 (15.4)

3 (14.3)

ﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ科

2 (15.4)

ﾎﾀﾙｶﾞｲ属 ｵｷﾅﾜﾊﾅﾑｼﾛ ｵｲﾉｶｶﾞﾐ ﾋﾒｸﾜﾉﾐｶﾆﾓﾘ ｻﾂﾏﾋﾞﾅ

0.09 (37.5) 1.63 (67.9) 6.54 (60.7) 8.62 (84.8) 3.36 (97.4)

ﾎｿﾑｷﾞﾖﾌﾊﾞｲ ｸﾁﾐｿﾞﾖﾌﾊﾞｲ ﾘｭｳｷｭｳﾊﾞｶｶﾞｲ

0.06 (25.0) 0.41 (17.1) 3.23 (30.0)

掘足綱

0.06 (25.0)

注1：主な出現種は各調査地点での上位5種(ただし、組成比が10%以上)を示した。

注2：湿重量欄の+は0.01g未満を、組成比欄の-は計算不能を示した。

種類数

個体数

(個体/0.1m
2
)

個体数

組成比

(%)

湿重量

(g/0.1m
2
)

湿重量

組成比

(%)

主な出現種

と個体数

（個体/0.1m
2
）

（　）内は組成比率

（%）

主な出現種

と湿重量

（g/0.1m
2
）

（　）内は組成比率

（%）



 

6-209 

表－6.2.48（2） マクロベントス調査結果概要（秋季） 

 

 

 

 

                調査期日:平成28年10月18,19日

                調査方法:ｽﾐｽ･ﾏｯｷﾝﾀｲﾔｰ型採泥器による採泥

項目 調査地点 6 7 8 平均

軟体動物門 9    21    

環形動物門 11    13    4    35    

節足動物門 5    3    1    26    

そ　の　他 2    1    3    

合　　　計 27    17    5    85    

軟体動物門 25    22    

環形動物門 42    23    7    21    

節足動物門 12    3    1    7    

そ　の　他 3    1    1    

合　　　計 82    27    8    52    

軟体動物門 30.5  42.9  

環形動物門 51.2  85.2  87.5  41.2  

節足動物門 14.6  11.1  12.5  13.8  

そ　の　他 3.7  3.7  2.2  

軟体動物門 5.31 3.68

環形動物門 0.21 0.20 0.38 0.20

節足動物門 3.12 0.05 0.20 0.65

そ　の　他 0.04 0.01 0.04

合　　　計 8.68 0.26 0.58 4.57

軟体動物門 61.2  80.6  

環形動物門 2.4  76.9  65.5  4.3  

節足動物門 35.9  19.2  34.5  14.3  

そ　の　他 0.5  3.8  0.8  

Cirriformia  sp. Mediomastus  sp. Malacoceros  sp. ﾋﾒｸﾜﾉﾐｶﾆﾓﾘ

15 (18.3) 4 (14.8) 3 (37.5) 18 (33.9)

ﾋﾒｸﾜﾉﾐｶﾆﾓﾘ Armandia  sp. Sigalion  sp.

14 (17.1) 4 (14.8) 2 (25.0)

Aphelochaeta  sp. Sthenelais  sp.

9 (11.0) 1 (12.5)

ｲﾄｺﾞｶｲ科

1 (12.5)

ｱﾅｼﾞｬｺ属

1 (12.5)

ﾋﾒｸﾜﾉﾐｶﾆﾓﾘ Arabella  sp. ｲﾄｺﾞｶｲ科 ﾋﾒｸﾜﾉﾐｶﾆﾓﾘ

2.61 (30.1) 0.11 (42.3) 0.30 (51.7) 1.40 (30.7)

ﾋﾒﾋﾂﾞﾒｶﾞﾆ ｲﾄｺﾞｶｲ科 ｱﾅｼﾞｬｺ属 ｵｲﾉｶｶﾞﾐ

1.44 (16.6) 0.04 (15.4) 0.20 (34.5) 0.82 (17.9)

ﾒﾅｶﾞｵｻｶﾞﾆ ｽﾅﾓｸﾞﾘ科

1.18 (13.6) 0.03 (11.5)

注1：主な出現種は各調査地点での上位5種(ただし、組成比が10%以上)を示した。

注2：湿重量欄の+は0.01g未満を、組成比欄の-は計算不能を示した。

注3：平均欄の種類数は総種類数を示した。

主な出現種

と個体数

（個体/0.1m
2
）

（　）内は組成比率

（%）

主な出現種

と湿重量

（g/0.1m
2
）

（　）内は組成比率

（%）

種類数

個体数

(個体/0.1m
2
)

個体数

組成比

(%)

湿重量

(g/0.1m
2
)

湿重量

組成比

(%)
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表－6.2.49（1） マクロベントス調査結果概要（冬季） 

 

 

 

 

 

                調査期日:平成29年 1月17,18日

                調査方法:ｽﾐｽ･ﾏｯｷﾝﾀｲﾔｰ型採泥器による採泥

項目 調査地点 1 2 3 4 5

軟体動物門 2    4    6    1    5    

環形動物門 6    8    10    16    7    

節足動物門 6    11    8    9    7    

そ　の　他 2    2    6    2    3    

合　　　計 16    25    30    28    22    

軟体動物門 3    39    9    1    5    

環形動物門 13    36    122    139    12    

節足動物門 17    19    13    39    9    

そ　の　他 5    4    13    6    4    

合　　　計 38    98    157    185    30    

軟体動物門 7.9  39.8  5.7  0.5  16.7  

環形動物門 34.2  36.7  77.7  75.1  40.0  

節足動物門 44.7  19.4  8.3  21.1  30.0  

そ　の　他 13.2  4.1  8.3  3.2  13.3  

軟体動物門 0.20 25.55 18.68 4.47 17.02

環形動物門 0.07 0.10 1.32 0.64 0.09

節足動物門 0.05 1.59 0.24 2.12 0.06

そ　の　他 0.09 1.07 0.19 3.78 0.02

合　　　計 0.41 28.31 20.43 11.01 17.19

軟体動物門 48.8  90.3  91.4  40.6  99.0  

環形動物門 17.1  0.4  6.5  5.8  0.5  

節足動物門 12.2  5.6  1.2  19.3  0.3  

そ　の　他 22.0  3.8  0.9  34.3  0.1  

ﾋｻｼｿｺｴﾋﾞ科 ﾋﾒｸﾜﾉﾐｶﾆﾓﾘ ﾅﾅﾃｲｿﾒ科 ｼﾘｽ亜科 Glycera  sp.

7 (18.4) 31 (31.6) 92 (58.6) 41 (22.2) 3 (10.0)

Scoloplos  sp. Armandia  sp. ｲﾄｺﾞｶｲ科 Notomastus  sp.

6 (15.8) 16 (16.3) 32 (17.3) 3 (10.0)

紐形動物門 Aonides  sp. ﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ科

4 (10.5) 10 (10.2) 3 (10.0)

ﾂﾉﾋｹﾞｿｺｴﾋﾞ科

4 (10.5)

ﾃﾝｼﾞｸｼﾁｸｶﾞｲ ﾘｭｳｷｭｳｻﾙﾎﾞｳ ﾘｭｳｷｭｳｻﾞﾙ ｲﾎﾞﾖﾌﾊﾞｲ ｺﾞﾏﾌｲﾓ

0.12 (29.3) 20.39 (72.0) 17.10 (83.7) 4.47 (40.6) 12.71 (73.9)

ﾘｭｳｷｭｳﾂﾉｶﾞｲ ﾋﾒｸﾜﾉﾐｶﾆﾓﾘ ｷﾞﾎﾞｼﾑｼ綱 ﾖｺﾜｶﾆﾓﾘ

0.08 (19.5) 4.27 (15.1) 3.77 (34.2) 3.49 (20.3)

ｶｼﾊﾟﾝ科 ﾋﾒﾋﾂﾞﾒｶﾞﾆ

0.07 (17.1) 1.99 (18.1)

注1：主な出現種は各調査地点での上位5種(ただし、組成比が10%以上)を示した。

注2：湿重量欄の+は0.01g未満を、組成比欄の-は計算不能を示した。

種類数

個体数

(個体/0.1m
2
)

個体数

組成比

(%)

湿重量

(g/0.1m
2
)

湿重量

組成比

(%)

主な出現種

と個体数

（個体/0.1m
2
）

（　）内は組成比率

（%）

主な出現種

と湿重量

（g/0.1m
2
）

（　）内は組成比率

（%）
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表－6.2.49（2） マクロベントス調査結果概要（冬季） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                調査期日:平成29年 1月17,18日

                調査方法:ｽﾐｽ･ﾏｯｷﾝﾀｲﾔｰ型採泥器による採泥

項目 調査地点 6 7 8 平均

軟体動物門 7    3    4    31    

環形動物門 15    12    6    41    

節足動物門 8    2    4    39    

そ　の　他 1    1    2    10    

合　　　計 31    18    16    121    

軟体動物門 13    3    4    10    

環形動物門 26    33    8    49    

節足動物門 14    3    6    15    

そ　の　他 3    6    3    6    

合　　　計 56    45    21    79    

軟体動物門 23.2  6.7  19.0  12.2  

環形動物門 46.4  73.3  38.1  61.7  

節足動物門 25.0  6.7  28.6  19.0  

そ　の　他 5.4  13.3  14.3  7.0  

軟体動物門 6.23 0.29 0.07 9.06

環形動物門 0.15 0.29 0.12 0.35

節足動物門 0.44 0.09 0.84 0.68

そ　の　他 0.05 0.02 +   0.65

合　　　計 6.87 0.69 1.03 10.74

軟体動物門 90.7  42.0  6.8  84.4  

環形動物門 2.2  42.0  11.7  3.2  

節足動物門 6.4  13.0  81.6  6.3  

そ　の　他 0.7  2.9  -   6.1  

ｳｽﾋｻﾞﾗｶﾞｲ科 Mediomastus  sp. 該当種なし ﾅﾅﾃｲｿﾒ科

7 (12.5) 7 (15.6) 12 (14.6)

紐形動物門

6 (13.3)

Nephtys  sp.

5 (11.1)

ﾄﾗﾌｸﾀﾞﾏｷ ｲﾄｺﾞｶｲ科 ｱﾅｼﾞｬｺ属 ﾘｭｳｷｭｳｻﾙﾎﾞｳ

4.25 (61.9) 0.16 (23.2) 0.43 (41.7) 2.55 (23.7)

ﾊﾏﾂﾞﾄ Cycladicama  sp. ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ属 ﾘｭｳｷｭｳｻﾞﾙ

1.10 (16.0) 0.12 (17.4) 0.37 (35.9) 2.14 (19.9)

ﾋﾗｻﾞｸﾗ ｺﾞﾏﾌｲﾓ

0.09 (13.0) 1.59 (14.8)

ﾎｳｼｭﾉﾀﾏ

0.08 (11.6)

注1：主な出現種は各調査地点での上位5種(ただし、組成比が10%以上)を示した。

注2：湿重量欄の+は0.01g未満を、組成比欄の-は計算不能を示した。

注3：平均欄の種類数は総種類数を示した。

主な出現種

と個体数

（個体/0.1m
2
）

（　）内は組成比率

（%）

主な出現種

と湿重量

（g/0.1m
2
）

（　）内は組成比率

（%）

種類数

個体数

(個体/0.1m
2
)

個体数

組成比

(%)

湿重量

(g/0.1m
2
)

湿重量

組成比

(%)
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表－6.2.50（1） マクロベントス出現種一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査期日：春季：平成28年 5月15,23,24日

　　　　　夏季：平成28年 7月21,22,29日

　　　　　秋季：平成28年10月18,19日

　　　　　冬季：平成29年 1月17,18日

調査方法：ｽﾐｽ･ﾏｯｷﾝﾀｲﾔｰ型採泥器による採泥

春季 夏季 秋季 冬季

1 海綿動物 普通海綿 - - Demospongiae 普通海綿綱                ○

2 刺胞動物 花虫 ﾊﾅｷﾞﾝﾁｬｸ ﾊﾅｷﾞﾝﾁｬｸ Cerianthidae ﾊﾅｷﾞﾝﾁｬｸ科 ○                

3 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ ﾑｼﾓﾄﾞｷｷﾞﾝﾁｬｸ Edwardsiidae ﾑｼﾓﾄﾞｷｷﾞﾝﾁｬｸ科 ○ ○ ○ ○

4 - Actiniaria ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 ○      ○      

5 扁形動物 渦虫 ﾋﾗﾑｼ - Polycladida ﾋﾗﾑｼ目      ○           

6 紐形動物 - - - Nemertinea 紐形動物門 ○ ○ ○ ○

7 線形動物 - - - Nematoda 線形動物門 ○ ○           

8 軟体動物 多板 新ﾋｻﾞﾗｶﾞｲ ｻﾒﾊﾀﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ Leptochitonidae ｻﾒﾊﾀﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ科 ○ ○           

9 ｳｽﾋｻﾞﾗｶﾞｲ Ischnochitonidae ｳｽﾋｻﾞﾗｶﾞｲ科 ○ ○      ○

10 ｹﾊﾀﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ Acanthochitonidae ｹﾊﾀﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ科 ○           ○

11 腹足 ｶｻｶﾞｲ ﾂﾀﾉﾊｶﾞｲ Patellidae ﾂﾀﾉﾊｶﾞｲ科 ○                

12 古腹足 ｽｶｼｶﾞｲ Macroschisma  sp. ｽｶｼｶﾞｲ属                ○

13 ﾆｼｷｳｽﾞｶﾞｲ Iwakawatrochus urbanus ｲﾜｶﾜﾁｸﾞｻ           ○      

14 Stomatia  sp. ﾌﾙﾔｶﾞｲ属      ○           

15 Trochidae ﾆｼｷｳｽﾞｶﾞｲ科 ○                

16 ﾜﾀｿﾞｺｼﾀﾀﾞﾐ Munditiella ammonoceras ﾜﾀﾞﾁｼﾀﾀﾞﾐ ○                

17 盤足 ｵﾆﾉﾂﾉｶﾞｲ Cerithium rostratum ﾊｼﾅｶﾞﾂﾉﾌﾞｴ           ○      

18 Cerithium zonatum ﾋﾒｸﾜﾉﾐｶﾆﾓﾘ           ○ ○

19 Rhinoclavis aspera ﾖｺﾜｶﾆﾓﾘ                ○

20 Cerithiidae ｵﾆﾉﾂﾉｶﾞｲ科                ○

21 ｲｿｺﾊｸｶﾞｲ Circulus  sp.                ○

22 ﾀﾏｶﾞｲ Mammilla melanostoma ﾘｽｶﾞｲ      ○           

23 Natica gualteriana ﾎｳｼｭﾉﾀﾏ                ○

24 Naticarius zonalis ﾐﾀﾞﾚｼﾏﾀﾏ      ○           

25 ﾌｼﾞﾂｶﾞｲ Cymatium pileare ｼﾉﾏｷｶﾞｲ      ○           

26 翼舌 ｲﾄｶｹｶﾞｲ Epitoniidae ｲﾄｶｹｶﾞｲ科 ○                

27 新腹足 ﾌﾄｺﾛｶﾞｲ Euplica scripta ﾌﾄｺﾛｶﾞｲ           ○      

28 ﾑｼﾛｶﾞｲ Nassarius coronatus ｲﾎﾞﾖﾌﾊﾞｲ                ○

29 Niotha albescens ｱﾜﾑｼﾛ      ○      ○

30 Niotha stoliczkana ﾋﾒｵﾘｲﾚﾑｼﾛ ○ ○           

31 Niotha sinusigera ｸﾁﾐｿﾞﾖﾌﾊﾞｲ           ○      

32 Zeuxis  sp. ｶｹﾞﾛｳﾖﾌﾊﾞｲ           ○      

33 Zeuxis scalaris ｵｷﾅﾜﾊﾅﾑｼﾛ ○ ○ ○      

34 Cyllene pulchella ﾎｿﾑｷﾞﾖﾌﾊﾞｲ           ○      

35 ﾏｸﾗｶﾞｲ Olivella  sp. ﾎﾀﾙｶﾞｲ属 ○ ○ ○      

36 Oliva annulata ｻﾂﾏﾋﾞﾅ ○ ○ ○      

37 ﾂｸｼｶﾞｲ Vexillum  sp. ﾐﾉﾑｼｶﾞｲ属                ○

38 Costellaria exaspertata ﾊﾏﾂﾞﾄ                ○

39 ｲﾓｶﾞｲ Conus pulicarius ｺﾞﾏﾌｲﾓ                ○

40 Conus pennaceus ｱｼﾞﾛｲﾓ           ○      

41 Conus  sp. ｲﾓｶﾞｲ属           ○      

42 ｸﾀﾞﾏｷｶﾞｲ Lophiotoma acuta ﾄﾗﾌｸﾀﾞﾏｷ                ○

43 ﾀｹﾉｺｶﾞｲ Hastula acumen ﾃﾝｼﾞｸｼﾁｸｶﾞｲ                ○

44 Decorihastula affinis ﾑｼﾛﾀｹ      ○           

45 異旋 ﾄｳｶﾞﾀｶﾞｲ Otopleura auriscati ﾈｺﾉﾐﾐｸﾁｷﾚ      ○           

46 Pyramidellidae ﾄｳｶﾞﾀｶﾞｲ科 ○ ○ ○      

47 頭楯 ｷｾﾜﾀｶﾞｲ Philinidae ｷｾﾜﾀｶﾞｲ科 ○                

48 ﾌﾞﾄﾞｳｶﾞｲ Aliculastrum cylindricum ｶｲｺｶﾞｲ      ○           

49 Haminoeidae ﾌﾞﾄﾞｳｶﾞｲ科      ○           

50 掘足 ｿﾞｳｹﾞﾂﾉｶﾞｲ ｿﾞｳｹﾞﾂﾉｶﾞｲ Graptacme aciculum ﾘｭｳｷｭｳﾂﾉｶﾞｲ                ○

51 - - Scaphopoda 掘足綱      ○ ○      

52 二枚貝 ﾌﾈｶﾞｲ ﾌﾈｶﾞｲ Anadara antiquata ﾘｭｳｷｭｳｻﾙﾎﾞｳ                ○

53 ﾐﾉｶﾞｲ ﾐﾉｶﾞｲ Limaria  sp. ﾕｷﾐﾉ属                ○

54 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾂｷｶﾞｲ Epicodakia  sp.           ○      

55 Lucinidae ﾂｷｶﾞｲ科      ○      ○

56 ﾊﾅｼｶﾞｲ Thyasiridae ﾊﾅｼｶﾞｲ科                ○

57 ﾌﾀﾊﾞｼﾗｶﾞｲ Cycladicama  sp.                ○

58 ｻﾞﾙｶﾞｲ Regozara flavus ﾘｭｳｷｭｳｻﾞﾙ ○           ○

59 Fragum loochooanum ｵｷﾅﾜﾋｼｶﾞｲ      ○      ○

60 Fragum  sp. ｵｵﾋｼｶﾞｲ属      ○           

調査時季
No. 門 綱 目 和名科 学名

注：○は出現を示し、-は不明を示す。 
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表－6.2.50（2） マクロベントス出現種一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査期日：春季：平成28年 5月15,23,24日

　　　　　夏季：平成28年 7月21,22,29日

　　　　　秋季：平成28年10月18,19日

　　　　　冬季：平成29年 1月17,18日

調査方法：ｽﾐｽ･ﾏｯｷﾝﾀｲﾔｰ型採泥器による採泥

春季 夏季 秋季 冬季

61 軟体動物 二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾊﾞｶｶﾞｲ Mactra maculata ﾘｭｳｷｭｳﾊﾞｶｶﾞｲ           ○ ○

62 ﾆｯｺｳｶﾞｲ Tellinella radians ｺﾆｯｺｳｶﾞｲ                ○

63 Tellinella  sp. ﾆｯｺｳｶﾞｲ属 ○                

64 Tellinides ovalis ﾋﾗｻﾞｸﾗ                ○

65 Clathrotellina carnicolor ﾋﾗｾｻﾞｸﾗ ○ ○           

66 Quidnipagus palatam ﾘｭｳｷｭｳｼﾗﾄﾘ           ○      

67 Pinguitellina pinguis ﾐｶﾞｷﾋﾒｻﾞﾗ ○           ○

68 Pinguitellina  sp. ｳﾗｷﾋﾒｻﾞﾗ属 ○                

69 Loxoglypta compta ﾐｸﾆｼﾎﾞﾘｻﾞｸﾗ                ○

70 Loxoglypta transculpta ﾊｽﾒｻﾞｸﾗ      ○           

71 Exotica  sp. ○ ○ ○      

72 Nitidotellina  sp. ｻｸﾗｶﾞｲ属 ○                

73 Tellinidae ﾆｯｺｳｶﾞｲ科      ○      ○

74 ｱｻｼﾞｶﾞｲ Semelidae ｱｻｼﾞｶﾞｲ科                ○

75 ｷﾇﾀｱｹﾞﾏｷ Azorinus minutus ﾎｿｽﾞﾝｸﾞﾘｱｹﾞﾏｷ      ○           

76 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ Gafrarium pectinatum ﾎｿｽｼﾞｲﾅﾐｶﾞｲ ○ ○           

77 Pardosinia amphidesmoides ｳｽｶｶﾞﾐ      ○           

78 Bonartemis histrio histrio ｵｲﾉｶｶﾞﾐ           ○ ○

79 Tapes literatus ﾘｭｳｷｭｳｱｻﾘ           ○      

80 Tapes  sp.      ○           

81 Veneridae ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ科           ○      

82 環形動物 ｺﾞｶｲ ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｽﾅｺﾞｶｲ Pisione  sp. ○                

83 ｳﾛｺﾑｼ Polynoidae ｳﾛｺﾑｼ科 ○ ○ ○      

84 ﾉﾗﾘｳﾛｺﾑｼ Euthalenessa  sp. ○ ○ ○ ○

85 Labiosthenolepis sp. ○ ○           

86 Pelogenia zeylanica ﾌﾀｺﾌﾞｳﾛｺﾑｼ ○                

87 Sigalion  sp. ○ ○ ○ ○

88 Sthenelais  sp.           ○      

89 Willeysthenelais sp.           ○      

90 Sigalionidae ﾉﾗﾘｳﾛｺﾑｼ科 ○ ○      ○

91 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ Eumida  sp. ○                

92 Phyllodocidae ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ科 ○ ○      ○

93 ﾁﾛﾘ Glycera alba ｱﾙﾊﾞﾁﾛﾘ ○                

94 Glycera  sp.      ○ ○ ○

95 ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ Micropodarke  sp. ○                

96 Podarkeopsis  sp. ○      ○      

97 Hesionidae ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ科      ○ ○ ○

98 ｼﾘｽ Exogoninae ｴｸｿｺﾞﾈ亜科      ○           

99 Syllinae ｼﾘｽ亜科 ○ ○ ○ ○

100 Syllidae ｼﾘｽ科 ○                

101 ｺﾞｶｲ Ceratonereis japonica ｷﾚｺﾐｺﾞｶｲ ○ ○ ○ ○

102 Ceratonereis  sp.                ○

103 Neanthes caudata ﾋﾒｺﾞｶｲ                ○

104 Perinereis  sp.                ○

105 Nereididae ｺﾞｶｲ科                ○

106 ｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ Micronephthys  sp. ○ ○ ○      

107 Nephtys  sp. ○ ○ ○ ○

108 ｳﾐｹﾑｼ ｳﾐｹﾑｼ Amphinomidae ｳﾐｹﾑｼ科 ○ ○ ○ ○

109 ｲｿﾒ ﾅﾅﾃｲｿﾒ Onuphidae ﾅﾅﾃｲｿﾒ科 ○ ○ ○ ○

110 ｲｿﾒ Eunice  sp. ○           ○

111 Marphysa  sp. ○ ○ ○      

112 Nematonereis  sp. ○ ○ ○ ○

113 ｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ Lumbrineris  sp. ○           ○

114 Scoletoma  sp. ○ ○      ○

115 Lumbrineridae ｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ科                ○

116 ｾｸﾞﾛｲｿﾒ Arabella  sp.           ○      

117 Notocirrus  sp.      ○ ○      

118 Arabellidae ｾｸﾞﾛｲｿﾒ科 ○                

119 ﾉﾘｺｲｿﾒ Protodorvillea  sp. ○                

120 Schistomeringos sp. ○ ○      ○

調査時季
No. 門 綱 目 和名科 学名

注：○は出現を示し、-は不明を示す。 
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表－6.2.50（3） マクロベントス出現種一覧 

 

 

調査期日：春季：平成28年 5月15,23,24日

　　　　　夏季：平成28年 7月21,22,29日

　　　　　秋季：平成28年10月18,19日

　　　　　冬季：平成29年 1月17,18日

調査方法：ｽﾐｽ･ﾏｯｷﾝﾀｲﾔｰ型採泥器による採泥

春季 夏季 秋季 冬季

121 環形動物 ｺﾞｶｲ ﾎｺｻｷｺﾞｶｲ ﾎｺｻｷｺﾞｶｲ Leitoscoloplos  sp. ○                

122 Naineris  sp. ○ ○      ○

123 Scoloplos  sp. ○ ○ ○ ○

124 ｽﾋﾟｵ ﾄｯｸﾘｺﾞｶｲ Poecilochaetus  sp. ○ ○ ○      

125 ｽﾋﾟｵ Aonides  sp. ○ ○ ○ ○

126 Malacoceros  sp. ○ ○ ○ ○

127 Prionospio convexa ﾋﾟﾝｶﾞﾀｽﾋﾟｵ ○                

128 Prionospio krusadensis ﾐﾂﾊﾞﾈｽﾋﾟｵ      ○      ○

129 Prionospio  sp. ○ ○ ○ ○

130 Pseudopolydora  sp. ○      ○ ○

131 Scolelepis  sp. ○ ○ ○ ○

132 Spio  sp. ○ ○      ○

133 ﾂﾊﾞｻｺﾞｶｲ Chaetopteridae ﾂﾊﾞｻｺﾞｶｲ科 ○ ○ ○ ○

134 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ Aphelochaeta  sp.      ○ ○      

135 Caulleriella  sp. ○ ○ ○ ○

136 Cirriformia  sp. ○ ○ ○ ○

137 Protocirrineris sp.                ○

138 ﾀﾞﾙﾏｺﾞｶｲ ﾀﾞﾙﾏｺﾞｶｲ Sternaspidae ﾀﾞﾙﾏｺﾞｶｲ科 ○      ○      

139 ｲﾄｺﾞｶｲ ｲﾄｺﾞｶｲ Dasybranchus  sp.      ○           

140 Leiochrides  sp. ○                

141 Mediomastus  sp. ○ ○ ○ ○

142 Notomastus  sp. ○      ○ ○

143 Capitellidae ｲﾄｺﾞｶｲ科 ○ ○ ○ ○

144 ﾀｹﾌｼｺﾞｶｲ Maldanidae ﾀｹﾌｼｺﾞｶｲ科 ○                

145 ｵﾌｪﾘｱｺﾞｶｲ ｵﾌｪﾘｱｺﾞｶｲ Armandia  sp. ○ ○ ○ ○

146 ｲｲｼﾞﾏﾑｶｼｺﾞｶｲ ｲｲｼﾞﾏﾑｶｼｺﾞｶｲ Polygordius  sp. ○ ○           

147 ﾁﾏｷｺﾞｶｲ ﾁﾏｷｺﾞｶｲ Oweniidae ﾁﾏｷｺﾞｶｲ科      ○           

148 ﾌｻｺﾞｶｲ ﾌｻｺﾞｶｲ Lysilla  sp. ○                

149 Eupolymnia  sp. ○                

150 Pista  sp.      ○      ○

151 Terebella  sp. ○                

152 Terebellidae ﾌｻｺﾞｶｲ科 ○ ○      ○

153 ﾀﾏｸﾞｼﾌｻｺﾞｶｲ Terebellides  sp. ○      ○      

154 Trichobranchidae ﾀﾏｸﾞｼﾌｻｺﾞｶｲ科      ○           

155 ｹﾔﾘﾑｼ ｹﾔﾘﾑｼ Euchone  sp. ○                

156 Sabellidae ｹﾔﾘﾑｼ科 ○                

157 ﾐﾐｽﾞ - - Oligochaeta ﾐﾐｽﾞ綱 ○ ○      ○

158 星口動物 ｻﾒﾊﾀﾞﾎｼﾑｼ ｻﾒﾊﾀﾞﾎｼﾑｼ ﾀﾃﾎｼﾑｼ Aspidosiphonidae ﾀﾃﾎｼﾑｼ科 ○ ○      ○

159 - - - Sipuncula 星口動物門 ○           ○

160 節足動物 ｶｲﾑｼ ｳﾐﾎﾀﾙ ｳﾐﾎﾀﾙ Cypridinidae ｳﾐﾎﾀﾙ科 ○ ○ ○      

161 - - Ostracoda ｶｲﾑｼ綱      ○ ○ ○

162 軟甲 ｼｬｺ ﾋﾒｼｬｺ Nannosquillidae ﾋﾒｼｬｺ科 ○                

163 ｼｬｺ Leptosquilla schmeltzii ○ ○ ○ ○

164 ﾖｺｴﾋﾞ ｽｶﾞﾒｿｺｴﾋﾞ Ampelisca  sp. ｽｶﾞﾒｿｺｴﾋﾞ属 ○ ○ ○      

165 Byblis  sp. ｵﾎﾞｺｽｶﾞﾒ属 ○      ○      

166 ﾋｹﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ Ampithoe  sp. ﾋｹﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ属 ○           ○

167 ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ Lembos  sp. ○                

168 Aoridae ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ科 ○                

169 ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ Corophiidae ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ科 ○           ○

170 ﾂﾉﾋｹﾞｿｺｴﾋﾞ Haustoriidae ﾂﾉﾋｹﾞｿｺｴﾋﾞ科      ○      ○

171 ｶﾏｷﾘﾖｺｴﾋﾞ Jassa  sp. ｶﾏｷﾘﾖｺｴﾋﾞ属 ○                

172 ﾏﾙﾊｻﾐﾖｺｴﾋﾞ Leucothoe  sp. ﾏﾙﾊｻﾐﾖｺｴﾋﾞ属 ○ ○ ○ ○

173 ﾌﾄﾋｹﾞｿｺｴﾋﾞ Lysianassidae ﾌﾄﾋｹﾞｿｺｴﾋﾞ科 ○                

174 Maeridae Ceradocus  sp. ﾉｺｷﾞﾘﾖｺｴﾋﾞ属 ○                

175 Elasmopus  sp. ｲｿﾖｺｴﾋﾞ属 ○ ○           

176 Maera  sp. ｽﾝﾅﾘﾖｺｴﾋﾞ属 ○                

177 ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ Melitidae ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ科 ○ ○ ○ ○

178 ｸﾁﾊﾞｼｿｺｴﾋﾞ Oedicerotidae ｸﾁﾊﾞｼｿｺｴﾋﾞ科 ○      ○ ○

179 ﾋｻｼｿｺｴﾋﾞ Phoxocephalidae ﾋｻｼｿｺｴﾋﾞ科 ○ ○ ○ ○

180 ﾏﾙｿｺｴﾋﾞ Urothoe  sp. ﾏﾙｿｺｴﾋﾞ属 ○ ○      ○

調査時季
No. 門 綱 目 和名科 学名

注：○は出現を示し、-は不明を示す。 
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表－6.2.50（4） マクロベントス出現種一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

調査期日：春季：平成28年 5月15,23,24日

　　　　　夏季：平成28年 7月21,22,29日

　　　　　秋季：平成28年10月18,19日

　　　　　冬季：平成29年 1月17,18日

調査方法：ｽﾐｽ･ﾏｯｷﾝﾀｲﾔｰ型採泥器による採泥

春季 夏季 秋季 冬季

181 節足動物 軟甲 ﾖｺｴﾋﾞ ﾜﾚｶﾗ Caprella  sp. ﾜﾚｶﾗ属 ○                

182 ﾜﾗｼﾞﾑｼ ｽﾅｳﾐﾅﾅﾌｼ Anthuridae ｽﾅｳﾐﾅﾅﾌｼ科 ○ ○           

183 ｳﾐﾅﾅﾌｼ Paranthuridae ｳﾐﾅﾅﾌｼ科      ○           

184 ｽﾅﾎﾘﾑｼ Cirolana  sp. ｽﾅﾎﾘﾑｼ属      ○ ○ ○

185 Eurydice  sp. ﾅｷﾞｻｽﾅﾎﾘﾑｼ属 ○                

186 ｺﾂﾌﾞﾑｼ Leptosphaeroma  sp.      ○           

187 ﾀﾅｲｽ ﾎｿﾂﾒﾀﾅｲｽ Leptochelidae ﾎｿﾂﾒﾀﾅｲｽ科 ○           ○

188 ｱﾌﾟｾｳﾃﾞｽ Apseudidae ｱﾌﾟｾｳﾃﾞｽ科 ○      ○ ○

189 - Tanaidacea ﾀﾅｲｽ目 ○ ○      ○

190 ｴﾋﾞ ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ Alpheus  sp. ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ属 ○           ○

191 Athanas  sp. ﾑﾗｻｷｴﾋﾞ属 ○      ○ ○

192 ﾛｳｿｸｴﾋﾞ Processa  sp. ○           ○

193 ｴﾋﾞｼﾞｬｺ Crangonidae ｴﾋﾞｼﾞｬｺ科           ○      

194 - Caridea ｺｴﾋﾞ亜目      ○           

195 ｽﾅﾓｸﾞﾘ Callianassidae ｽﾅﾓｸﾞﾘ科 ○      ○ ○

196 ｱﾅｼﾞｬｺ Upogebia  sp. ｱﾅｼﾞｬｺ属 ○ ○ ○ ○

197 ｺｼｵﾘｴﾋﾞ Galathea  sp. ｺｼｵﾘｴﾋﾞ属 ○           ○

198 ﾔﾄﾞｶﾘ Calcinus latens ﾂﾏｼﾞﾛｻﾝｺﾞﾔﾄﾞｶﾘ      ○ ○ ○

199 Calcinus  sp. ｻﾝｺﾞﾔﾄﾞｶﾘ属           ○      

200 Diogenes  sp. ﾂﾉﾔﾄﾞｶﾘ属      ○ ○ ○

201 Diogenidae ﾔﾄﾞｶﾘ科      ○           

202 ﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ Pagurixus haigae      ○           

203 Paguridae ﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ科 ○ ○ ○ ○

204 ｺﾌﾞｼｶﾞﾆ Ebalia woodmasoni                ○

205 ﾓｶﾞﾆ Menaethius monoceros ｲｯｶｸｶﾞﾆ                ○

206 ﾋｼｶﾞﾆ Aulacolambrus diacanthus ｻﾝｶｸﾋｼｶﾞﾆ ○ ○           

207 ｹﾌﾞｶｶﾞﾆ Actumnus  sp. ｲﾎﾞﾃｶﾞﾆ属                ○

208 Pilumnus  sp. ｹﾌﾞｶｶﾞﾆ属                ○

209 Xenophthalmodes sp.      ○           

210 ﾜﾀﾘｶﾞﾆ Libystes villosus ｸﾒｼﾞﾏﾊｲｶﾞｻﾞﾐﾓﾄﾞｷ ○                

211 Portunus  sp. ｶﾞｻﾞﾐ属      ○           

212 Thalamita integra ﾋﾒﾌﾀﾊﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ      ○      ○

213 Thalamita stephensoni ｽﾃﾌｪﾝｿﾝﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ ○                

214 Thalamita  sp. ﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ属 ○ ○ ○ ○

215 ｵｳｷﾞｶﾞﾆ Chlorodiella barbata ｹﾌｻﾃﾅｶﾞｵｳｷﾞｶﾞﾆ ○                

216 Chlorodiella  sp. ﾃﾅｶﾞｵｳｷﾞｶﾞﾆ属      ○      ○

217 Etisus electra ﾋﾒﾋﾂﾞﾒｶﾞﾆ ○ ○ ○ ○

218 Etisus  sp. ﾋﾂﾞﾒｶﾞﾆ属 ○ ○ ○ ○

219 Leptodius affinis ｵｳｷﾞｶﾞﾆ           ○      

220 Palapedia  sp.                ○

221 Sulcodius deflexus                ○

222 Xanthidae ｵｳｷﾞｶﾞﾆ科 ○      ○ ○

223 ｵｻｶﾞﾆ Macrophthalmus milloti ﾐﾅﾐﾒﾅｶﾞｵｻｶﾞﾆ      ○ ○ ○

224 Macrophthalmus telescopicus ﾎﾝﾒﾅｶﾞｵｻｶﾞﾆ ○                

225 Macrophthalmus serenei ﾒﾅｶﾞｵｻｶﾞﾆ      ○ ○      

226 Macrophthalmus  sp. ｵｻｶﾞﾆ属 ○ ○      ○

227 Venitus latreillei ﾉｺﾊｵｻｶﾞﾆ ○                

228 Macrophthalmidae ｵｻｶﾞﾆ科                ○

229 - Megalopa of Brachyura ｶﾆ亜目のﾒｶﾞﾛﾊﾟ期幼生 ○ ○      ○

230 - Decapoda ｴﾋﾞ目      ○           

231 箒虫動物 ﾎｳｷﾑｼ ﾎｳｷﾑｼ Phoronis  sp. ○                

232 Phoroniidae ﾎｳｷﾑｼ科                ○

233 半索動物 ｷﾞﾎﾞｼﾑｼ - - Enteropneusta ｷﾞﾎﾞｼﾑｼ綱 ○ ○      ○

234 棘皮動物 ｸﾓﾋﾄﾃﾞ - - Ophiuroidea ｸﾓﾋﾄﾃﾞ綱 ○ ○      ○

235 ｳﾆ ﾀｺﾉﾏｸﾗ ｶｼﾊﾟﾝ Laganidae ｶｼﾊﾟﾝ科                ○

236 ﾅﾏｺ 無足 ｲｶﾘﾅﾏｺ Synaptidae ｲｶﾘﾅﾏｺ科 ○ ○      ○

237 脊索動物 ﾅﾒｸｼﾞｳｵ ﾅﾒｸｼﾞｳｵ ﾅﾒｸｼﾞｳｵ Asymmetron lucayanum ｵﾅｶﾞﾅﾒｸｼﾞｳｵ      ○           

237 237 237 237出現種類数

調査時季
No. 門 綱 目 和名科 学名

注：○は出現を示し、-は不明を示す。 
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表－6.2.51（1） マクロベントス地点別出現状況（春季） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      調査期日:平成28年 5月15,23,24日

      調査方法:ｽﾐｽ･ﾏｯｷﾝﾀｲﾔｰ型採泥器による採泥

      単　　位:個体/0.1m
2
, g/0.1m

2

1 2 3 4 5

個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量

1 ﾊﾅｷﾞﾝﾁｬｸ科 5 0.04 1 0.03

2 ﾑｼﾓﾄﾞｷｷﾞﾝﾁｬｸ科 1 +  2 +  

3 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 1 0.18

4 紐形動物門 3 0.04 1 0.07 1 +  

5 線形動物門 2 +  

6 ｻﾒﾊﾀﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ科 2 0.03

7 ｳｽﾋｻﾞﾗｶﾞｲ科 12 0.02 2 +  

8 ｹﾊﾀﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ科

9 ﾂﾀﾉﾊｶﾞｲ科 4 0.01

10 ﾆｼｷｳｽﾞｶﾞｲ科 1 +  

11 ﾜﾀﾞﾁｼﾀﾀﾞﾐ

12 ｲﾄｶｹｶﾞｲ科 1 +  

13 ﾋﾒｵﾘｲﾚﾑｼﾛ

14 ｵｷﾅﾜﾊﾅﾑｼﾛ

15 ﾎﾀﾙｶﾞｲ属 2 0.01

16 ｻﾂﾏﾋﾞﾅ 4 10.61

17 ﾄｳｶﾞﾀｶﾞｲ科

18 ｷｾﾜﾀｶﾞｲ科 1 +  

19 ﾘｭｳｷｭｳｻﾞﾙ

20 ﾆｯｺｳｶﾞｲ属 1 0.02

21 ﾋﾗｾｻﾞｸﾗ

22 ﾐｶﾞｷﾋﾒｻﾞﾗ

23 ｳﾗｷﾋﾒｻﾞﾗ属

24 Exotica  sp. 2 0.01

25 ｻｸﾗｶﾞｲ属 6 0.13

26 ﾎｿｽｼﾞｲﾅﾐｶﾞｲ

27 Pisione  sp. 1 +  

28 ｳﾛｺﾑｼ科 1 0.01

29 Euthalenessa  sp. 1 0.28

30 Labiosthenolepis  sp. 2 0.17

31 ﾌﾀｺﾌﾞｳﾛｺﾑｼ

32 Sigalion  sp. 3 0.09

33 ﾉﾗﾘｳﾛｺﾑｼ科

34 Eumida  sp.
35 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ科 1 +  

36 ｱﾙﾊﾞﾁﾛﾘ

37 Micropodarke  sp.
38 Podarkeopsis  sp.
39 ｼﾘｽ亜科 14 0.02 57 0.07 2 +  

40 ｼﾘｽ科

41 ｷﾚｺﾐｺﾞｶｲ 9 0.38

42 Micronephthys  sp.
43 Nephtys  sp. 1 +  

44 ｳﾐｹﾑｼ科 2 +  21 0.03

45 ﾅﾅﾃｲｿﾒ科 2 0.01 1 0.01

46 Eunice  sp. 1 +  

47 Marphysa  sp.
48 Nematonereis  sp. 1 +  

49 Lumbrineris  sp. 1 0.01

50 Scoletoma  sp. 1 +  

51 ｾｸﾞﾛｲｿﾒ科 3 0.08

52 Protodorvillea  sp. 1 +  

53 Schistomeringos  sp. 1 +  

54 Leitoscoloplos  sp. 1 0.01

55 Naineris  sp.
56 Scoloplos  sp. 5 0.04 6 0.02

57 Poecilochaetus  sp. 1 +  

58 Aonides  sp. 6 0.02

59 Malacoceros  sp.
60 ﾋﾟﾝｶﾞﾀｽﾋﾟｵ

61 Prionospio  sp. 2 +  

62 Pseudopolydora  sp. 2 +  

63 Scolelepis  sp. 3 0.06

64 Spio  sp. 1 +  2 +  5 0.01

65 ﾂﾊﾞｻｺﾞｶｲ科 7 0.17 11 0.04

66 Caulleriella  sp.
67 Cirriformia  sp.
68 ﾀﾞﾙﾏｺﾞｶｲ科 5 0.02

69 Leiochrides  sp. 1 2.05

70 Mediomastus  sp. 1 +  11 0.03

注：湿重量欄の+は0.01g未満を示した。

番号 種    名      ＼　　　調査地点
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表－6.2.51（2） マクロベントス地点別出現状況（春季） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      調査期日:平成28年 5月15,23,24日

      調査方法:ｽﾐｽ･ﾏｯｷﾝﾀｲﾔｰ型採泥器による採泥

      単　　位:個体/0.1m
2
, g/0.1m

2

1 2 3 4 5

個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量

71 Notomastus  sp. 1 0.01 2 0.01

72 ｲﾄｺﾞｶｲ科

73 ﾀｹﾌｼｺﾞｶｲ科 3 +  

74 Armandia  sp. 12 0.07 3 0.01

75 Polygordius  sp. 2 +  

76 Lysilla  sp. 4 0.06

77 Eupolymnia  sp.
78 Terebella  sp.
79 ﾌｻｺﾞｶｲ科 5 0.03 2 +  

80 Terebellides  sp. 8 0.05

81 Euchone  sp. 1 +  

82 ｹﾔﾘﾑｼ科 1 0.01 1 +  

83 ﾐﾐｽﾞ綱 10 +  

84 ﾀﾃﾎｼﾑｼ科 1 0.19 2 0.01

85 星口動物門 1 +  

86 ｳﾐﾎﾀﾙ科

87 ﾋﾒｼｬｺ科 1 0.02

88 Leptosquilla schmeltzii 1 0.07

89 ｽｶﾞﾒｿｺｴﾋﾞ属 8 0.03

90 ｵﾎﾞｺｽｶﾞﾒ属 3 +  

91 ﾋｹﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ属

92 Lembos  sp. 3 +  

93 ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ科

94 ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ科 9 0.01 4 +  8 +  

95 ｶﾏｷﾘﾖｺｴﾋﾞ属 1 +  

96 ﾏﾙﾊｻﾐﾖｺｴﾋﾞ属 1 +  6 0.01 1 +  

97 ﾌﾄﾋｹﾞｿｺｴﾋﾞ科

98 ﾉｺｷﾞﾘﾖｺｴﾋﾞ属 6 0.02

99 ｲｿﾖｺｴﾋﾞ属 9 0.01

100 ｽﾝﾅﾘﾖｺｴﾋﾞ属 23 0.02 13 0.02 1 +  

101 ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ科 16 0.01

102 ｸﾁﾊﾞｼｿｺｴﾋﾞ科 1 +  

103 ﾋｻｼｿｺｴﾋﾞ科 6 0.01 1 +  

104 ﾏﾙｿｺｴﾋﾞ属 4 0.01

105 ﾜﾚｶﾗ属 1 +  1 +  1 +  

106 ｽﾅｳﾐﾅﾅﾌｼ科 3 0.01

107 ﾅｷﾞｻｽﾅﾎﾘﾑｼ属 1 +  

108 ﾎｿﾂﾒﾀﾅｲｽ科

109 ｱﾌﾟｾｳﾃﾞｽ科 1 +  

110 ﾀﾅｲｽ目 1 +  

111 ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ属 1 0.10

112 ﾑﾗｻｷｴﾋﾞ属 1 0.01

113 Processa  sp.
114 ｽﾅﾓｸﾞﾘ科 1 +  

115 ｱﾅｼﾞｬｺ属 11 0.02

116 ｺｼｵﾘｴﾋﾞ属 1 +  

117 ﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ科 2 +  5 0.01

118 ｻﾝｶｸﾋｼｶﾞﾆ

119 ｸﾒｼﾞﾏﾊｲｶﾞｻﾞﾐﾓﾄﾞｷ

120 ｽﾃﾌｪﾝｿﾝﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ 1 0.23

121 ﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ属 1 +  

122 ｹﾌｻﾃﾅｶﾞｵｳｷﾞｶﾞﾆ

123 ﾋﾒﾋﾂﾞﾒｶﾞﾆ 1 0.12

124 ﾋﾂﾞﾒｶﾞﾆ属 2 0.01

125 ｵｳｷﾞｶﾞﾆ科 36 0.15

126 ﾎﾝﾒﾅｶﾞｵｻｶﾞﾆ

127 ｵｻｶﾞﾆ属 9 0.04 1 +  

128 ﾉｺﾊｵｻｶﾞﾆ

129 ｶﾆ亜目のﾒｶﾞﾛﾊﾟ期幼生 5 +  

130 Phoronis  sp. 5 +  

131 ｷﾞﾎﾞｼﾑｼ綱

132 ｸﾓﾋﾄﾃﾞ綱 2 +  

133 ｲｶﾘﾅﾏｺ科 2 0.05 1 +  

種類数 15 18 38 27 27

合  計 50 0.34 48 2.78 188 1.70 182 0.77 66 10.68

注：湿重量欄の+は0.01g未満を示した。

番号 種    名      ＼　　　調査地点
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表－6.2.51（3） マクロベントス地点別出現状況（春季） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      調査期日:平成28年 5月15,23,24日

      調査方法:ｽﾐｽ･ﾏｯｷﾝﾀｲﾔｰ型採泥器による採泥

      単　　位:個体/0.1m
2
, g/0.1m

2

6 7 8 合計

個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量

1 ﾊﾅｷﾞﾝﾁｬｸ科 6 0.07

2 ﾑｼﾓﾄﾞｷｷﾞﾝﾁｬｸ科 12 0.03 15 0.03

3 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 1 0.18

4 紐形動物門 2 0.01 3 0.04 10 0.16

5 線形動物門 2 +  

6 ｻﾒﾊﾀﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ科 2 0.03

7 ｳｽﾋｻﾞﾗｶﾞｲ科 17 0.38 31 0.40

8 ｹﾊﾀﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ科 1 0.19 1 0.19

9 ﾂﾀﾉﾊｶﾞｲ科 4 0.01 8 0.02

10 ﾆｼｷｳｽﾞｶﾞｲ科 1 +  

11 ﾜﾀﾞﾁｼﾀﾀﾞﾐ 1 +  1 +  

12 ｲﾄｶｹｶﾞｲ科 1 +  

13 ﾋﾒｵﾘｲﾚﾑｼﾛ 2 0.46 2 0.46

14 ｵｷﾅﾜﾊﾅﾑｼﾛ 1 0.35 1 0.35

15 ﾎﾀﾙｶﾞｲ属 2 0.01

16 ｻﾂﾏﾋﾞﾅ 4 10.61

17 ﾄｳｶﾞﾀｶﾞｲ科 1 +  1 +  

18 ｷｾﾜﾀｶﾞｲ科 1 +  

19 ﾘｭｳｷｭｳｻﾞﾙ 1 2.28 1 2.28

20 ﾆｯｺｳｶﾞｲ属 1 0.02

21 ﾋﾗｾｻﾞｸﾗ 1 0.03 1 0.03

22 ﾐｶﾞｷﾋﾒｻﾞﾗ 1 0.15 1 0.15

23 ｳﾗｷﾋﾒｻﾞﾗ属 1 0.02 1 +  2 0.02

24 Exotica  sp. 2 0.01

25 ｻｸﾗｶﾞｲ属 4 0.53 2 0.09 12 0.75

26 ﾎｿｽｼﾞｲﾅﾐｶﾞｲ 1 2.52 1 2.52

27 Pisione  sp. 1 +  

28 ｳﾛｺﾑｼ科 1 0.01 2 0.02

29 Euthalenessa  sp. 3 0.43 4 0.71

30 Labiosthenolepis  sp. 4 0.29 6 0.46

31 ﾌﾀｺﾌﾞｳﾛｺﾑｼ 1 0.07 1 0.07

32 Sigalion  sp. 5 0.30 8 0.39

33 ﾉﾗﾘｳﾛｺﾑｼ科 1 +  1 +  

34 Eumida  sp. 2 +  2 +  

35 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ科 1 +  

36 ｱﾙﾊﾞﾁﾛﾘ 3 0.07 3 0.07

37 Micropodarke  sp. 1 +  1 +  

38 Podarkeopsis  sp. 1 +  1 +  

39 ｼﾘｽ亜科 73 0.09

40 ｼﾘｽ科 1 +  1 +  

41 ｷﾚｺﾐｺﾞｶｲ 9 0.38

42 Micronephthys  sp. 2 0.01 1 +  3 0.01

43 Nephtys  sp. 1 +  

44 ｳﾐｹﾑｼ科 23 0.03

45 ﾅﾅﾃｲｿﾒ科 3 0.02

46 Eunice  sp. 1 +  

47 Marphysa  sp. 1 0.01 1 0.01

48 Nematonereis  sp. 1 +  

49 Lumbrineris  sp. 1 0.01

50 Scoletoma  sp. 1 +  

51 ｾｸﾞﾛｲｿﾒ科 3 0.08

52 Protodorvillea  sp. 1 +  

53 Schistomeringos  sp. 1 +  

54 Leitoscoloplos  sp. 1 0.01

55 Naineris  sp. 4 0.04 4 0.04

56 Scoloplos  sp. 1 0.01 2 0.01 1 +  15 0.08

57 Poecilochaetus  sp. 1 +  

58 Aonides  sp. 16 0.04 22 0.06

59 Malacoceros  sp. 1 +  2 0.03 3 0.03

60 ﾋﾟﾝｶﾞﾀｽﾋﾟｵ 1 0.10 1 0.10

61 Prionospio  sp. 1 +  1 +  4 +  

62 Pseudopolydora  sp. 1 +  3 +  

63 Scolelepis  sp. 3 0.06

64 Spio  sp. 8 0.01

65 ﾂﾊﾞｻｺﾞｶｲ科 18 0.21

66 Caulleriella  sp. 3 0.01 3 0.01

67 Cirriformia  sp. 3 0.09 3 0.09

68 ﾀﾞﾙﾏｺﾞｶｲ科 5 0.02

69 Leiochrides  sp. 1 2.05

70 Mediomastus  sp. 17 0.03 3 0.03 32 0.09

注：湿重量欄の+は0.01g未満を示した。

種    名      ＼　　　調査地点番号
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表－6.2.51（4） マクロベントス地点別出現状況（春季） 

 

 

 

 

 

 

 

 

      調査期日:平成28年 5月15,23,24日

      調査方法:ｽﾐｽ･ﾏｯｷﾝﾀｲﾔｰ型採泥器による採泥

      単　　位:個体/0.1m
2
, g/0.1m

2

6 7 8 合計

個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量

71 Notomastus  sp. 1 0.03 4 0.05

72 ｲﾄｺﾞｶｲ科 1 0.01 1 0.16 2 0.17

73 ﾀｹﾌｼｺﾞｶｲ科 3 +  

74 Armandia  sp. 15 0.08

75 Polygordius  sp. 2 +  

76 Lysilla  sp. 1 0.06 5 0.12

77 Eupolymnia  sp. 1 0.05 1 0.05

78 Terebella  sp. 1 +  1 +  

79 ﾌｻｺﾞｶｲ科 3 0.03 10 0.06

80 Terebellides  sp. 1 0.08 1 0.02 10 0.15

81 Euchone  sp. 1 +  

82 ｹﾔﾘﾑｼ科 1 +  3 0.01

83 ﾐﾐｽﾞ綱 10 +  

84 ﾀﾃﾎｼﾑｼ科 3 0.20

85 星口動物門 1 +  

86 ｳﾐﾎﾀﾙ科 5 0.02 5 0.02

87 ﾋﾒｼｬｺ科 1 0.02

88 Leptosquilla schmeltzii 1 0.07

89 ｽｶﾞﾒｿｺｴﾋﾞ属 8 0.03

90 ｵﾎﾞｺｽｶﾞﾒ属 3 +  

91 ﾋｹﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ属 1 +  1 +  

92 Lembos  sp. 3 +  

93 ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ科 1 +  1 +  

94 ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ科 21 0.01

95 ｶﾏｷﾘﾖｺｴﾋﾞ属 1 +  

96 ﾏﾙﾊｻﾐﾖｺｴﾋﾞ属 1 +  9 0.01

97 ﾌﾄﾋｹﾞｿｺｴﾋﾞ科 1 +  1 +  

98 ﾉｺｷﾞﾘﾖｺｴﾋﾞ属 6 0.02

99 ｲｿﾖｺｴﾋﾞ属 2 +  11 0.01

100 ｽﾝﾅﾘﾖｺｴﾋﾞ属 37 0.04

101 ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ科 16 0.01

102 ｸﾁﾊﾞｼｿｺｴﾋﾞ科 1 +  

103 ﾋｻｼｿｺｴﾋﾞ科 1 +  8 0.01

104 ﾏﾙｿｺｴﾋﾞ属 4 0.01

105 ﾜﾚｶﾗ属 1 +  4 +  

106 ｽﾅｳﾐﾅﾅﾌｼ科 3 0.01

107 ﾅｷﾞｻｽﾅﾎﾘﾑｼ属 1 +  

108 ﾎｿﾂﾒﾀﾅｲｽ科 1 +  1 +  

109 ｱﾌﾟｾｳﾃﾞｽ科 3 0.01 4 0.01

110 ﾀﾅｲｽ目 1 +  

111 ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ属 1 0.12 2 0.22

112 ﾑﾗｻｷｴﾋﾞ属 1 0.01

113 Processa  sp. 1 0.04 1 0.04

114 ｽﾅﾓｸﾞﾘ科 1 0.04 3 0.16 5 0.20

115 ｱﾅｼﾞｬｺ属 15 0.03 29 0.10 55 0.15

116 ｺｼｵﾘｴﾋﾞ属 1 +  2 +  

117 ﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ科 4 0.01 11 0.02

118 ｻﾝｶｸﾋｼｶﾞﾆ 1 0.63 1 0.63

119 ｸﾒｼﾞﾏﾊｲｶﾞｻﾞﾐﾓﾄﾞｷ 1 0.31 1 0.31

120 ｽﾃﾌｪﾝｿﾝﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ 1 0.23

121 ﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ属 1 +  

122 ｹﾌｻﾃﾅｶﾞｵｳｷﾞｶﾞﾆ 1 0.07 1 0.07

123 ﾋﾒﾋﾂﾞﾒｶﾞﾆ 1 0.12

124 ﾋﾂﾞﾒｶﾞﾆ属 11 0.17 13 0.18

125 ｵｳｷﾞｶﾞﾆ科 22 0.12 58 0.27

126 ﾎﾝﾒﾅｶﾞｵｻｶﾞﾆ 2 0.56 2 0.56

127 ｵｻｶﾞﾆ属 2 0.04 2 0.04 14 0.12

128 ﾉｺﾊｵｻｶﾞﾆ 1 0.08 1 0.08

129 ｶﾆ亜目のﾒｶﾞﾛﾊﾟ期幼生 5 +  

130 Phoronis  sp. 5 +  

131 ｷﾞﾎﾞｼﾑｼ綱 4 0.19 4 0.19

132 ｸﾓﾋﾄﾃﾞ綱 1 +  3 +  

133 ｲｶﾘﾅﾏｺ科 1 0.02 4 0.07

種類数 42 22 23 133

合  計 143 7.26 47 1.64 83 2.97 807 28.14

注：湿重量欄の+は0.01g未満を示した。

種    名      ＼　　　調査地点番号
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表－6.2.52（1） マクロベントス地点別出現状況（夏季） 

 

 

 

 

 

      調査期日:平成28年 7月21,22,29日

      調査方法:ｽﾐｽ･ﾏｯｷﾝﾀｲﾔｰ型採泥器による採泥

      単　　位:個体/0.1m
2
, g/0.1m

2

1 2 3 4 5

個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量

1 ﾑｼﾓﾄﾞｷｷﾞﾝﾁｬｸ科 5 0.01 18 0.08
2 ﾋﾗﾑｼ目

3 紐形動物門 1 +  3 +  

4 線形動物門 6 +  
5 ｻﾒﾊﾀﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ科

6 ｳｽﾋｻﾞﾗｶﾞｲ科

7 ﾌﾙﾔｶﾞｲ属
8 ﾘｽｶﾞｲ 2 6.22

9 ﾐﾀﾞﾚｼﾏﾀﾏ

10 ｼﾉﾏｷｶﾞｲ
11 ｱﾜﾑｼﾛ

12 ﾋﾒｵﾘｲﾚﾑｼﾛ

13 ｵｷﾅﾜﾊﾅﾑｼﾛ
14 ﾎﾀﾙｶﾞｲ属 9 0.06

15 ｻﾂﾏﾋﾞﾅ 1 0.55

16 ﾑｼﾛﾀｹ 1 1.38
17 ﾈｺﾉﾐﾐｸﾁｷﾚ

18 ﾄｳｶﾞﾀｶﾞｲ科
19 ｶｲｺｶﾞｲ 1 0.04

20 ﾌﾞﾄﾞｳｶﾞｲ科

21 掘足綱 1 0.05
22 ﾂｷｶﾞｲ科 1 +  

23 ｵｷﾅﾜﾋｼｶﾞｲ

24 ｵｵﾋｼｶﾞｲ属 1 0.01
25 ﾋﾗｾｻﾞｸﾗ

26 ﾊｽﾒｻﾞｸﾗ

27 Exotica  sp. 1 0.01
28 ﾆｯｺｳｶﾞｲ科

29 ﾎｿｽﾞﾝｸﾞﾘｱｹﾞﾏｷ

30 ﾎｿｽｼﾞｲﾅﾐｶﾞｲ
31 ｳｽｶｶﾞﾐ 1 0.12

32 Tapes  sp.
33 ｳﾛｺﾑｼ科 1 +  
34 Euthalenessa  sp.
35 Labiosthenolepis  sp.
36 Sigalion  sp.
37 ﾉﾗﾘｳﾛｺﾑｼ科

38 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ科 9 +  
39 Glycera  sp. 1 +  

40 ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ科 1 +  1 +  

41 ｴｸｿｺﾞﾈ亜科 1 +  
42 ｼﾘｽ亜科 4 +  14 0.02 2 +  

43 ｷﾚｺﾐｺﾞｶｲ 3 0.03

44 Micronephthys  sp.
45 Nephtys  sp. 2 +  

46 ｳﾐｹﾑｼ科 1 +  10 0.01

47 ﾅﾅﾃｲｿﾒ科 2 +  1 +  
48 Marphysa  sp.
49 Nematonereis  sp. 1 +  

50 Scoletoma  sp. 1 0.05
51 Notocirrus  sp. 1 0.05

52 Schistomeringos  sp. 1 +  

53 Naineris  sp.
54 Scoloplos  sp. 6 0.07 1 +  

55 Poecilochaetus  sp. 1 +  

56 Aonides  sp. 8 0.02
57 Malacoceros  sp.
58 ﾐﾂﾊﾞﾈｽﾋﾟｵ 1 +  4 0.01
59 Prionospio  sp.
60 Scolelepis  sp. 2 0.02

61 Spio  sp. 1 +  
62 ﾂﾊﾞｻｺﾞｶｲ科 7 0.01 11 0.33

63 Aphelochaeta  sp.
64 Caulleriella  sp. 1 +  
65 Cirriformia  sp.
66 Dasybranchus  sp. 1 +  

67 Mediomastus  sp. 1 +  15 0.07
68 ｲﾄｺﾞｶｲ科 2 0.01

69 Armandia  sp. 1 0.01 1 0.01 3 0.01 1 +  

70 Polygordius  sp. 1 +  
注：湿重量欄の+は0.01g未満を示した。

番号 種    名      ＼　　　調査地点
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表－6.2.52（2） マクロベントス地点別出現状況（夏季） 

 

 

 

 

      調査期日:平成28年 7月21,22,29日

      調査方法:ｽﾐｽ･ﾏｯｷﾝﾀｲﾔｰ型採泥器による採泥

      単　　位:個体/0.1m
2
, g/0.1m

2

1 2 3 4 5

個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量

71 ﾁﾏｷｺﾞｶｲ科 1 +  

72 Pista  sp. 9 0.10

73 ﾌｻｺﾞｶｲ科 1 +  1 +  

74 ﾀﾏｸﾞｼﾌｻｺﾞｶｲ科 1 0.01

75 ﾐﾐｽﾞ綱 1 +  6 +  

76 ﾀﾃﾎｼﾑｼ科 1 0.01 1 +  

77 ｳﾐﾎﾀﾙ科

78 ｶｲﾑｼ綱

79 Leptosquilla schmeltzii
80 ｽｶﾞﾒｿｺｴﾋﾞ属 3 0.01

81 ﾂﾉﾋｹﾞｿｺｴﾋﾞ科 2 0.01

82 ﾏﾙﾊｻﾐﾖｺｴﾋﾞ属 1 +  

83 ｲｿﾖｺｴﾋﾞ属 10 0.01

84 ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ科 6 0.01

85 ﾋｻｼｿｺｴﾋﾞ科 3 0.01

86 ﾏﾙｿｺｴﾋﾞ属 1 +  

87 ｽﾅｳﾐﾅﾅﾌｼ科 1 +  

88 ｳﾐﾅﾅﾌｼ科

89 ｽﾅﾎﾘﾑｼ属 2 0.02

90 Leptosphaeroma  sp.
91 ﾀﾅｲｽ目

92 ｺｴﾋﾞ亜目 1 +  

93 ｱﾅｼﾞｬｺ属

94 ﾂﾏｼﾞﾛｻﾝｺﾞﾔﾄﾞｶﾘ

95 ﾂﾉﾔﾄﾞｶﾘ属 1 +  

96 ﾔﾄﾞｶﾘ科

97 Pagurixus haigae
98 ﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ科 1 +  

99 ｻﾝｶｸﾋｼｶﾞﾆ 1 0.01 1 0.05

100 Xenophthalmodes  sp. 1 0.85

101 ｶﾞｻﾞﾐ属

102 ﾋﾒﾌﾀﾊﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ 2 0.22

103 ﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ属 1 +  2 0.01

104 ﾃﾅｶﾞｵｳｷﾞｶﾞﾆ属

105 ﾋﾒﾋﾂﾞﾒｶﾞﾆ 1 0.14

106 ﾋﾂﾞﾒｶﾞﾆ属 1 0.02 2 0.01

107 ﾐﾅﾐﾒﾅｶﾞｵｻｶﾞﾆ

108 ﾒﾅｶﾞｵｻｶﾞﾆ 2 1.41

109 ｵｻｶﾞﾆ属 1 0.01

110 ｶﾆ亜目のﾒｶﾞﾛﾊﾟ期幼生 1 +  

111 ｴﾋﾞ目 1 +  

112 ｷﾞﾎﾞｼﾑｼ綱 1 0.39

113 ｸﾓﾋﾄﾃﾞ綱

114 ｲｶﾘﾅﾏｺ科 2 0.17

115 ｵﾅｶﾞﾅﾒｸｼﾞｳｵ 3 0.06 1 0.01

種類数 16 3 25 30 18

合  計 35 0.31 3 0.86 58 8.13 125 2.90 35 0.61

注：湿重量欄の+は0.01g未満を示した。

番号 種    名      ＼　　　調査地点
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表－6.2.52（3） マクロベントス地点別出現状況（夏季） 

 

 

 

 

      調査期日:平成28年 7月21,22,29日

      調査方法:ｽﾐｽ･ﾏｯｷﾝﾀｲﾔｰ型採泥器による採泥

      単　　位:個体/0.1m
2
, g/0.1m

2

6 7 8 合計

個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量

1 ﾑｼﾓﾄﾞｷｷﾞﾝﾁｬｸ科 1 +  24 0.09

2 ﾋﾗﾑｼ目 1 0.01 1 0.01

3 紐形動物門 3 0.01 6 0.03 13 0.04

4 線形動物門 6 +  

5 ｻﾒﾊﾀﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ科 1 0.07 1 0.07

6 ｳｽﾋｻﾞﾗｶﾞｲ科 13 0.07 13 0.07

7 ﾌﾙﾔｶﾞｲ属 1 0.01 1 0.01

8 ﾘｽｶﾞｲ 2 6.22

9 ﾐﾀﾞﾚｼﾏﾀﾏ 2 1.90 2 1.90

10 ｼﾉﾏｷｶﾞｲ 1 0.20 1 0.20

11 ｱﾜﾑｼﾛ 3 2.29 3 2.29

12 ﾋﾒｵﾘｲﾚﾑｼﾛ 1 0.27 1 0.27

13 ｵｷﾅﾜﾊﾅﾑｼﾛ 1 2.76 1 2.76

14 ﾎﾀﾙｶﾞｲ属 9 0.06

15 ｻﾂﾏﾋﾞﾅ 1 0.55

16 ﾑｼﾛﾀｹ 1 1.38

17 ﾈｺﾉﾐﾐｸﾁｷﾚ 1 0.70 1 0.70

18 ﾄｳｶﾞﾀｶﾞｲ科 1 0.01 1 0.01

19 ｶｲｺｶﾞｲ 1 0.04

20 ﾌﾞﾄﾞｳｶﾞｲ科 6 0.07 6 0.07

21 掘足綱 1 0.05

22 ﾂｷｶﾞｲ科 1 +  

23 ｵｷﾅﾜﾋｼｶﾞｲ 1 0.78 1 0.78

24 ｵｵﾋｼｶﾞｲ属 1 0.01

25 ﾋﾗｾｻﾞｸﾗ 1 0.03 1 0.03

26 ﾊｽﾒｻﾞｸﾗ 1 0.68 1 0.68

27 Exotica  sp. 1 0.01

28 ﾆｯｺｳｶﾞｲ科 2 0.05 2 0.05

29 ﾎｿｽﾞﾝｸﾞﾘｱｹﾞﾏｷ 1 0.01 1 0.01

30 ﾎｿｽｼﾞｲﾅﾐｶﾞｲ 1 0.09 1 0.09

31 ｳｽｶｶﾞﾐ 1 0.12

32 Tapes  sp. 4 0.15 4 0.15

33 ｳﾛｺﾑｼ科 1 +  

34 Euthalenessa  sp. 2 0.12 2 0.12

35 Labiosthenolepis  sp. 1 0.07 1 0.07

36 Sigalion  sp. 2 0.12 2 0.12

37 ﾉﾗﾘｳﾛｺﾑｼ科 1 +  1 +  

38 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ科 9 +  

39 Glycera  sp. 1 0.05 2 0.05

40 ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ科 2 +  

41 ｴｸｿｺﾞﾈ亜科 1 +  

42 ｼﾘｽ亜科 20 0.02

43 ｷﾚｺﾐｺﾞｶｲ 3 0.03

44 Micronephthys  sp. 1 +  1 +  

45 Nephtys  sp. 6 0.05 8 0.05

46 ｳﾐｹﾑｼ科 11 0.01

47 ﾅﾅﾃｲｿﾒ科 3 +  

48 Marphysa  sp. 1 0.01 1 0.01

49 Nematonereis  sp. 1 +  

50 Scoletoma  sp. 1 0.05

51 Notocirrus  sp. 1 0.05

52 Schistomeringos  sp. 1 +  

53 Naineris  sp. 2 0.02 2 0.02

54 Scoloplos  sp. 2 0.01 9 0.08

55 Poecilochaetus  sp. 1 +  

56 Aonides  sp. 2 +  10 0.02

57 Malacoceros  sp. 2 0.08 2 0.08

58 ﾐﾂﾊﾞﾈｽﾋﾟｵ 5 0.01

59 Prionospio  sp. 1 +  1 +  

60 Scolelepis  sp. 1 +  3 0.02

61 Spio  sp. 1 +  2 +  

62 ﾂﾊﾞｻｺﾞｶｲ科 18 0.34

63 Aphelochaeta  sp. 7 0.02 7 0.02

64 Caulleriella  sp. 1 +  

65 Cirriformia  sp. 1 +  1 +  

66 Dasybranchus  sp. 1 +  

67 Mediomastus  sp. 4 0.01 2 0.03 22 0.11

68 ｲﾄｺﾞｶｲ科 5 0.07 1 0.13 8 0.21

69 Armandia  sp. 3 0.01 3 0.01 12 0.05

70 Polygordius  sp. 1 +  

注：湿重量欄の+は0.01g未満を示した。

種    名      ＼　　　調査地点番号
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表－6.2.52（4） マクロベントス地点別出現状況（夏季） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      調査期日:平成28年 7月21,22,29日

      調査方法:ｽﾐｽ･ﾏｯｷﾝﾀｲﾔｰ型採泥器による採泥

      単　　位:個体/0.1m
2
, g/0.1m

2

6 7 8 合計

個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量

71 ﾁﾏｷｺﾞｶｲ科 1 +  

72 Pista  sp. 9 0.10

73 ﾌｻｺﾞｶｲ科 1 +  3 +  

74 ﾀﾏｸﾞｼﾌｻｺﾞｶｲ科 1 +  2 0.01

75 ﾐﾐｽﾞ綱 7 +  

76 ﾀﾃﾎｼﾑｼ科 1 +  3 0.01

77 ｳﾐﾎﾀﾙ科 1 +  1 +  

78 ｶｲﾑｼ綱 1 +  1 +  

79 Leptosquilla schmeltzii 1 0.01 1 0.06 2 0.07

80 ｽｶﾞﾒｿｺｴﾋﾞ属 3 0.01

81 ﾂﾉﾋｹﾞｿｺｴﾋﾞ科 2 0.01

82 ﾏﾙﾊｻﾐﾖｺｴﾋﾞ属 1 +  

83 ｲｿﾖｺｴﾋﾞ属 2 +  12 0.01

84 ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ科 6 0.01

85 ﾋｻｼｿｺｴﾋﾞ科 3 0.01

86 ﾏﾙｿｺｴﾋﾞ属 1 +  

87 ｽﾅｳﾐﾅﾅﾌｼ科 1 +  

88 ｳﾐﾅﾅﾌｼ科 1 +  1 +  

89 ｽﾅﾎﾘﾑｼ属 2 0.02

90 Leptosphaeroma  sp. 1 +  1 +  

91 ﾀﾅｲｽ目 1 +  1 +  

92 ｺｴﾋﾞ亜目 1 +  

93 ｱﾅｼﾞｬｺ属 2 0.25 2 0.38 4 0.63

94 ﾂﾏｼﾞﾛｻﾝｺﾞﾔﾄﾞｶﾘ 1 0.01 1 0.01

95 ﾂﾉﾔﾄﾞｶﾘ属 1 0.01 2 0.01

96 ﾔﾄﾞｶﾘ科 1 +  1 +  

97 Pagurixus haigae 1 0.01 1 0.01

98 ﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ科 1 +  2 +  

99 ｻﾝｶｸﾋｼｶﾞﾆ 2 0.06

100 Xenophthalmodes  sp. 1 0.85

101 ｶﾞｻﾞﾐ属 1 0.11 1 0.11

102 ﾋﾒﾌﾀﾊﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ 2 0.22

103 ﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ属 2 0.01 5 0.02

104 ﾃﾅｶﾞｵｳｷﾞｶﾞﾆ属 2 0.03 2 0.03

105 ﾋﾒﾋﾂﾞﾒｶﾞﾆ 8 0.86 9 1.00

106 ﾋﾂﾞﾒｶﾞﾆ属 16 0.38 19 0.41

107 ﾐﾅﾐﾒﾅｶﾞｵｻｶﾞﾆ 1 0.33 1 0.33

108 ﾒﾅｶﾞｵｻｶﾞﾆ 2 1.41

109 ｵｻｶﾞﾆ属 1 0.04 2 0.05

110 ｶﾆ亜目のﾒｶﾞﾛﾊﾟ期幼生 1 +  

111 ｴﾋﾞ目 1 +  2 +  

112 ｷﾞﾎﾞｼﾑｼ綱 1 0.02 1 0.01 3 0.42

113 ｸﾓﾋﾄﾃﾞ綱 2 +  2 +  

114 ｲｶﾘﾅﾏｺ科 2 0.17

115 ｵﾅｶﾞﾅﾒｸｼﾞｳｵ 4 0.07

種類数 42 20 12 115

合  計 96 7.93 45 4.34 21 1.25 418 26.33

注：湿重量欄の+は0.01g未満を示した。

種    名      ＼　　　調査地点番号
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表－6.2.53（1） マクロベントス地点別出現状況（秋季） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      調査期日:平成28年10月18,19日

      調査方法:ｽﾐｽ･ﾏｯｷﾝﾀｲﾔｰ型採泥器による採泥

      単　　位:個体/0.1m
2
, g/0.1m

2

1 2 3 4 5

個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量

1 ﾑｼﾓﾄﾞｷｷﾞﾝﾁｬｸ科 3 0.06

2 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 1 +  

3 紐形動物門 1 0.20

4 ｲﾜｶﾜﾁｸﾞｻ

5 ﾊｼﾅｶﾞﾂﾉﾌﾞｴ

6 ﾋﾒｸﾜﾉﾐｶﾆﾓﾘ 126 8.62

7 ﾌﾄｺﾛｶﾞｲ

8 ｸﾁﾐｿﾞﾖﾌﾊﾞｲ 2 0.41

9 ｶｹﾞﾛｳﾖﾌﾊﾞｲ 1 0.15

10 ｵｷﾅﾜﾊﾅﾑｼﾛ 1 1.63

11 ﾎｿﾑｷﾞﾖﾌﾊﾞｲ 1 0.06

12 ﾎﾀﾙｶﾞｲ属 7 0.09

13 ｻﾂﾏﾋﾞﾅ 3 3.36

14 ｱｼﾞﾛｲﾓ

15 ｲﾓｶﾞｲ属

16 ﾄｳｶﾞﾀｶﾞｲ科 3 0.01

17 掘足綱 4 0.06

18 Epicodakia  sp.
19 ﾘｭｳｷｭｳﾊﾞｶｶﾞｲ 1 3.23

20 ﾘｭｳｷｭｳｼﾗﾄﾘ

21 Exotica  sp. 1 +  

22 ｵｲﾉｶｶﾞﾐ 1 6.54

23 ﾘｭｳｷｭｳｱｻﾘ

24 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ科 1 +  

25 ｳﾛｺﾑｼ科 1 +  

26 Euthalenessa  sp.
27 Sigalion  sp.
28 Sthenelais  sp.
29 Willeysthenelais  sp. 1 0.01

30 Glycera  sp. 2 0.06 1 0.06

31 Podarkeopsis  sp.
32 ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ科

33 ｼﾘｽ亜科 7 0.01 2 +  1 +  

34 ｷﾚｺﾐｺﾞｶｲ 19 0.12

35 Micronephthys  sp.
36 Nephtys  sp.
37 ｳﾐｹﾑｼ科 1 +  

38 ﾅﾅﾃｲｿﾒ科 1 +  8 0.22

39 Marphysa  sp. 1 0.02

40 Nematonereis  sp.
41 Arabella  sp.
42 Notocirrus  sp. 1 0.01 1 0.01

43 Scoloplos  sp. 2 0.01 1 0.01

44 Poecilochaetus  sp. 1 +  

45 Aonides  sp. 2 0.01

46 Malacoceros  sp.
47 Prionospio  sp.
48 Pseudopolydora  sp. 1 +  

49 Scolelepis  sp. 2 0.01

50 ﾂﾊﾞｻｺﾞｶｲ科 3 +  

51 Aphelochaeta  sp.
52 Caulleriella  sp.
53 Cirriformia  sp.
54 ﾀﾞﾙﾏｺﾞｶｲ科

55 Mediomastus  sp. 2 0.01

56 Notomastus  sp. 5 0.08

57 ｲﾄｺﾞｶｲ科 27 0.08

58 Armandia  sp. 1 +  3 0.01

59 Terebellides  sp. 1 0.03

60 ｳﾐﾎﾀﾙ科 2 +  

61 ｶｲﾑｼ綱 2 +  

62 Leptosquilla schmeltzii 4 0.07

63 ｽｶﾞﾒｿｺｴﾋﾞ属 3 0.01

64 ｵﾎﾞｺｽｶﾞﾒ属 2 +  

65 ﾏﾙﾊｻﾐﾖｺｴﾋﾞ属 1 +  

66 ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ科 1 +  

67 ｸﾁﾊﾞｼｿｺｴﾋﾞ科 4 +  

68 ﾋｻｼｿｺｴﾋﾞ科 1 +  

69 ｽﾅﾎﾘﾑｼ属 3 0.01

70 ｱﾌﾟｾｳﾃﾞｽ科 1 +  

注：湿重量欄の+は0.01g未満を示した。

番号 種    名      ＼　　　調査地点
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表－6.2.53（2） マクロベントス地点別出現状況（秋季） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      調査期日:平成28年10月18,19日

      調査方法:ｽﾐｽ･ﾏｯｷﾝﾀｲﾔｰ型採泥器による採泥

      単　　位:個体/0.1m
2
, g/0.1m

2

1 2 3 4 5

個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量

71 ﾑﾗｻｷｴﾋﾞ属 1 0.02
72 ｴﾋﾞｼﾞｬｺ科 1 +  

73 ｽﾅﾓｸﾞﾘ科

74 ｱﾅｼﾞｬｺ属

75 ﾂﾏｼﾞﾛｻﾝｺﾞﾔﾄﾞｶﾘ
76 ｻﾝｺﾞﾔﾄﾞｶﾘ属 1 0.01

77 ﾂﾉﾔﾄﾞｶﾘ属 2 0.01

78 ﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ科 2 +  

79 ﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ属 2 0.06 2 0.02

80 ﾋﾒﾋﾂﾞﾒｶﾞﾆ
81 ﾋﾂﾞﾒｶﾞﾆ属 2 0.34

82 ｵｳｷﾞｶﾞﾆ 1 0.26

83 ｵｳｷﾞｶﾞﾆ科 1 0.03 1 0.01

84 ﾐﾅﾐﾒﾅｶﾞｵｻｶﾞﾆ 1 0.99
85 ﾒﾅｶﾞｵｻｶﾞﾆ

種類数 14 11 18 15 8

合  計 32 0.24 21 2.40 39 10.78 191 10.16 13 3.45

注：湿重量欄の+は0.01g未満を示した。

番号 種    名      ＼　　　調査地点
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表－6.2.53（3） マクロベントス地点別出現状況（秋季） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      調査期日:平成28年10月18,19日

      調査方法:ｽﾐｽ･ﾏｯｷﾝﾀｲﾔｰ型採泥器による採泥

      単　　位:個体/0.1m
2
, g/0.1m

2

6 7 8 合計

個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量

1 ﾑｼﾓﾄﾞｷｷﾞﾝﾁｬｸ科 3 0.06

2 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 1 0.04 2 0.04

3 紐形動物門 2 +  1 0.01 4 0.21

4 ｲﾜｶﾜﾁｸﾞｻ 1 0.04 1 0.04

5 ﾊｼﾅｶﾞﾂﾉﾌﾞｴ 1 0.31 1 0.31

6 ﾋﾒｸﾜﾉﾐｶﾆﾓﾘ 14 2.61    140 11.23

7 ﾌﾄｺﾛｶﾞｲ 3 0.74 3 0.74

8 ｸﾁﾐｿﾞﾖﾌﾊﾞｲ 2 0.41

9 ｶｹﾞﾛｳﾖﾌﾊﾞｲ 1 0.15

10 ｵｷﾅﾜﾊﾅﾑｼﾛ 1 1.63

11 ﾎｿﾑｷﾞﾖﾌﾊﾞｲ 1 0.06

12 ﾎﾀﾙｶﾞｲ属 7 0.09
13 ｻﾂﾏﾋﾞﾅ 3 3.36

14 ｱｼﾞﾛｲﾓ 1 0.49 1 0.49

15 ｲﾓｶﾞｲ属 1 0.02 1 0.02

16 ﾄｳｶﾞﾀｶﾞｲ科 3 0.01

17 掘足綱 4 0.06

18 Epicodakia  sp. 2 0.07 2 0.07

19 ﾘｭｳｷｭｳﾊﾞｶｶﾞｲ 1 3.23

20 ﾘｭｳｷｭｳｼﾗﾄﾘ 1 0.18 1 0.18

21 Exotica  sp. 1 +  

22 ｵｲﾉｶｶﾞﾐ 1 6.54

23 ﾘｭｳｷｭｳｱｻﾘ 1 0.85 1 0.85

24 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ科 1 +  

25 ｳﾛｺﾑｼ科 1 +  

26 Euthalenessa  sp. 3 0.01 3 0.01

27 Sigalion  sp. 2 0.03 2 0.03

28 Sthenelais  sp. 1 +  1 +  

29 Willeysthenelais  sp. 1 0.01

30 Glycera  sp. 2 +  5 0.12

31 Podarkeopsis  sp. 2 0.01 2 0.01

32 ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ科 1 +  1 +  

33 ｼﾘｽ亜科 3 +  13 0.01

34 ｷﾚｺﾐｺﾞｶｲ 19 0.12

35 Micronephthys  sp. 1 +  1 +  

36 Nephtys  sp. 1 +  2 0.01 3 0.01

37 ｳﾐｹﾑｼ科 1 +  

38 ﾅﾅﾃｲｿﾒ科 9 0.22

39 Marphysa  sp. 1 0.02

40 Nematonereis  sp. 2 0.01 2 0.01

41 Arabella  sp. 1 0.11 1 0.11

42 Notocirrus  sp. 1 +  3 0.02

43 Scoloplos  sp. 2 +  5 0.02

44 Poecilochaetus  sp. 1 +  2 +  

45 Aonides  sp. 5 0.01 7 0.02

46 Malacoceros  sp. 3 0.05 3 0.05

47 Prionospio  sp. 1 +  1 +  

48 Pseudopolydora  sp. 1 +  

49 Scolelepis  sp. 2 0.01

50 ﾂﾊﾞｻｺﾞｶｲ科 3 +  

51 Aphelochaeta  sp. 9 0.02 1 +  10 0.02

52 Caulleriella  sp. 1 +  1 +  

53 Cirriformia  sp. 15 0.15 15 0.15

54 ﾀﾞﾙﾏｺﾞｶｲ科 1 +  1 +  

55 Mediomastus  sp. 4 0.02 6 0.03

56 Notomastus  sp. 5 0.08

57 ｲﾄｺﾞｶｲ科 1 0.01 1 0.04 1 0.30 30 0.43

58 Armandia  sp. 4 0.01 8 0.02

59 Terebellides  sp. 1 0.03

60 ｳﾐﾎﾀﾙ科 1 +  3 +  

61 ｶｲﾑｼ綱 2 +  

62 Leptosquilla schmeltzii 1 0.02 5 0.09

63 ｽｶﾞﾒｿｺｴﾋﾞ属 3 0.01

64 ｵﾎﾞｺｽｶﾞﾒ属 2 +  

65 ﾏﾙﾊｻﾐﾖｺｴﾋﾞ属 1 +  
66 ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ科 1 +  

67 ｸﾁﾊﾞｼｿｺｴﾋﾞ科 4 +  

68 ﾋｻｼｿｺｴﾋﾞ科 1 +  

69 ｽﾅﾎﾘﾑｼ属 3 0.01

70 ｱﾌﾟｾｳﾃﾞｽ科 1 +  

注：湿重量欄の+は0.01g未満を示した。

番号 種    名      ＼　　　調査地点
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表－6.2.53（4） マクロベントス地点別出現状況（秋季） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      調査期日:平成28年10月18,19日

      調査方法:ｽﾐｽ･ﾏｯｷﾝﾀｲﾔｰ型採泥器による採泥

      単　　位:個体/0.1m
2
, g/0.1m

2

6 7 8 合計

個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量

71 ﾑﾗｻｷｴﾋﾞ属 1 0.02

72 ｴﾋﾞｼﾞｬｺ科 1 +  

73 ｽﾅﾓｸﾞﾘ科 1 0.03 1 0.03

74 ｱﾅｼﾞｬｺ属 1 0.20 1 0.20

75 ﾂﾏｼﾞﾛｻﾝｺﾞﾔﾄﾞｶﾘ 2 0.05 2 0.05

76 ｻﾝｺﾞﾔﾄﾞｶﾘ属 1 0.01

77 ﾂﾉﾔﾄﾞｶﾘ属 1 0.01 3 0.02

78 ﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ科 2 +  

79 ﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ属 4 0.08

80 ﾋﾒﾋﾂﾞﾒｶﾞﾆ 3 1.44 3 1.44

81 ﾋﾂﾞﾒｶﾞﾆ属 5 0.44 7 0.78

82 ｵｳｷﾞｶﾞﾆ 1 0.26

83 ｵｳｷﾞｶﾞﾆ科 2 0.04

84 ﾐﾅﾐﾒﾅｶﾞｵｻｶﾞﾆ 1 0.99

85 ﾒﾅｶﾞｵｻｶﾞﾆ 1 1.18 1 1.18

種類数 27 17 5 85

合  計 82 8.68 27 0.26 8 0.58 413 36.55

注：湿重量欄の+は0.01g未満を示した。

番号 種    名      ＼　　　調査地点
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表－6.2.54（1） マクロベントス地点別出現状況（冬季） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      調査期日:平成29年 1月17,18日

      調査方法:ｽﾐｽ･ﾏｯｷﾝﾀｲﾔｰ型採泥器による採泥

      単　　位:個体/0.1m
2
, g/0.1m

2

1 2 3 4 5

個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量
1 普通海綿綱 + 1.05

2 ﾑｼﾓﾄﾞｷｷﾞﾝﾁｬｸ科 4 0.01 2 0.01

3 紐形動物門 4 0.02 4 0.02 4 0.02 1 +  
4 ｳｽﾋｻﾞﾗｶﾞｲ科

5 ｹﾊﾀﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ科
6 ｽｶｼｶﾞｲ属 3 0.47

7 ﾋﾒｸﾜﾉﾐｶﾆﾓﾘ 31 4.27
8 ﾖｺﾜｶﾆﾓﾘ 1 3.49

9 ｵﾆﾉﾂﾉｶﾞｲ科 6 0.86

10 Circulus  sp.
11 ﾎｳｼｭﾉﾀﾏ

12 ｲﾎﾞﾖﾌﾊﾞｲ 1 4.47
13 ｱﾜﾑｼﾛ 1 0.21

14 ﾐﾉﾑｼｶﾞｲ属 1 0.61

15 ﾊﾏﾂﾞﾄ
16 ｺﾞﾏﾌｲﾓ 1 12.71

17 ﾄﾗﾌｸﾀﾞﾏｷ
18 ﾃﾝｼﾞｸｼﾁｸｶﾞｲ 1 0.12

19 ﾘｭｳｷｭｳﾂﾉｶﾞｲ 2 0.08
20 ﾘｭｳｷｭｳｻﾙﾎﾞｳ 1 20.39

21 ﾕｷﾐﾉ属 1 0.02

22 ﾂｷｶﾞｲ科
23 ﾊﾅｼｶﾞｲ科 1 +  

24 Cycladicama  sp.
25 ﾘｭｳｷｭｳｻﾞﾙ 1 17.10

26 ｵｷﾅﾜﾋｼｶﾞｲ

27 ﾘｭｳｷｭｳﾊﾞｶｶﾞｲ 2 0.06
28 ｺﾆｯｺｳｶﾞｲ 1 1.03

29 ﾋﾗｻﾞｸﾗ
30 ﾐｶﾞｷﾋﾒｻﾞﾗ

31 ﾐｸﾆｼﾎﾞﾘｻﾞｸﾗ 1 0.03
32 ﾆｯｺｳｶﾞｲ科

33 ｱｻｼﾞｶﾞｲ科 1 +  

34 ｵｲﾉｶｶﾞﾐ
35 Euthalenessa  sp. 1 0.06

36 Sigalion  sp.
37 ﾉﾗﾘｳﾛｺﾑｼ科

38 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ科

39 Glycera sp. 3 0.01
40 ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ科 1 +  

41 ｼﾘｽ亜科 1 +  3 0.01 41 0.07
42 ｷﾚｺﾐｺﾞｶｲ 9 0.04

43 Ceratonereis  sp. 1 +  
44 ﾋﾒｺﾞｶｲ

45 Perinereis  sp. 1 +  

46 ｺﾞｶｲ科 1 +  
47 Nephtys  sp. 2 +  2 0.01 1 0.01

48 ｳﾐｹﾑｼ科 6 0.01
49 ﾅﾅﾃｲｿﾒ科 92 1.15

50 Eunice  sp.
51 Nematonereis  sp. 1 +  1 +  
52 Lumbrineris  sp.
53 Scoletoma  sp. 1 0.02 2 0.20 1 0.01
54 ｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ科 1 +  

55 Schistomeringos  sp. 1 +  
56 Naineris  sp.
57 Scoloplos  sp. 6 0.03

58 Aonides  sp. 10 0.03 1 +  2 0.01
59 Malacoceros  sp. 5 0.02

60 ﾐﾂﾊﾞﾈｽﾋﾟｵ 4 0.01 5 0.01
61 Prionospio  sp. 1 0.01 1 +  

62 Pseudopolydora  sp.
63 Scolelepis  sp. 1 0.02

64 Spio  sp.
65 ﾂﾊﾞｻｺﾞｶｲ科 9 0.10 5 0.11
66 Caulleriella  sp.
67 Cirriformia  sp.
68 Protocirrineris  sp.
69 Mediomastus  sp. 1 +  4 +  7 0.02

70 Notomastus  sp. 1 +  3 0.02 3 0.01

注：個体数欄の+は群体性の種の出現を、湿重量欄の+は0.01g未満を示した。

番号 種    名      ＼　　　調査地点
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表－6.2.54（2） マクロベントス地点別出現状況（冬季） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      調査期日:平成29年 1月17,18日

      調査方法:ｽﾐｽ･ﾏｯｷﾝﾀｲﾔｰ型採泥器による採泥

      単　　位:個体/0.1m
2
, g/0.1m

2

1 2 3 4 5

個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量

71 ｲﾄｺﾞｶｲ科 2 0.01 32 0.07

72 Armandia  sp. 16 0.03 3 0.01 15 0.09 2 +  

73 Pista  sp.
74 ﾌｻｺﾞｶｲ科

75 ﾐﾐｽﾞ綱 10 0.01

76 ﾀﾃﾎｼﾑｼ科 3 0.01

77 星口動物門 1 0.01

78 ｶｲﾑｼ綱 1 +  

79 Leptosquilla schmeltzii
80 ﾋｹﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ属 1 +  

81 ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ科 3 0.01

82 ﾂﾉﾋｹﾞｿｺｴﾋﾞ科 4 0.01

83 ﾏﾙﾊｻﾐﾖｺｴﾋﾞ属 2 0.01 1 +  

84 ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ科 11 0.03

85 ｸﾁﾊﾞｼｿｺｴﾋﾞ科 1 +  

86 ﾋｻｼｿｺｴﾋﾞ科 7 0.02

87 ﾏﾙｿｺｴﾋﾞ属 1 0.01

88 ｽﾅﾎﾘﾑｼ属 3 0.01 11 0.02

89 ﾎｿﾂﾒﾀﾅｲｽ科 1 +  

90 ｱﾌﾟｾｳﾃﾞｽ科 1 +  

91 ﾀﾅｲｽ目 1 +  

92 ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ属 1 0.03

93 ﾑﾗｻｷｴﾋﾞ属 1 +  

94 Processa  sp.
95 ｽﾅﾓｸﾞﾘ科 1 0.01 1 0.02

96 ｱﾅｼﾞｬｺ属

97 ｺｼｵﾘｴﾋﾞ属 1 +  

98 ﾂﾏｼﾞﾛｻﾝｺﾞﾔﾄﾞｶﾘ 1 0.01

99 ﾂﾉﾔﾄﾞｶﾘ属 2 0.03 1 0.01

100 ﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ科 3 0.01

101 Ebalia woodmasoni 1 0.15

102 ｲｯｶｸｶﾞﾆ

103 ｲﾎﾞﾃｶﾞﾆ属

104 ｹﾌﾞｶｶﾞﾆ属 1 0.52

105 ﾋﾒﾌﾀﾊﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ 1 0.03

106 ﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ属 1 0.01

107 ﾃﾅｶﾞｵｳｷﾞｶﾞﾆ属 1 +  

108 ﾋﾒﾋﾂﾞﾒｶﾞﾆ 3 0.81 1 1.99

109 ﾋﾂﾞﾒｶﾞﾆ属 6 0.03 3 0.02 11 0.06

110 Palapedia  sp. 1 +  

111 Sulcodius deflexus 1 0.19

112 ｵｳｷﾞｶﾞﾆ科 1 +  

113 ﾐﾅﾐﾒﾅｶﾞｵｻｶﾞﾆ 1 0.01

114 ｵｻｶﾞﾆ属

115 ｵｻｶﾞﾆ科 1 +  

116 ｶﾆ亜目のﾒｶﾞﾛﾊﾟ期幼生 1 +  1 +  

117 ﾎｳｷﾑｼ科

118 ｷﾞﾎﾞｼﾑｼ綱 2 0.10 3 3.77

119 ｸﾓﾋﾄﾃﾞ綱 1 0.01 1 0.01

120 ｶｼﾊﾟﾝ科 1 0.07

121 ｲｶﾘﾅﾏｺ科 1 0.04

種類数 16 25 30 28 22

合  計 38 0.41 98 28.31 157 20.43 185 11.01 30 17.19

注：湿重量欄の+は0.01g未満を示した。

番号 種    名      ＼　　　調査地点
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表－6.2.54（3） マクロベントス地点別出現状況（冬季） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      調査期日:平成29年 1月17,18日

      調査方法:ｽﾐｽ･ﾏｯｷﾝﾀｲﾔｰ型採泥器による採泥

      単　　位:個体/0.1m
2
, g/0.1m

2

6 7 8 合計

個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量

1 普通海綿綱 + 1.05

2 ﾑｼﾓﾄﾞｷｷﾞﾝﾁｬｸ科 6 0.02

3 紐形動物門 3 0.05 6 0.02 1 +  23 0.13

4 ｳｽﾋｻﾞﾗｶﾞｲ科 7 0.08 7 0.08

5 ｹﾊﾀﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ科 1 +  1 +  

6 ｽｶｼｶﾞｲ属 3 0.47

7 ﾋﾒｸﾜﾉﾐｶﾆﾓﾘ 31 4.27

8 ﾖｺﾜｶﾆﾓﾘ 1 3.49

9 ｵﾆﾉﾂﾉｶﾞｲ科 6 0.86

10 Circulus  sp. 1 0.01 1 0.01

11 ﾎｳｼｭﾉﾀﾏ 1 0.08 1 0.08

12 ｲﾎﾞﾖﾌﾊﾞｲ 1 4.47

13 ｱﾜﾑｼﾛ 1 0.44 2 0.65

14 ﾐﾉﾑｼｶﾞｲ属 1 0.61

15 ﾊﾏﾂﾞﾄ 1 1.10 1 1.10

16 ｺﾞﾏﾌｲﾓ 1 12.71

17 ﾄﾗﾌｸﾀﾞﾏｷ 1 4.25 1 4.25

18 ﾃﾝｼﾞｸｼﾁｸｶﾞｲ 1 0.12

19 ﾘｭｳｷｭｳﾂﾉｶﾞｲ 2 0.08

20 ﾘｭｳｷｭｳｻﾙﾎﾞｳ 1 20.39

21 ﾕｷﾐﾉ属 1 0.02

22 ﾂｷｶﾞｲ科 1 0.02 1 0.02

23 ﾊﾅｼｶﾞｲ科 1 +  

24 Cycladicama  sp. 1 0.12 1 0.12

25 ﾘｭｳｷｭｳｻﾞﾙ 1 17.10

26 ｵｷﾅﾜﾋｼｶﾞｲ 1 0.18 1 0.18

27 ﾘｭｳｷｭｳﾊﾞｶｶﾞｲ 2 0.06

28 ｺﾆｯｺｳｶﾞｲ 1 1.03

29 ﾋﾗｻﾞｸﾗ 1 0.09 1 0.09

30 ﾐｶﾞｷﾋﾒｻﾞﾗ 1 0.04 1 0.04

31 ﾐｸﾆｼﾎﾞﾘｻﾞｸﾗ 1 0.03

32 ﾆｯｺｳｶﾞｲ科 1 +  1 +  

33 ｱｻｼﾞｶﾞｲ科 1 +  

34 ｵｲﾉｶｶﾞﾐ 1 0.18 1 0.18

35 Euthalenessa  sp. 1 0.07 2 0.13

36 Sigalion  sp. 2 0.07 2 0.07

37 ﾉﾗﾘｳﾛｺﾑｼ科 1 0.02 1 0.02

38 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ科 1 +  1 +  

39 Glycera sp. 2 0.03 5 0.04

40 ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ科 1 +  

41 ｼﾘｽ亜科 3 +  48 0.08

42 ｷﾚｺﾐｺﾞｶｲ 9 0.04

43 Ceratonereis  sp. 1 +  

44 ﾋﾒｺﾞｶｲ 1 +  1 +  

45 Perinereis  sp. 1 +  

46 ｺﾞｶｲ科 1 +  

47 Nephtys  sp. 5 0.02 10 0.04

48 ｳﾐｹﾑｼ科 6 0.01

49 ﾅﾅﾃｲｿﾒ科 92 1.15

50 Eunice  sp. 1 0.01 1 0.01
51 Nematonereis  sp. 2 +  

52 Lumbrineris  sp. 1 +  1 +  

53 Scoletoma  sp. 4 0.23

54 ｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ科 1 +  

55 Schistomeringos  sp. 1 +  

56 Naineris  sp. 2 0.03 2 0.03

57 Scoloplos  sp. 1 +  7 0.03

58 Aonides  sp. 5 0.02 18 0.06

59 Malacoceros  sp. 2 0.02 7 0.04

60 ﾐﾂﾊﾞﾈｽﾋﾟｵ 9 0.02

61 Prionospio  sp. 1 +  4 0.01 7 0.02

62 Pseudopolydora  sp. 1 0.01 1 0.01

63 Scolelepis  sp. 1 0.02

64 Spio  sp. 1 +  3 0.02 4 0.02

65 ﾂﾊﾞｻｺﾞｶｲ科 14 0.21

66 Caulleriella  sp. 2 0.01 2 0.01

67 Cirriformia  sp. 1 0.02 1 0.02

68 Protocirrineris  sp. 2 0.01 2 0.01

69 Mediomastus  sp. 1 +  7 0.01 1 +  21 0.03

70 Notomastus  sp. 7 0.03

注：個体数欄の+は群体性の種の出現を、湿重量欄の+は0.01g未満を示した。

種    名      ＼　　　調査地点番号
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表－6.2.54（4） マクロベントス地点別出現状況（冬季） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

      調査期日:平成29年 1月17,18日

      調査方法:ｽﾐｽ･ﾏｯｷﾝﾀｲﾔｰ型採泥器による採泥

      単　　位:個体/0.1m
2
, g/0.1m

2

6 7 8 合計

個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量

71 ｲﾄｺﾞｶｲ科 2 0.01 2 0.16 38 0.25

72 Armandia  sp. 1 +  4 0.01 41 0.14
73 Pista  sp. 1 +  1 +  2 +  

74 ﾌｻｺﾞｶｲ科 3 +  1 +  4 +  

75 ﾐﾐｽﾞ綱 10 0.01

76 ﾀﾃﾎｼﾑｼ科 3 0.01

77 星口動物門 1 0.01

78 ｶｲﾑｼ綱 1 +  

79 Leptosquilla schmeltzii 1 0.05 1 0.05

80 ﾋｹﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ属 1 +  

81 ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ科 3 0.01

82 ﾂﾉﾋｹﾞｿｺｴﾋﾞ科 4 0.01

83 ﾏﾙﾊｻﾐﾖｺｴﾋﾞ属 3 0.01

84 ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ科 2 +  13 0.03

85 ｸﾁﾊﾞｼｿｺｴﾋﾞ科 1 +  

86 ﾋｻｼｿｺｴﾋﾞ科 7 0.02

87 ﾏﾙｿｺｴﾋﾞ属 1 0.01

88 ｽﾅﾎﾘﾑｼ属 14 0.03

89 ﾎｿﾂﾒﾀﾅｲｽ科 1 +  

90 ｱﾌﾟｾｳﾃﾞｽ科 1 +  

91 ﾀﾅｲｽ目 1 +  

92 ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ属 2 0.37 3 0.40

93 ﾑﾗｻｷｴﾋﾞ属 1 +  

94 Processa  sp. 1 0.03 1 0.03

95 ｽﾅﾓｸﾞﾘ科 2 0.04 4 0.07
96 ｱﾅｼﾞｬｺ属 2 0.43 2 0.43

97 ｺｼｵﾘｴﾋﾞ属 1 +  

98 ﾂﾏｼﾞﾛｻﾝｺﾞﾔﾄﾞｶﾘ 1 0.01

99 ﾂﾉﾔﾄﾞｶﾘ属 3 0.04

100 ﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ科 1 +  4 0.01

101 Ebalia woodmasoni 1 0.15

102 ｲｯｶｸｶﾞﾆ 1 0.09 1 0.09

103 ｲﾎﾞﾃｶﾞﾆ属 1 0.01 1 0.01

104 ｹﾌﾞｶｶﾞﾆ属 1 0.52

105 ﾋﾒﾌﾀﾊﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ 1 0.03

106 ﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ属 1 0.01

107 ﾃﾅｶﾞｵｳｷﾞｶﾞﾆ属 1 +  

108 ﾋﾒﾋﾂﾞﾒｶﾞﾆ 2 0.30 6 3.10

109 ﾋﾂﾞﾒｶﾞﾆ属 2 0.02 22 0.13

110 Palapedia  sp. 1 +  

111 Sulcodius deflexus 1 0.19

112 ｵｳｷﾞｶﾞﾆ科 3 0.01 4 0.01

113 ﾐﾅﾐﾒﾅｶﾞｵｻｶﾞﾆ 1 0.01

114 ｵｻｶﾞﾆ属 2 0.01 1 0.01 3 0.02

115 ｵｻｶﾞﾆ科 1 +  

116 ｶﾆ亜目のﾒｶﾞﾛﾊﾟ期幼生 2 +  

117 ﾎｳｷﾑｼ科 2 +  2 +  
118 ｷﾞﾎﾞｼﾑｼ綱 5 3.87

119 ｸﾓﾋﾄﾃﾞ綱 2 0.02

120 ｶｼﾊﾟﾝ科 1 0.07

121 ｲｶﾘﾅﾏｺ科 1 0.04

種類数 31 18 16 121
合  計 56 6.87 45 0.69 21 1.03 630 85.94

注：湿重量欄の+は0.01g未満を示した。

種    名      ＼　　　調査地点番号
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冬季 

図－6.2.40 マクロベントスの水平分布（個体数） 
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冬季 

図－6.2.41 マクロベントスの水平分布（湿重量） 
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3) 重要な種 

平成 28 年度調査において、重要な種は 16 種が確認された。 

ウスカガミ及びヒラザクラは工事前に確認されていなかったが、新たに確認された。 

なお、リスガイ、リュウキュウサルボウ、Cycladicama 属、オキナワヒシガイ、コニッ

コウガイ、ヒラセザクラ、ハスメザクラ、ホソズングリアゲマキ、リュウキュウアサリは

メガロベントス調査で工事前から該当範囲において確認されている。 

 

 

表－6.2.55 確認された重要な種及び確認地点（マクロベントス）  

 

 

 

 

  

St.1 St.2 St.3 St.4 St.5 St.6 St.7 St.8

1 ﾘｽｶﾞｲ 稀少 夏

2 ﾋﾒｵﾘｲﾚﾑｼﾛ NT VU 危険 春・夏

3 ｵｷﾅﾜﾊﾅﾑｼﾛ DD 危険 秋 春・夏

4 ﾘｭｳｷｭｳｻﾙﾎﾞｳ NT 冬

5 Cycladicama属 DD NT 冬

6 ｵｷﾅﾜﾋｼｶﾞｲ NT NT 夏・冬

7 ｺﾆｯｺｳｶﾞｲ NT 冬

8 ﾋﾗｻﾞｸﾗ NT VU 冬

9 ﾋﾗｾｻﾞｸﾗ NT VU 春・夏

10 ﾐｶﾞｷﾋﾒｻﾞﾗ NT 春・冬

11 ﾐｸﾆｼﾎﾞﾘｻﾞｸﾗ NT 冬

12 ﾊｽﾒｻﾞｸﾗ NT NT 夏

13 ﾎｿｽﾞﾝｸﾞﾘｱｹﾞﾏｷ VU 夏

14 ｳｽｶｶﾞﾐ VU 夏

15 ｵｲﾉｶｶﾞﾐ NT VU 秋 冬

16 ﾘｭｳｷｭｳｱｻﾘ VU EN 秋

沖縄県
RDB

WWF
確認地点・調査時期

№ 和名
環境省

RL
水産庁
RDB
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注：以下の①～⑤に該当しているものを「重要な種」として選定した。 
 

①環境省 RL：「環境省レッドリスト 2015 の公表について｣（平成 27 年 9 月 15 日記者発表、環境省）に記載されている種及び亜種 

・CR+EN（絶滅危惧Ⅰ類）            ：絶滅の危機に瀕している種 

・CR（絶滅危惧ⅠA 類）              ：絶滅の危機に瀕している種のうち、ごく近い将来における野生での絶滅の可能性が極めて高

いもの 

・EN（絶滅危惧ⅠB 類）              ：絶滅の危機に瀕している種のうち、IA 類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の

危険性が高いもの 

・VU（絶滅危惧Ⅱ類）               ：絶滅の危険が増大している種 

・NT（準絶滅危惧）                 ：存続基盤が脆弱な種。現時点では絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化によっては「絶滅危

惧」に移行する可能性のある種 

・DD（情報不足）                   ：評価するだけの情報が不足している種 

・LP（絶滅のおそれのある地域個体群）：地域的に孤立しており、地域レベルでの絶滅のおそれが高い個体群 

②水産庁 RDB：「日本の希少な野生水生生物に関するデータブック」（水産庁、2000 年） 

・絶危（絶滅危惧種）   ：絶滅の危機に瀕している種・亜種。 

・危急（危急種）     ：絶滅の危険が増大している種・亜種。 

・希少（希少種）     ：存続基盤が脆弱な種・亜種。 

・減少（減少種）     ：明らかに減少しているもの。 

・減少傾向        ：長期的に見て減少しつつあるもの。 

③沖縄県 RDB：「改訂・沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物(レッドデータおきなわ)第 3 版－動物編－」（平成 18 年、沖縄県）に記載さ

れている種及び亜種 

・CR+EN（絶滅危惧Ⅰ類）            ：沖縄県では絶滅の危機に瀕している種 

・CR（絶滅危惧ⅠA 類）              ：沖縄県では、ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高いもの 

・EN（絶滅危惧ⅠB 類）              ：沖縄県ではＡ類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が高いもの 

・VU（絶滅危惧Ⅱ類）               ：沖縄県では絶滅の危機が増大している種 

・NT（準絶滅危惧）                 ：沖縄県では存続基盤が脆弱な種 

・DD（情報不足）          ：沖縄県では評価するだけの情報が不足している種 

・LP（絶滅のおそれのある地域個体群）：沖縄県で地域的に孤立している個体群で、絶滅のおそれの高いもの 

④WWF：「WWF Japan Science Report3 日本における干潟海岸とそこに生息する底生動物の現状」（和田ら、1996 年） 

・絶滅     ：野生状態ではどこにも見あたらなくなった種。 

・絶滅寸前   ：人為の影響の如何に関わらず、個体数が異常に減少し、放置すればやがて絶滅すると推定される種。 

・危険     ：絶滅に向けて進行しているとみなされる種。今すぐ絶滅という危機に瀕するということはないが、現状では確実に

絶滅の方向へ向かっていると判断されるもの。 

・稀少     ：特に絶滅を危惧されることはないが、もともと個体数が非常に少ない種。 

・普通     ：個体数が多く普通にみられる種。 

・現状不明   ：最近の生息の状況が乏しい種。 
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 (7) 底生動物（メガロベントス） 

1) 調査概要 

礁池・礁縁域では、5m×5m のコドラートを設置し、ダイバーによる潜水目視観察に

より、底生動物(メガロベントス)の種類及び出現状況（CR 法）を記録した。調査は「海

洋調査技術マニュアル」（（社）海洋調査協会）等に基づいて行った。干潟域において

も、調査員が目視観察により、同様に調査を実施した。 

なお、メガロベントスの生息環境である砂の堆積状況等を把握するため、一部の調

査地点で鉄筋杭を設置し、海底からの高さを計測し、砂面変動を把握した。調査地点

は、人が比較的入りにくい礁池・礁縁域の B4、干潟域の B9,10 とした。 

 

 

2) 調査結果 

メガロベントスの調査結果概要は表－6.2.56 に、出現種一覧は表－6.2.57 に、地

点別出現状況は表－6.2.58～表－6.2.61 に、調査地点概況は表－6.2.62 に示すとおり

である。 

また、B4,9,10 における鉄筋杭の高さの変動は図－ 6.2.43 に示すとおりである。 

 

(ア) 目視観察 

ア) 春季 

(a) 種構成 

春季調査では、B1～15 の全 15 地点を通じて軟体動物門 114 種類、節足動物門 88 種

類、棘皮動物門 17 種類、脊索動物門 7 種類、その他 35 種類、計 261 種類が確認され

た。 

 

(b) 礁池・礁縁域 

地点別には、礁池・礁縁域（B1～6、B15）では 9～71 種類の範囲にあり、瀬長島北

西側礁縁部の B3 で 71 種類と最も多かった。一方、瀬長島北側深場の B5 では 9 種類と

最も少なかった。底質状況は、B3 は砂礫質及びサンゴ類で、基盤環境が多様であるた

め出現種類数が多かったと考えられる。B5 は細砂やシルト分がほとんどを占め、B3

と比べると基盤環境が単調であるため出現種類数が少なかったと考えられる。 

礁池・礁縁域における主な出現種は、オヨギイソギンチャク、ヒドロサンゴフジツ

ボ、ホンナガウニ、ツマジロナガウニ、ヒメクワノミカニモリ等であった。 

 

(c) 干潟域 

干潟域（B7～B14）では、9～42 種類の範囲にあり、大嶺崎北側の B8 で最も多かっ

た。一方、瀬長島北側の B11 では 9 種類と最も少なかった。底質状況は、B8 は砂礫質
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及び転石の混在した底質で、基盤環境が多様であるため出現種類数が多かったと考え

られる。B11 は砂質であり、B8 と比べると基盤環境が単調であるため出現種類数が少

なかったと考えられる。 

干潟域における主な出現種は、カンギク、アマオブネガイ、リュウキュウウミニナ、

シマベッコウバイ等であった。 

 

イ) 夏季 

(a) 種構成 

夏季調査では、B1～15 の全 15 地点を通じて軟体動物門 105 種類、節足動物門 85 種

類、棘皮動物門 16 種類、脊索動物門 8 種類、その他 33 種類、計 247 種類が確認され

た。 

 

(b) 礁池・礁縁域 

地点別には、礁池・礁縁域（B1～6、B15）では 11～79 種類の範囲にあり、瀬長島

北西側礁縁部の B3 で 79 種類と最も多かった。一方、瀬長島北側深場の B5 で 11 種類

と最も少なかった。これらの傾向は春季調査結果と同様であった。底質状況は、B3 は

砂礫質及びサンゴ類で、基盤環境が多様であるため出現種類数が多かったと考えられ

る。B5 は細砂やシルト分がほとんどを占め、B3 と比べると基盤環境が単調であるため

出現種類数が少なかったと考えられる。 

礁池・礁縁域における主な出現種は、ヒドロサンゴフジツボ、ベニツケガニ属、ホ

ンナガウニ、ツマジロナガウニ等であった。 

 

(c) 干潟域 

干潟域（B7～14）では、10～44 種類の範囲にあり、大嶺崎北側の瀬長島南側の B12

で 44 種類と最も多かった。一方、瀬長島北側の B11 で 10 種類と最も少なかった。こ

れらの傾向は春季調査結果と同様であった。底質状況は、B12 は転石及び砂礫質であ

り、基盤環境が多様であるため出現種類数が多かったと考えられる。B11 は砂質であ

り、B12 と比べると基盤環境が単調であるため出現種類数が少なかったと考えられる。 

干潟域における主な出現種は、カンギク、カヤノミカニモリ、ゴマフニナ、イトカ

ケヘナタリ、シマベッコウバイ等であった。 

 

ウ) 秋季 

(a) 種構成 

秋季調査では、B1～15 の全 15 地点を通じて軟体動物門 110 種類、節足動物門 97 種

類、棘皮動物門 17 種類、脊索動物門 7 種類、その他 39 種類、計 270 種類が確認され

た。 
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(b) 礁池・礁縁域 

地点別には、礁池・礁縁域（B1～6、B15）では 6～80 種類の範囲にあり、瀬長島北

西側礁縁部の B3 で 80 種類と最も多かった。一方、瀬長島北側深場の B5 では 6 種類と

最も少なかった。これらの傾向は夏季調査結果と同様であった。底質状況は、B3 は砂

礫質及びサンゴ類で、基盤環境が多様であるため出現種類数が多かったと考えられる。

B5 は細砂やシルト分がほとんどを占め、B3 と比べると基盤環境が単調であるため出現

種類数が少なかったと考えられる。 

礁池・礁縁域における主な出現種は、ウミニナカニモリ、マツムシ、ヒメクワノミ

カニモリ、ムカデガイ科、ベニツケガニ属等であった。 

 

(c) 干潟域 

干潟域（B7～14）では、10～46 種類の範囲にあり、大嶺崎北側の瀬長島南側の B12

で 46 種類と最も多かった。一方、瀬長島北側の B11 で 10 種類と最も少なかった。こ

れらの傾向は夏季調査結果と同様であった。底質状況は、B12 は転石及び砂礫質であ

り、基盤環境が多様であるため出現種類数が多かったと考えられる。B11 は砂質であ

り、B12 と比べると基盤環境が単調であるため出現種類数が少なかったと考えられる。

干潟域における主な出現種は、マルアマオブネ、カンギク、リュウキュウウミニナ、

アマオブネガイ、イトカケヘナタリ等であった。 

 

エ) 冬季 

(a) 種構成 

冬季調査では、B1～15 の全 15 地点を通じて軟体動物門 111 種類、節足動物門 92 種

類、棘皮動物門 21 種類、脊索動物門 7 種類、その他 38 種類、計 269 種類が確認され

た。 

 

(b) 礁池・礁縁域 

地点別には、礁池・礁縁域（B1～6、B15）では 6～83 種類の範囲にあり、瀬長島北

西側礁縁部の B3 で 83 種類と最も多かった。一方、瀬長島北側深場の B5 では 6 種類と

最も少なかった。これらの傾向は秋季調査結果と同様であった。底質状況は、B3 は砂

礫質及びサンゴ類で、基盤環境が多様であるため出現種類数が多かったと考えられる。

B5 は細砂やシルト分がほとんどを占め、B3 と比べると基盤環境が単調であるため出現

種類数が少なかったと考えられる。 

礁池・礁縁域における主な出現種は、ヒメクワノミカニモリ、ウミニナカニモリ、

ムカデガイ科、ケヤリムシ科、カンザシゴカイ科等であった。 
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(c) 干潟域 

干潟域（B7～14）では、7～37 種類の範囲にあり、大嶺崎北側の B8 と瀬長島南側の

B12 で 37 種類と最も多かった。一方、瀬長島北側の B11 で 7 種類と最も少なかった。

これらの傾向は秋季調査結果と同様であった。底質状況は、B8 及び B12 とも転石及び

砂礫質の混在した底質であり、基盤環境が多様であるため出現種類数が多かったと考

えられる。B11 は砂質であり、B8 や B12 と比べると基盤環境が単調であるため出現種

類数が少なかったと考えられる。 

干潟域における主な出現種は、カンギク、マルアマオブネ、アマオブネガイ、カヤ

ノミカニモリ、ウミニナカニモリ等であった。 

 

(イ) 砂面変動 

海底からの砂の高さをみると、礁池・礁縁域の B4 は平成 28 年度春季から冬季にか

けて約 22～23cm と変動はなかった。干潟域の B9 は平成 28 年度春季から冬季にかけて

約 50～51cm と大きな変動はなく、B10 は夏季の約 26cm から冬季には約 23cm と緩やか

な減少傾向であった。 
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図－ 6.2.42 事後調査地点（海域生物・海域生態系、海域生物②） 
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表－6.2.56（1） メガロベントス調査結果概要（春季） 

調査期日：平成28年5月14～16,18,23,24日  

B1 B2 B3 B4

軟体動物門 15 9 29 14

節足動物門 10 12 13 18

棘皮動物門 4 2 11 1

脊索動物門 5 2 7 6

その他 7 6 11 6

合計 41 31 71 45

- ｲﾜｶﾜﾁｸﾞｻ ﾋﾄﾞﾛｻﾝｺﾞﾌｼﾞﾂﾎﾞ ﾋﾒｸﾜﾉﾐｶﾆﾓﾘ

ﾎﾝﾅｶﾞｳﾆ ﾑｶﾃﾞｶﾞｲ科

ﾂﾏｼﾞﾛﾅｶﾞｳﾆ ｹﾔﾘﾑｼ科

ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ科

ﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ属

B5 B6 B7 B8

軟体動物門 4 11 15 19

節足動物門 3 9 8 19

棘皮動物門 0 3 1 0

脊索動物門 0 3 0 0

その他 2 6 4 4

合計 9 32 28 42

ｵﾖｷﾞｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ - ﾏﾙｱﾏｵﾌﾞﾈ ﾂﾏｼﾞﾛｻﾝｺﾞﾔﾄﾞｶﾘ

ｻｶｻｸﾗｹﾞ科 ｶﾔﾉﾐｶﾆﾓﾘ Diogenes pallescens

ｺﾞﾏﾌﾆﾅ

ﾋﾊﾞﾘｶﾞｲﾓﾄﾞｷ

ﾍﾘﾄﾘｱｵﾘ

B9 B10 B11 B12

軟体動物門 5 2 3 20

節足動物門 13 9 4 17

棘皮動物門 0 0 0 0

脊索動物門 0 0 0 0

その他 2 0 2 3

合計 20 11 9 40

- - ﾐﾅﾐｺﾒﾂｷｶﾞﾆ ｶﾝｷﾞｸ

ｱﾏｵﾌﾞﾈｶﾞｲ

ｶﾔﾉﾐｶﾆﾓﾘ

ｳﾐﾆﾅｶﾆﾓﾘ

ｼﾏﾍﾞｯｺｳﾊﾞｲ

礁池・礁縁域

B13 B14 B15

軟体動物門 6 7 2 114

節足動物門 7 10 14 88

棘皮動物門 0 0 0 17

脊索動物門 0 0 0 7

その他 1 2 3 35

合計 14 19 19 261

ﾘｭｳｷｭｳｳﾐﾆﾅ ﾐﾅﾐﾒﾅｶﾞｵｻｶﾞﾆ ﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ属

ｲﾄｶｹﾍﾅﾀﾘ ﾒﾅｶﾞｵｻｶﾞﾆ種群

ｺｳﾅｶﾞｲﾜｶﾞﾆﾓﾄﾞｷ

ﾂﾉﾒﾁｺﾞｶﾞﾆ

ｵｷﾅﾜﾊｸｾﾝｼｵﾏﾈｷ

注）1.主な出現種は20個体以上（cc,c,+）確認された種のうち上位5種を示す。

注）2.主な出現種の欄の-は20個体以上（cc,c,+）の種が確認されなかったことを示す。

出現

種類数

項目　/　調査地点
礁池・礁縁域

主な出現種

項目　/　調査地点
礁池・礁縁域 干潟域

出現

種類数

主な出現種

出現

種類数

項目　/　調査地点
干潟域

主な出現種

項目　/　調査地点
干潟域

合計

出現

種類数

主な出現種
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表－6.2.56（2） メガロベントス調査結果概要（夏季） 

 

 

調査期日：平成28年7月25～27日，8月1～2日  

B1 B2 B3 B4

軟体動物門 15 4 31 14

節足動物門 10 12 21 16

棘皮動物門 1 3 9 2

脊索動物門 4 2 8 6

その他 8 5 10 6

合計 38 26 79 44

ﾒﾅｶﾞｵｻｶﾞﾆ種群 ｷﾞﾎﾞｼﾑｼ綱 ﾏﾂﾑｼ ﾋﾒｸﾜﾉﾐｶﾆﾓﾘ

ﾋﾄﾞﾛｻﾝｺﾞﾌｼﾞﾂﾎﾞ ﾑｶﾃﾞｶﾞｲ科

ﾎﾝﾅｶﾞｳﾆ ｹﾔﾘﾑｼ科

ﾂﾏｼﾞﾛﾅｶﾞｳﾆ ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ科

ﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ属

B5 B6 B7 B8

軟体動物門 4 12 18 10

節足動物門 2 14 9 15

棘皮動物門 3 3 0 0

脊索動物門 0 5 0 0

その他 2 8 2 5

合計 11 42 29 30

ｻｶｻｸﾗｹﾞ科 - ﾏﾙｱﾏｵﾌﾞﾈ -

ｶﾔﾉﾐｶﾆﾓﾘ

ｺﾞﾏﾌﾆﾅ

ｵｷﾅﾜｲｼﾀﾞﾀﾐ

ﾂﾏｷﾖｺﾊﾞｻﾐ

B9 B10 B11 B12

軟体動物門 7 1 3 20

節足動物門 11 11 5 20

棘皮動物門 0 0 0 0

脊索動物門 0 0 0 0

その他 3 0 2 4

合計 21 12 10 44

ﾐﾅﾐﾒﾅｶﾞｵｻｶﾞﾆ - ﾌﾀﾊｵｻｶﾞﾆ ｶﾝｷﾞｸ

ｱﾏｵﾌﾞﾈｶﾞｲ

ｳﾐﾆﾅｶﾆﾓﾘ

ｼﾏﾍﾞｯｺｳﾊﾞｲ

ｵﾊｸﾞﾛｶﾞｷ属

礁池・礁縁域

B13 B14 B15

軟体動物門 6 9 4 105

節足動物門 9 6 12 85

棘皮動物門 0 0 0 16

脊索動物門 0 0 0 8

その他 2 0 3 33

合計 17 15 19 247

ﾘｭｳｷｭｳｳﾐﾆﾅ ﾀﾏﾏｷｶﾞｲ ｺﾞｶｲ綱

ｲﾄｶｹﾍﾅﾀﾘ ﾐﾅﾐﾒﾅｶﾞｵｻｶﾞﾆ ﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ属

ｺｳﾅｶﾞｲﾜｶﾞﾆﾓﾄﾞｷ ﾋﾂﾞﾒｶﾞﾆ属

ﾂﾉﾒﾁｺﾞｶﾞﾆ ﾒﾅｶﾞｵｻｶﾞﾆ種群

ｵｷﾅﾜﾊｸｾﾝｼｵﾏﾈｷ

注）1.主な出現種は20個体以上（cc,c,+）確認された種のうち上位5種を示す。

注）2.主な出現種の欄の-は20個体以上（cc,c,+）の種が確認されなかったことを示す。

出現

種類数

項目　/　調査地点
礁池・礁縁域

主な出現種

項目　/　調査地点
礁池・礁縁域 干潟域

出現

種類数

主な出現種

出現

種類数

項目　/　調査地点
干潟域

主な出現種

項目　/　調査地点
干潟域

合計

出現

種類数

主な出現種
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表－6.2.56（3） メガロベントス調査結果概要（秋季） 

 

 

調査期日：平成28年10月19,24,28, 11月14～15日

B1 B2 B3 B4

軟体動物門 20 4 35 16

節足動物門 12 15 15 17

棘皮動物門 2 2 12 1

脊索動物門 5 3 7 5

その他 9 4 11 6

合計 48 28 80 45

- - ﾏﾂﾑｼ ｳﾐﾆﾅｶﾆﾓﾘ

ﾎﾝﾅｶﾞｳﾆ ﾋﾒｸﾜﾉﾐｶﾆﾓﾘ

ﾂﾏｼﾞﾛﾅｶﾞｳﾆ ﾑｶﾃﾞｶﾞｲ科

ｹﾔﾘﾑｼ科

ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ科

B5 B6 B7 B8

軟体動物門 4 17 16 17

節足動物門 1 14 9 18

棘皮動物門 1 3 0 0

脊索動物門 0 4 0 0

その他 0 10 4 4

合計 6 48 29 39

- ﾑｶﾃﾞｶﾞｲ科 ﾏﾙｱﾏｵﾌﾞﾈ ﾂﾏｼﾞﾛｻﾝｺﾞﾔﾄﾞｶﾘ

ｶﾔﾉﾐｶﾆﾓﾘ Diogenes pallescens

ｺﾞﾏﾌﾆﾅ

ｵｷﾅﾜｲｼﾀﾞﾀﾐ

ﾋﾊﾞﾘｶﾞｲﾓﾄﾞｷ

B9 B10 B11 B12

軟体動物門 5 4 3 22

節足動物門 12 7 3 20

棘皮動物門 0 0 0 0

脊索動物門 0 0 0 0

その他 3 5 4 4

合計 20 16 10 46

ﾐﾅﾐﾒﾅｶﾞｵｻｶﾞﾆ ﾘｭｳｷｭｳｺﾒﾂｷｶﾞﾆ - ｶﾝｷﾞｸ

ｱﾏｵﾌﾞﾈｶﾞｲ

ｳﾐﾆﾅｶﾆﾓﾘ

ｼﾏﾍﾞｯｺｳﾊﾞｲ

ｵﾊｸﾞﾛｶﾞｷ属

礁池・礁縁域

B13 B14 B15

軟体動物門 4 5 7 110

節足動物門 8 7 16 97

棘皮動物門 0 0 0 17

脊索動物門 0 0 1 7

その他 3 1 2 39

合計 15 13 26 270

ﾘｭｳｷｭｳｳﾐﾆﾅ - ｳﾐﾆﾅｶﾆﾓﾘ

ｲﾄｶｹﾍﾅﾀﾘ ﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ属

ﾘｭｳｷｭｳｺﾒﾂｷｶﾞﾆ ﾋﾂﾞﾒｶﾞﾆ属

ｵｷﾅﾜﾊｸｾﾝｼｵﾏﾈｷ ﾒﾅｶﾞｵｻｶﾞﾆ種群

注）1.主な出現種は20個体以上（cc,c,+）確認された種のうち上位5種を示す。

注）2.主な出現種の欄の-は20個体以上（cc,c,+）の種が確認されなかったことを示す。

出現

種類数

主な出現種

項目　/　調査地点
礁池・礁縁域

項目　/　調査地点
礁池・礁縁域 干潟域

項目　/　調査地点
干潟域

出現

種類数

主な出現種

出現

種類数

主な出現種

項目　/　調査地点
干潟域

合計

出現

種類数

主な出現種
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表－6.2.56（4） メガロベントス調査結果概要（冬季） 

 

 

 

  

調査期日：平成29年1月30,31日, 2月1,3日

B1 B2 B3 B4

軟体動物門 21 8 28 22

節足動物門 10 12 21 16

棘皮動物門 3 1 12 2

脊索動物門 5 1 7 5

その他 9 5 15 6

合計 48 27 83 51

- - ﾎﾝﾅｶﾞｳﾆ ﾋﾒｸﾜﾉﾐｶﾆﾓﾘ

ﾂﾏｼﾞﾛﾅｶﾞｳﾆ ﾑｶﾃﾞｶﾞｲ科

ｹﾔﾘﾑｼ科

ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ科

ﾋﾂﾞﾒｶﾞﾆ属

B5 B6 B7 B8

軟体動物門 4 17 17 16

節足動物門 1 12 7 17

棘皮動物門 1 6 1 0

脊索動物門 0 5 0 0

その他 0 11 4 4

合計 6 51 29 37

- ﾑｶﾃﾞｶﾞｲ科 ﾏﾙｱﾏｵﾌﾞﾈ ﾂﾏｼﾞﾛｻﾝｺﾞﾔﾄﾞｶﾘ

ｶﾔﾉﾐｶﾆﾓﾘ

ｺﾞﾏﾌﾆﾅ

ｵｷﾅﾜｲｼﾀﾞﾀﾐ

ﾋﾊﾞﾘｶﾞｲﾓﾄﾞｷ

B9 B10 B11 B12

軟体動物門 4 7 2 17

節足動物門 5 7 3 17

棘皮動物門 0 1 0 0

脊索動物門 0 0 0 0

その他 2 3 2 3

合計 11 18 7 37

- - - ｶﾝｷﾞｸ

ｱﾏｵﾌﾞﾈｶﾞｲ

ｳﾐﾆﾅｶﾆﾓﾘ

ｼﾏﾍﾞｯｺｳﾊﾞｲ

ｵﾊｸﾞﾛｶﾞｷ属

礁池・礁縁域

B13 B14 B15

軟体動物門 4 5 9 111

節足動物門 8 5 17 92

棘皮動物門 0 0 1 21

脊索動物門 0 0 2 7

その他 1 4 3 38

合計 13 14 32 269

ﾘｭｳｷｭｳｳﾐﾆﾅ ﾌﾞﾋﾞｴｽﾅﾓｸﾞﾘ ﾋﾒｸﾜﾉﾐｶﾆﾓﾘ

ｲﾄｶｹﾍﾅﾀﾘ ｳﾐﾆﾅｶﾆﾓﾘ

ﾂﾒﾅｶﾞﾖｺﾊﾞｻﾐ ﾋﾂﾞﾒｶﾞﾆ属

ｵｷﾅﾜﾊｸｾﾝｼｵﾏﾈｷ ﾒﾅｶﾞｵｻｶﾞﾆ種群

注）1.主な出現種は20個体以上（cc,c,+）確認された種のうち上位5種を示す。

注）2.主な出現種の欄の-は20個体以上（cc,c,+）の種が確認されなかったことを示す。

主な出現種

出現

種類数

項目　/　調査地点
干潟域

合計

主な出現種

項目　/　調査地点
干潟域

出現

種類数

出現

種類数

主な出現種

項目　/　調査地点
礁池・礁縁域 干潟域

主な出現種

項目　/　調査地点
礁池・礁縁域

出現

種類数



 

6-245 

表－6.2.57（1） メガロベントス出現種一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　              調査期日：春季：平成28年5月14～16,18,23～24日
                          夏季：平成28年7月25～27日，8月1,2日 
　                        秋季：平成28年10月19,24,28, 11月14,15日
　                        冬季：平成29年1月30,31日, 2月1,3日

1 有孔虫 有孔虫 有孔虫 ｱｶｽﾅｺﾞ Miniacina miniacina ﾓﾐｼﾞｽﾅｺﾞ ○ ○ ○ ○
2 海綿動物 普通海綿 - - Demospongiae 普通海綿綱 ○ ○ ○ ○
3 刺胞動物 ﾋﾄﾞﾛ虫 ﾊﾅｸﾗｹﾞ ﾊﾈｳﾐﾋﾄﾞﾗ Halocordyle disticha ﾊﾈｳﾐﾋﾄﾞﾗ ○ ○
4 ｴﾀﾞｳﾐﾋﾄﾞﾗ Myrionema amboinense ﾐﾅﾐｴﾀﾞｳﾐﾋﾄﾞﾗ ○ ○ ○ ○
5 ﾊﾈｶﾞﾔ Plumulariidae ﾊﾈｶﾞﾔ科 ○ ○ ○
6 鉢虫 根口ｸﾗｹﾞ ｻｶｻｸﾗｹﾞ Cassiopeidae ｻｶｻｸﾗｹﾞ科 ○ ○
7 花虫 ｳﾐﾄｻｶ ｳﾐﾄｻｶ Sarcophyton sp. ｳﾐｷﾉｺ属 ○ ○
8 ﾊﾅｷﾞﾝﾁｬｸ ﾊﾅｷﾞﾝﾁｬｸ Cerianthidae ﾊﾅｷﾞﾝﾁｬｸ科 ○ ○ ○ ○
9 ｽﾅｷﾞﾝﾁｬｸ ｽﾅｷﾞﾝﾁｬｸ Palythoa (Protopalythoa) yongei ﾀﾁｲﾜｽﾅｷﾞﾝﾁｬｸ ○ ○ ○

10 Palythoa tuberculosa ｲﾜｽﾅｷﾞﾝﾁｬｸ ○ ○ ○ ○
11 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ ｵﾖｷﾞｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ Boloceroides mcmurrichi ｵﾖｷﾞｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ ○ ○
12 ｾｲﾀｶｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ Aiptasia cf.insignis ｾｲﾀｶｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ ○ ○
13 ﾑｼﾓﾄﾞｷｷﾞﾝﾁｬｸ Edwardsiidae ﾑｼﾓﾄﾞｷｷﾞﾝﾁｬｸ科 ○ ○ ○
14 ﾊﾀｺﾞｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ Radianthus gelam ﾂﾏﾘｼﾗｲﾄｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ ○ ○ ○
15 Radianthus lobatus ﾁｸﾋﾞｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ ○ ○
16 Stichodactyla sp.M ﾏﾒﾊﾀｺﾞｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ ○ ○ ○ ○
17 ﾊﾅﾌﾞｻｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ Actinodendron arboreum ﾊﾅﾌﾞｻｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ ○
18 - Actiniaria ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 ○ ○ ○ ○
19 扁形動物 渦虫 ﾋﾗﾑｼ ﾆｾﾂﾉﾋﾗﾑｼ Pseudocerotidae ﾆｾﾂﾉﾋﾗﾑｼ科 ○
20 - Polycladida ﾋﾗﾑｼ目 ○
21 紐形動物 - - - Nemertinea 紐形動物門 ○ ○
22 軟体動物 多板 新ﾋｻﾞﾗｶﾞｲ ｻﾒﾊﾀﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ Parachiton politus ﾂﾔｼﾘﾌﾞﾄﾋｻﾞﾗｶﾞｲ ○
23 ｳｽﾋｻﾞﾗｶﾞｲ Ischnochiton comptus ｳｽﾋｻﾞﾗｶﾞｲ ○ ○ ○
24 Ischnochitonidae ｳｽﾋｻﾞﾗｶﾞｲ科 ○ ○
25 - Neoloricata 新ﾋｻﾞﾗｶﾞｲ目 ○ ○ ○
26 腹足 ｶｻｶﾞｲ ﾖﾒｶﾞｶｻｶﾞｲ Cellana toreuma ﾖﾒｶﾞｶｻ ○
27 ﾕｷﾉｶｻｶﾞｲ Patelloida striata ﾘｭｳｷｭｳｱｵｶﾞｲ ○ ○ ○ ○
28 Patelloida ryukyuensis ﾘｭｳｷｭｳｼﾎﾞﾘｶﾞｲ ○
29 古腹足 ﾐﾐｶﾞｲ Haliotis asinina ﾐﾐｶﾞｲ ○
30 ｽｶｼｶﾞｲ Diodora mus ｱｻﾃﾝｶﾞｲ ○
31 ﾆｼｷｳｽﾞｶﾞｲ Trochus maculatus ﾆｼｷｳｽﾞ ○ ○ ○ ○
32 Trochus rota ｳｽﾞｲﾁﾓﾝｼﾞ ○
33 Tectus pyramis ｷﾞﾝﾀｶﾊﾏ ○
34 Tectus niloticus ｻﾗｻﾊﾞﾃｲ ○
35 Clanculus bronni ｺﾏｷｱｹﾞｴﾋﾞｽ ○
36 Eurytrochus cognatus ｸﾙﾏﾁｸﾞｻ ○ ○ ○
37 Monodonta labio ｵｷﾅﾜｲｼﾀﾞﾀﾐ ○ ○ ○ ○
38 Iwakawatrochus urbanus ｲﾜｶﾜﾁｸﾞｻ ○
39 Stomatella planulata ﾋﾗﾋﾒｱﾜﾋﾞ ○
40 Stomatia heckeliana ｸｼﾞｹｱｼﾔｶﾞﾏ ○
41 Stomatia phymotis ﾌﾙﾔｶﾞｲ ○
42 Talopena vernicosa ﾊﾌﾞﾀｴｼﾀﾀﾞﾐ ○
43 ｻｻﾞｴ Liotina peronii ﾘｭｳｷｭｳﾋﾒｶﾀﾍﾞ ○
44 Turbo stenogyrus ｺｼﾀｶｻｻﾞｴ ○ ○ ○ ○
45 Turbo coronatus coronatus ｶﾝｷﾞｸ ○ ○ ○ ○
46 ｱﾏｵﾌﾞﾈｶﾞｲ ｱﾏｵﾌﾞﾈｶﾞｲ Nerita striata ｺｼﾀﾞｶｱﾏｶﾞｲ ○ ○ ○ ○
47 Nerita squamulata ﾏﾙｱﾏｵﾌﾞﾈ ○ ○ ○ ○
48 Nerita albicilla ｱﾏｵﾌﾞﾈｶﾞｲ ○ ○ ○ ○
49 Nerita polita ﾆｼｷｱﾏｵﾌﾞﾈ ○ ○ ○
50 盤足 ｵﾆﾉﾂﾉｶﾞｲ Cerithium columna ｺｵﾆﾉﾂﾉｶﾞｲ ○ ○
51 Cerithium zonatum ﾋﾒｸﾜﾉﾐｶﾆﾓﾘ ○ ○ ○ ○
52 Cerithium nesioticum ｸﾘﾑｼｶﾆﾓﾘ ○ ○
53 Cerithium punctatum ｺﾞﾏﾌｶﾆﾓﾘ ○ ○
54 Cerithium atromarginatum ｺﾝｼﾎﾞﾘﾂﾉﾌﾞｴ ○ ○ ○ ○
55 Cerithium stigmosum ｸﾘﾌｶﾆﾓﾘ ○ ○
56 Clypeomorus bifasciata ｶﾔﾉﾐｶﾆﾓﾘ ○ ○ ○ ○
57 Clypeomorus batillariaeformis ｳﾐﾆﾅｶﾆﾓﾘ ○ ○ ○ ○
58 Clypeomorus petrosa chemnitziana ｸﾜﾉﾐｶﾆﾓﾘ ○
59 Clypeomorus sp. ｶｽﾘｶﾆﾓﾘ属 ○ ○
60 Rhinoclavis sinensis ﾄｳｶﾞﾀｶﾆﾓﾘ ○ ○

注）表中の○は出現を、－は不明を示す。
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表－6.2.57（2） メガロベントス出現種一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　              調査期日：春季：平成28年5月14～16,18,23～24日
                          夏季：平成28年7月25～27日，8月1,2日 
　                        秋季：平成28年10月19,24,28, 11月14,15日
　                        冬季：平成29年1月30,31日, 2月1,3日

61 軟体動物 腹足 盤足 ｵﾆﾉﾂﾉｶﾞｲ Cerithiidae ｵﾆﾉﾂﾉｶﾞｲ科 ○
62 ｺﾞﾏﾌﾆﾅ Planaxis sulcatus ｺﾞﾏﾌﾆﾅ ○ ○ ○ ○
63 Hinea fasciata ﾖｺｽｼﾞﾀﾏｷﾋﾞﾓﾄﾞｷ ○
64 ｳﾐﾆﾅ Batillaria flectosiphonata ﾘｭｳｷｭｳｳﾐﾆﾅ ○ ○ ○ ○
65 ﾌﾄﾍﾅﾀﾘ Cerithidea rhizophorarum morchii ｲﾄｶｹﾍﾅﾀﾘ ○ ○ ○ ○
66 Cerithidea cingulata ﾍﾅﾀﾘ ○ ○
67 ﾀﾏｷﾋﾞ Littoraria pintado ｺｳﾀﾞｶﾀﾏｷﾋﾞ ○ ○
68 ｿﾃﾞﾎﾞﾗ Strombus mutabilis ﾑｶｼﾀﾓﾄ ○ ○
69 Strombus microurceus ﾔｻｶﾞﾀﾑｶｼﾀﾓﾄ ○
70 Strombus luhuanus ﾏｶﾞｷｶﾞｲ ○
71 Lambis lambis ｸﾓｶﾞｲ ○
72 ｽｽﾞﾒｶﾞｲ Hipponix foliacea ｶﾜﾁﾄﾞﾘ ○
73 Cheilea cicatricosa ﾁﾘﾒﾝﾌｳﾘﾝﾁﾄﾞﾘ ○
74 ｼﾛﾈｽﾞﾐｶﾞｲ Vanikoro helicoidea ﾏﾙｼﾛﾈｽﾞﾐ ○
75 ﾑｶﾃﾞｶﾞｲ Petaloconchus keenae ﾘｭｳｷｭｳﾑｶﾃﾞｶﾞｲ ○ ○ ○ ○
76 Dendropoma maximum ﾌﾀﾓﾁﾍﾋﾞｶﾞｲ ○ ○ ○ ○
77 Serpulorbis nodosorugosus ﾑﾗｻｷﾍﾋﾞｶﾞｲ ○
78 Vermetidae ﾑｶﾃﾞｶﾞｲ科 ○ ○ ○ ○
79 ﾀｶﾗｶﾞｲ Cypraea lynx ﾋﾒﾎｼﾀﾞｶﾗ ○ ○
80 Cypraea carneola carneola ｸﾁﾑﾗｻｷﾀﾞｶﾗ ○
81 Cypraea vitellus ﾎｼｷﾇﾀ ○
82 Cypraea errones errones ﾅﾂﾒﾓﾄﾞｷ ○ ○
83 Cypraea ovum ovum ﾅﾂﾒﾀﾞｶﾗ ○
84 Cypraea clandestina ｶﾐｽｼﾞﾀﾞｶﾗ ○
85 Cypraea quadrimaculata ﾖﾂﾒﾀﾞｶﾗ ○
86 Cypraea moneta ｷｲﾛﾀﾞｶﾗ ○ ○ ○ ○
87 Cypraeidae ﾀｶﾗｶﾞｲ科 ○
88 ﾀﾏｶﾞｲ Polinices vavaosi ｼﾛﾍｿｱｷﾄﾐｶﾞｲ ○
89 Polinices flemingianus ﾍｿｱｷﾄﾐｶﾞｲ ○
90 Mammilla melanostoma ﾘｽｶﾞｲ ○
91 Natica gualteriana ﾎｳｼｭﾉﾀﾏ ○ ○ ○ ○
92 Naticarius onca ｱﾗｺﾞﾏﾌﾀﾞﾏ ○
93 ﾌｼﾞﾂｶﾞｲ Cymatium mundum ｼﾛｼﾉﾏｷ ○
94 翼舌 ｸﾘｲﾛｹｼｶﾆﾓﾘ Notoseila morishimai ｹｼｶﾆﾓﾘ ○ ○
95 ﾐﾂｸﾁｷﾘｵﾚ Mastonia rubra ﾑﾗｻｷﾊﾗﾌﾞﾄｷﾘｵﾚ ○ ○ ○ ○
96 新腹足 ｱｯｷｶﾞｲ Favartia brevicula ﾋｼﾖｳﾗｸ ○ ○ ○
97 Cronia margariticola ｳﾈﾚｲｼﾀﾞﾏｼ ○ ○ ○
98 Muricodrupa fiscella ﾖｳﾗｸﾚｲｼﾀﾞﾏｼ ○ ○
99 Muricodrupa fusca ﾚｲｼﾀﾞﾏｼﾓﾄﾞｷ ○ ○ ○

100 Muricodrupa sp. ｺｳｼﾚｲｼﾀﾞﾏｼ ○ ○ ○
101 Maculotriton serriale ｺﾞﾏﾌﾇｶﾎﾞﾗ ○
102 Morula granulata ﾚｲｼﾀﾞﾏｼ ○ ○ ○ ○
103 Morula anaxeres ｳﾈｼﾛﾚｲｼﾀﾞﾏｼ ○ ○
104 Habromorula striata ｸﾁﾑﾗｻｷﾚｲｼﾀﾞﾏｼ ○
105 Thais squamosa ｺｲﾜﾆｼ ○ ○
106 Coralliophila neritoides ｸﾁﾑﾗｻｷｻﾝｺﾞﾔﾄﾞﾘ ○ ○ ○ ○
107 ｵﾆｺﾌﾞｼｶﾞｲ Vasum turbinellum ｺｵﾆｺﾌﾞｼ ○
108 ﾌﾄｺﾛｶﾞｲ Euplica scripta ﾌﾄｺﾛｶﾞｲ ○ ○ ○
109 Euplica borealis ﾋﾒﾏﾙﾌﾄｺﾛ ○
110 Euplica varians ﾁﾁﾞﾐﾌﾄｺﾛ ○
111 Pyrene flava ﾑｼｴﾋﾞ ○ ○ ○ ○
112 Pyrene testudinaria tylerae ﾏﾂﾑｼ ○ ○ ○
113 ﾑｼﾛｶﾞｲ Nassarius coronatus ｲﾎﾞﾖﾌﾊﾞｲ ○ ○ ○ ○
114 Niotha albescens ｱﾜﾑｼﾛ ○ ○ ○ ○
115 Niotha stoliczkana ﾋﾒｵﾘｲﾚﾑｼﾛ ○ ○ ○ ○
116 Niotha semisulcata ｱﾂﾑｼﾛ ○ ○ ○ ○
117 Telasco limnaeformis ﾖﾌﾊﾞｲﾓﾄﾞｷ ○ ○ ○
118 ｴｿﾞﾊﾞｲ Enzinopsis lineata ﾉｼﾒﾆﾅ ○
119 Engina mendicaria ﾉｼｶﾞｲ ○ ○ ○ ○
120 Cantharus fumosus ﾎﾗﾀﾞﾏｼ ○ ○

注）表中の○は出現を、－は不明を示す。
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表－6.2.57（3） メガロベントス出現種一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　              調査期日：春季：平成28年5月14～16,18,23～24日
                          夏季：平成28年7月25～27日，8月1,2日 
　                        秋季：平成28年10月19,24,28, 11月14,15日
　                        冬季：平成29年1月30,31日, 2月1,3日

121 腹足 新腹足 ｴｿﾞﾊﾞｲ Japeuthria cingulata ｼﾏﾍﾞｯｺｳﾊﾞｲ ○ ○ ○ ○
122 ｲﾄﾏｷﾎﾞﾗ Pleuroploca trapezium trapezium ｲﾄﾏｷﾎﾞﾗ ○ ○
123 Benimakia fastigia ﾍﾞﾆﾏｷｶﾞｲ ○
124 ﾌﾃﾞｶﾞｲ Imbricaria vanikorensis ﾁｮｳﾁﾝﾌﾃﾞ ○ ○
125 ﾂｸｼｶﾞｲ Costellaria semifasciata ｲﾄｶｹﾂｸｼ ○
126 ｲﾓｶﾞｲ Conus marmoreus marmoreus ﾅﾝﾖｳｸﾛﾐﾅｼ ○
127 Conus leopardus ｸﾛﾌﾓﾄﾞｷ ○
128 Conus quercinus ﾛｳｿｸｶﾞｲ ○
129 Conus fulgetrum ｻﾔｶﾞﾀｲﾓ ○ ○ ○
130 Conus musicus ｶﾞｸﾌｲﾓ ○
131 Conus pulicarius ｺﾞﾏﾌｲﾓ ○
132 Conus rattus ﾊｲｲﾛﾐﾅｼ ○
133 Conus flavidus ｷﾇｶﾂｷﾞｲﾓ ○ ○
134 Conus lividus ｲﾎﾞｼﾏｲﾓ ○
135 Conus balteatus ﾍﾞﾆｲﾀﾀﾞｷｲﾓ ○
136 Conus pennaceus ｱｼﾞﾛｲﾓ ○
137 ｸﾀﾞﾏｷｶﾞｲ Lophiotoma acuta ﾄﾗﾌｸﾀﾞﾏｷ ○ ○
138 Lienardia rubida ﾙﾋﾞｲﾌﾀﾅｼｼｬｼﾞｸ ○
139 Philbertia sp. ｺｳｼﾂﾌﾞ属 ○
140 Turridae ｸﾀﾞﾏｷｶﾞｲ科 ○
141 ﾀｹﾉｺｶﾞｲ Decorihastula affinis ﾑｼﾛﾀｹ ○
142 頭楯 ｶﾉｺｷｾﾜﾀｶﾞｲ Chelidonura hirundinina ﾆｼｷﾂﾊﾞﾒｶﾞｲ ○
143 ﾌﾞﾄﾞｳｶﾞｲ Haminoea cymbalum ﾐｶﾞｷﾌﾞﾄﾞｳｶﾞｲ ○
144 Aliculastrum cylindricum ｶｲｺｶﾞｲ ○
145 嚢舌 ﾁﾄﾞﾘﾐﾄﾞﾘｶﾞｲ Plakobranchus ocellatus ﾁﾄﾞﾘﾐﾄﾞﾘｶﾞｲ ○
146 ｺﾞｸﾗｸﾐﾄﾞﾘｶﾞｲ Elysia splendens ﾊﾅﾐﾄﾞﾘｶﾞｲ ○
147 Thuridilla glacilis ﾀｽｼﾞﾐﾄﾞﾘｶﾞｲ ○
148 Thuridilla splendens ﾖｿﾞﾗﾐﾄﾞﾘｶﾞｲ ○
149 裸鰓 ﾄﾞｰﾘｽ Jorunna rubescens ﾌﾞｯｼｭﾄﾞﾉｴﾙｳﾐｳｼ ○
150 Dorididae ﾄﾞｰﾘｽ科 ○
151 ｲﾎﾞｳﾐｳｼ Phyllidiella pustulosa ｺｲﾎﾞｳﾐｳｼ ○
152 Phyllidiopsis annae ｱﾝﾅｲﾎﾞｳﾐｳｼ ○
153 ﾖﾂｽｼﾞﾐﾉｳﾐｳｼ Pteraeolidia ianthina ﾑｶﾃﾞﾐﾉｳﾐｳｼ ○ ○ ○
154 - Aeolidacea ﾐﾉｳﾐｳｼ亜目 ○
155 収柄眼 ｲｿｱﾜﾓﾁ Onchidiidae ｲｿｱﾜﾓﾁ科 ○ ○ ○ ○
156 基眼 ｶﾗﾏﾂｶﾞｲ Siphonaria laciniosa ｺｳﾀﾞｶｶﾗﾏﾂｶﾞｲ ○
157 ｵｶﾐﾐｶﾞｲ Laemodonta monilifera ﾏｷｽｼﾞｺﾐﾐｶﾞｲ ○
158 掘足 ｿﾞｳｹﾞﾂﾉｶﾞｲ ｿﾞｳｹﾞﾂﾉｶﾞｲ Antalis weinkauffi ﾂﾉｶﾞｲ ○
159 二枚貝 ﾌﾈｶﾞｲ ﾌﾈｶﾞｲ Barbatia lima ｴｶﾞｲ ○ ○
160 Barbatia virescens ｶﾘｶﾞﾈｴｶﾞｲ ○ ○ ○ ○
161 Barbatia cometa ﾄﾏﾔｴｶﾞｲ ○
162 Barbatia fusca ﾍﾞﾆｴｶﾞｲ ○ ○ ○ ○
163 Arcidae ﾌﾈｶﾞｲ科 ○ ○ ○ ○
164 ｲｶﾞｲ ｲｶﾞｲ Hormomya mutabilis ﾋﾊﾞﾘｶﾞｲﾓﾄﾞｷ ○ ○ ○ ○
165 Modiolus auriculatus ﾘｭｳｷｭｳﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ ○ ○ ○ ○
166 ｳｸﾞｲｽｶﾞｲ ｳｸﾞｲｽｶﾞｲ Pinctada maculata ﾐﾄﾞﾘｱｵﾘ ○ ○ ○ ○
167 Electroma ovata ｼﾏｳｸﾞｲｽ ○ ○ ○ ○
168 ﾏｸｶﾞｲ Isognomon acutirostris ﾍﾘﾄﾘｱｵﾘ ○ ○ ○ ○
169 Isognomon ephippium ﾏｸｶﾞｲ ○ ○ ○ ○
170 Isognomon legumen ｼﾛｱｵﾘ ○
171 Isognomon perna ｶｲｼｱｵﾘ ○
172 Isognomon isognomum ｼｭﾓｸｱｵﾘ ○
173 Crenatula modiolaris ﾔﾌﾞｻﾒｶﾞｲ ○
174 Isognomonidae ﾏｸｶﾞｲ科 ○
175 ﾊﾎﾞｳｷｶﾞｲ Pinna muricata ｲﾜｶﾜﾊｺﾞﾛﾓ ○ ○ ○
176 ｶｷ ｳﾐｷﾞｸ Spondylidae ｳﾐｷﾞｸ科 ○
177 ﾈｽﾞﾐﾉﾃ Plicatula australis ｶｽﾘｲｼｶﾞｷﾓﾄﾞｷ ○
178 ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ Ostrea subucula ﾁｬﾜﾝｶﾞｷ ○ ○ ○ ○
179 Saccostrea sp. ｵﾊｸﾞﾛｶﾞｷ属 ○ ○ ○ ○
180 Dendostrea folium ﾜﾆｶﾞｷ ○ ○ ○

注）表中の○は出現を、－は不明を示す。
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表－6.2.57（4） メガロベントス出現種一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　              調査期日：春季：平成28年5月14～16,18,23～24日
                          夏季：平成28年7月25～27日，8月1,2日 
　                        秋季：平成28年10月19,24,28, 11月14,15日
　                        冬季：平成29年1月30,31日, 2月1,3日

181 二枚貝 ｶｷ ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ Dendostrea crenulifera ﾉｺｷﾞﾘｶﾞｷ ○
182 Ostreidae ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ科 ○ ○ ○ ○
183 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾂｷｶﾞｲ Epicodakia delicatula ｳﾐｱｻｶﾞｲ ○
184 Epicodakia bella ﾋﾒﾂｷｶﾞｲ ○ ○
185 ﾌﾀﾊﾞｼﾗｶﾞｲ Cycladicama sp. Cycladicama属 ○ ○ ○ ○
186 ｳﾛｺｶﾞｲ Pseudogaleomma sp. ﾆｯﾎﾟﾝﾏﾒｱｹﾞﾏｷ類似種 ○ ○ ○
187 Galeommatidae ｳﾛｺｶﾞｲ科 ○
188 ﾁﾘﾊｷﾞｶﾞｲ Nesobornia bulla ﾐｶﾞｷｼﾀﾀﾘ ○
189 ﾌﾞﾝﾌﾞｸﾔﾄﾞﾘｶﾞｲ Nipponomysella subtruncata ｽｼﾞﾎｼﾑｼﾔﾄﾞﾘｶﾞｲ ○
190 ﾄﾏﾔｶﾞｲ Cardita variegata ｸﾛﾌﾄﾏﾔｶﾞｲ ○
191 ｷｸｻﾞﾙｶﾞｲ Chama brassica ｼﾛｷｸｻﾞﾙ ○
192 Chamidae ｷｸｻﾞﾙｶﾞｲ科 ○ ○ ○ ○
193 ｻﾞﾙｶﾞｲ Fragum fragum ｵｵﾋｼｶﾞｲ ○
194 Fragum unedo ｶﾜﾗｶﾞｲ ○ ○ ○
195 Fragum loochooanum ｵｷﾅﾜﾋｼｶﾞｲ ○ ○ ○
196 Laevicardium undatopictum ﾏﾀﾞﾗﾁｺﾞﾄﾘｶﾞｲ ○
197 Fulvia australis ﾎﾞﾀﾝｶﾞｲ ○ ○
198 Fulvia aperta ｴﾏｲﾎﾞﾀﾝ ○
199 ｼｬｺｶﾞｲ Tridacna squamosa ﾋﾚｼｬｺｶﾞｲ ○
200 Tridacna maxima ｼﾗﾅﾐｶﾞｲ ○ ○
201 ﾊﾞｶｶﾞｲ Mactra cuneata ﾀﾏﾏｷｶﾞｲ ○ ○ ○ ○
202 Mactra maculata ﾘｭｳｷｭｳﾊﾞｶｶﾞｲ ○ ○
203 Meropesta nicobarica ﾕｷｶﾞｲ ○
204 ﾁﾄﾞﾘﾏｽｵ Atactodea striata ｲｿﾊﾏｸﾞﾘ ○ ○ ○ ○
205 Coecella chinensis ｸﾁﾊﾞｶﾞｲ ○ ○ ○ ○
206 ﾆｯｺｳｶﾞｲ Tellinella staurella ﾋﾒﾆｯｺｳｶﾞｲ ○
207 Quidnipagus palatam ﾘｭｳｷｭｳｼﾗﾄﾘ ○ ○ ○ ○
208 Pinguitellina pinguis ﾐｶﾞｷﾋﾒｻﾞﾗ ○
209 Jactellina obliquaria ｺﾞｼｷｻﾞｸﾗ ○
210 Loxoglypta compta ﾐｸﾆｼﾎﾞﾘｻﾞｸﾗ ○ ○
211 Tellinidae ﾆｯｺｳｶﾞｲ科 ○
212 ｼｵｻｻﾞﾅﾐ Asaphis violascens ﾘｭｳｷｭｳﾏｽｵ ○ ○ ○ ○
213 Soletellina petalina ｱｼﾍﾞﾏｽｵ ○ ○
214 ｷﾇﾀｱｹﾞﾏｷ Azorinus minutus ﾎｿｽﾞﾝｸﾞﾘｱｹﾞﾏｷ ○ ○ ○ ○
215 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ Venus toreuma ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ○
216 Glycydonta marica ｶﾉｺｱｻﾘ ○
217 Gafrarium pectinatum ﾎｿｽｼﾞｲﾅﾐｶﾞｲ ○ ○ ○ ○
218 Gafrarium dispar ｲﾅﾐｶﾞｲ ○ ○
219 Pitar citrinus ﾕｳｶｹﾞﾊﾏｸﾞﾘ ○
220 Bonartemis histrio histrio ｵｲﾉｶｶﾞﾐ ○ ○ ○ ○
221 Tapes literatus ﾘｭｳｷｭｳｱｻﾘ ○
222 Ruditapes variegatus ﾋﾒｱｻﾘ ○ ○ ○ ○
223 Katelysia hiantina ﾔｴﾔﾏｽﾀﾞﾚ ○ ○ ○
224 Irus macrophyllus ﾊﾈﾏﾂｶｾﾞ ○
225 Clementia papyracea ｶﾐﾌﾞｽﾏ ○ ○ ○
226 ﾊﾅｸﾞﾓﾘ Glauconome angulata ﾊﾅｸﾞﾓﾘ ○ ○ ○ ○
227 頭足 八腕形 ﾏﾀﾞｺ Octopus aculeatus ｳﾃﾞﾅｶﾞｶｸﾚﾀﾞｺ ○
228 環形動物 ｺﾞｶｲ ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｳﾛｺﾑｼ Harmothoe sp. Harmothoe属 ○
229 Polynoidae ｳﾛｺﾑｼ科 ○ ○
230 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ Phyllodoce sp. Phyllodoce属 ○
231 ﾁﾛﾘ Glycera sp. Glycera属 ○ ○ ○
232 ｺﾞｶｲ Ceratonereis erythraeensis ｺｹｺﾞｶｲ ○ ○
233 Ceratonereis japonica ｷﾚｺﾐｺﾞｶｲ ○ ○ ○
234 Ceratonereis sp. Ceratonereis属 ○ ○
235 Perinereis cultrifera ｸﾏﾄﾞﾘｺﾞｶｲ ○
236 Perinereis nuntia brevicirris ｽﾅｲｿｺﾞｶｲ ○ ○ ○
237 Perinereis nuntia vallata ｲｼｲｿｺﾞｶｲ ○ ○
238 ｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ Nephtys polybranchia ﾐﾅﾐｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ ○
239 ｳﾐｹﾑｼ ｳﾐｹﾑｼ Pareurythoe sp. Pareurythoe属 ○ ○ ○ ○
240 Amphinomidae ｳﾐｹﾑｼ科 ○ ○ ○

注）表中の○は出現を、－は不明を示す。
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表－6.2.57（5） メガロベントス出現種一覧 

 

 

　              調査期日：春季：平成28年5月14～16,18,23～24日
                          夏季：平成28年7月25～27日，8月1,2日 
　                        秋季：平成28年10月19,24,28, 11月14,15日
　                        冬季：平成29年1月30,31日, 2月1,3日

241 環形動物 ｺﾞｶｲ ｲｿﾒ ｲｿﾒ Marphysa sp. Marphysa属 ○
242 ｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ Scoletoma sp. Scoletoma属 ○ ○ ○
243 Lumbrineridae ｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ科 ○
244 ｾｸﾞﾛｲｿﾒ Arabella sp. Arabella属 ○
245 ｽﾋﾟｵ ｽﾋﾟｵ Malacoceros sp. Malacoceros属 ○
246 Scolelepis sp. Scolelepis属 ○
247 ｲﾄｺﾞｶｲ ｲﾄｺﾞｶｲ Notomastus sp. Notomastus属 ○
248 Capitellidae ｲﾄｺﾞｶｲ科 ○ ○
249 ﾀｹﾌｼｺﾞｶｲ Maldanidae ﾀｹﾌｼｺﾞｶｲ科 ○ ○ ○ ○
250 ｵﾌｪﾘｱｺﾞｶｲ ｵﾌｪﾘｱｺﾞｶｲ Armandia sp. Armandia属 ○ ○
251 ﾌｻｺﾞｶｲ ｶﾝﾑﾘｺﾞｶｲ Idanthyrsus okinawaensis ｳﾁﾅｰｶﾝﾑﾘｺﾞｶｲ ○
252 ｹﾔﾘﾑｼ ｹﾔﾘﾑｼ Hypsicomus phaeotaenia ﾉﾘｸﾗｹﾔﾘ ○ ○
253 Sabellidae ｹﾔﾘﾑｼ科 ○ ○ ○ ○
254 ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ Spirobranchus giganteus corniculatus ｲﾊﾞﾗｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ ○ ○ ○
255 Serpulidae ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ科 ○ ○ ○ ○
256 - - Polychaeta ｺﾞｶｲ綱 ○ ○ ○ ○
257 ﾕﾑｼ動物 - ｷﾀﾕﾑｼ ｷﾀﾕﾑｼ Ochetostoma erythrogrammon ｽｼﾞﾕﾑｼ ○ ○
258 星口動物 ｽｼﾞﾎｼﾑｼ ﾌｸﾛﾎｼﾑｼ ｽｼﾞﾎｼﾑｼ Siphonosoma cumanense ｽｼﾞﾎｼﾑｼﾓﾄﾞｷ ○ ○ ○
259 Siphonosoma funafuti ｱﾏﾐｽｼﾞﾎｼﾑｼﾓﾄﾞｷ ○ ○ ○
260 Siphonosoma sp. ｽｼﾞﾎｼﾑｼﾓﾄﾞｷ属 ○ ○ ○ ○
261 Sipunculus nudus ｽｼﾞﾎｼﾑｼ ○ ○
262 ﾎｼﾑｼ - Sipunculida ﾎｼﾑｼ目 ○
263 ｻﾒﾊﾀﾞﾎｼﾑｼ ｻﾒﾊﾀﾞﾎｼﾑｼ ﾀﾃﾎｼﾑｼ Aspidosiphon (Paraspidosiphon) steenstrupii ﾐﾅﾐﾀﾃﾎｼﾑｼ ○ ○
264 Aspidosiphonidae ﾀﾃﾎｼﾑｼ科 ○
265 節足動物 ｱｺﾞｱｼ 有肛 ｻﾝｺﾞﾌｼﾞﾂﾎﾞ Berndtia purpurea ﾙﾘﾂﾎﾞﾑｼ ○ ○
266 Savignium milleporum ﾋﾄﾞﾛｻﾝｺﾞﾌｼﾞﾂﾎﾞ ○ ○ ○ ○
267 Lithoglyptidae ｻﾝｺﾞﾌｼﾞﾂﾎﾞ科 ○ ○ ○ ○
268 無柄 ﾑｶｼﾌｼﾞﾂﾎﾞ Archaeobalanidae ﾑｶｼﾌｼﾞﾂﾎﾞ科 ○ ○ ○ ○
269 ﾌｼﾞﾂﾎﾞ Fistulobalanus albicostatus ｼﾛｽｼﾞﾌｼﾞﾂﾎﾞ ○
270 軟甲 ｼｬｺ ﾌﾄﾕﾋﾞｼｬｺ Gonodactylus chiragra ﾌﾄﾕﾋﾞｼｬｺ ○
271 Gonodactylellus viridis ｺﾄｹﾞﾌﾄﾕﾋﾞｼｬｺ ○ ○ ○
272 Gonodactylidae ﾌﾄﾕﾋﾞｼｬｺ科 ○
273 ｳﾆｼｬｺ Protosquillidae ｳﾆｼｬｺ科 ○ ○ ○ ○
274 ﾎｿﾕﾋﾞｼｬｺ Pseudosquilla ciliata ﾎｿﾕﾋﾞｼｬｺ ○
275 ｼｬｺ Squillidae ｼｬｺ科 ○
276 ﾖｺｴﾋﾞ - Gammaridea ﾖｺｴﾋﾞ亜目 ○
277 ﾜﾗｼﾞﾑｼ ｺﾂﾌﾞﾑｼ Sphaeromatidae ｺﾂﾌﾞﾑｼ科 ○
278 ｴﾋﾞ ｸﾙﾏｴﾋﾞ Melicertus latisulcatus ﾌﾄﾐｿﾞｴﾋﾞ ○ ○
279 ﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ Cuapetes grandis ﾃﾅｶﾞｶｸﾚｴﾋﾞ ○
280 Harpiliopsis sp. ﾎｿｼﾞﾏﾓｼｵｴﾋﾞ属 ○
281 Periclimenella spinifera ｴﾝﾏｶｸﾚｴﾋﾞ ○ ○ ○
282 Periclimenes sp. ﾎﾝｶｸﾚｴﾋﾞ属 ○ ○ ○ ○
283 ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ Automate dolichognatha ｵﾄﾋﾒﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ ○ ○
284 Alpheus lobidens ｲｿﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ ○ ○ ○ ○
285 Alpheus pacificus ﾏﾀﾞﾗﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ ○ ○ ○
286 Alpheus savuensis ｻﾌﾞﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ ○
287 Alpheus sp. ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ属 ○ ○
288 Athanas sp. ﾑﾗｻｷｴﾋﾞ属 ○
289 ﾓｴﾋﾞ Saron marmoratus ﾌｼｳﾃﾞｻﾝｺﾞﾓｴﾋﾞ ○ ○ ○ ○
290 Saron neglectus ｻﾝｺﾞﾓｴﾋﾞ ○ ○ ○ ○
291 Hippolytidae ﾓｴﾋﾞ科 ○ ○ ○ ○
292 ｴﾋﾞｼﾞｬｺ Crangonidae ｴﾋﾞｼﾞｬｺ科 ○
293 ｱﾅｴﾋﾞ Axiidae ｱﾅｴﾋﾞ科 ○ ○ ○
294 ｽﾅﾓｸﾞﾘ Calliaxina sakaii ｵﾄﾋﾒｽﾅﾓｸﾞﾘ ○ ○ ○ ○
295 Cheramus spinicauda ﾄｹﾞｵｽﾅﾓｸﾞﾘ ○
296 Corallianassa borradailei ﾓﾊﾞﾎｿｽﾅﾓｸﾞﾘ ○
297 Glypturus armatus Glypturus armatus ○ ○ ○
298 Neocallichirus jousseaumei Neocallichirus jousseaumei ○ ○
299 Nihonotrypaea harmandi ﾊﾙﾏﾝｽﾅﾓｸﾞﾘ ○ ○ ○ ○
300 Paratrypaea bouvieri ﾌﾞﾋﾞｴｽﾅﾓｸﾞﾘ ○ ○ ○ ○

注）表中の○は出現を、－は不明を示す。
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表－6.2.57（6） メガロベントス出現種一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　              調査期日：春季：平成28年5月14～16,18,23～24日
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　                        秋季：平成28年10月19,24,28, 11月14,15日
　                        冬季：平成29年1月30,31日, 2月1,3日

361 節足動物 軟甲 ｴﾋﾞ ﾋﾒｻﾝｺﾞｶﾞﾆ Tetralia sp. ﾋﾒｻﾝｺﾞｶﾞﾆ属 ○ ○ ○
362 ｻﾝｺﾞｶﾞﾆ Trapeziidae ｻﾝｺﾞｶﾞﾆ科 ○
363 ｵｳｷﾞｶﾞﾆ Chlorodiella barbata ｹﾌｻﾃﾅｶﾞｵｳｷﾞｶﾞﾆ ○ ○ ○ ○
364 Chlorodiella nigra ｸﾛﾃﾅｶﾞｵｳｷﾞｶﾞﾆ ○ ○
365 Cyclodius granulosus ﾂﾌﾞﾋﾂﾞﾒｵｳｷﾞｶﾞﾆ ○
366 Cyclodius ungulatus ﾋﾂﾞﾒｵｳｷﾞｶﾞﾆ ○
367 Etisus bifrontalis ﾋﾒﾋﾂﾞﾒｶﾞﾆﾓﾄﾞｷ ○ ○ ○ ○
368 Etisus demani ﾃﾞﾏﾝﾋﾂﾞﾒｶﾞﾆ ○ ○ ○ ○
369 Etisus electra ﾋﾒﾋﾂﾞﾒｶﾞﾆ ○ ○ ○ ○
370 Etisus sp. ﾋﾂﾞﾒｶﾞﾆ属 ○ ○ ○ ○
371 Leptodius affinis ｵｳｷﾞｶﾞﾆ ○ ○ ○ ○
372 Leptodius gracilis ｺｵｳｷﾞｶﾞﾆ ○ ○ ○ ○
373 Leptodius nudipes ﾀﾞｰﾅｵｳｷﾞｶﾞﾆ ○ ○
374 Leptodius sanguineus ﾑﾂﾊｵｳｷﾞｶﾞﾆ ○ ○ ○ ○
375 Liomera sp. ﾍﾞﾆｵｳｷﾞｶﾞﾆ属 ○
376 Lydia annulipes ｷﾊﾞｵｳｷﾞｶﾞﾆ ○ ○ ○ ○
377 Pilodius areolatus ﾂﾌﾞﾄｹﾞｵｳｷﾞｶﾞﾆ ○
378 Pilodius nigrocrinitus ﾄｹﾞｵｳｷﾞｶﾞﾆ ○ ○ ○ ○
379 Pilodius sp. ﾄｹﾞｵｳｷﾞｶﾞﾆ属 ○ ○
380 Xanthidae ｵｳｷﾞｶﾞﾆ科 ○ ○ ○ ○
381 ｲﾜｶﾞﾆ Grapsus albolineatus ﾐﾅﾐｲﾜｶﾞﾆ ○
382 Metopograpsus thukuhar ﾊｼﾘｲﾜｶﾞﾆﾓﾄﾞｷ ○ ○ ○ ○
383 Pachygrapsus minutus ﾋﾒｲﾜｶﾞﾆ ○
384 Pachygrapsus planifrons ｲﾀﾞﾃﾝｲﾜｶﾞﾆ ○ ○ ○
385 ﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ Nanosesarma andersoni ｸﾁｷﾋﾒﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ ○ ○ ○ ○
386 Nanosesarma vestitum ｹﾌﾞｶﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ ○ ○ ○
387 ﾓｸｽﾞｶﾞﾆ Gaetice depressus ﾋﾗｲｿｶﾞﾆ ○ ○ ○ ○
388 Gaetice ungulatus ｵｷﾅﾜﾋﾗｲｿｶﾞﾆ ○ ○ ○ ○
389 Helice formosensis ﾀｲﾜﾝｱｼﾊﾗｶﾞﾆ ○ ○ ○ ○
390 Pseudograpsus elongatus ｺｳﾅｶﾞｲﾜｶﾞﾆﾓﾄﾞｷ ○ ○ ○ ○
391 ｺﾒﾂｷｶﾞﾆ Scopimera ryukyuensis ﾘｭｳｷｭｳｺﾒﾂｷｶﾞﾆ ○ ○ ○ ○
392 Tmethypocoelis choreutes ﾂﾉﾒﾁｺﾞｶﾞﾆ ○ ○ ○ ○
393 ｵｻｶﾞﾆ Chaenostoma boscii ﾋﾒｶｸｵｻｶﾞﾆ ○ ○ ○ ○
394 Ilyograpsus nodulosus ﾁｺﾞｲﾜｶﾞﾆ ○ ○ ○ ○
395 Macrophthalmus brevis ﾐﾅﾐｵｻｶﾞﾆ ○
396 Macrophthalmus convexus ﾌﾀﾊｵｻｶﾞﾆ ○
397 Macrophthalmus milloti ﾐﾅﾐﾒﾅｶﾞｵｻｶﾞﾆ ○ ○ ○ ○
398 Macrophthalmus serenei ﾒﾅｶﾞｵｻｶﾞﾆ ○
399 Macrophthalmus telescopicus Complex ﾒﾅｶﾞｵｻｶﾞﾆ種群 ○ ○ ○ ○
400 ﾐﾅﾐｺﾒﾂｷｶﾞﾆ Mictyris guinotae ﾐﾅﾐｺﾒﾂｷｶﾞﾆ ○ ○ ○ ○
401 ｽﾅｶﾞﾆ Uca perplexa ｵｷﾅﾜﾊｸｾﾝｼｵﾏﾈｷ ○ ○ ○ ○
402 Uca vocans ﾋﾒｼｵﾏﾈｷ ○ ○ ○
403 苔虫動物 - - - Bryozoa 苔虫動物門 ○ ○ ○ ○
404 半索動物 ｷﾞﾎﾞｼﾑｼ - ｷﾞﾎﾞｼﾑｼ Balanoglossidae ｷﾞﾎﾞｼﾑｼ科 ○
405 - - Enteropneusta ｷﾞﾎﾞｼﾑｼ綱 ○ ○
406 棘皮動物 ﾋﾄﾃﾞ ｱｶﾋﾄﾃﾞ ﾎｳｷﾎﾞｼ Fromia indica ｱﾐﾒｼﾞｭｽﾞﾍﾞﾘﾋﾄﾃﾞ ○
407 Linckia laevigata ｱｵﾋﾄﾃﾞ ○ ○ ○ ○
408 ﾙｿﾝﾋﾄﾃﾞ ﾙｿﾝﾋﾄﾃﾞ Echinaster luzonicus ﾙｿﾝﾋﾄﾃﾞ ○ ○
409 ｸﾓﾋﾄﾃﾞ ｸﾓﾋﾄﾃﾞ ﾄｹﾞｸﾓﾋﾄﾃﾞ Macrophiothrix longipeda ｳﾃﾞﾅｶﾞｸﾓﾋﾄﾃﾞ ○ ○
410 ﾌｻｸﾓﾋﾄﾃﾞ Ophiocoma dentata ｺﾞﾏﾌｸﾓﾋﾄﾃﾞ ○
411 Ophiocoma erinaceus ｸﾛｸﾓﾋﾄﾃﾞ ○ ○ ○ ○
412 Ophiocoma pica ﾎｳｼｬｸﾓﾋﾄﾃﾞ ○ ○ ○ ○
413 Ophiarthrum elegans ｵﾊｸﾞﾛｸﾓﾋﾄﾃﾞ ○ ○ ○
414 ｸﾓﾋﾄﾃﾞ Ophiolepis cincta ﾀﾞﾝｺﾞｸﾓﾋﾄﾃﾞ ○
415 - - Ophiuroidea ｸﾓﾋﾄﾃﾞ綱 ○ ○ ○ ○
416 ｳﾆ ｶﾞﾝｶﾞｾﾞ ｶﾞﾝｶﾞｾﾞ Diadema savignyi ｱｵｽｼﾞｶﾞﾝｶﾞｾﾞ ○ ○
417 ｱｽﾅﾛｳﾆ ｸﾛｳﾆ Stomopneustes variolaris ｸﾛｳﾆ ○ ○ ○ ○
418 ﾎﾝｳﾆ ﾅｶﾞｳﾆ Echinometra mathaei ﾎﾝﾅｶﾞｳﾆ ○ ○ ○ ○
419 Echinometra oblonga ﾋﾒｸﾛﾅｶﾞｳﾆ ○ ○ ○ ○
420 Echinometra sp. TypeA ﾂﾏｼﾞﾛﾅｶﾞｳﾆ ○ ○ ○ ○

注）表中の○は出現を、－は不明を示す。
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表－6.2.57（7） メガロベントス出現種一覧 

 

 

　              調査期日：春季：平成28年5月14～16,18,23～24日
                          夏季：平成28年7月25～27日，8月1,2日 
　                        秋季：平成28年10月19,24,28, 11月14,15日
　                        冬季：平成29年1月30,31日, 2月1,3日

421 棘皮動物 ｳﾆ ﾎﾝｳﾆ ﾅｶﾞｳﾆ Echinometra sp. TypeC ﾘｭｳｷｭｳﾅｶﾞｳﾆ ○ ○ ○
422 Echinostrephus molaris ﾐﾅﾐﾀﾜｼｳﾆ ○ ○ ○ ○
423 ﾀｺﾉﾏｸﾗ ｶｼﾊﾟﾝ Peronella lesueuri ﾐﾅﾐﾖﾂｱﾅｶｼﾊﾟﾝ ○ ○
424 ﾅﾏｺ 楯手 ｸﾛﾅﾏｺ Actinopyga echinites ﾄｹﾞｸﾘｲﾛﾅﾏｺ ○
425 Bohadschia argus ｼﾞｬﾉﾒﾅﾏｺ ○
426 Bohadschia bivittata ﾌﾀｽｼﾞﾅﾏｺ ○ ○ ○
427 Holothuria (Halodeima) atra ｸﾛﾅﾏｺ ○ ○ ○ ○
428 Holothuria (Halodeima) edulis ｱｶﾐｼｷﾘ ○
429 Holothuria (Mertensiothuria) leucospilota ﾆｾｸﾛﾅﾏｺ ○ ○
430 Holothuria (Mertensiothuria) sp. ﾓｸﾞﾗｸﾛﾅﾏｺ ○
431 Holothuria sp. ｸﾛﾅﾏｺ属 ○
432 無足 ｲｶﾘﾅﾏｺ Synaptidae ｲｶﾘﾅﾏｺ科 ○ ○
433 ｸﾙﾏﾅﾏｺ Polycheira rufescens ﾑﾗｻｷｸﾙﾏﾅﾏｺ ○ ○
434 脊索動物 ﾎﾔ ﾏﾒﾎﾞﾔ ｳｽﾎﾞﾔ Didemnum molle ﾁｬﾂﾎﾞﾎﾞﾔ ○ ○ ○ ○
435 Trididemnum paracyclops ﾐﾄﾞﾘﾐｽｼﾞｳｽﾎﾞﾔ ○
436 Didemnidae ｳｽﾎﾞﾔ科 ○ ○ ○ ○
437 ﾍﾝｹﾞﾎﾞﾔ Polycitoridae ﾍﾝｹﾞﾎﾞﾔ科 ○ ○ ○ ○
438 ﾅﾂﾒﾎﾞﾔ Ascidiidae ﾅﾂﾒﾎﾞﾔ科 ○ ○ ○ ○
439 ﾏﾎﾞﾔ ｲﾀﾎﾞﾔ Botryllidae ｲﾀﾎﾞﾔ科 ○ ○ ○ ○
440 ｼﾛﾎﾞﾔ Styelidae ｼﾛﾎﾞﾔ科 ○ ○ ○ ○
441 ﾏﾎﾞﾔ Pyuridae ﾏﾎﾞﾔ科 ○ ○ ○ ○

261 247 270 269
注）表中の○は出現を、－は不明を示す。

出現種類数
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 表－6.2.58（1） メガロベントス地点別出現状況（春季） 

     調査期日：平成28年5月14～16,18,23～24日

B1 B2 B3 B4 B5 B6 B7 B8 B9 B10 B11 B12 B13 B14 B15
1 ﾓﾐｼﾞｽﾅｺﾞ R R R R
2 普通海綿綱 R R R R R R R
3 ﾐﾅﾐｴﾀﾞｳﾐﾋﾄﾞﾗ R
4 ｻｶｻｸﾗｹﾞ科 +
5 ｳﾐｷﾉｺ属 R
6 ﾊﾅｷﾞﾝﾁｬｸ科 rr
7 ﾀﾁｲﾜｽﾅｷﾞﾝﾁｬｸ rr
8 ｲﾜｽﾅｷﾞﾝﾁｬｸ R
9 ｵﾖｷﾞｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ cc

10 ﾁｸﾋﾞｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ rr
11 ﾏﾒﾊﾀｺﾞｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ rr
12 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 rr rr rr
13 ﾋﾗﾑｼ目 rr
14 ｳｽﾋｻﾞﾗｶﾞｲ rr
15 ｳｽﾋｻﾞﾗｶﾞｲ科 rr
16 新ﾋｻﾞﾗｶﾞｲ目 r rr rr
17 ﾘｭｳｷｭｳｱｵｶﾞｲ rr
18 ｱｻﾃﾝｶﾞｲ rr
19 ﾆｼｷｳｽﾞ rr
20 ｺﾏｷｱｹﾞｴﾋﾞｽ rr
21 ｸﾙﾏﾁｸﾞｻ rr
22 ｵｷﾅﾜｲｼﾀﾞﾀﾐ c
23 ｲﾜｶﾜﾁｸﾞｻ + rr
24 ｸｼﾞｹｱｼﾔｶﾞﾏ rr
25 ｺｼﾀｶｻｻﾞｴ rr
26 ｶﾝｷﾞｸ rr cc
27 ｺｼﾀﾞｶｱﾏｶﾞｲ rr
28 ﾏﾙｱﾏｵﾌﾞﾈ cc rr c r
29 ｱﾏｵﾌﾞﾈｶﾞｲ rr cc
30 ﾆｼｷｱﾏｵﾌﾞﾈ r
31 ｺｵﾆﾉﾂﾉｶﾞｲ rr
32 ﾋﾒｸﾜﾉﾐｶﾆﾓﾘ r + rr rr rr
33 ｸﾘﾑｼｶﾆﾓﾘ rr
34 ｺﾝｼﾎﾞﾘﾂﾉﾌﾞｴ r rr
35 ｶﾔﾉﾐｶﾆﾓﾘ cc +
36 ｳﾐﾆﾅｶﾆﾓﾘ cc
37 ﾄｳｶﾞﾀｶﾆﾓﾘ rr
38 ｺﾞﾏﾌﾆﾅ cc rr
39 ﾘｭｳｷｭｳｳﾐﾆﾅ cc
40 ｲﾄｶｹﾍﾅﾀﾘ cc
41 ﾍﾅﾀﾘ rr
42 ｺｳﾀﾞｶﾀﾏｷﾋﾞ rr
43 ﾑｶｼﾀﾓﾄ rr
44 ﾘｭｳｷｭｳﾑｶﾃﾞｶﾞｲ r r r rr
45 ﾌﾀﾓﾁﾍﾋﾞｶﾞｲ rr
46 ﾑｶﾃﾞｶﾞｲ科 r r + rr
47 ﾎｼｷﾇﾀ rr
48 ﾅﾂﾒﾀﾞｶﾗ rr
49 ﾖﾂﾒﾀﾞｶﾗ rr
50 ｷｲﾛﾀﾞｶﾗ rr
51 ﾀｶﾗｶﾞｲ科 rr
52 ﾍｿｱｷﾄﾐｶﾞｲ rr
53 ﾎｳｼｭﾉﾀﾏ rr rr
54 ﾑﾗｻｷﾊﾗﾌﾞﾄｷﾘｵﾚ rr
55 ﾋｼﾖｳﾗｸ rr
56 ｳﾈﾚｲｼﾀﾞﾏｼ rr rr
57 ﾖｳﾗｸﾚｲｼﾀﾞﾏｼ rr
58 ﾚｲｼﾀﾞﾏｼ rr
59 ｳﾈｼﾛﾚｲｼﾀﾞﾏｼ rr
60 ｸﾁﾑﾗｻｷﾚｲｼﾀﾞﾏｼ rr

和名
調査地点

注）表中のrrは1～5個体、rは6～20個体、+は21～50個体、cは51～99個体、ccは100個体以上、Rは被度5％未満を示す。

No.
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表－6.2.58（2） メガロベントス地点別出現状況（春季） 

    調査期日：平成28年5月14～16,18,23～24日

B1 B2 B3 B4 B5 B6 B7 B8 B9 B10 B11 B12 B13 B14 B15
61 ｺｲﾜﾆｼ rr
62 ｸﾁﾑﾗｻｷｻﾝｺﾞﾔﾄﾞﾘ rr
63 ﾌﾄｺﾛｶﾞｲ rr
64 ﾑｼｴﾋﾞ rr
65 ｲﾎﾞﾖﾌﾊﾞｲ rr rr rr
66 ｱﾜﾑｼﾛ r
67 ﾋﾒｵﾘｲﾚﾑｼﾛ r rr
68 ｱﾂﾑｼﾛ rr
69 ﾖﾌﾊﾞｲﾓﾄﾞｷ rr
70 ﾉｼｶﾞｲ rr
71 ｼﾏﾍﾞｯｺｳﾊﾞｲ cc
72 ｲﾄｶｹﾂｸｼ rr
73 ｻﾔｶﾞﾀｲﾓ rr
74 ｶﾞｸﾌｲﾓ rr
75 ｷﾇｶﾂｷﾞｲﾓ rr
76 ﾙﾋﾞｲﾌﾀﾅｼｼｬｼﾞｸ rr
77 ｺｳｼﾂﾌﾞ属 rr
78 ﾆｼｷﾂﾊﾞﾒｶﾞｲ rr
79 ｶｲｺｶﾞｲ rr
80 ﾁﾄﾞﾘﾐﾄﾞﾘｶﾞｲ rr
81 ﾖｿﾞﾗﾐﾄﾞﾘｶﾞｲ rr
82 ﾄﾞｰﾘｽ科 rr
83 ｺｲﾎﾞｳﾐｳｼ rr rr
84 ﾑｶﾃﾞﾐﾉｳﾐｳｼ rr rr
85 ｲｿｱﾜﾓﾁ科 rr
86 ｶﾘｶﾞﾈｴｶﾞｲ +
87 ﾍﾞﾆｴｶﾞｲ rr rr rr rr
88 ﾌﾈｶﾞｲ科 rr r
89 ﾋﾊﾞﾘｶﾞｲﾓﾄﾞｷ cc
90 ﾘｭｳｷｭｳﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ r
91 ﾐﾄﾞﾘｱｵﾘ rr rr rr
92 ｼﾏｳｸﾞｲｽ rr
93 ﾍﾘﾄﾘｱｵﾘ cc +
94 ﾏｸｶﾞｲ rr
95 ｼﾛｱｵﾘ rr
96 ｶｲｼｱｵﾘ rr
97 ﾏｸｶﾞｲ科 rr
98 ｲﾜｶﾜﾊｺﾞﾛﾓ rr
99 ｳﾐｷﾞｸ科 rr

100 ﾁｬﾜﾝｶﾞｷ rr rr rr
101 ｵﾊｸﾞﾛｶﾞｷ属 rr cc
102 ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ科 rr
103 ｳﾐｱｻｶﾞｲ rr
104 Cycladicama属 rr rr
105 ﾆｯﾎﾟﾝﾏﾒｱｹﾞﾏｷ類似種 rr
106 ﾐｶﾞｷｼﾀﾀﾘ rr
107 ｷｸｻﾞﾙｶﾞｲ科 r
108 ｵｵﾋｼｶﾞｲ rr
109 ｶﾜﾗｶﾞｲ rr rr
110 ｵｷﾅﾜﾋｼｶﾞｲ rr rr
111 ﾎﾞﾀﾝｶﾞｲ rr
112 ｼﾗﾅﾐｶﾞｲ rr
113 ﾀﾏﾏｷｶﾞｲ rr r rr
114 ﾘｭｳｷｭｳﾊﾞｶｶﾞｲ rr
115 ﾕｷｶﾞｲ rr
116 ｲｿﾊﾏｸﾞﾘ r rr
117 ｸﾁﾊﾞｶﾞｲ r
118 ﾘｭｳｷｭｳｼﾗﾄﾘ r
119 ﾐｶﾞｷﾋﾒｻﾞﾗ rr
120 ﾘｭｳｷｭｳﾏｽｵ +

和名
調査地点

注）表中のrrは1～5個体、rは6～20個体、+は21～50個体、cは51～99個体、ccは100個体以上、Rは被度5％未満を示す。

No.
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表－6.2.58（3） メガロベントス地点別出現状況（春季） 

  調査期日：平成28年5月14～16,18,23～24日

B1 B2 B3 B4 B5 B6 B7 B8 B9 B10 B11 B12 B13 B14 B15
121 ｱｼﾍﾞﾏｽｵ rr
122 ﾎｿｽﾞﾝｸﾞﾘｱｹﾞﾏｷ rr rr
123 ﾎｿｽｼﾞｲﾅﾐｶﾞｲ rr
124 ｵｲﾉｶｶﾞﾐ rr rr r
125 ﾋﾒｱｻﾘ r
126 ｶﾐﾌﾞｽﾏ rr
127 ﾊﾅｸﾞﾓﾘ rr
128 ｳﾛｺﾑｼ科 rr
129 Phyllodoce属 rr
130 ｺｹｺﾞｶｲ rr
131 ｷﾚｺﾐｺﾞｶｲ rr
132 ｸﾏﾄﾞﾘｺﾞｶｲ rr
133 ｽﾅｲｿｺﾞｶｲ rr
134 Pareurythoe属 rr
135 ｳﾐｹﾑｼ科 rr
136 Marphysa属 rr
137 Scoletoma属 rr
138 Scolelepis属 rr
139 ﾀｹﾌｼｺﾞｶｲ科 rr
140 ｳﾁﾅｰｶﾝﾑﾘｺﾞｶｲ rr
141 ｹﾔﾘﾑｼ科 rr rr rr +
142 ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ科 r rr + rr
143 ｺﾞｶｲ綱 rr rr rr rr rr
144 ｽｼﾞﾎｼﾑｼﾓﾄﾞｷ rr
145 ｱﾏﾐｽｼﾞﾎｼﾑｼﾓﾄﾞｷ rr
146 ｽｼﾞﾎｼﾑｼﾓﾄﾞｷ属 r
147 ﾐﾅﾐﾀﾃﾎｼﾑｼ rr
148 ﾙﾘﾂﾎﾞﾑｼ rr
149 ﾋﾄﾞﾛｻﾝｺﾞﾌｼﾞﾂﾎﾞ +
150 ｻﾝｺﾞﾌｼﾞﾂﾎﾞ科 r
151 ﾑｶｼﾌｼﾞﾂﾎﾞ科 r
152 ﾌﾄﾕﾋﾞｼｬｺ rr rr rr
153 ｺﾄｹﾞﾌﾄﾕﾋﾞｼｬｺ rr rr
154 ｳﾆｼｬｺ科 rr r rr rr
155 ｼｬｺ科 r
156 ﾌﾄﾐｿﾞｴﾋﾞ rr
157 ｴﾝﾏｶｸﾚｴﾋﾞ rr
158 ﾎﾝｶｸﾚｴﾋﾞ属 rr
159 ｵﾄﾋﾒﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ rr
160 ｲｿﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ rr r +
161 ﾏﾀﾞﾗﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ rr
162 ﾌｼｳﾃﾞｻﾝｺﾞﾓｴﾋﾞ rr
163 ｻﾝｺﾞﾓｴﾋﾞ rr
164 ﾓｴﾋﾞ科 r rr
165 ｴﾋﾞｼﾞｬｺ科 rr
166 ｱﾅｴﾋﾞ科 r rr rr
167 ｵﾄﾋﾒｽﾅﾓｸﾞﾘ rr
168 ﾓﾊﾞﾎｿｽﾅﾓｸﾞﾘ rr
169 Glypturus armatus rr
170 ﾊﾙﾏﾝｽﾅﾓｸﾞﾘ r
171 ﾌﾞﾋﾞｴｽﾅﾓｸﾞﾘ rr rr
172 ｺﾌﾞｼｱﾅｼﾞｬｺ rr
173 ﾎｸﾛｺｼｵﾘｴﾋﾞ rr r
174 ｺｼｵﾘｴﾋﾞ属 rr
175 ｱｼﾞｱｱｶﾊﾗ r
176 ﾐﾅﾐｶﾆﾀﾞﾏｼ +
177 ｽﾍﾞｽﾍﾞｻﾝｺﾞﾔﾄﾞｶﾘ r
178 ﾂﾏｼﾞﾛｻﾝｺﾞﾔﾄﾞｶﾘ rr rr rr rr + r
179 ﾂﾏｷﾖｺﾊﾞｻﾐ rr cc
180 ﾏﾀﾞﾗﾖｺﾊﾞｻﾐ cc

和名
調査地点

注）表中のrrは1～5個体、rは6～20個体、+は21～50個体、cは51～99個体、ccは100個体以上、Rは被度5％未満を示す。

No.
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表－6.2.58（4） メガロベントス地点別出現状況（春季） 

  調査期日：平成28年5月14～16,18,23～24日

B1 B2 B3 B4 B5 B6 B7 B8 B9 B10 B11 B12 B13 B14 B15
181 ﾂﾒﾅｶﾞﾖｺﾊﾞｻﾐ rr
182 ﾀﾃｼﾞﾏﾖｺﾊﾞｻﾐ rr rr c
183 ｵｲﾗﾝﾔﾄﾞｶﾘ rr
184 Diogenes pallescens rr + rr
185 ｷｶｲﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ rr c
186 ﾕﾋﾞﾅｶﾞﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ rr r rr
187 ﾔﾄﾞｶﾘ亜目 rr r r r r rr
188 Alox chaunos rr
189 ｱﾏﾐﾏﾒｺﾌﾞｼｶﾞﾆ rr
190 ﾂﾉﾀﾞｼﾔﾜﾗｶﾞﾆ rr
191 ﾋﾗﾜﾀｸｽﾞｶﾞﾆ rr
192 ﾜﾀｸｽﾞｶﾞﾆ属 rr
193 ｲﾎﾞﾃｶﾞﾆ属 rr rr rr rr
194 ｹﾌﾞｶｶﾞﾆ rr
195 ｻﾒﾊﾀﾞﾋﾒｶﾞｻﾞﾐ rr rr r
196 ﾒﾅｶﾞｶﾞｻﾞﾐ rr
197 ﾀｲﾜﾝｶﾞｻﾞﾐ rr rr
198 ｼﾞｬﾉﾒｶﾞｻﾞﾐ rr
199 ﾌﾀﾊﾍﾞﾆﾂｹﾓﾄﾞｷ rr rr rr rr rr rr
200 ﾐﾅﾐﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ rr
201 ﾐﾅﾐﾍﾞﾆﾂｹﾓﾄﾞｷ rr rr r
202 ﾋﾒﾌﾀﾊﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ rr rr rr
203 ｽﾃﾌｪﾝｿﾝﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ rr
204 ﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ属 rr + +
205 ｻﾝｺﾞｶﾞﾆ科 rr
206 ｹﾌｻﾃﾅｶﾞｵｳｷﾞｶﾞﾆ rr
207 ﾋﾒﾋﾂﾞﾒｶﾞﾆﾓﾄﾞｷ rr rr
208 ﾃﾞﾏﾝﾋﾂﾞﾒｶﾞﾆ rr rr rr
209 ﾋﾒﾋﾂﾞﾒｶﾞﾆ rr rr
210 ﾋﾂﾞﾒｶﾞﾆ属 r r
211 ｵｳｷﾞｶﾞﾆ rr rr r
212 ｺｵｳｷﾞｶﾞﾆ r
213 ﾑﾂﾊｵｳｷﾞｶﾞﾆ r
214 ｷﾊﾞｵｳｷﾞｶﾞﾆ rr
215 ﾄｹﾞｵｳｷﾞｶﾞﾆ rr rr rr
216 ﾄｹﾞｵｳｷﾞｶﾞﾆ属 rr rr
217 ｵｳｷﾞｶﾞﾆ科 rr rr rr + rr
218 ﾊｼﾘｲﾜｶﾞﾆﾓﾄﾞｷ rr rr r
219 ｲﾀﾞﾃﾝｲﾜｶﾞﾆ r rr
220 ｸﾁｷﾋﾒﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ +
221 ｹﾌﾞｶﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ rr
222 ﾋﾗｲｿｶﾞﾆ rr
223 ｵｷﾅﾜﾋﾗｲｿｶﾞﾆ rr + rr
224 ﾀｲﾜﾝｱｼﾊﾗｶﾞﾆ rr
225 ｺｳﾅｶﾞｲﾜｶﾞﾆﾓﾄﾞｷ +
226 ﾘｭｳｷｭｳｺﾒﾂｷｶﾞﾆ rr r r
227 ﾂﾉﾒﾁｺﾞｶﾞﾆ +
228 ﾋﾒｶｸｵｻｶﾞﾆ rr
229 ﾁｺﾞｲﾜｶﾞﾆ r rr
230 ﾐﾅﾐｵｻｶﾞﾆ rr
231 ﾐﾅﾐﾒﾅｶﾞｵｻｶﾞﾆ rr r rr +
232 ﾒﾅｶﾞｵｻｶﾞﾆ種群 rr r r rr rr +
233 ﾐﾅﾐｺﾒﾂｷｶﾞﾆ +
234 ｵｷﾅﾜﾊｸｾﾝｼｵﾏﾈｷ +
235 ﾋﾒｼｵﾏﾈｷ rr
236 苔虫動物門 R R R R
237 ｷﾞﾎﾞｼﾑｼ綱 rr
238 ｱｵﾋﾄﾃﾞ rr
239 ﾙｿﾝﾋﾄﾃﾞ rr
240 ｳﾃﾞﾅｶﾞｸﾓﾋﾄﾃﾞ rr

和名
調査地点

注）表中のrrは1～5個体、rは6～20個体、+は21～50個体、cは51～99個体、ccは100個体以上、Rは被度5％未満を示す。

No.
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表－6.2.58（5） メガロベントス地点別出現状況（春季） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  調査期日：平成28年5月14～16,18,23～24日

B1 B2 B3 B4 B5 B6 B7 B8 B9 B10 B11 B12 B13 B14 B15
241 ｸﾛｸﾓﾋﾄﾃﾞ r
242 ﾎｳｼｬｸﾓﾋﾄﾃﾞ rr
243 ｵﾊｸﾞﾛｸﾓﾋﾄﾃﾞ rr
244 ｸﾓﾋﾄﾃﾞ綱 r rr rr rr
245 ｸﾛｳﾆ rr
246 ﾎﾝﾅｶﾞｳﾆ +
247 ﾋﾒｸﾛﾅｶﾞｳﾆ rr
248 ﾂﾏｼﾞﾛﾅｶﾞｳﾆ +
249 ﾐﾅﾐﾀﾜｼｳﾆ rr
250 ﾐﾅﾐﾖﾂｱﾅｶｼﾊﾟﾝ rr
251 ｸﾛﾅﾏｺ rr rr rr
252 ﾆｾｸﾛﾅﾏｺ rr
253 ｲｶﾘﾅﾏｺ科 rr
254 ﾑﾗｻｷｸﾙﾏﾅﾏｺ rr
255 ﾁｬﾂﾎﾞﾎﾞﾔ R
256 ｳｽﾎﾞﾔ科 R R R R R
257 ﾍﾝｹﾞﾎﾞﾔ科 R R
258 ﾅﾂﾒﾎﾞﾔ科 rr rr r
259 ｲﾀﾎﾞﾔ科 R R R R R
260 ｼﾛﾎﾞﾔ科 rr rr rr rr
261 ﾏﾎﾞﾔ科 rr r rr

41 31 71 45 9 32 28 42 20 11 9 40 14 19 19

和名
調査地点

No.

出現種類数

注）表中のrrは1～5個体、rは6～20個体、+は21～50個体、cは51～99個体、ccは100個体以上、Rは被度5％未満を示す。
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表－ 6.2.59（1） メガロベントス地点別出現状況（夏季） 

 調査期日：平成28年7月25～27日，8月1～2日

B1 B2 B3 B4 B5 B6 B7 B8 B9 B10 B11 B12 B13 B14 B15
1 ﾓﾐｼﾞｽﾅｺﾞ R R R
2 普通海綿綱 R R R R R R R
3 ﾐﾅﾐｴﾀﾞｳﾐﾋﾄﾞﾗ R R
4 ﾊﾈｶﾞﾔ科 R
5 ｻｶｻｸﾗｹﾞ科 cc
6 ｳﾐｷﾉｺ属 R
7 ﾊﾅｷﾞﾝﾁｬｸ科 rr
8 ｲﾜｽﾅｷﾞﾝﾁｬｸ R
9 ｵﾖｷﾞｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ rr

10 ﾑｼﾓﾄﾞｷｷﾞﾝﾁｬｸ科 rr
11 ﾂﾏﾘｼﾗｲﾄｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ rr
12 ﾏﾒﾊﾀｺﾞｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ rr
13 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 rr rr rr rr rr
14 ｳｽﾋｻﾞﾗｶﾞｲ科 rr
15 新ﾋｻﾞﾗｶﾞｲ目 rr rr rr
16 ﾘｭｳｷｭｳｱｵｶﾞｲ rr
17 ﾆｼｷｳｽﾞ rr rr rr
18 ｷﾞﾝﾀｶﾊﾏ rr
19 ｸﾙﾏﾁｸﾞｻ rr
20 ｵｷﾅﾜｲｼﾀﾞﾀﾐ c
21 ﾌﾙﾔｶﾞｲ rr
22 ｺｼﾀｶｻｻﾞｴ rr
23 ｶﾝｷﾞｸ rr cc
24 ｺｼﾀﾞｶｱﾏｶﾞｲ rr
25 ﾏﾙｱﾏｵﾌﾞﾈ cc rr rr r r
26 ｱﾏｵﾌﾞﾈｶﾞｲ cc
27 ﾆｼｷｱﾏｵﾌﾞﾈ rr
28 ｺｵﾆﾉﾂﾉｶﾞｲ rr
29 ﾋﾒｸﾜﾉﾐｶﾆﾓﾘ rr r + rr rr
30 ｸﾘﾑｼｶﾆﾓﾘ rr
31 ｺﾝｼﾎﾞﾘﾂﾉﾌﾞｴ rr
32 ｶﾔﾉﾐｶﾆﾓﾘ cc +
33 ｳﾐﾆﾅｶﾆﾓﾘ cc
34 ｸﾜﾉﾐｶﾆﾓﾘ rr
35 ﾄｳｶﾞﾀｶﾆﾓﾘ rr
36 ｺﾞﾏﾌﾆﾅ cc
37 ﾘｭｳｷｭｳｳﾐﾆﾅ cc
38 ｲﾄｶｹﾍﾅﾀﾘ cc
39 ﾍﾅﾀﾘ rr
40 ｺｳﾀﾞｶﾀﾏｷﾋﾞ rr
41 ﾘｭｳｷｭｳﾑｶﾃﾞｶﾞｲ r r r rr
42 ﾌﾀﾓﾁﾍﾋﾞｶﾞｲ rr
43 ﾑｶﾃﾞｶﾞｲ科 r r + r
44 ｷｲﾛﾀﾞｶﾗ rr rr
45 ﾎｳｼｭﾉﾀﾏ rr rr
46 ｱﾗｺﾞﾏﾌﾀﾞﾏ rr
47 ﾑﾗｻｷﾊﾗﾌﾞﾄｷﾘｵﾚ rr
48 ﾋｼﾖｳﾗｸ rr
49 ﾚｲｼﾀﾞﾏｼﾓﾄﾞｷ rr
50 ｺｳｼﾚｲｼﾀﾞﾏｼ rr
51 ｺﾞﾏﾌﾇｶﾎﾞﾗ rr
52 ﾚｲｼﾀﾞﾏｼ 2
53 ｸﾁﾑﾗｻｷｻﾝｺﾞﾔﾄﾞﾘ rr
54 ﾌﾄｺﾛｶﾞｲ rr rr
55 ﾋﾒﾏﾙﾌﾄｺﾛ rr
56 ﾑｼｴﾋﾞ rr rr
57 ﾏﾂﾑｼ +
58 ｲﾎﾞﾖﾌﾊﾞｲ rr rr rr
59 ｱﾜﾑｼﾛ rr
60 ﾋﾒｵﾘｲﾚﾑｼﾛ rr r

注）表中のrrは1～5個体、rは6～20個体、+は21～50個体、cは51～99個体、ccは100個体以上、Rは被度5％未満を示す。

和名
調査地点

No.
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表－ 6.2.59（2） メガロベントス地点別出現状況（夏季） 

   調査期日：平成28年7月25～27日，8月1～2日

B1 B2 B3 B4 B5 B6 B7 B8 B9 B10 B11 B12 B13 B14 B15
61 ｱﾂﾑｼﾛ rr
62 ﾖﾌﾊﾞｲﾓﾄﾞｷ rr
63 ﾉｼﾒﾆﾅ rr
64 ﾉｼｶﾞｲ rr rr
65 ﾎﾗﾀﾞﾏｼ rr
66 ｼﾏﾍﾞｯｺｳﾊﾞｲ cc
67 ｲﾄﾏｷﾎﾞﾗ rr
68 ﾍﾞﾆﾏｷｶﾞｲ rr
69 ﾛｳｿｸｶﾞｲ rr
70 ｻﾔｶﾞﾀｲﾓ rr
71 ｷﾇｶﾂｷﾞｲﾓ rr rr
72 ﾄﾗﾌｸﾀﾞﾏｷ rr
73 ｸﾀﾞﾏｷｶﾞｲ科 rr
74 ﾐｶﾞｷﾌﾞﾄﾞｳｶﾞｲ r
75 ｲｿｱﾜﾓﾁ科 rr
76 ｺｳﾀﾞｶｶﾗﾏﾂｶﾞｲ rr rr
77 ﾏｷｽｼﾞｺﾐﾐｶﾞｲ rr
78 ﾂﾉｶﾞｲ rr
79 ｴｶﾞｲ rr
80 ｶﾘｶﾞﾈｴｶﾞｲ rr +
81 ﾍﾞﾆｴｶﾞｲ rr rr rr
82 ﾌﾈｶﾞｲ科 rr rr r
83 ﾋﾊﾞﾘｶﾞｲﾓﾄﾞｷ +
84 ﾘｭｳｷｭｳﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ r
85 ﾐﾄﾞﾘｱｵﾘ rr rr rr rr
86 ｼﾏｳｸﾞｲｽ rr
87 ﾍﾘﾄﾘｱｵﾘ + +
88 ﾏｸｶﾞｲ rr
89 ｼｭﾓｸｱｵﾘ rr
90 ｲﾜｶﾜﾊｺﾞﾛﾓ rr
91 ﾁｬﾜﾝｶﾞｷ rr rr rr rr
92 ｵﾊｸﾞﾛｶﾞｷ属 r cc
93 ﾜﾆｶﾞｷ rr
94 ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ科 rr rr
95 ﾋﾒﾂｷｶﾞｲ rr
96 Cycladicama属 rr rr
97 ﾆｯﾎﾟﾝﾏﾒｱｹﾞﾏｷ類似種 rr
98 ｷｸｻﾞﾙｶﾞｲ科 rr
99 ｶﾜﾗｶﾞｲ rr

100 ｵｷﾅﾜﾋｼｶﾞｲ rr
101 ｼﾗﾅﾐｶﾞｲ rr
102 ﾀﾏﾏｷｶﾞｲ r +
103 ﾘｭｳｷｭｳﾊﾞｶｶﾞｲ rr
104 ｲｿﾊﾏｸﾞﾘ r rr
105 ｸﾁﾊﾞｶﾞｲ r
106 ﾋﾒﾆｯｺｳｶﾞｲ rr
107 ﾘｭｳｷｭｳｼﾗﾄﾘ r
108 ｺﾞｼｷｻﾞｸﾗ rr
109 ﾘｭｳｷｭｳﾏｽｵ r rr
110 ｱｼﾍﾞﾏｽｵ rr
111 ﾎｿｽﾞﾝｸﾞﾘｱｹﾞﾏｷ rr rr
112 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ rr
113 ｶﾉｺｱｻﾘ rr
114 ﾎｿｽｼﾞｲﾅﾐｶﾞｲ rr rr
115 ｵｲﾉｶｶﾞﾐ rr r
116 ﾋﾒｱｻﾘ rr r
117 ﾔｴﾔﾏｽﾀﾞﾚ rr rr
118 ﾊﾅｸﾞﾓﾘ rr
119 Glycera属 rr rr
120 ｺｹｺﾞｶｲ rr

注）表中のrrは1～5個体、rは6～20個体、+は21～50個体、cは51～99個体、ccは100個体以上、Rは被度5％未満を示す。

和名
調査地点

No.
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表－ 6.2.59（3） メガロベントス地点別出現状況（夏季） 

   調査期日：平成28年7月25～27日，8月1～2日

B1 B2 B3 B4 B5 B6 B7 B8 B9 B10 B11 B12 B13 B14 B15
121 ｽﾅｲｿｺﾞｶｲ rr
122 ｲｼｲｿｺﾞｶｲ rr
123 ﾐﾅﾐｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ rr
124 Pareurythoe属 rr
125 ｳﾐｹﾑｼ科 rr
126 ｲﾄｺﾞｶｲ科 rr
127 ﾀｹﾌｼｺﾞｶｲ科 rr
128 Armandia属 rr
129 ｹﾔﾘﾑｼ科 rr rr + rr
130 ｲﾊﾞﾗｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ rr
131 ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ科 r r + r
132 ｺﾞｶｲ綱 rr rr rr cc
133 ｽｼﾞﾕﾑｼ rr
134 ｽｼﾞﾎｼﾑｼﾓﾄﾞｷ属 r
135 ｽｼﾞﾎｼﾑｼ rr
136 ﾐﾅﾐﾀﾃﾎｼﾑｼ rr
137 ﾙﾘﾂﾎﾞﾑｼ rr rr
138 ﾋﾄﾞﾛｻﾝｺﾞﾌｼﾞﾂﾎﾞ +
139 ｻﾝｺﾞﾌｼﾞﾂﾎﾞ科 r
140 ﾑｶｼﾌｼﾞﾂﾎﾞ科 r
141 ｺﾄｹﾞﾌﾄﾕﾋﾞｼｬｺ rr
142 ｳﾆｼｬｺ科 rr rr rr rr
143 ﾎｿｼﾞﾏﾓｼｵｴﾋﾞ属 rr
144 ﾎﾝｶｸﾚｴﾋﾞ属 rr rr rr
145 ｲｿﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ rr r rr +
146 ﾏﾀﾞﾗﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ rr
147 ｻﾌﾞﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ rr
148 ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ属 rr rr
149 ﾌｼｳﾃﾞｻﾝｺﾞﾓｴﾋﾞ r rr
150 ｻﾝｺﾞﾓｴﾋﾞ rr
151 ﾓｴﾋﾞ科 rr rr rr rr
152 ｵﾄﾋﾒｽﾅﾓｸﾞﾘ rr
153 Glypturus armatus rr
154 Neocallichirus jousseaumei rr
155 ﾊﾙﾏﾝｽﾅﾓｸﾞﾘ rr
156 ﾌﾞﾋﾞｴｽﾅﾓｸﾞﾘ rr rr rr rr
157 ﾎｸﾛｺｼｵﾘｴﾋﾞ rr rr rr
158 ｺｼｵﾘｴﾋﾞ属 rr rr
159 ｱｼﾞｱｱｶﾊﾗ r
160 ﾐﾅﾐｶﾆﾀﾞﾏｼ +
161 ﾋﾛﾊｶﾆﾀﾞﾏｼ rr
162 ｽﾍﾞｽﾍﾞｻﾝｺﾞﾔﾄﾞｶﾘ rr
163 ﾂﾏｼﾞﾛｻﾝｺﾞﾔﾄﾞｶﾘ rr rr rr r r r
164 ｱｶﾂﾒｻﾝｺﾞﾔﾄﾞｶﾘ rr
165 ﾜｶｸｻﾖｺﾊﾞｻﾐ rr rr
166 ﾂﾏｷﾖｺﾊﾞｻﾐ c rr
167 ｲﾓｶﾞｲﾖｺﾊﾞｻﾐ rr
168 ﾏﾀﾞﾗﾖｺﾊﾞｻﾐ + rr
169 ﾂﾒﾅｶﾞﾖｺﾊﾞｻﾐ r
170 ﾏｰｸﾞｲﾖｺﾊﾞｻﾐ rr
171 ﾀﾃｼﾞﾏﾖｺﾊﾞｻﾐ r rr rr c
172 ｱｵﾎﾞｼﾔﾄﾞｶﾘ rr
173 Diogenes pallescens r
174 ｷｶｲﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ rr c
175 ﾕﾋﾞﾅｶﾞﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ rr r rr
176 ﾔﾄﾞｶﾘ亜目 rr r r r r rr
177 ｱｼｽﾞﾘﾂﾉｶﾞﾆ rr
178 ｵｷﾅﾜﾔﾜﾗｶﾞﾆ rr
179 ﾋﾗﾜﾀｸｽﾞｶﾞﾆ rr
180 ｲﾎﾞﾃｶﾞﾆ属 rr rr rr

注）表中のrrは1～5個体、rは6～20個体、+は21～50個体、cは51～99個体、ccは100個体以上、Rは被度5％未満を示す。

和名
調査地点

No.
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表－ 6.2.59（4） メガロベントス地点別出現状況（夏季） 

    調査期日：平成28年7月25～27日，8月1～2日

B1 B2 B3 B4 B5 B6 B7 B8 B9 B10 B11 B12 B13 B14 B15
181 ｹﾌﾞｶｶﾞﾆ rr
182 ｻﾒﾊﾀﾞﾋﾒｶﾞｻﾞﾐ rr rr
183 ﾀｲﾜﾝｶﾞｻﾞﾐ rr
184 ﾌﾀﾊﾍﾞﾆﾂｹﾓﾄﾞｷ rr rr rr r rr rr r r
185 ﾐﾅﾐﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ rr rr rr
186 ﾐﾅﾐﾍﾞﾆﾂｹﾓﾄﾞｷ rr rr rr
187 ﾋﾒﾌﾀﾊﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ r rr r
188 ｽﾃﾌｪﾝｿﾝﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ rr r
189 ﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ属 rr + +
190 ﾋﾒｻﾝｺﾞｶﾞﾆ属 rr
191 ｹﾌｻﾃﾅｶﾞｵｳｷﾞｶﾞﾆ rr
192 ﾋﾒﾋﾂﾞﾒｶﾞﾆﾓﾄﾞｷ rr rr
193 ﾃﾞﾏﾝﾋﾂﾞﾒｶﾞﾆ rr rr
194 ﾋﾒﾋﾂﾞﾒｶﾞﾆ rr rr rr rr
195 ﾋﾂﾞﾒｶﾞﾆ属 rr + rr +
196 ｵｳｷﾞｶﾞﾆ rr rr r
197 ｺｵｳｷﾞｶﾞﾆ rr
198 ﾑﾂﾊｵｳｷﾞｶﾞﾆ +
199 ﾍﾞﾆｵｳｷﾞｶﾞﾆ属 rr
200 ｷﾊﾞｵｳｷﾞｶﾞﾆ rr
201 ﾄｹﾞｵｳｷﾞｶﾞﾆ rr rr
202 ﾄｹﾞｵｳｷﾞｶﾞﾆ属 rr rr
203 ｵｳｷﾞｶﾞﾆ科 rr rr rr + rr
204 ﾐﾅﾐｲﾜｶﾞﾆ rr
205 ﾊｼﾘｲﾜｶﾞﾆﾓﾄﾞｷ rr rr rr
206 ｲﾀﾞﾃﾝｲﾜｶﾞﾆ rr
207 ｸﾁｷﾋﾒﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ r
208 ﾋﾗｲｿｶﾞﾆ rr
209 ｵｷﾅﾜﾋﾗｲｿｶﾞﾆ rr + rr
210 ﾀｲﾜﾝｱｼﾊﾗｶﾞﾆ r
211 ｺｳﾅｶﾞｲﾜｶﾞﾆﾓﾄﾞｷ +
212 ﾘｭｳｷｭｳｺﾒﾂｷｶﾞﾆ r r r rr
213 ﾂﾉﾒﾁｺﾞｶﾞﾆ +
214 ﾋﾒｶｸｵｻｶﾞﾆ r
215 ﾁｺﾞｲﾜｶﾞﾆ rr
216 ﾌﾀﾊｵｻｶﾞﾆ +
217 ﾐﾅﾐﾒﾅｶﾞｵｻｶﾞﾆ + rr +
218 ﾒﾅｶﾞｵｻｶﾞﾆ種群 + r + rr rr +
219 ﾐﾅﾐｺﾒﾂｷｶﾞﾆ rr
220 ｵｷﾅﾜﾊｸｾﾝｼｵﾏﾈｷ +
221 ﾋﾒｼｵﾏﾈｷ r
222 苔虫動物門 R R R R
223 ｷﾞﾎﾞｼﾑｼ綱 + rr
224 ｱｵﾋﾄﾃﾞ rr
225 ｸﾛｸﾓﾋﾄﾃﾞ r
226 ﾎｳｼｬｸﾓﾋﾄﾃﾞ rr
227 ﾀﾞﾝｺﾞｸﾓﾋﾄﾃﾞ rr
228 ｸﾓﾋﾄﾃﾞ綱 r rr
229 ｸﾛｳﾆ rr
230 ﾎﾝﾅｶﾞｳﾆ +
231 ﾋﾒｸﾛﾅｶﾞｳﾆ rr
232 ﾂﾏｼﾞﾛﾅｶﾞｳﾆ + rr
233 ﾘｭｳｷｭｳﾅｶﾞｳﾆ rr
234 ﾐﾅﾐﾀﾜｼｳﾆ rr
235 ｼﾞｬﾉﾒﾅﾏｺ rr
236 ﾌﾀｽｼﾞﾅﾏｺ rr rr
237 ｸﾛﾅﾏｺ rr rr rr
238 ﾓｸﾞﾗｸﾛﾅﾏｺ rr
239 ｸﾛﾅﾏｺ属 rr
240 ﾁｬﾂﾎﾞﾎﾞﾔ R

注）表中のrrは1～5個体、rは6～20個体、+は21～50個体、cは51～99個体、ccは100個体以上、Rは被度5％未満を示す。

調査地点
No. 和名
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表－ 6.2.59（5） メガロベントス地点別出現状況（夏季） 

    調査期日：平成28年7月25～27日，8月1～2日

B1 B2 B3 B4 B5 B6 B7 B8 B9 B10 B11 B12 B13 B14 B15
241 ﾐﾄﾞﾘﾐｽｼﾞｳｽﾎﾞﾔ R
242 ｳｽﾎﾞﾔ科 R R R R R
243 ﾍﾝｹﾞﾎﾞﾔ科 R R
244 ﾅﾂﾒﾎﾞﾔ科 rr rr r r
245 ｲﾀﾎﾞﾔ科 R R R R R
246 ｼﾛﾎﾞﾔ科 rr r rr rr
247 ﾏﾎﾞﾔ科 rr rr rr

38 26 79 44 11 42 29 30 21 12 10 44 17 15 19

No. 和名
調査地点

出現種類数

注）表中のrrは1～5個体、rは6～20個体、+は21～50個体、cは51～99個体、ccは100個体以上、Rは被度5％未満を示す。
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表－ 6.2.60（1） メガロベントス地点別出現状況（秋季） 

  調査期日：秋季：平成28年10月19,24,28, 11月14～15日

B1 B2 B3 B4 B5 B6 B7 B8 B9 B10 B11 B12 B13 B14 B15
1 ﾓﾐｼﾞｽﾅｺﾞ R R R
2 普通海綿綱 R R R R R R R
3 ﾊﾈｳﾐﾋﾄﾞﾗ R
4 ﾐﾅﾐｴﾀﾞｳﾐﾋﾄﾞﾗ R R R
5 ﾊﾈｶﾞﾔ科 R
6 ﾊﾅｷﾞﾝﾁｬｸ科 rr
7 ﾀﾁｲﾜｽﾅｷﾞﾝﾁｬｸ R
8 ｲﾜｽﾅｷﾞﾝﾁｬｸ R
9 ｾｲﾀｶｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ rr

10 ﾑｼﾓﾄﾞｷｷﾞﾝﾁｬｸ科 rr
11 ﾂﾏﾘｼﾗｲﾄｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ rr
12 ﾏﾒﾊﾀｺﾞｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ rr
13 ﾊﾅﾌﾞｻｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ rr
14 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 rr rr rr rr
15 紐形動物門 rr rr
16 ﾂﾔｼﾘﾌﾞﾄﾋｻﾞﾗｶﾞｲ rr
17 ｳｽﾋｻﾞﾗｶﾞｲ rr rr
18 ﾘｭｳｷｭｳｱｵｶﾞｲ rr
19 ﾐﾐｶﾞｲ rr
20 ﾆｼｷｳｽﾞ rr rr rr
21 ｻﾗｻﾊﾞﾃｲ rr
22 ｸﾙﾏﾁｸﾞｻ rr
23 ｵｷﾅﾜｲｼﾀﾞﾀﾐ c
24 ﾘｭｳｷｭｳﾋﾒｶﾀﾍﾞ rr
25 ｺｼﾀｶｻｻﾞｴ rr rr
26 ｶﾝｷﾞｸ rr cc rr
27 ｺｼﾀﾞｶｱﾏｶﾞｲ rr
28 ﾏﾙｱﾏｵﾌﾞﾈ cc rr r
29 ｱﾏｵﾌﾞﾈｶﾞｲ cc
30 ﾋﾒｸﾜﾉﾐｶﾆﾓﾘ r + rr rr
31 ｺﾞﾏﾌｶﾆﾓﾘ rr
32 ｺﾝｼﾎﾞﾘﾂﾉﾌﾞｴ rr
33 ｸﾘﾌｶﾆﾓﾘ rr
34 ｶﾔﾉﾐｶﾆﾓﾘ cc +
35 ｳﾐﾆﾅｶﾆﾓﾘ cc cc cc
36 ｶｽﾘｶﾆﾓﾘ属 rr
37 ｵﾆﾉﾂﾉｶﾞｲ科 rr r
38 ｺﾞﾏﾌﾆﾅ cc
39 ﾖｺｽｼﾞﾀﾏｷﾋﾞﾓﾄﾞｷ rr
40 ﾘｭｳｷｭｳｳﾐﾆﾅ cc
41 ｲﾄｶｹﾍﾅﾀﾘ cc
42 ﾑｶｼﾀﾓﾄ rr
43 ｸﾓｶﾞｲ rr
44 ｶﾜﾁﾄﾞﾘ rr
45 ﾁﾘﾒﾝﾌｳﾘﾝﾁﾄﾞﾘ rr
46 ﾘｭｳｷｭｳﾑｶﾃﾞｶﾞｲ r r r rr
47 ﾌﾀﾓﾁﾍﾋﾞｶﾞｲ r
48 ﾑｶﾃﾞｶﾞｲ科 r rr + + rr
49 ﾋﾒﾎｼﾀﾞｶﾗ rr
50 ﾅﾂﾒﾓﾄﾞｷ rr rr
51 ｶﾐｽｼﾞﾀﾞｶﾗ rr
52 ｷｲﾛﾀﾞｶﾗ rr rr rr rr
53 ﾘｽｶﾞｲ rr
54 ﾎｳｼｭﾉﾀﾏ rr rr rr rr
55 ｼﾛｼﾉﾏｷ rr
56 ｹｼｶﾆﾓﾘ rr
57 ﾑﾗｻｷﾊﾗﾌﾞﾄｷﾘｵﾚ rr
58 ｳﾈﾚｲｼﾀﾞﾏｼ rr
59 ﾚｲｼﾀﾞﾏｼﾓﾄﾞｷ rr r
60 ｺｳｼﾚｲｼﾀﾞﾏｼ r rr

注）表中のrrは1～5個体、rは6～20個体、+は21～50個体、cは51～99個体、ccは100個体以上、Rは被度5％未満を示す。

和名
調査地点

No.
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表－ 6.2.60（2） メガロベントス地点別出現状況（秋季） 

 

  

調査期日：秋季：平成28年10月19,24,28, 11月14～15日

B1 B2 B3 B4 B5 B6 B7 B8 B9 B10 B11 B12 B13 B14 B15
61 ﾚｲｼﾀﾞﾏｼ rr
62 ｳﾈｼﾛﾚｲｼﾀﾞﾏｼ rr
63 ｸﾁﾑﾗｻｷｻﾝｺﾞﾔﾄﾞﾘ rr
64 ｺｵﾆｺﾌﾞｼ rr
65 ﾌﾄｺﾛｶﾞｲ rr rr rr rr
66 ﾁﾁﾞﾐﾌﾄｺﾛ rr
67 ﾑｼｴﾋﾞ rr rr
68 ﾏﾂﾑｼ +
69 ｲﾎﾞﾖﾌﾊﾞｲ rr rr
70 ｱﾜﾑｼﾛ r
71 ﾋﾒｵﾘｲﾚﾑｼﾛ rr r
72 ｱﾂﾑｼﾛ rr
73 ﾖﾌﾊﾞｲﾓﾄﾞｷ rr rr
74 ﾉｼｶﾞｲ rr
75 ｼﾏﾍﾞｯｺｳﾊﾞｲ cc
76 ﾁｮｳﾁﾝﾌﾃﾞ rr
77 ﾊｲｲﾛﾐﾅｼ rr
78 ｲﾎﾞｼﾏｲﾓ rr
79 ﾍﾞﾆｲﾀﾀﾞｷｲﾓ rr
80 ﾄﾗﾌｸﾀﾞﾏｷ rr
81 ﾊﾅﾐﾄﾞﾘｶﾞｲ rr
82 ｱﾝﾅｲﾎﾞｳﾐｳｼ rr
83 ﾑｶﾃﾞﾐﾉｳﾐｳｼ rr rr
84 ｲｿｱﾜﾓﾁ科 rr
85 ｶﾘｶﾞﾈｴｶﾞｲ +
86 ﾍﾞﾆｴｶﾞｲ rr rr rr rr
87 ﾌﾈｶﾞｲ科 rr rr r
88 ﾋﾊﾞﾘｶﾞｲﾓﾄﾞｷ +
89 ﾘｭｳｷｭｳﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ r rr
90 ﾐﾄﾞﾘｱｵﾘ rr rr rr rr rr
91 ｼﾏｳｸﾞｲｽ rr
92 ﾍﾘﾄﾘｱｵﾘ rr r
93 ﾏｸｶﾞｲ rr
94 ｲﾜｶﾜﾊｺﾞﾛﾓ rr
95 ﾁｬﾜﾝｶﾞｷ rr rr rr
96 ｵﾊｸﾞﾛｶﾞｷ属 rr rr cc
97 ﾜﾆｶﾞｷ rr rr
98 ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ科 rr rr
99 ﾋﾒﾂｷｶﾞｲ rr

100 Cycladicama属 rr rr
101 ﾆｯﾎﾟﾝﾏﾒｱｹﾞﾏｷ類似種 rr
102 ｽｼﾞﾎｼﾑｼﾔﾄﾞﾘｶﾞｲ rr rr
103 ｸﾛﾌﾄﾏﾔｶﾞｲ rr rr
104 ｷｸｻﾞﾙｶﾞｲ科 rr
105 ｶﾜﾗｶﾞｲ rr
106 ｵｷﾅﾜﾋｼｶﾞｲ rr rr
107 ｴﾏｲﾎﾞﾀﾝ rr
108 ﾀﾏﾏｷｶﾞｲ rr rr r rr
109 ｲｿﾊﾏｸﾞﾘ r rr
110 ｸﾁﾊﾞｶﾞｲ r
111 ﾘｭｳｷｭｳｼﾗﾄﾘ 2
112 ﾐｸﾆｼﾎﾞﾘｻﾞｸﾗ rr
113 ﾘｭｳｷｭｳﾏｽｵ r rr
114 ﾎｿｽﾞﾝｸﾞﾘｱｹﾞﾏｷ rr rr
115 ﾎｿｽｼﾞｲﾅﾐｶﾞｲ rr
116 ｲﾅﾐｶﾞｲ rr rr
117 ﾕｳｶｹﾞﾊﾏｸﾞﾘ rr
118 ｵｲﾉｶｶﾞﾐ rr r r
119 ﾘｭｳｷｭｳｱｻﾘ rr
120 ﾋﾒｱｻﾘ 2

和名
調査地点

注）表中のrrは1～5個体、rは6～20個体、+は21～50個体、cは51～99個体、ccは100個体以上、Rは被度5％未満を示す。

No.
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表－ 6.2.60（3） メガロベントス地点別出現状況（秋季） 

  調査期日：秋季：平成28年10月19,24,28, 11月14～15日

B1 B2 B3 B4 B5 B6 B7 B8 B9 B10 B11 B12 B13 B14 B15
121 ﾔｴﾔﾏｽﾀﾞﾚ rr
122 ﾊﾈﾏﾂｶｾﾞ rr
123 ｶﾐﾌﾞｽﾏ rr
124 ﾊﾅｸﾞﾓﾘ rr
125 ｳﾃﾞﾅｶﾞｶｸﾚﾀﾞｺ rr
126 Glycera属 rr rr
127 ｷﾚｺﾐｺﾞｶｲ rr
128 Ceratonereis属 2 rr r rr
129 ｽﾅｲｿｺﾞｶｲ rr
130 ｲｼｲｿｺﾞｶｲ rr
131 Pareurythoe属 rr rr
132 Scoletoma属 rr
133 ｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ科 rr
134 Arabella属 rr
135 Malacoceros属 rr
136 ｲﾄｺﾞｶｲ科 rr
137 ﾀｹﾌｼｺﾞｶｲ科 rr
138 Armandia属 rr r
139 ﾉﾘｸﾗｹﾔﾘ rr
140 ｹﾔﾘﾑｼ科 rr rr + rr
141 ｲﾊﾞﾗｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ rr
142 ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ科 r r + r
143 ｺﾞｶｲ綱 r rr rr
144 ｽｼﾞﾎｼﾑｼﾓﾄﾞｷ rr
145 ｱﾏﾐｽｼﾞﾎｼﾑｼﾓﾄﾞｷ rr
146 ｽｼﾞﾎｼﾑｼﾓﾄﾞｷ属 rr
147 ｽｼﾞﾎｼﾑｼ rr
148 ﾀﾃﾎｼﾑｼ科 rr
149 ﾋﾄﾞﾛｻﾝｺﾞﾌｼﾞﾂﾎﾞ rr
150 ｻﾝｺﾞﾌｼﾞﾂﾎﾞ科 r
151 ﾑｶｼﾌｼﾞﾂﾎﾞ科 r
152 ｺﾄｹﾞﾌﾄﾕﾋﾞｼｬｺ rr rr
153 ﾌﾄﾕﾋﾞｼｬｺ科 rr
154 ｳﾆｼｬｺ科 rr rr
155 ﾌﾄﾐｿﾞｴﾋﾞ rr
156 ｴﾝﾏｶｸﾚｴﾋﾞ rr
157 ﾎﾝｶｸﾚｴﾋﾞ属 rr rr rr rr
158 ｵﾄﾋﾒﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ rr rr
159 ｲｿﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ rr r
160 ﾏﾀﾞﾗﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ rr
161 ﾌｼｳﾃﾞｻﾝｺﾞﾓｴﾋﾞ rr
162 ｻﾝｺﾞﾓｴﾋﾞ rr
163 ﾓｴﾋﾞ科 rr rr rr rr
164 ｱﾅｴﾋﾞ科 rr
165 ｵﾄﾋﾒｽﾅﾓｸﾞﾘ rr
166 Glypturus armatus rr
167 Neocallichirus jousseaumei rr
168 ﾊﾙﾏﾝｽﾅﾓｸﾞﾘ rr
169 ﾌﾞﾋﾞｴｽﾅﾓｸﾞﾘ rr rr r
170 ｺﾌﾞｼｱﾅｼﾞｬｺ rr
171 ﾎｸﾛｺｼｵﾘｴﾋﾞ rr rr rr
172 ｺｼｵﾘｴﾋﾞ属 rr rr
173 ｱｼﾞｱｱｶﾊﾗ +
174 ﾐﾅﾐｶﾆﾀﾞﾏｼ r
175 ｽﾍﾞｽﾍﾞｻﾝｺﾞﾔﾄﾞｶﾘ +
176 ﾂﾏｼﾞﾛｻﾝｺﾞﾔﾄﾞｶﾘ rr r + rr + r
177 ｱｶﾂﾒｻﾝｺﾞﾔﾄﾞｶﾘ rr
178 ｳｽｲﾛｻﾝｺﾞﾔﾄﾞｶﾘ rr
179 ﾜｶｸｻﾖｺﾊﾞｻﾐ rr
180 ﾂﾏｷﾖｺﾊﾞｻﾐ rr c

和名
調査地点

注）表中のrrは1～5個体、rは6～20個体、+は21～50個体、cは51～99個体、ccは100個体以上、Rは被度5％未満を示す。

No.
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表－ 6.2.60（4） メガロベントス地点別出現状況（秋季） 

  調査期日：秋季：平成28年10月19,24,28, 11月14～15日

B1 B2 B3 B4 B5 B6 B7 B8 B9 B10 B11 B12 B13 B14 B15
181 ﾏﾀﾞﾗﾖｺﾊﾞｻﾐ rr c
182 ﾂﾒﾅｶﾞﾖｺﾊﾞｻﾐ r
183 ﾏｰｸﾞｲﾖｺﾊﾞｻﾐ rr
184 ﾀﾃｼﾞﾏﾖｺﾊﾞｻﾐ rr c
185 ｲｿﾖｺﾊﾞｻﾐ rr
186 ｶﾌﾞﾄﾔﾄﾞｶﾘ rr
187 ｱﾝﾊﾟﾙﾂﾉﾔﾄﾞｶﾘ rr
188 Diogenes pallescens +
189 ｷｶｲﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ +
190 ﾕﾋﾞﾅｶﾞﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ rr r rr
191 ﾔﾄﾞｶﾘ亜目 rr r r + r rr
192 ｿﾃﾞｶﾗｯﾊﾟ rr rr
193 ｲｿｵｳｷﾞｶﾞﾆ rr
194 ｱﾏﾐﾏﾒｺﾌﾞｼｶﾞﾆ rr
195 ｲｯｶｸｶﾞﾆ rr
196 ｸﾓｶﾞﾆ科 rr
197 ｺﾜﾀｸｽﾞｶﾞﾆ rr
198 ﾋﾗﾜﾀｸｽﾞｶﾞﾆ rr
199 Pseudolambrus sundaicus rr
200 ｲﾎﾞﾃｶﾞﾆ属 rr rr
201 ﾆｭｰｶﾚﾄﾞﾆｱｹﾌﾞｶｶﾞﾆ rr
202 ｹﾌﾞｶｶﾞﾆ rr rr
203 ｹﾌﾞｶｶﾞﾆ属 rr
204 ｻﾒﾊﾀﾞﾋﾒｶﾞｻﾞﾐ rr
205 ﾂﾉﾋﾒｶﾞｻﾞﾐ rr
206 ｵｵﾒﾃﾅｶﾞﾋﾒｶﾞｻﾞﾐ rr
207 ﾏﾙﾊﾃﾅｶﾞﾋﾒｶﾞｻﾞﾐ rr
208 ﾌﾀﾊﾍﾞﾆﾂｹﾓﾄﾞｷ rr rr rr rr r
209 ﾐﾅﾐﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ rr
210 ﾐﾅﾐﾍﾞﾆﾂｹﾓﾄﾞｷ rr rr r
211 ﾋﾒﾌﾀﾊﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ rr rr rr rr rr rr
212 ｽﾃﾌｪﾝｿﾝﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ rr rr
213 ﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ属 rr r rr +
214 ﾋﾒｻﾝｺﾞｶﾞﾆ属 rr rr
215 ｹﾌｻﾃﾅｶﾞｵｳｷﾞｶﾞﾆ rr r
216 ｸﾛﾃﾅｶﾞｵｳｷﾞｶﾞﾆ rr rr
217 ﾋﾒﾋﾂﾞﾒｶﾞﾆﾓﾄﾞｷ rr
218 ﾃﾞﾏﾝﾋﾂﾞﾒｶﾞﾆ rr rr rr
219 ﾋﾒﾋﾂﾞﾒｶﾞﾆ rr rr rr rr rr
220 ﾋﾂﾞﾒｶﾞﾆ属 r + rr +
221 ｵｳｷﾞｶﾞﾆ rr rr rr rr
222 ｺｵｳｷﾞｶﾞﾆ rr
223 ﾀﾞｰﾅｵｳｷﾞｶﾞﾆ rr
224 ﾑﾂﾊｵｳｷﾞｶﾞﾆ r
225 ｷﾊﾞｵｳｷﾞｶﾞﾆ rr
226 ﾄｹﾞｵｳｷﾞｶﾞﾆ rr rr
227 ｵｳｷﾞｶﾞﾆ科 rr rr rr rr
228 ﾊｼﾘｲﾜｶﾞﾆﾓﾄﾞｷ rr
229 ｲﾀﾞﾃﾝｲﾜｶﾞﾆ rr
230 ｸﾁｷﾋﾒﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ r
231 ｹﾌﾞｶﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ rr
232 ﾋﾗｲｿｶﾞﾆ rr
233 ｵｷﾅﾜﾋﾗｲｿｶﾞﾆ rr rr
234 ﾀｲﾜﾝｱｼﾊﾗｶﾞﾆ rr
235 ｺｳﾅｶﾞｲﾜｶﾞﾆﾓﾄﾞｷ rr
236 ﾘｭｳｷｭｳｺﾒﾂｷｶﾞﾆ rr + rr +
237 ﾂﾉﾒﾁｺﾞｶﾞﾆ rr
238 ﾋﾒｶｸｵｻｶﾞﾆ rr
239 ﾁｺﾞｲﾜｶﾞﾆ rr
240 ﾐﾅﾐﾒﾅｶﾞｵｻｶﾞﾆ + rr r

和名
調査地点

注）表中のrrは1～5個体、rは6～20個体、+は21～50個体、cは51～99個体、ccは100個体以上、Rは被度5％未満を示す。

No.
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表－ 6.2.60（5） メガロベントス地点別出現状況（秋季） 

  調査期日：秋季：平成28年10月19,24,28, 11月14～15日

B1 B2 B3 B4 B5 B6 B7 B8 B9 B10 B11 B12 B13 B14 B15
241 ﾒﾅｶﾞｵｻｶﾞﾆ rr
242 ﾒﾅｶﾞｵｻｶﾞﾆ種群 r rr + rr +
243 ﾐﾅﾐｺﾒﾂｷｶﾞﾆ r
244 ｵｷﾅﾜﾊｸｾﾝｼｵﾏﾈｷ +
245 ﾋﾒｼｵﾏﾈｷ rr
246 苔虫動物門 R R R R
247 ｱｵﾋﾄﾃﾞ rr
248 ﾙｿﾝﾋﾄﾃﾞ rr
249 ｸﾛｸﾓﾋﾄﾃﾞ r
250 ﾎｳｼｬｸﾓﾋﾄﾃﾞ rr
251 ｵﾊｸﾞﾛｸﾓﾋﾄﾃﾞ rr
252 ｸﾓﾋﾄﾃﾞ綱 r rr rr
253 ｱｵｽｼﾞｶﾞﾝｶﾞｾﾞ rr
254 ｸﾛｳﾆ rr
255 ﾎﾝﾅｶﾞｳﾆ +
256 ﾋﾒｸﾛﾅｶﾞｳﾆ rr
257 ﾂﾏｼﾞﾛﾅｶﾞｳﾆ + rr
258 ﾘｭｳｷｭｳﾅｶﾞｳﾆ rr
259 ﾐﾅﾐﾀﾜｼｳﾆ rr
260 ﾐﾅﾐﾖﾂｱﾅｶｼﾊﾟﾝ rr
261 ﾌﾀｽｼﾞﾅﾏｺ rr
262 ｸﾛﾅﾏｺ rr rr
263 ｱｶﾐｼｷﾘ rr
264 ﾁｬﾂﾎﾞﾎﾞﾔ R
265 ｳｽﾎﾞﾔ科 R R R R R
266 ﾍﾝｹﾞﾎﾞﾔ科 R R
267 ﾅﾂﾒﾎﾞﾔ科 rr rr rr r
268 ｲﾀﾎﾞﾔ科 R R R R R R
269 ｼﾛﾎﾞﾔ科 rr rr rr
270 ﾏﾎﾞﾔ科 rr rr rr rr

48 28 80 45 6 48 29 39 20 16 10 46 15 13 26

和名
調査地点

注）表中のrrは1～5個体、rは6～20個体、+は21～50個体、cは51～99個体、ccは100個体以上、Rは被度5％未満を示す。

No.

出現種類数
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表－6.2.61（1） メガロベントス地点別出現状況（冬季） 

 

  

調査期日：冬季：平成29年1月30,31日, 2月1,3日

B1 B2 B3 B4 B5 B6 B7 B8 B9 B10 B11 B12 B13 B14 B15

1 ﾓﾐｼﾞｽﾅｺﾞ R R R

2 普通海綿綱 R R R R R R R

3 ﾊﾈｳﾐﾋﾄﾞﾗ R

4 ﾐﾅﾐｴﾀﾞｳﾐﾋﾄﾞﾗ R R R

5 ﾊﾈｶﾞﾔ科 R

6 ﾊﾅｷﾞﾝﾁｬｸ科 rr

7 ﾀﾁｲﾜｽﾅｷﾞﾝﾁｬｸ R

8 ｲﾜｽﾅｷﾞﾝﾁｬｸ R

9 ｾｲﾀｶｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ rr

10 ﾑｼﾓﾄﾞｷｷﾞﾝﾁｬｸ科 rr rr

11 ﾂﾏﾘｼﾗｲﾄｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ rr

12 ﾁｸﾋﾞｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ rr

13 ﾏﾒﾊﾀｺﾞｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ rr

14 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 rr rr rr rr

15 ﾆｾﾂﾉﾋﾗﾑｼ科 rr

16 紐形動物門 rr rr rr

17 ｳｽﾋｻﾞﾗｶﾞｲ rr rr

18 新ﾋｻﾞﾗｶﾞｲ目 rr

19 ﾖﾒｶﾞｶｻ rr

20 ﾘｭｳｷｭｳｱｵｶﾞｲ rr

21 ﾘｭｳｷｭｳｼﾎﾞﾘｶﾞｲ rr rr

22 ﾆｼｷｳｽﾞ rr rr rr rr

23 ｳｽﾞｲﾁﾓﾝｼﾞ rr

24 ｵｷﾅﾜｲｼﾀﾞﾀﾐ c

25 ﾋﾗﾋﾒｱﾜﾋﾞ rr

26 ﾊﾌﾞﾀｴｼﾀﾀﾞﾐ rr

27 ｺｼﾀｶｻｻﾞｴ rr

28 ｶﾝｷﾞｸ rr rr cc rr

29 ｺｼﾀﾞｶｱﾏｶﾞｲ rr

30 ﾏﾙｱﾏｵﾌﾞﾈ cc rr r

31 ｱﾏｵﾌﾞﾈｶﾞｲ rr cc

32 ﾆｼｷｱﾏｵﾌﾞﾈ rr

33 ﾋﾒｸﾜﾉﾐｶﾆﾓﾘ rr r cc rr cc

34 ｺﾞﾏﾌｶﾆﾓﾘ rr rr

35 ｺﾝｼﾎﾞﾘﾂﾉﾌﾞｴ rr

36 ｸﾘﾌｶﾆﾓﾘ rr

37 ｶﾔﾉﾐｶﾆﾓﾘ cc +

38 ｳﾐﾆﾅｶﾆﾓﾘ r cc +

39 ｶｽﾘｶﾆﾓﾘ属 rr

40 ｺﾞﾏﾌﾆﾅ cc

41 ﾘｭｳｷｭｳｳﾐﾆﾅ cc

42 ｲﾄｶｹﾍﾅﾀﾘ cc

43 ﾔｻｶﾞﾀﾑｶｼﾀﾓﾄ rr

44 ﾏｶﾞｷｶﾞｲ rr

45 ﾏﾙｼﾛﾈｽﾞﾐ rr

46 ﾘｭｳｷｭｳﾑｶﾃﾞｶﾞｲ r r r r

47 ﾌﾀﾓﾁﾍﾋﾞｶﾞｲ r rr

48 ﾑﾗｻｷﾍﾋﾞｶﾞｲ rr rr

49 ﾑｶﾃﾞｶﾞｲ科 r rr rr + + rr

50 ﾋﾒﾎｼﾀﾞｶﾗ rr

51 ｸﾁﾑﾗｻｷﾀﾞｶﾗ rr

52 ﾅﾂﾒﾓﾄﾞｷ rr

53 ｷｲﾛﾀﾞｶﾗ rr rr

54 ｼﾛﾍｿｱｷﾄﾐｶﾞｲ rr

55 ﾎｳｼｭﾉﾀﾏ rr rr

56 ｹｼｶﾆﾓﾘ rr

57 ﾑﾗｻｷﾊﾗﾌﾞﾄｷﾘｵﾚ rr rr

58 ﾋｼﾖｳﾗｸ rr

59 ｳﾈﾚｲｼﾀﾞﾏｼ rr rr

60 ﾖｳﾗｸﾚｲｼﾀﾞﾏｼ rr

注）表中のrrは1～5個体、rは6～20個体、+は21～50個体、cは51～99個体、ccは100個体以上、Rは被度5％未満を示す。

和名
調査地点

No.
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表－6.2.61（2） メガロベントス地点別出現状況（冬季） 

 

  

調査期日：冬季：平成29年1月30,31日, 2月1,3日

B1 B2 B3 B4 B5 B6 B7 B8 B9 B10 B11 B12 B13 B14 B15
61 ﾚｲｼﾀﾞﾏｼﾓﾄﾞｷ rr

62 ｺｳｼﾚｲｼﾀﾞﾏｼ rr

63 ﾚｲｼﾀﾞﾏｼ rr

64 ｺｲﾜﾆｼ rr

65 ｸﾁﾑﾗｻｷｻﾝｺﾞﾔﾄﾞﾘ rr

66 ﾑｼｴﾋﾞ rr

67 ﾏﾂﾑｼ r

68 ｲﾎﾞﾖﾌﾊﾞｲ rr

69 ｱﾜﾑｼﾛ rr

70 ﾋﾒｵﾘｲﾚﾑｼﾛ rr r

71 ｱﾂﾑｼﾛ rr

72 ﾉｼｶﾞｲ rr

73 ﾎﾗﾀﾞﾏｼ rr

74 ｼﾏﾍﾞｯｺｳﾊﾞｲ cc

75 ｲﾄﾏｷﾎﾞﾗ rr rr

76 ﾁｮｳﾁﾝﾌﾃﾞ rr

77 ﾅﾝﾖｳｸﾛﾐﾅｼ rr

78 ｸﾛﾌﾓﾄﾞｷ rr

79 ｻﾔｶﾞﾀｲﾓ rr

80 ｺﾞﾏﾌｲﾓ rr

81 ｱｼﾞﾛｲﾓ rr

82 ﾑｼﾛﾀｹ rr

83 ﾀｽｼﾞﾐﾄﾞﾘｶﾞｲ rr

84 ﾌﾞｯｼｭﾄﾞﾉｴﾙｳﾐｳｼ rr

85 ﾑｶﾃﾞﾐﾉｳﾐｳｼ rr rr

86 ﾐﾉｳﾐｳｼ亜目 rr

87 ｲｿｱﾜﾓﾁ科 rr

88 ｴｶﾞｲ rr rr

89 ｶﾘｶﾞﾈｴｶﾞｲ +

90 ﾄﾏﾔｴｶﾞｲ rr

91 ﾍﾞﾆｴｶﾞｲ rr rr rr rr

92 ﾌﾈｶﾞｲ科 rr rr r

93 ﾋﾊﾞﾘｶﾞｲﾓﾄﾞｷ +

94 ﾘｭｳｷｭｳﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ r rr rr

95 ﾐﾄﾞﾘｱｵﾘ rr rr rr rr rr

96 ｼﾏｳｸﾞｲｽ rr

97 ﾍﾘﾄﾘｱｵﾘ r r

98 ﾏｸｶﾞｲ r

99 ﾔﾌﾞｻﾒｶﾞｲ rr rr

100 ｶｽﾘｲｼｶﾞｷﾓﾄﾞｷ rr

101 ﾁｬﾜﾝｶﾞｷ rr rr rr rr

102 ｵﾊｸﾞﾛｶﾞｷ属 r rr cc

103 ﾜﾆｶﾞｷ rr rr rr rr

104 ﾉｺｷﾞﾘｶﾞｷ rr

105 ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ科 rr rr rr rr

106 Cycladicama属 rr rr rr

107 ｳﾛｺｶﾞｲ科 rr

108 ｼﾛｷｸｻﾞﾙ rr

109 ｷｸｻﾞﾙｶﾞｲ科 rr

110 ﾏﾀﾞﾗﾁｺﾞﾄﾘｶﾞｲ rr

111 ﾎﾞﾀﾝｶﾞｲ rr

112 ﾋﾚｼｬｺｶﾞｲ rr

113 ﾀﾏﾏｷｶﾞｲ rr rr rr r rr

114 ｲｿﾊﾏｸﾞﾘ r

115 ｸﾁﾊﾞｶﾞｲ rr

116 ﾘｭｳｷｭｳｼﾗﾄﾘ rr

117 ﾐｸﾆｼﾎﾞﾘｻﾞｸﾗ rr

118 ﾆｯｺｳｶﾞｲ科 rr

119 ﾘｭｳｷｭｳﾏｽｵ r

120 ﾎｿｽﾞﾝｸﾞﾘｱｹﾞﾏｷ rr rr

注）表中のrrは1～5個体、rは6～20個体、+は21～50個体、cは51～99個体、ccは100個体以上、Rは被度5％未満を示す。

No. 和名
調査地点
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表－6.2.61（3） メガロベントス地点別出現状況（冬季） 

 

  

調査期日：冬季：平成29年1月30,31日, 2月1,3日

B1 B2 B3 B4 B5 B6 B7 B8 B9 B10 B11 B12 B13 B14 B15
121 ﾎｿｽｼﾞｲﾅﾐｶﾞｲ r

122 ｲﾅﾐｶﾞｲ rr

123 ｵｲﾉｶｶﾞﾐ rr r rr

124 ﾋﾒｱｻﾘ rr

125 ﾔｴﾔﾏｽﾀﾞﾚ rr

126 ｶﾐﾌﾞｽﾏ rr

127 ﾊﾅｸﾞﾓﾘ rr

128 Harmothoe属 rr

129 ｳﾛｺﾑｼ科 rr

130 Glycera属 rr

131 ｷﾚｺﾐｺﾞｶｲ rr

132 Ceratonereis属 rr rr r rr

133 Pareurythoe属 rr rr

134 ｳﾐｹﾑｼ科 rr

135 Scoletoma属 rr

136 Notomastus属 rr

137 ﾀｹﾌｼｺﾞｶｲ科 rr

138 ﾉﾘｸﾗｹﾔﾘ rr

139 ｹﾔﾘﾑｼ科 rr rr + rr

140 ｲﾊﾞﾗｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ rr

141 ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ科 r r + r

142 ｺﾞｶｲ綱 r rr rr rr rr

143 ｽｼﾞﾕﾑｼ rr

144 ｽｼﾞﾎｼﾑｼﾓﾄﾞｷ rr rr

145 ｱﾏﾐｽｼﾞﾎｼﾑｼﾓﾄﾞｷ rr

146 ｽｼﾞﾎｼﾑｼﾓﾄﾞｷ属 rr

147 ﾎｼﾑｼ目 rr

148 ﾋﾄﾞﾛｻﾝｺﾞﾌｼﾞﾂﾎﾞ rr

149 ｻﾝｺﾞﾌｼﾞﾂﾎﾞ科 r

150 ﾑｶｼﾌｼﾞﾂﾎﾞ科 r

151 ｼﾛｽｼﾞﾌｼﾞﾂﾎﾞ rr

152 ｳﾆｼｬｺ科 rr rr

153 ﾎｿﾕﾋﾞｼｬｺ rr

154 ﾖｺｴﾋﾞ亜目 r

155 ｺﾂﾌﾞﾑｼ科 rr

156 ﾃﾅｶﾞｶｸﾚｴﾋﾞ rr

157 ｴﾝﾏｶｸﾚｴﾋﾞ rr rr

158 ﾎﾝｶｸﾚｴﾋﾞ属 rr rr rr rr

159 ｲｿﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ rr rr rr

160 ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ属 rr

161 ﾑﾗｻｷｴﾋﾞ属 rr

162 ﾌｼｳﾃﾞｻﾝｺﾞﾓｴﾋﾞ rr

163 ｻﾝｺﾞﾓｴﾋﾞ r

164 ﾓｴﾋﾞ科 rr rr rr rr

165 ｱﾅｴﾋﾞ科 rr

166 ｵﾄﾋﾒｽﾅﾓｸﾞﾘ rr

167 ﾄｹﾞｵｽﾅﾓｸﾞﾘ rr

168 ﾊﾙﾏﾝｽﾅﾓｸﾞﾘ rr

169 ﾌﾞﾋﾞｴｽﾅﾓｸﾞﾘ rr +

170 ｺﾌﾞｼｱﾅｼﾞｬｺ rr

171 ﾔﾊｽﾞｱﾅｴﾋﾞ rr

172 ﾎｸﾛｺｼｵﾘｴﾋﾞ rr rr

173 ｺｼｵﾘｴﾋﾞ属 rr

174 ｱｼﾞｱｱｶﾊﾗ r

175 ﾐﾅﾐｶﾆﾀﾞﾏｼ r

176 ｾｸﾞﾛｻﾝｺﾞﾔﾄﾞｶﾘ rr

177 ｽﾍﾞｽﾍﾞｻﾝｺﾞﾔﾄﾞｶﾘ rr r

178 ﾂﾏｼﾞﾛｻﾝｺﾞﾔﾄﾞｶﾘ rr rr rr rr + rr

179 ｱｶﾂﾒｻﾝｺﾞﾔﾄﾞｶﾘ rr

180 ｳｽｲﾛｻﾝｺﾞﾔﾄﾞｶﾘ rr

注）表中のrrは1～5個体、rは6～20個体、+は21～50個体、cは51～99個体、ccは100個体以上、Rは被度5％未満を示す。

調査地点
No. 和名
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表－6.2.61（4） メガロベントス地点別出現状況（冬季） 

 

  

調査期日：冬季：平成29年1月30,31日, 2月1,3日

B1 B2 B3 B4 B5 B6 B7 B8 B9 B10 B11 B12 B13 B14 B15
181 ﾂﾏｷﾖｺﾊﾞｻﾐ rr c

182 ﾏﾀﾞﾗﾖｺﾊﾞｻﾐ +

183 ﾂﾒﾅｶﾞﾖｺﾊﾞｻﾐ +

184 ﾀﾃｼﾞﾏﾖｺﾊﾞｻﾐ +

185 ｲｿﾖｺﾊﾞｻﾐ rr

186 ｱｵﾎﾞｼﾔﾄﾞｶﾘ rr

187 Diogenes pallescens r rr

188 ｷｶｲﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ rr c

189 ﾕﾋﾞﾅｶﾞﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ r r

190 ﾔﾄﾞｶﾘ亜目 rr rr r rr r rr

191 ﾂﾊﾞｻﾛｯｶｸｺﾌﾞｼ rr

192 ｲｯｶｸｶﾞﾆ rr

193 ｱｼｽﾞﾘﾂﾉｶﾞﾆ rr

194 ｸﾓｶﾞﾆ科 rr

195 ｺﾜﾀｸｽﾞｶﾞﾆ rr

196 ﾋﾗﾜﾀｸｽﾞｶﾞﾆ r

197 ｲﾎﾞﾃｶﾞﾆ属 rr rr

198 ﾋﾞﾛｰﾄﾞﾂｪﾝﾅｰｶﾞﾆ rr

199 ｻﾒﾊﾀﾞﾋﾒｶﾞｻﾞﾐ rr rr

200 ﾏﾙﾊﾃﾅｶﾞﾋﾒｶﾞｻﾞﾐ rr

201 ﾌﾀﾊﾍﾞﾆﾂｹﾓﾄﾞｷ rr r rr r r

202 ﾐﾅﾐﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ rr rr

203 ﾐﾅﾐﾍﾞﾆﾂｹﾓﾄﾞｷ rr rr

204 ﾋﾒﾌﾀﾊﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ rr rr rr

205 ｽﾃﾌｪﾝｿﾝﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ rr rr rr

206 ﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ属 rr r rr r

207 ﾋﾒｻﾝｺﾞｶﾞﾆ属 rr

208 ｹﾌｻﾃﾅｶﾞｵｳｷﾞｶﾞﾆ rr r

209 ｸﾛﾃﾅｶﾞｵｳｷﾞｶﾞﾆ rr

210 ﾂﾌﾞﾋﾂﾞﾒｵｳｷﾞｶﾞﾆ rr

211 ﾋﾂﾞﾒｵｳｷﾞｶﾞﾆ rr rr

212 ﾋﾒﾋﾂﾞﾒｶﾞﾆﾓﾄﾞｷ rr

213 ﾃﾞﾏﾝﾋﾂﾞﾒｶﾞﾆ rr rr rr

214 ﾋﾒﾋﾂﾞﾒｶﾞﾆ rr rr rr

215 ﾋﾂﾞﾒｶﾞﾆ属 rr rr + rr rr +

216 ｵｳｷﾞｶﾞﾆ rr rr rr

217 ｺｵｳｷﾞｶﾞﾆ rr

218 ﾀﾞｰﾅｵｳｷﾞｶﾞﾆ rr

219 ﾑﾂﾊｵｳｷﾞｶﾞﾆ rr

220 ｷﾊﾞｵｳｷﾞｶﾞﾆ rr

221 ﾂﾌﾞﾄｹﾞｵｳｷﾞｶﾞﾆ rr

222 ﾄｹﾞｵｳｷﾞｶﾞﾆ rr

223 ｵｳｷﾞｶﾞﾆ科 rr rr rr rr

224 ﾊｼﾘｲﾜｶﾞﾆﾓﾄﾞｷ rr

225 ﾋﾒｲﾜｶﾞﾆ rr

226 ｸﾁｷﾋﾒﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ rr

227 ｹﾌﾞｶﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ r

228 ﾋﾗｲｿｶﾞﾆ rr rr

229 ｵｷﾅﾜﾋﾗｲｿｶﾞﾆ rr rr

230 ﾀｲﾜﾝｱｼﾊﾗｶﾞﾆ r

231 ｺｳﾅｶﾞｲﾜｶﾞﾆﾓﾄﾞｷ rr

232 ﾘｭｳｷｭｳｺﾒﾂｷｶﾞﾆ r r rr

233 ﾂﾉﾒﾁｺﾞｶﾞﾆ r

234 ﾋﾒｶｸｵｻｶﾞﾆ rr

235 ﾁｺﾞｲﾜｶﾞﾆ rr

236 ﾐﾅﾐﾒﾅｶﾞｵｻｶﾞﾆ rr r

237 ﾒﾅｶﾞｵｻｶﾞﾆ種群 rr rr rr +

238 ﾐﾅﾐｺﾒﾂｷｶﾞﾆ r

239 ｵｷﾅﾜﾊｸｾﾝｼｵﾏﾈｷ +

240 苔虫動物門 R R R R

注）表中のrrは1～5個体、rは6～20個体、+は21～50個体、cは51～99個体、ccは100個体以上、Rは被度5％未満を示す。

調査地点
No. 和名
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表－6.2.61（5） メガロベントス地点別出現状況（冬季） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

調査期日：冬季：平成29年1月30,31日, 2月1,3日

B1 B2 B3 B4 B5 B6 B7 B8 B9 B10 B11 B12 B13 B14 B15
241 ｷﾞﾎﾞｼﾑｼ科 r

242 ｱﾐﾒｼﾞｭｽﾞﾍﾞﾘﾋﾄﾃﾞ rr

243 ｱｵﾋﾄﾃﾞ rr

244 ｳﾃﾞﾅｶﾞｸﾓﾋﾄﾃﾞ rr

245 ｺﾞﾏﾌｸﾓﾋﾄﾃﾞ rr rr

246 ｸﾛｸﾓﾋﾄﾃﾞ r

247 ﾎｳｼｬｸﾓﾋﾄﾃﾞ rr

248 ｵﾊｸﾞﾛｸﾓﾋﾄﾃﾞ rr rr

249 ｸﾓﾋﾄﾃﾞ綱 r rr

250 ｱｵｽｼﾞｶﾞﾝｶﾞｾﾞ rr

251 ｸﾛｳﾆ rr

252 ﾎﾝﾅｶﾞｳﾆ + rr

253 ﾋﾒｸﾛﾅｶﾞｳﾆ rr

254 ﾂﾏｼﾞﾛﾅｶﾞｳﾆ + rr

255 ﾘｭｳｷｭｳﾅｶﾞｳﾆ rr

256 ﾐﾅﾐﾀﾜｼｳﾆ rr

257 ﾄｹﾞｸﾘｲﾛﾅﾏｺ rr

258 ﾌﾀｽｼﾞﾅﾏｺ rr

259 ｸﾛﾅﾏｺ rr rr rr

260 ﾆｾｸﾛﾅﾏｺ rr

261 ｲｶﾘﾅﾏｺ科 rr

262 ﾑﾗｻｷｸﾙﾏﾅﾏｺ rr

263 ﾁｬﾂﾎﾞﾎﾞﾔ R

264 ｳｽﾎﾞﾔ科 R R R R R R

265 ﾍﾝｹﾞﾎﾞﾔ科 R R

266 ﾅﾂﾒﾎﾞﾔ科 rr rr r rr

267 ｲﾀﾎﾞﾔ科 R R R R R

268 ｼﾛﾎﾞﾔ科 rr rr rr

269 ﾏﾎﾞﾔ科 rr rr rr rr

48 27 83 51 6 51 29 37 11 18 7 37 13 14 32

調査地点

注）表中のrrは1～5個体、rは6～20個体、+は21～50個体、cは51～99個体、ccは100個体以上、Rは被度5％未満を示す。

No. 和名

出現種類数
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表－6.2.62（1） メガロベントス調査地点概況 

礁池・礁縁域 

 B1 B2 B3 

地点 

写真 

   

 

 

 

 

 

底質 

概況 

泥質 砂礫質の藻場 砂礫質及びサンゴ類 

    

礁池・礁縁域 

 B4 B5 B6 

地点 

写真 

  

 

 

 

 

 

 

底質 

概況 

砂礫質 砂泥質 砂礫質（サンゴ礫が多い）

 

干潟域 

 B7 B8 B9 

地点 

写真 

 

 

 

 

 

 

  

底質 

概況 

礫質及び転石 砂礫質及び転石 砂礫質及び泥岩 
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表－6.2.62（2） メガロベントス調査地点概況 

干潟域 

 B10 B11 B12 

地点 

写真 

 

 

 

 

 

 

  

底質 

概況 

砂礫質 砂質 転石及び砂礫質 

    

干潟域 礁池・礁縁域 

 B13 B14 B15 

地点 

写真 

   

 

 

 

 

 

底質 

概況 

泥質（河口域） 砂質 砂礫質 
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図－ 6.2.43 鉄筋杭の高さの変動（B4,9,10） 

注）B10 は平成 26 年度春季に消失したため、同年夏季から新たに設置した。 

 

3) 重要な種 

平成 28 年度の調査において、重要な種は 34 種が確認された。 

なお、マルシロネズミ、スジホシムシヤドリガイ、リュウキュウアサリは過年

度調査で工事前から該当範囲において確認されている。 

 

表－ 6.2.63 確認された重要な種及び確認地点（メガロベントス） 

 

注：重要な種の選定基準は、表－6.2.55 と同様とした。 

 

B1 B2 B3 B4 B5 B6 B7 B8 B9 B10 B11 B12 B13 B14 B15

1 ｶﾔﾉﾐｶﾆﾓﾘ NT NT 危険 春・夏・秋・冬 春・夏・秋・冬

2 ﾄｳｶﾞﾀｶﾆﾓﾘ 危険 春・夏
3 ｲﾄｶｹﾍﾅﾀﾘ NT 危険 春・夏・秋・冬

4 ﾍﾅﾀﾘ NT NT 危険 春・夏
5 ﾏﾙｼﾛﾈｽﾞﾐ NT 冬
6 ﾍｿｱｷﾄﾐｶﾞｲ 稀少 春
7 ﾘｽｶﾞｲ 稀少 秋
8 ｱﾗｺﾞﾏﾌﾀﾞﾏ VU NT 夏
9 ﾖｳﾗｸﾚｲｼﾀﾞﾏｼ NT 冬 春

10 ﾋﾒｵﾘｲﾚﾑｼﾛ NT VU 危険 春・夏・秋・冬 春・夏・秋・冬

11 ﾏｷｽｼﾞｺﾐﾐｶﾞｲ NT 夏
12 Cycladicama属 DD NT 秋 冬 春・夏・秋・冬 春・夏・冬

13 ｽｼﾞﾎｼﾑｼﾔﾄﾞﾘｶﾞｲ NT 秋 秋
14 ｶﾜﾗｶﾞｲ NT VU 春・秋 春・夏
15 ｵｷﾅﾜﾋｼｶﾞｲ NT NT 春・夏 春 秋 秋
16 ﾕｷｶﾞｲ NT NT 危険 春
17 ｲｿﾊﾏｸﾞﾘ NT 減少 春・夏・秋・冬 夏 春 秋
18 ｸﾁﾊﾞｶﾞｲ NT NT 春・夏・秋・冬

19 ﾋﾒﾆｯｺｳｶﾞｲ NT 危険 夏
20 ﾐｶﾞｷﾋﾒｻﾞﾗ NT 春
21 ﾐｸﾆｼﾎﾞﾘｻﾞｸﾗ NT 秋・冬
22 ｱｼﾍﾞﾏｽｵ DD 春 夏
23 ﾎｿｽﾞﾝｸﾞﾘｱｹﾞﾏｷ VU 春・夏・秋・冬 春・夏・秋・冬

24 ﾕｳｶｹﾞﾊﾏｸﾞﾘ VU NT 危険 秋
25 ｵｲﾉｶｶﾞﾐ NT VU 秋 春・夏・秋・冬 春 春・夏・秋・冬 冬
26 ﾘｭｳｷｭｳｱｻﾘ VU EN 秋
27 ﾔｴﾔﾏｽﾀﾞﾚ NT 秋・冬 冬 夏
28 ｶﾐﾌﾞｽﾏ NT VU 春・秋・冬

29 ﾊﾅｸﾞﾓﾘ VU EN 危険 春・夏・秋・冬

30 ｱﾏﾐﾏﾒｺﾌﾞｼｶﾞﾆ DD VU 春・秋
31 ｵｷﾅﾜﾔﾜﾗｶﾞﾆ VU 夏
32 ｵｷﾅﾜﾋﾗｲｿｶﾞﾆ NT 夏 春 春・夏・秋・冬 春・夏・秋・冬

33 ｺｳﾅｶﾞｲﾜｶﾞﾆﾓﾄﾞｷ NT 春・夏・秋・冬

34 ﾁｺﾞｲﾜｶﾞﾆ NT 春 春・夏・秋 冬

和名
環境省
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